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機関誌「精神医学ソーシャル・ワーク」及び「精神保健福祉」掲載研究総目録� ※執筆者・発表者ならびに所属名は機関誌に記載された表記で掲載しています。
号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁

第 1 巻第 1 号
1965年 8 月 1 日

（昭和40年 8 月 1 日）

第 1 回精神医学ソーシャル・ワーカー全国大会特集
［発刊にかえて］抱負 柏木　昭 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会理事長
［挨拶］専門機能の明確化を 木田徹郎 日本ソーシャル・ワーカー協会会長／日本社会事業

学校連盟
1

［祝辞］
若松英一 厚生省公衆衛生局長 2
鈴木一男 厚生省公衆衛生局精神衛生課長 2
吉田ますみ 日本医療社会事業協会副会長 3

［特別講演］
精神医療における P.S.W. 岡田靖雄 都立松沢病院 4
専門ソーシャルワークからみた精神医療 仲村優一 日本社会事業大学 10

［パネル討論］
病院 P.S.W. と精神障害者のコミュニティ・ケア 小松源助 日本社会事業大学 17

早川　進 清生園
荻野良輔 浅香山病院
柴田　晃 兵庫県中央精神衛生相談所
加藤委奈子 宮城県精神衛生相談所
船曳宏保 大阪府精神衛生相談所
柏木　昭 国立精神衛生研究所

［研究発表］
インテーク過程におけるソーシャルワーカーの役割 小林育子 神奈川県立せりがや園 30
ケースワーク診断における役割論の応用 杉田峰康 九大心療内科 31
青春期やせ症者における家族関係 金子寿子 名大精神科 32
訪問治療における抵抗の分析 柴田　晃 兵庫県中央精神衛生相談所 34
家族会の方向 岩本正次 宮城県立名取病院 35
精神障害者の家庭に関する研究－その歴史的考察と展望
－

鈴木浩二 国立精神衛生研究所 36

家族会について 光富照子 熊本保養院 38
デイケアと P.S.W. 渋谷治子・荻野良輔 浅香山病院 39
就職退院者の予後について 関原　靖・大野勇夫・繁原賢吉 岐阜精神病院 41
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
編集後記 坪上・舟曳 42

第 1 巻第 2 号
1966年 4 月 1 日

（昭和41年 4 月 1 日）

［総論］
精神医学ソーシャル・ワークの再検討－その独自性をど
こに求めるか－

柏木　昭 国立精神衛生研究所 1

「ソーシャル・ワークの原理」に関する哲学的考察（Ⅰ） 早川　進 清生園 7
［病院］
精神病院におけるソーシャル・ワーク 岩本正次 宮城県立名取病院 12
Therapeutic Community について　 2 ～ 3 の試論 渡辺朝子 三重県立高茶屋病院 18

［児童相談所］
児童相談分野における P.S.W. の立場より 板橋登美 宮城県中央児童相談所 21

［精神衛生センター・保健所］
退院患者の実態調査－中間報告－ 船曳宏保※・北田　章 ※大阪府吹田保健所兼大阪府精神衛生相談所 27
産業精神衛生に於ける精神医学ソーシャルワーク－その
機能と役割－

柴田　晃 兵庫県立精神衛生センター 37

［図書紹介］
髙木四郎著「精神医学、臨床倫理学、ケースワーク」－
臨床チーム－（慶応通信、昭和40年10月10日発行）

鈴木浩二 国立精神衛生研究所 45

会務報告 47
投稿規定（案） 48
編集後記 荻野

第 2 巻第 1 号
1967年 2 月 1 日

（昭和42年 2 月 1 日）

第 2 回精神医学ソーシャル・ワーカー全国大会抄録
大会特集号によせて 柴田　晃 第 2 回精神医学ソーシャルワーカー全国大会々長 0

［特別記念講演］
精神医学ソーシャル・ワークそのものとその発展 竹内愛二 関西学院大学教授 1
精神障害児治療における社会的側面について 黒丸正四郎 神戸大学医学部教授 7

［シンポジウム］
精神分裂病患者のリハビリテーションについて 岩本正次 名取病院 14

金森　淳 雲雀ヶ丘病院
渡辺朝子 高茶屋病院
恩田　保 養心荘
早川　進 清生園
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
錦織　透 洛南病院々長

［パネルディスカッション］
精神医学ソーシャル・ワーカーの教育における問題点 柏木　昭 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会理事長 24

嶋田啓一郎 同志社大学教授
鈴木浩二 国立精神衛生研究所
武田　健 関西学院大学助教授
大野　勇 岐阜精神病院
森村茂樹 武庫川病院々長

［指定課題研究］
情緒障害児のケースワークとその限界－登校拒否児を中
心として－

奥山典雄・内田節子 岡山県中央児童相談所 42

自閉症ケースワークの限界 金子寿子 名大精神科 44
地域社会における精神障害者への援助 野沢育子 栃木県立岡本台病院 47
精神病院における「社会復帰活動」 岡島　誠 多摩病院 49
精神分裂病者居室集合体内の社会関係について－烏山病
院男子閉鎖病棟の一事例を通して－

堀田和一 昭和大学付属烏山病院 51

家族診断に関する考察－その構成概念を中心に－
generic case work の立場から

山崎道子 国立精神衛生研究所 54

家族療法の前提条件 岡本民夫 熊本短期大学 57
集団療法 見浦康文 桜ヶ丘保養院 60

［研究発表］
神経症の母親をもつ家族の治療 広瀬恭子 東大分院神経科 63
あすなろ学園における治療と教育をめぐって－そこで果
されねばならないソーシャルワーカーの役割－

岡本聡美 高茶屋病院あすなろ学園 64

遺糞症の一治験例 大東郁子 島根県立中央病院精神々経科 66
精神障害者の自己決定について 坪上　宏 国立精神衛生研究所 67
退院分裂病者の社会的予後調査－病者の係について－ 田原幸男・小林育雄・木村明夫・

永田嗣二・恩田　保・鈴木俊寿・
佐藤祐香

静岡県立病院養心荘 68

精神薄弱者の治療的集団活動に関する研究　第 4 報－精
神薄弱者に対する保護向上の試み－

桜井芳郎・高乗公子 国立精神衛生研究所 70
鹿島光子 市川精神薄弱者福祉センター

外勤作業療法をめぐる PSW の現状 中垣望史・川井満紀代 三重県立高茶屋病院 72
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
阿波井島保養院における面会指導について 西内千秋・川上駿人 阿波井島保養院 73
構成的集団心理療法について 柏木　昭 国立精神衛生研究所 75
三才児健診非来所者に関する調査 船曳宏保・大岩治子・松村玲子・

広田秀子
元大阪府精神衛生相談所 76

三才児健診における有所見者の予後調査－夜尿・吃音・
ことばの遅れについて－

柴田裕子・村島温子・斉木恭子・
田口寿子

元大阪府精神衛生相談所 77

夜間相談室の試みについて 村山盛嗣・加藤　忍 賀川記念館 79
登校拒否児のケースワーク（その 1 ） 遠藤克子・伊東　仁 宮城県中央児童相談所 81
登校拒否児のケースワーク（その 2 ） 新宮幸子 宮城県精神衛生相談所 82
米国総合病院精神科のスクリーニング・クリニックに関
するリサーチ（学位修得リサーチ）

田中幸子 神奈川県精神衛生センター 83

保健婦と PSW との関連について 岩本正次・新宮幸子・赤井和子・
木村美代子

84

［演題のみ］
精神分裂病者の家族に関する研究（Ⅱ）－家族内認知構
造について－

鈴木浩二 国立精神衛生研究所 85

家族に横領されやすい患者の傷病恩給 半田智惠子 国立武蔵療養所 85
小団集治療にあらわれた精神分裂病患者の社会性につい
て－デイセンターにおける作文の時間から－

斉藤和子 国立精神衛生研究所 85

アルコール患者のパーソナリティの考察 佐々木ムメノ 宮城県精神衛生相談所延岡分室 85
精神障害者のコミュニティ・ケアに関する基礎調査 森　三郎・稲本誠一・船久保倍

預・壁谷規澄・牧野田恵美子
神奈川県立精神衛生センター 85

音楽治療の誘導 砂田　武 白鷺サナトリウム 85
烏山病院治療病棟における PSW の業務について 大島侑一 烏山病院 85
沖縄における精神医学ソーシャルワークの問題点 平良千代子 沖縄精神病院 85
ケースワーカーの基本原理概論について 阪井慶高 大阪ユネスコ協会 85
酒精中毒患者家族に対するとりくみ－第 2 報－ 光富照子 熊本保養院 85
第63回日本精神神経学会総会22分科会　精神科医療体系
におけるソーシャル・ワーカーの役割

［総括］ 井上正吾（司会） 高茶屋病院 86
柏木　昭（副司会） 国立精神衛生研究所

［一般演題］
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
精神医療に於けるいわゆる clinic social worker の役
割について

石原幸夫・牧野田惠美子・森　三
郎・稲本誠一・舟久保倍預・壁谷
規澄・五藤歌子

神奈川県立精神衛生センター 87

嗜癖治療におけるソーシャルワークの機能 石川淑郎・加藤　寛・梅垣和彦・
窪田暁子・小林育子・小野哲郎・
水島惠一・野村東助・山本峯子

神奈川県立せりがや園 89

病院ソーシャルワークの実態－福岡市の病院を中心に－ 杉田峰康 九大医学部心療内科 90
大学病院神経科児童精神医学部門に関与した立場から 広瀬恭子 東大分院神経科 93
ソーシャルワーカーからみた外勤作業療法 渡辺朝子 三重県立高茶屋病院 94

［シンポジウム］ソーシャルワークとは何か
精神医学ソーシャルワークとは 鈴木浩二 国立精神衛生研究所 98
PSW の現状 柏木　昭 国立精神衛生研究所 99
精神科医療体系について 菊地　潤 宮城県立名取病院 101
精神科ソーシャルワーク－精神病院を中心として－ 西尾友三郎 昭和大学付属烏山病院 103

［指定討論］
荻野良輔 浅香山病院 106
早川　進 清生園 107

社会適応の援助はどのようにあるべきか　その中におけ
る医療チームのそれぞれの役割はどうか

竹谷政男 大阪府立砂川厚生福祉センター 108

小坂英世 東京都立松沢病院／現東京都精神衛生センター 110
森　三郎 神奈川県精神衛生センター 111
河村高信 岡本台病院 112

［質疑応答］ 114
［会務報告］　第 2 回日本精神医学ソーシャル・ワーカー
協会総会審議および報告事項

118

投稿規定 123
編集後記 荻野 124

第 2 巻第 2 号
1967年 4 月29日

（昭和42年 4 月29日）

［研究と報告］
在宅精神障害者の実態－39年度中に来所したケースにつ
いて－

佐藤とみ子・逸見芳子・鷲津未知
子

東京都立精神衛生センター梅ケ丘分室相談員 1

「ソーシャルワーク原理」に関する哲学的考察（Ⅱ） 早川　進 清生園 10
破瓜型分裂病者の社会復帰面接の特殊性について 柴田　晃 兵庫県精神衛生センター 16
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
保健所における児童相談 柴田裕子 大阪府立公衆衛生研究所精神衛生部 23

［座談会］
精神障害者の福祉をめぐって 岡村重夫 大阪市大教授 30

北田　章 大阪府吹田保健所長
長坂五朗 浅香山病院精神科
石神文子 大阪府尾崎保健所
阪上裕子 神戸女学院大学
柴田　晃 兵庫県精神衛生センター
船曳宏保 大阪府吹田保健所
荻野良輔（司会） 浅香山病院

［会務報告］　理事および監事選挙結果公告 44
第 2 巻第 3 号
1967年10月 1 日

（昭和42年10月 1 日）

第 4 回日本精神医学ソーシャルワーカー全国大会案内
（第 2 報）
［総説］
精神障害者の福祉対策について 荻野良輔 浅香山病院　精神科　医療福祉相談室 1

［研究と報告］
家族診断から家族治療へ（その 1 ）－家族ケースワーク
診断論の試み　 1 －

横山桂子 阪本病院 7

治療集団内における対人感情の知覚－精神分裂病患者と
神経症患者を比較して－

大利一雄 関西学院大学学生部 25

［資料］
不適応児童における家族的背景の解明 藤本　昇 神奈川県相模原児童相談所児童福祉司 48
保健所業務としての精神衛生活動－精神衛生相談員の活
動報告－

石神文子 大阪府尾崎保健所 61
田中温子 大阪府岸和田保健所
在田史子 大阪府泉大津保健所
田中恭子 大阪府泉佐野保健所
橘　祐子 大阪府貝塚保健所

投稿規定 70
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
第 3 巻第 1 号
1968年 4 月15日

（昭和43年 4 月15日）

第 4 回日本精神医学ソーシャル・ワーカー全国大会プロ
グラム
第 4 回日本精神医学ソーシャル・ワーカー全国大会抄録
入院児のグループワークに関する一考察 浅地裕子・児玉怜子 国立小児病院 1
多問題家族のケースワーク（第 2 報）－公的児童相談か
ら見た－

藤本　昇 神奈川県相模原児童相談所 3

PSW の一基本問題－社会学的分析視角の必要性につい
て－

野々山久也・参川清雄・衣川満哉 清心会山本病院 4
本村　汎 大阪市立大学

PSW からみた老年期被害妄想 杉村春三 慈愛園 5
地域精神衛生活動に於ける事例発見の問題 牧野直子 都立精神衛生センター梅ヶ丘分室 6

六反田幸子 東京都江戸川区保健所
東条敏子 東京都八王子市保健所
峯元みさを 東京都中央保健所八丈出張所

地域指導者の精神衛生に対する態度（第 2 報） 柏木　昭・今田芳枝・小川武子・
坪上　宏・高乗公子・佐竹洋人

国立精神衛生研究所 8

精神障害者の社会復帰についての外的環境の一考察 井上妙子 大阪府布施保健所 9
佐武民子 大阪府枚岡保健所
荻野和代 大阪府八尾保健所
西村栄野 大阪府藤井寺保健所
辻川知子 大阪府富田林保健所
松田千恵子 大阪府四条畷保健所

企業における精神衛生管理の実態 田中温子 大阪府岸和田保健所 10
井上高子 大阪府精神衛生相談所

精神薄弱者の診断、処遇に関する精神医学ソーシャル
ワーカーの役割（第 2 報）－成人精神薄弱者の診断・処
遇－

桜井芳郎・高乗公子 国立精神衛生研究所 12
小瀬村和子 大阪府精神薄弱者更生相談所

アルコール中毒者の予後 関友三郎 沼津精神病院 13
国立肥前療養所退院患者の社会復帰状況について 米倉猛雄・向井　彬・吉村　正 国立肥前療養所 14
精神障害者における中間施設について（第 1 報）－その
試み－

日下部惠二・荻野良輔・菅野治
子・山本寿子

浅香山病院 15

一分裂病患者の生活史と社会復帰についての考察 金田迪代 札幌医大円山分院 17
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
当施設における精神分裂病者の再適応状況についての報
告（第 1 報）

野口金弥・山田幸子・上井康文・
竹谷政男・堀　都・馬場美代子・
稲福勇夫

大阪府立砂川厚生福祉センター 18

或る治療チームにおける PSW の役割 村手保子、中川　幸 大阪市中央児童相談所　長谷川神経科 19
精神分裂病者の入院過程における家族の諸問題 松田　孝・塚田不二子 埼玉県精神衛生センター 20
入院によって患者が住居、見廻り品、未収給料等を失う
ことの防止について

河野貴代美・見浦康文 桜ヶ丘保養院 22

家族会と家族集団療法－あすなろ学園の経験を通して－ 岡本聡美 三重県立高茶屋病院（あすなろ学園） 23
［特別記念講演］
PSW 当面の課題 台　　弘 東京大学医学部教授 25

「ソーシャル・ワークの原理」に関する哲学的考察（Ⅲ） 早川　進 清生園 31
医療機関に紹介した事例の追跡調査－受療経過と家族の
関係－

鷲津未知子・佐藤とみ子・逸見芳
子

東京都立精神衛生センター梅ヶ丘分室 42

投稿規定 50
第 3 巻第 2 号
1968年11月 1 日

（昭和43年11月 1 日）

第 5 回日本精神医学ソーシャル・ワーカー全国大会御案
内（第 1 報）

［第 4 回大会特集　P.S.W 方法論の体系化をめざして］
［特別記念講演］
社会福祉方法論の体系化をめざして 岡村重夫 大阪市立大学教授 1

［指定研究］
ソーシャル・ケースワーク方法論－精神障害者の自己決
定の原理に関して－

金子寿子 名大附属病院医療社会事業部　精神科 11

地域精神衛生領域におけるコミュニティ・オーガニゼー
ションワーク

奥山典雄 岡山県中央児童相談所 26

［研究と報告］
引っ込み思案の子どもに関する研究（第 1 報）－その史
的背景と動向について－

藤本　昇 神奈川県相模原児童相談所 32

精神障害者の離婚の問題 桜井久子 北信総合病院神経科 36
投稿規定 41

第 4 巻第 1 号
1969年 4 月 1 日

（昭和44年 4 月 1 日）

［研究と報告］
ソーシャル・ワーカーの存在理由を明らかにする－
PSW の業務調査にあたって－

柏木　昭 国立精神衛生研究所 1
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
精神障害者に対する福祉的援助－職業としてのソーシャ
ルワーク－

西尾忠介・見浦康文・河野貴代
美・高橋紘子

桜ヶ丘保養院 3

児童分裂病の家族研究の現状－文献を中心として－ 久保紘章 四国学院大学 11
高校生における登校拒否とその類型にもとづく接近 新宮幸子 宮城県　精神衛生相談所 29
病院医療と地域精神衛生活動 渡辺朝子 三重県立高茶屋病院 40
投稿規定 44

第 4 巻第 2 号
1969年11月 1 日

（昭和44年11月 1 日）

［第 5 回日本精神医学ソーシャル・ワーカー全国大会特
集号（Ⅰ）］

［Editorial］
P.S.W の社会福祉的自覚を求む 渡辺朝子 三重県立高茶屋病院 1

［特別記念講演］
医療における精神医学ソーシャル・ワーカーの社会福祉
的課題

浦辺　史 日本福祉大学教授 2

［シンポジウム］P.S.W 当面の課題
精神障害者の実態とその制度的背景より 大野勇夫 岐阜精神病院 10
医療保障と家族会との関連において 多田トモ子 湊川病院 13
国立機関の P.S.W の現状と課題－広域サービスと社会資
源利用上の観点から－

河野健児 国立武蔵療養所 14

P.S.W にとって“地域活動”とは何か 石神文子 大阪府保健所泉州ブロック／尾崎保健所 16
職業としてのソーシャル・ワーク 見浦康文 桜ヶ丘保養院 18

［指定討論］近接領域より
精神科医の立場から 後藤　聰 愛知県立城山病院 20
保健婦の立場から 渡辺洋子 愛知県　春日井保健所 21
看護者の立場から 竹内　博 三重県立高茶屋病院 22
臨床心理の立場から 西尾　明 静岡県精神衛生センター 23

［研究と報告］指定課題研究
我が国における精神医学ソーシャル・ワークの現状と将
来

柏木　昭・坪上　宏・佐竹洋人・
小川武子

国立精神衛生研究所社会精神衛生部 26

［動き］
第96回全米社会福祉会議（NCSW）管見 板橋登美 宮城県中央児童相談所・本協会理事 37

［書評］
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
ケースワークノートブック　オーバートン＝ティンカー
編　仲村優一、柏木　昭訳

荻野良輔 浅香山病院 39

投稿規定 41
第 5 巻第 1 号
1970年 4 月 1 日

（昭和45年 4 月 1 日）

PSW 管見 岡本民夫 熊本短期大学 1
［研究と報告］
社会福祉的援助活動とはなにか－ケースワーク論の再検
討より試論へ－

坪上　宏 国立精神衛生研究所 2

自己決定の実証的研究－精神医学ソーシャル・ワーク基
礎理論（その 1 ）－

早川　進 清生園 13

老年精神医学からみた P.S.W 杉村春三 慈愛園 32
他機関へ紹介した相談ケースの予後調査－ケースワーク
における紹介のあり方－

藤原和子 大阪府茨木保健所 40
斎藤千賀子 大阪府枚方保健所
岡田邦子 大阪府守口保健所
斎木恭子 大阪府高槻保健所
小宗邦子 大阪府豊中保健所

生活臨床における P.S.W の役割について 石川辰夫 群大附属病院　精神科 46
自閉症児の治療について－家庭訪問、学校訪問を通して
－

荒川義子・郡山汎子 大阪府立公衆衛生研究所 50

児童相談所における自閉症児相談の現状 竹渕幸子・村手保子 大阪市中央児童相談所 55
入退院を繰返している一精神病質者に対するケース・
ワークの一つの試み－

佐藤華子・寺脇豊子・入野美也
子・長谷川増典・伊藤直美・椿　
忠

桜ヶ丘保養院 57

アルコール中毒者の予後 関友三郎 財団法人復康会　沼津中央病院 61
在宅精神障害者の実態－特に家族の態度を中心として－ 辻川知子 富田林保健所 68
第 6 回精神医学ソーシャルワーカー全国大会案内 78
投稿規定 79

第 5 巻第 2 号
1970年11月 1 日

（昭和45年11月 1 日）

［第 6 回日本精神医学ソーシャル・ワーカー全国大会特
集号］
日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会の基本方針－第
6 回総会における理事長挨拶－

柏木　昭 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会理事長／国
立精神衛生研究所

1

［パネルディスカッション要旨］われわれは現代におい
て何をなすべきか

1. 坪上　宏 国立精神衛生研究所 2
2. 見浦康文 桜ヶ丘保養院 3
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
3. 三代浩肆 神奈川県せりがや園 4
4. 阿部政博 兵庫県精神衛生センター 5
5. 船曳宏保 福岡県立社会保育短大 6

［パネル討議］ 柏木・三代・見浦・坪上・阿部・
船曳・谷中・村山・松浦・児島

8

［グループ討議報告］昭和45年 5 月 6 ～ 7 日
A グループ報告者 原　澄子 16
B グループ報告者 窪田暁子 16
D グループ報告者 渡辺朝子 17
E グループ報告者 早川　進 18
F グループ報告者 堀田和一 18
G グループ報告者 鈴木俊寿 19
H グループ報告者 岡本民夫 19
I グループ報告者 小寺清孝 20
J グループ報告者 藤本三八男 21
K グループ報告者 恩田　保 21
L グループ報告者 大野勇夫 22
M グループ報告者 岩本正次 23
N グループ報告者 金子寿子 23
O グループ報告者 半沢智恵子 25
P グループ報告者 荻野良輔 25

［パネル討議およびグループ討議の総括］ 見浦康文 26
［全体集会］医療保険問題討議資料
医療保険問題小委員会 児島美都子・金子寿子・大野　勇

・人見謙吉・垂石啓芳・萩下洋一
27

［アンケートの総括］ 森井・小野・坪上 33
第 6 回精神医学ソーシャル・ワーカー全国大会－総会－
の経過と要旨

堀田和一 全体集会係 35

第 7 回日本精神医学ソーシャル・ワーカー全国大会案内 37
投稿規定 38
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
第 6 巻第 1 号
1971年12月 1 日

（昭和46年12月 1 日）

機関紙の意味 岩本正次 明治学院大学教授 1
［研究と報告］
措置入院制度をめぐる諸問題－実態調査報告－
医療問題研究委員会 児島美都子・石野加代子・伊藤　

忍・大野勇夫・小河邦子・金子寿
子・窪田曉子・子安崇雄・菅井　
明・垂石啓芳・土田幸弘・山田　
直

医療問題研究委員会 2

協力 東海地方 PSW 研究会　
日本福祉大学社会福祉研究所

精神病院における患者家族会の現状と問題点 米倉猛雄・向井　彬・鮫島　健・
牛島定信

国立肥前療養所 24

児童相談の今日的課題－ケースワークにかえれ－ 藤本　昇 神奈川県相模原児童相談所 32
面接の方法－判断と共感的理解について－ 飯野恵城 茨城県下館児童相談所 37
投稿規定 47

第 7 巻第 1 号
1972年12月 1 日

（昭和47年12月 1 日）

［研究と報告］
ソーシャルワーク実践における「方法」と「技術」につ
いて－愛知・一宮・佐藤神経科病院問題の提起したもの
－

田倉保男 名古屋市昭和保健所 1

東海地区における PSW、相談員の業務実態調査
東海 PSW 研究会業務実態調査委員会 岩田邦彦 楠第一病院 6

大喜多由起子・垂石房子 愛知医大附属
辻　恵子 久居病院
石川由美子 杉田病院
松永　均 守山保健所
各務まり子 中保健所
岡本亘弘 千種保健所
穐山アイ子 共和病院
清水道生 守山荘病院

アメリカ合衆国における地域精神衛生 大浦典子 シモンズ社会事業大学院　 2 年 25
河野貴代美 シモンズ社会事業大学院　 1 年・桜ヶ丘保養院

PSW
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
投稿規定 33

第 8 巻第 1 号
1974年 3 月31日

（昭和49年 3 月 1 日）

［特別研究］
PSW 待遇調査委員会報告（調査結果概要）
日本 PSW 協会待遇調査委員会 伊達徳子 宮城県精神衛生センター 1

岩井康文 雲雀ケ丘病院
太田たき 国見台病院
加藤委奈子 宮城県精神衛生センター
鈴木美枝 東北会病院
新宮幸子 宮城県精神衛生センター
杉田静子 宮城県精神衛生センター

［研究］
精神分裂病の薬物寛解者の職業的更生のために 関口吉弘 栃木県立岡本台病院　PSW 16
投稿規定 23

第 9 巻第15号
1975年 3 月31日

（昭和50年 3 月31日）

［10周年記念特集号］
10年をふりかえって 岩本正次 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会理事長 1
協会10年の歩みの中から 柏木　昭 国立精神衛生研究所・前理事長 3

「PSW 通信」からみた協会10年の歩み－会員の発言の中
から－

見浦康文 東京都立世田谷リハビリテーションセンター 19

日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会年表 35
あとがき 岩本正次、遠藤克子、小松源助、

坪上　宏
共同編集責任者（アイウエオ順） 45

機関誌「精神医学ソーシャル・ワーク」掲載研究総目録 47
日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会全国大会研究発
表総目録

61

編集後記 荻野 編集委員会 80
第10巻第16号
1976年 3 月31日

（昭和51年 3 月31日）

［第11回全国大会研究発表論文］
断酒会員とその家族の態度変容過程 佐々木敏明 北海道立精神衛生センター 1
統合的精神分析的ソーシャル・ワークについて 吉田厚夫・鈴木秀夫・高野厚男・

安斉秀宏
群馬会群馬病院ケースワーカー 9

分裂病者のグループ活動－やどかりの里　爽風会の流れ
を通して－

北村早穂 やどかりの里 24

＜投稿論文＞
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
保健所精神衛生業務における精神衛生相談員と保健婦の
協力（連携）の仕方について－機能本質論的および実践
的接近を中心として－

田倉保男 名古屋市衛生局予防課 28

投稿規定 41
第11巻第17号
1977年 3 月31日

（昭和52年 3 月31日）

［資格制度特集号］
［巻頭言］
資格制度特集号によせて 谷中輝雄 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会理事長／や

どかりの里
1

［調査報告］
民間病院の PSW 実態調査－東海地区－ 若林恵子 久居病院 3
国、公立精神病院における PSW の業務と待遇 渡辺朝子・藤沢満紀代 三重県立高茶屋病院 7
P.S.W の資格制度の実現をめざして－自治体病院におけ
る P.S.W の実態調査より－

林　俊雄・木村昭子・長坂謙吉・
垂石啓芳

愛知県立城山病院 11

専門職としての P.S.W を考える－東京都における待遇実
態調査から－

遠藤克子・他 東京都 PSW 研究会 20

［私は身分資格制度をこう考える］
身分資格制度を問われて思うこと 大島かおり 小林病院 23
身分制度について 横谷忠夫 京ヶ峰岡田病院 24
P.S.W の専門性と専門制 小山勝己 宮城県・赤坂病院 25

「専門性」をどうとらえるのか－没専門性を指向する中
で－

吉岡　隆 都立松沢病院 26

資格制度の必要性について 梶元紗代 高梁病院 28
私立病院の立場から 橋本則雄 北林病院 29
P.S.W の資格制度問題についての私見 清水道生 守山荘病院 30
P.S.W の任用運動についての私見 山田静男 共立菊川病院 31
一民間病院における P.S.W 岩田邦彦 楠第一病院 33
17年間民間病院で働いて 多田トモ子 湊川病院 34
東春病院における P.S.W の仕事 井上知治・南出滋子 東春病院 35
P.S.W の労働と資格制度－運動の前進をめざして－ 大野勇夫 淑徳大学 37
身分資格制度に対する一私見－英国での実習体験を通し
て－

山口律子 元成増厚生病院 41

医療社会事業に関する資料年表 42
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
　資料 1 　資格制度をめぐる運動年表 43

［身分資格運動に関する協会外の動き］ 43
　資 料 2 　厚生省が必置性を通達　社福法人の新基準の

なかで
43

　資 料 3 　全国公私病院連盟による「病院診療報酬要求
案」に於ける SW の位置づけと点数新設要求

44

　資 料 4 　病院診療報酬要求案による点数化に対する見
解

日本医療社会事業協会事務局 45

　資 料 5 　日本学術会議の MSW の資格教育を含めての
「リハビリテーションに関する教育・研究体制等に
ついて」の勧告文

46

　資料 6 　医療ソーシャルワーカー資格制度署名運動 社団法人日本医療社会事業協会 48
　資 料 7 　国立病院療養所・医療社会事業担当者協議会

要望書
49

　資 料 8 　昭和52年度　精神病院技術者研修会－ PSW
部門－報告

寺谷隆子 成増厚生病院 51

［資格運動に関する PSW 協会内の動き］
　資 料 9 　静岡県医療社会事業協会の医療社会事業従事

者任用についての陳情について
53

　資料10　東京都 PSW 研究会要望書 54
　資 料11　全国公私立病院連盟の「病院診療報酬要求案」

に対する PSW 協会の動き
56

PSW 協会身分資格制度運動の変遷 57
編集後記 渡辺 61

第12巻第18号
1979年 3 月31日

（昭和54年 3 月31日）

［第14回 PSW 大会記録集］
PSW の当面する課題（その 2 ）－入院を軸としてクラ
イエントとのかかわりを考える－
はじめに 谷中輝雄 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会　理事長 1

［実践報告］
司会 多田トモ子 湊川病院 2
書記 松本　実・佐藤洋子 成増厚生病院
1  　外来者の生活実態とそのしめすもの 若林恵子 久居病院（東海地区）

菅真智子 鷹岡病院（東海地区）
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
2  　入院者の生活実態をめぐって＝精神病院での生活実

態調査＝（中間報告）
小出保広 堺市金岡保健所（大阪 PSW ブロック会） 5

3  　Y 事件におけるセンターメモの果たした役割と相談
のあり方を問う

村山隆彦 県立芹香院（神奈川地区） 8

4  　社会復帰訓練室のスタートまで 磯野靖男 県立悠久荘（新潟地区） 11
［分科会］
第 1 分科会　入院前の問題 16
司会 荒井　譲 富山県精神衛生センター
書記 松園雅世 松沢病院
　話題提供　その 1 福島道夫 堺市鳳保健所 16
　話題提供　その 2 岩田泰夫 四条畷市四条畷保健所 17
第 2 分科会　初診（再診）時の問題 23
司会 西村達夫 島根中央病院
書記 阪上裕子 国立公衆衛生院
　話題提供　その 1 　インテークについて 田村文栄 成増厚生病院 23
　話題提供　その 2 金子基典 松江赤十字病院 26
第 3 分科会　入院（再入院）時の問題 40
司会 大野和男 せりがや園
書記 岩井康文 雲雀ケ丘病院
　話題提供　その 1 反町　誠 川崎市中原保健所 40
　話 題提供　その 2 　入院時オリエンテーションについ

て
並木宣子 松沢病院 41

第 4 分科会　入院中の問題 54
司会 山崎晴彦 三重県立高茶屋病院
書記 柏木一惠 浅香山病院
　話題提供　その 1 栗屋　登 紀泉病院 54
　話題提供　その 2 菅野治子 浅香山病院 55
第 5 分科会　退院時の問題 63
司会 重石啓芳 城山病院
書記 岩田邦彦 楠第一病院
　話題提供　その 1 藤沢満紀代 高茶屋病院 63
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
　話題提供　その 2 大海義昭 美濃加茂病院 67
第 6 分科会　退院後の問題 76
司会 関友三郎 若葉保育園
書記 野田和男 静岡県精神衛生センター
　話題提供　その 1 稲福重夫 松原市松原保健所 76
　話題提供　その 2 横沢文夫 川崎市社会復帰センター 79

［全体討議］ 91
司会 西沢利朗 川崎市社会復帰医療センター

柏木　昭 国立精神衛生研究所
書記 大島かおり 小林病院

赤沼裕子 川崎市大師保健所
編集後記 100
投稿規定 101

第13巻第19号
1980年 3 月31日

（昭和55年 3 月31日）

［第15回 PSW 大会記録集］変わりゆく精神医療の中で－
対象者への視点と我々に期待される役割－
はじめに 谷中輝雄 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会　理事長 4

［講演］
1  　病院医療の展開における PSW の視点と役割　浅香

山病院での実践をとおして
菅野治子 浅香山病院 PSW 5

2  　PSW の歩みと現状　実践報告をとおして 坪上　宏 日本福祉大学教授 17
［パネルディスカッション］ 28
司会 栗屋　登 紀泉病院

小出保広 鳳保健所
書記 寺田浄子 紀泉病院
1  　病院における精神医療の問題点を考える－民間病院

における PSW の機能をめぐって－
若林恵子 久居病院 28

2 　退院と自立を考える－「あさかの里」の体験から－ 半田芳吉 郡山精神病院 31
3 　病院と地域の接点について 福島道夫 堺宿院保健所 34
4  　「有志の会」活動について－看護者とワーカーの連

携について－
徳永佳勝 愛媛県精神衛生センター 36

5 　ソーシャルワーカーの立場性と専門性を考える 吉岡　隆 埼玉県精神衛生センター 39
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
討論 44

［小討論集会］
A グループ 司会　門屋充郎 大江病院 50

書記　日下部恵二 浅香山病院
討論 51
B グループ 司会　小山勝己 赤坂病院 55

書記　八巻幹夫 東北会病院
要約記録 56
C グループ 司会　服部潤吉 新潟県立療養所　悠久荘 57

書記　阿部美生子 新潟県立精神衛生センター
討論 58
D グループ 司会　寺谷隆子 成増厚生病院 69

書記　遠藤克子 大内病院
討論 70
E グループ 司会　清水道生 守山荘病院 82

書記　林　俊雄 城山病院
討論 83
F グループ 司会　荒田　寛 広島県精神衛生センター 95

書記　梶元紗代 高梁病院
討論 96

［各地の現況報告］ 司会　高山実子 浅香山病院 108
書記　森川優子 阪南病院

報告 1 　中国地区 荒田　寛 広島県精神衛生センター 108
報告 2 　東京地区 小林紀子 多摩済生病院 110
報告 3 　千葉地区 柏木　昭 国立精神衛生研究所 111
報告 4 　東海地区 清水道生 守山荘病院 112
報告 5 　大阪地区 岩田泰夫 四条畷保健所 113
報告 6 　Y 裁判の報告 116

［全体討論集会］ 司会　柏木　昭 国立精神衛生研究所 119
司会　酒井昭平 国立犀潟療養所

編集後記 141



19

号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
第14巻第20号
1981年11月 1 日

（昭和56年11月 1 日）

［第16回 PSW 大会記録集］変わりゆく精神医療の中で－
日常実践を通して社会復帰活動を考える－
はじめに 谷中輝雄 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会　理事長 4

［講演］
1  　働くなかでたくましく育つ障害者たち－共同作業所

づくりを通して－
鈴木峯保 ゆたか希望の家所長、刺使ヶ池福祉センター館長 5

2  　精神科領域における「社会復帰」と小集団活動－
PSW の視点－

窪田暁子 日本福祉大学教授 14

［分科会］
第 1 分科会－生活と就労－ 29
司会 大野勇夫 淑徳大学

外山辰郎 愛精病院
話題提供者 田中研一 刈谷病院

荒田　稔 やどかりの里
第 2 分科会－グループ活動－ 40
司会 金子寿子 名古屋大学附属病院

鈴木　昭 新潟県精神衛生センター
話題提供者 岩尾　貢 加賀神経サナトリウム

岩田泰夫 四条畷保健所
荒木美喜子 函館保健所

第 3 分科会－デイケア－ 57
司会 寺谷隆子 成増厚生病院

中垣望史 高茶屋病院
話題提供者 田村文栄 成増厚生病院

並木宣子 松沢病院
第 4 分科会－共同住居・社会復帰施設－ 73
司会 奥村敦毅 静岡市中央保健所

小笠原勝治 川崎市社会復帰センター
話題提供者 池山邦彦 世田谷リハビリテーションセンター

横谷忠彦 花園病院
伊井　誠 静岡市南保健所
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
第 5 分科会－病院と地域の接点－ 90
司会 柏木一惠 浅香山病院

佐溝智子 名古屋市昭和保健所
話題提供者 関原　靖 鶴ヶ丘病院

木下清美 浅香山病院
［各種報告］
精神医療をめぐる動き 100
司会 荒田　寛 広島県精神衛生センター
報告者 西沢利朗 日本 PSW 協会事務局長

［全体報告］ 103
司会 門田　晋 谷野呉山病院

永田嗣二 静岡県立養心荘病院
　報告者　第 1 分科会 大野勇夫 淑徳大学
　報告者　第 2 分科会 金子寿子 名古屋大学附属病院
　報告者　第 3 分科会 寺谷隆子 成増厚生病院
　報告者　第 4 分科会 奥村敦毅 静岡市中央保健所
　報告者　第 5 分科会 佐溝智子 名古屋市昭和保健所
編集後記 111

第15巻第21号
1982年 1 月25日

（昭和57年 1 月25日）

［第17回 PSW 大会記録集］PSW 業務論とは何か－業務
を通して PSW の視点を明らかにする－
はじめに「PSW 業務を考える」 柏木　昭 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会　新理事長 1
大会会長挨拶 関原　靖 鶴ヶ丘病院 2
理事長挨拶 谷中輝雄 やどかりの里 3

［講演］
記念講演「私の考える病院医療」 石川信義 三枚橋病院院長 5
司会 吉岡　隆 埼玉県精神衛生センター

小出保広 大阪府鳳保健所
書記 並木宣子・富山元子 都立松沢病院
特別講演「働きかけの視点を求めて」 柏木　昭 国立精神衛生研究所　社会精神衛生部長 17
司会 吉岡　隆 埼玉県精神衛生センター

小出保広 大阪府鳳保健所
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
書記 並木宣子・富山元子 都立松沢病院

［シンポジウム］
PSW 業務論とは何か－業務を通して PSW の視点を明
らかにする－

28

司会 小見山政男 東京足立病院
西沢利朗 川崎市幸保健所

書記 清水美子 三恵病院
渡辺郁子 板橋区赤塚福祉事務所

Ⅰ　かかわりの視点を明確にする為に業務を考える 高橋　一 都立松沢病院 28
Ⅱ　業務を通じて視点を考える 秋田慎子 世田谷リハビリテーションセンター 32
Ⅲ　入院相談をめぐって PSW の業務を考える 田村　操 東京都立精神衛生センター梅ヶ丘分室 37
Ⅳ　病院精神医療と PSW 業務 寺谷隆子 成増厚生病院 41
Ⅴ　公的扶助ワーカーの精神医療とのかかわり 島田文直 立川市福祉事務所 45

［分散会］
A グループ 49
司会 遠藤克子 大内病院

新宮幸子 宮城県精神衛生センター
書記 佐藤洋子 成増厚生病院
B グループ 64
司会 荒田　寛 広島県精神衛生センター

小林紀子 多摩済生病院
書記 本田ふさ子 多摩済生病院
C グループ 72
司会 池末美穂子 駒木野病院

金田迪代 北海道立精神衛生センター
書記 政井浩子 駒木野病院

［全体集会］ 86
司会 門屋充郎 大江病院

菅野治子 浅香山病院
書記 村田　恵 愛誠病院

土村啓子 世田谷リハビリテーションセンター
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
閉会の辞 遠藤克子 大内病院 96
大会運営関係者 97
編集後記 第17回大会運営委員会

第16巻第22号
1983年 3 月10日

（昭和58年 3 月10日）

［巻頭言］機関誌第22号発行に寄せて 柏木　昭 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会　理事長 5
PSW 協会の歩み 寺谷隆子・池生久美子・菊田陽

子・佐藤洋子・小田美奈子
事務局（成増厚生病院） 7

日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会年表
昭和39年11月から昭和57年12月まで

寺谷隆子・遠藤優子・鈴木みな
子・栗原活雄・菊田陽子・江川光
一・佐藤洋子・田中良幸・池生久
美子・近藤正雄・岩間淑子・結城
千晶・小田美奈子

事務局（成増厚生病院相談室編） 11

［特集］現在の精福医療状況と PSW の実践
［特別寄稿］
総論／精神医学ソーシャル・ワーカーの役割 岡本民夫 同志社大学教授 27
中間施設での経験から 見浦康文 世田谷リハビリテーションセンター 35
精神科病院における長期在院者をめぐる諸問題 今井楯男・斉藤　篤・田宮　崇 田宮病院 42

乾　吉佑 慶応義塾大学医学部　精神神経科教室
精神科リハビリテーションにおける治療資源としての住
居の意味

関口吉弘 栃木県立岡本台病院 52

自分の実践を通して精神医療状況をどうとらえているか
－生活保護患者の小づかい自主管理をめぐって－

岩尾　貢 加賀神経サナトリウム 57

保健所における現状報告 八木原律子 小岩保健所 62
アルコール依存症者へのかかわりと援助 遠藤優子 成増厚生病院 67
酒害者への援助と PSW 繁原賢吉 南豊田病院 72
ある状況の中の PSW －実践の過程で教えてくれたもの
－

門屋充郎 大江病院 77

編集後記 岩井 83
第17巻第23号
1985年12月20日

（昭和60年12月20日）

［巻頭言］機関誌発行が何故遅れるのか 柏木　昭 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会　理事長 1
医療における P.S.W の役割と実践課題－保健所 PSW の
実践を題材にして－

岩田泰夫 大阪府高槻保健所 2

島根県における PSW の業務実態調査 日本精神医学ソーシャル・ワー
カー協会　島根支部

18
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
精神科入院者の生活実態報告 日本精神医学ソーシャル・ワー

カー協会　島根支部
28

金沢大会記録
［講演］
生きられる世界を希むる人々からわれわれは何を学びう
るか

荻野良輔 浅香山病院　医療福祉相談室 34

PSW のための精神医学－精神科の診断について－ 山口成良 金沢大学医学部教授 48
［シンポジウム］
協会の歴史を通しての PSW 論 柏木　昭 国立精神衛生研究所社会精神衛生部長 58

岩本正次 明治学院大学教授
小松源助 日本社会事業大学教授
谷中輝雄 やどかりの里理事長
司会　坪上　宏 日本福祉大学教授
司会　大野和男 神奈川県立長浜病院主査

編集後記 87
第18巻第24号
1988年 3 月15日

（昭和63年 3 月15日）

［巻頭言］機関誌第24号発刊によせて 大野和男 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会　理事長 2
［特集］
医療ソーシャル・ワーカー法（？）をめぐって－ PSW
の専門性・資格・身分法について－

（Ⅰ）資格制度と専門性 柏木　昭 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会　会長・杏
林大学　客員教授

5

（Ⅱ）PSW の業務内容－専門職集団の検討課題として－ 窪田暁子 都立大学　教授 11
（Ⅲ）医療福祉士法（仮称）の制定を期待する 京極高宣 日本社会事業大学　教授 21
（Ⅳ）医療ソーシャル・ワーカー法をめぐって 大阪 PSW 会運営委員会 25

　柏木一恵 浅香山病院
　貝原洋子 清風会　茨木病院
　藤田緑郎 阪南中央病院

（Ⅴ）資格制度化にむけて 谷中輝雄 社団法人やどかりの里　理事長 31
［焦点］精神保健法成立 内藤　隆 東京弁護士会 35
［検証］他職種からみた PSW

1 ）Doctor　PSW に望むこと 山角　司 花園病院　院長 44
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
2 ）Doctor　PSW に期待すること 広田伊蘇夫 日本病院・地域精神医学会　理事長 46
3 ）Nurse　PSW に望むこと 桜庭　繁 千葉大学　看護学部 48
4 ）Occupational Therapist　 精 神 科 ソ ー シ ャ ル・

ワーカーに思う
宮崎和子 東京都立中部総合精神衛生センター 50

5 ）Clinical Psychologist　PSW について 佐藤和喜雄 駒木野病院・日本臨床心理学会 51
［海外情報］
静かに進む、英国の精神障害者対策 助川征雄 神奈川県立精神衛生センター 54
アメリカを旅して 荒川義子 関西学院大学　教授 59

［各地の動き］＝北から南から＝
その 1 ）　宮城県の活動 八巻幹夫 東北会病院 62
その 2 ）　千葉県 PSW 研究協議会「病院部会」の紹介 井村満知子 同和会千葉病院 63
その 3 ）　東京から 遠藤克子 大内病院 64
その 4 ）　東海支部活動の近況 長坂謙吉 愛知県立城山病院 64
その 5 ）　大阪の PSW 状況 藤田緑郎 阪南中央病院 65
その 6 ）　PSW をとりまく兵庫県の状況 美藤早苗 神戸市北保健所 66
その 7 ）　北陸の動き 藍田寿弘 城南病院 67
その 8 ）　岡山地区の動き 梶元紗代 まきび病院 68
その 9 ）　広島の動き 川辺伸子 三原病院 68
その10）　島根支部活動状況 和田節子 島根県立湖陵病院 69
その11）　北海道支部の状況 小栗静雄 帯広協会病院 70

［大会案内］
第24回日本精神医学ソーシャル・ワーカー沖縄大会開催
にあたって

安里千代子 沖縄 PSW の会代表者・沖縄県立精神衛生センター 71

［私の推薦図書］
中井久夫著『精神科治療の覚書』日本評論社　1982刊 坪上　宏 日本福祉大学　教授 72

『思いつくままに』 松本栄二 上智大学　教授 74
［協会だより］
事務局にいて思うこと 松永宏子 国立精神神経センター　精神保健研究所 76
全国研修に参加して 高橋里加 北海道立音更リハビリテーションセンター 77

［投稿規定］ 78
［編集後記］ 編集委員会一同 79
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
第19巻第25号
1989年 6 月10日

（平成元年 6 月10日）

［巻頭言］自己覚知について思う 柏木　昭 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会　会長 2
［特集］Patient Advocacy
Ⅰ）精神障害者福祉問題と患者権利擁護制度について 石川到覚 精神障害者福祉問題委員会委員長 4
Ⅱ） 患者権利擁護制度について＝精神保健サービスを受

ける人々に対する保護および権利擁護システム＝
レスリ　J.　スキャレット 合衆国厚生省国立精神保健研究所　法学博士 5

Ⅲ） オンタリオ州、権利侵害を受けやすい成人のための
権利擁護に関する調査会宛て精神障害者権利擁護事
務所（PPAO）の意見書＜1987年 4 月＞

原典 ：SUBMISSION OF THE PSYCHIATRIC 
PATIENT ADVOCATE OFFICE TO THE 
REVIEW OF ADVOCACY FOR ADULTS IN 
ONTARIO,April,1987

20

Ⅳ）カナダ・オンタリオ州 PPAO 視察報告 木村朋子 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会精神障害者
福祉問題委員会／東京都立松沢病院

46

［検証］他職種からみた PSW
1 ）Doctor　今、福祉事務所で 浜田　晋 浜田クリニック院長 51
2 ） Nurse　精神障害者の自己決定をめぐって－ PSW

と看護者の視点はどこで交わるか－
宮本真巳 東京都精神医学総合研究所・医療看護研究室 53

3 ）Occupational Therapist　共に歩む者として 山根　寛 浅香山病院 54
4 ）Clinical Psychologist　仕事をめぐる雑感 大御　均 公徳会　佐藤病院 56

［紹介］
精神科作業療法の理論とその周辺 沢村俊彦 北海道立緑ヶ丘病院 59

［実践報告］
共同住居実践報告－22年目をむかえた共同住居活動より
－

半田賢二 大原神経科病院　PSW 65

［施設紹介］
「麦の家」今日、この頃 荒井　洋 社団法人「麦の家」施設長　PSW 69
八幡浜精神病院について 森川光子 八幡浜精神病院　PSW 70

［海外情報］
見聞記－ Dr. 林宗義とメニンガーでの見聞き－ 太田隆男 精神障害回復者社会参加促進協会、事務局長 74

“Western States Unity Convention V”に参加して 吉岡　隆 埼玉県越谷児童相談所 77
［各地の動き］＝北から南から＝
その 1 ）　新潟県支部の動き 服部潤吉 新潟県立療養所　悠久荘 83



26

号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
その 2 ）　北陸支部の動き 沢田統一 富山県魚津神経サナトリウム 84
その 3 ）　岐阜 PSW 分科会の近況 松井完二 須田病院 84
その 4 ）　大阪 PSW 協会 貝沢洋子 清風会　茨木病院 86
その 5 ）　岡山県の PSW の状況 梶元紗代 まきび病院 87
その 6 ）　東中国地区広島県 PSW の動き 保井　彰 広島県立精神保健センター 88
その 7 ）　北海道 PSW の動き 小栗静雄 帯広協会病院 88

［私の推薦図書］
「ソーシャルワークとは何か－その本質と機能」G. ゾ
フィア・T. ブトウリム著

岡田藤太郎 89

図書紹介　社会福祉・精神医療関係 編集委員会 90
［会員動態］
会員現状調書報告 松永宏子、大塚ゆかり、花澤佳代 日本 PSW 協会事務局 91

［会員の声］
沖縄大会に参加して 鈴木みな子 三園ホーム 93

［投稿規定］ 94
［編集後記］ 編集委員会一同 95

第20巻第26号
1990年 3 月31日

（平成 2 年 3 月31日）

［巻頭言］
ネットワークはフィードバック機能の付加を 高橋　一 都立松沢病院 2

［特集］Network
Ⅰ）市民的ネットワークを改革の一手段として 小林信子 精神医療をよくする会 4
Ⅱ）島根におけるネットワーキングプロセスと現在 鈴木静江 海星病院 9

田中　晋 八雲病院
斉藤文章 松江赤十字病院

Ⅲ）高岡からの活動報告 山本純子 柴田病院 20
［検証］他職種からみた PSW
Doctor　医師の立場から 樋田精一 国立精神神経センター武蔵病院 29
Public Health Nurse　保健婦の立場から　　　 石城赫子 北海道早来町役場 29
Clinical Psychologist　新しい世代に期待して 中村佐津保 東池袋心理相談室 31
Occupational Therapist　 精 神 科 デ イ ケ ア 施 設 の
PSW に思うこと

佐藤真吾 音更リハビリテーションセンター 32

［小論］
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
「精神医療」その地域と呼ばれる現場で思うこと 三鼓　厚 わに診療所 34
脱落者の出なかった小グループ 大辻誠司 滝川中央病院 40

［各地の動き］＝南から北から＝
その 1 ）　沖縄県の PSW の動き 安里千代子 総合精神保健センター 48
その 2 ）　島根支部活動状況 金子基典 松江赤十字病院 49
その 3 ）　北陸の動き 山川孝子 松原病院 50
その 4 ）　長野県佐久地域での活動 高橋紀夫・杉田義夫 佐久総合病院 50
その 5 ）　東京精神病院協会 PSW 部会の現状 堀田和一 烏山病院 51
その 6 ）　秋田の PSW 小林俊男 秋田神経精神病院 53
その 7 ）　北海道から 築地千穂子 札幌太田病院 53

［大会研修会参加報告］
第25回「社会保障研究所基礎講座」を受講して 服部雅之 帯広厚生病院 55
精神病院学術研修会参加報告＜その 1 ＞ 鶴田弘行 刈谷病院 56
精神病院学術研修会に参加して＜その 2 ＞ 大村皓子 川越同仁会病院 58
第 3 回　公設精神科リハビリテーション施設連絡協議会 中島直行 川崎市リハビリテーション医療センター 59
第31回　国立精神・神経センター精神保健研究所社会福
祉過程研修に参加して

森　啓次 愛知県尾西保健所 62

顕照カウンセリングに参加して 阿部美奈子 IYB 研究所 63
［施設紹介］
国立療養所久里浜病院のアルコール医療 藤田さかえ 国立療養所久里浜病院 65
富山県精神保健センター 河井真紀子 富山県精神保健センター 68
札幌デイ・ケアセンター－精神科リハビリテーション施
設として－

中野英子 札幌デイ・ケアセンター 70

［書評］
『対人援助技術の実際／面接技法を中心に』白石大介著 太田義弘 大阪府立大学 72
『地方自治体と対人福祉サービス』英国シーボーム委員
会報告／小田兼三訳

佐藤豊道 東京都老人総合研究所 75

［資料］
精神科ソーシャルワーカー業務指針 日本 PSW 協会 79
日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会倫理綱領 86

［投稿規定］ 87
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
［編集後記］ 88

第21巻第27号
1990年 6 月30日

（平成 2 年 6 月30日）

［巻頭言］巻頭言にかえて 編集委員会 4
［大会日程・大会プログラム］ 5
［特別講演］この時代をどう読むか－現代の人間模様を
取材して－

斉藤茂男 ジャーナリスト 7

［基調講演］精神障害者の福祉 窪田暁子 大会長・東洋大学 18
「第 1 分科会　共同作業所をめぐって」 27
司会 長坂謙吉 愛知県立城山病院
コメンテーター 大島　巌 国立精神神経センター　精神保健研究所
1. 共同作業所のあり方について 田中直人 わかくさの家 27
2. 社会福祉協議会、住民とのかかわりについて 岸本芳朗 名寄地区精神障害回復者福祉協会 29
3. 作業所の役割・活動の視点を求めて 瀬戸口和久 ワークショップ石神井 32
4. 精神障害者の地域生活における共同作業所の役割 田中直樹 あおば作業所・東京都杉並区 33
5. 地域サポートシステムにおける共同作業所の役割 岩崎晋也 あさやけ第三作業所 35
6. いずみの里の社会復帰活動＝ 3 年間の実践報告＝ 桐畑　勝・比嘉俊江・上里隆子・

古謝みどり・菊池義人・高橋渉二
いずみ病院 37

質疑応答 40
「第 2 分科会　住まいの問題」 43
司会 半田芳吉 寿恵院
コメンテーター 谷中輝雄 やどかりの里
1. 福祉ホーム（美山ヒルズ）入居者を取り巻く問題 中川さゆり・高嶋博美 平川病院 43
2. 精神病院からのアパート退院－10年の経過－ 大原美知子・廣畑和子・岸中健

一・高橋　一・木村朋子・並木宣
子・古寺久仁子

都立松沢病院 48

3. 地域生活支援の灯を掲げて　はらからの家 8 年間の実
践を通して

伊沢雄一 はらからの家 50

4. 救護施設あかつきの現状と課題 水上成人 救護施設あかつき寮 53
5. よつば荘の経験を通して－その生活視点を考える－ 松浦達郎 千歳篠田病院 56
質疑応答 61

「第 3 分科会　ソーシャルサポートネットワークづくり」 62
司会 遠藤優子 CIAP 原宿相談室
コメンテーター 石神文子 枚方保健所
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
1. 中国帰国者の精神衛生に関するサポートシステム（そ

の 1 ）
阪田憲二郎 生村神経科医院 62
片山久子 神戸市垂水保健所
尾下久男 兵庫県立精神保健センター
縄井悦子 姫路北病院
植本雅治 神戸大学医学部精神神経科

2. 中国帰国者の精神衛生に関するサポートシステム（そ
の 2 ）－中国帰国者への援助をめぐって（症例）

片山久子 神戸市垂水保健所 65

3. ネットワークの中での治療者アイデンティティーをめ
ざして

水野裕之 紘仁病院 66

4. 聴覚障害者のアルコール症ケースを通して 岡村茂司 医療法人新生会病院 69
5. アルコール症者のネットワーク 小山　茂 浜川寮 71
6. 痴呆老人対策の方向性を探る－地域での受け皿づくり

の経験から－
田中英樹 川崎市幸保健所 73

質疑応答 74
「第 4 分科会　病院医療」 77
司会 今井楯男 田宮病院
コメンテーター 菅野治子 浅香山病院
1. 家族と家族会活動にかかわって 藤澤満紀代・渡辺朝子 三重県高茶屋病院 77
2. 患者さんの畑を活用したネットワーク 田中喜久子 防府病院 79
3. 病院精神医療から地域精神医療への動向－桜ヶ丘保養

院におけるこの 3 年間の活動報告を通して－
飯田栄枝・坂田史郎 桜ヶ丘保養院 82

4. 精神保健法改正と当院の現状 門田　晋 谷野呉山病院 84
5. 新法施行後の㊕患者について 名嘉弘幸 オリブ山病院 87
6. 任意入院の運用をめぐって 貝沢洋子 清風会茨木病院 89
質疑応答 92

「第 5 分科会　精神障害者と社会保障制度」 95
司会 秋田慎子 東京都精神保健センター
コメンテーター 森川英一 にしの木診療所
1. 精神障害者の処遇における福祉事務所の現在 水野雅哉 東京都板橋区福祉事務所 95
2. 精神障害者の福祉施策検討にむけて　障害年金の活用

を通して障害を考える
山口多希代 駒木野病院 PSW 96

3. 多面的な生活援助活動の確立を 滝沢武久 全国精神障害者家族会連合会 98
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
4. 実態調査を通して年金問題を考える 古畑ひろ子 駒ヶ根病院 101
5. 精神障害者の在宅生活を考える－身体障害者や老人と

の比較からー
土村啓子 都立府中病院 110

質疑応答 112
「シンポジウム」精神保健法－今後における諸問題－ 116
司会 松永宏子 国立精神神経センター　精神保健研究所
司会 荒井元傅 全国精神障害者家族会連合会
提言 蜂谷英彦 東京武蔵野病院院長 116
精神障害者回復者として家族会運動に参加して精神保健
法について考える

大竹　恒 119

「精神保健法一年後における諸問題」－見直しへの提言
－

小林紀子 共同ホーム　サンライズ 120

精神保健法施行 1 年後における諸問題見直しへの提言 曽我絹代 井之頭病院 122
精神保健法見直しへの提言 土屋公獻 法律家、神経医療審査会委員 125
質疑応答 129
編集後記 131
投稿規定、編集委員会 132

第28号
1991年 3 月15日

（平成 3 年 3 月15日）

［巻頭言］機関誌第28号発刊によせて 小松源助 日本社会事業大学 3
［大会日程・大会プログラム］ 4
島根大会開催にあたって＝第26回日本精神医学ソーシャ
ル・ワーカー全国大会＝

金子基典 大会長：松江赤十字病院 6

［基調講演］
現代のアメリカにおける PSW の役割と専門技術 田中万里子 サンフランシスコ州立大学教授 7

［特別講演］
世界を見る・地方を見る 岩國哲人 出雲市市長 18

［研究発表］
「ケースワーク」 19
座長 松永宏子 国立精神神経センター　精神保健研究所
コメンテーター 柏木　昭 淑徳大学
1. ケースワーク技術を考える＝長期在院者プロジェクト

を通して＝
梶元紗代 まきび病院 19
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
2. 院外作業にみるケースワーク＝実施過程における関わ

りの展開＝
富島喜揮 国立療養所賀茂病院 21

3. 事例を通して精神医療とソーシャルワークを考える 平田佳男 駒木野病院 25
コメント 26

「グループワーク」 28
座長 金子基典 松江赤十字病院
コメンテーター 遠藤優子 CIAP 原宿相談室
1. 精神科病院に「家族セミナー」の実践報告＝心理教育

アプローチにグループワークを導入して＝
石田スミ子・小沢良子 長谷川病院 28

2. 生活技能訓練の導入を試みて 松宮透高 岩国新生病院 30
3. アルコール症専門外来におけるグループワーク 佐古恵利子 小杉クリニック 32
4. 単身アルコール依存症者のアフターケアへの関わり＝

一泊入院形式の試み＝
椿　忠 桜ヶ丘記念病院 35

5. アルコール依存症者のグループワーク＝覚醒の教育療
法＝

植村好孝 オリブ山病院 40

コメント 42
「コミュニティワーク」 45
座長 乙部有紀郎 松江市立病院
コメンテーター 谷中輝雄 やどかりの里
1. 患者会や家族会などのセルフ・ヘルプグループの活動

と運営をめぐって
岩田泰夫 愛知県立大学 45

2. 島根県東部における地域サポートづくりへの試み 田中　晋 八雲病院 56
3. 精神科クリニックとコミュニティワーク 西尾芳州 森クリニック 58
コメント 64
第 1 分科会　ケースワーク 柏木　昭 淑徳大学 66
第 2 分科会　グループワーク 遠藤優子 CIAP 原宿相談室 68
第 3 分科会　コミュニティワーク 谷中輝雄 やどかりの里 70
まとめ 金子基典 松江赤十字病院 72

［投稿］
共同住居実践報告Ⅱ－共同住居利用者の結婚例からの報
告－

半田賢二 大原神経科病院 73

［ご案内］第27回全国大会・第27回定期総会のご案内 76
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
編集後記、投稿規定 77

第29号
1992年 1 月25日

（平成 4 年 1 月25日）

［巻頭言］受診・受療援助事例の特集にあたって 柏木　昭 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会会長 3
［特集］受診・受療援助を考える
1.「受診・受療援助」事例検討にあたっての 3 段階－作

業を進めるための 1 方法として－
坪上　宏 日本福祉大学 5

2. 家庭訪問により受診援助をおこなった事例 小久保裕美 北林病院 13
3.「受診・受療援助」について思うこと 松永宏子 国立精神神経センター　精神保健センター 16
4. 独居痴呆性老人と関わった事例 ~ 痴呆性老人の自己決

定と支えるネットワークを考える ~
山川　透 石川県　小松保健所 19

5. 二つの事例を通して受診・受療援助を考える 今井博康 医療法人北仁会　旭山病院 21
［検証］－他職種からみた PSW －
1. 今　職種間の連携といわれている中で 沼田佳奈子 富山県　高岡保健所 25
2. 作業療法士からみた PSW 佐藤裕邦 八甲病院 28

［調査研究］
精神障害者通所授産施設の機能に関する一考察 住友雄資・中恵美子 全国精神障害者社会復帰施設協議会 31

［研究］
地域精神保健活動と保健婦　深川保健所：1978～1988 加藤春樹 耕房“光”ソーシャルワーカー 45

加藤欣子 東京都江東区城東保健所保健婦
［会員寄稿］
女性依存症者の物語 阿野鱒二（仮名） 62

［各地の動き］北から南から
北陸の動き 山本純子 柴田病院 69
静岡県協会の近況 野田和男 静岡県精神保健センター 70
埼玉県支部の活動状況 苅田尚晴 東部中央病院 71
山形県の動き 佐藤厚生 二本松会　山形病院 71
北海道支部の状況 小栗静雄 支部長／帯広協会病院 72
日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会　第11回全国研
修会（一部掲載）

73

講義Ⅰ　PSW の歴史と現状－その倫理的側面から－ 坪上　宏 日本福祉大学教授 75
　レジュメ 86
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
講義Ⅱ　障害者の人権と自己決定 柏木　昭 淑徳大学教授／日本精神医学ソーシャル・ワーカー

協会会長
92

［編集後記］ 105
投稿規定、編集委員会 106

第30号
1992年10月15日

（平成 4 年10月15日）

［巻頭言］この一年を思う 山田州宏 荻野クリニック 3
［大会日程・大会プログラム］ 4
［基調講演］精神医療の展望－21世紀に向けて－ 松井紀和 山梨大学教授 5
［特別講演］21世紀を共に生きる－ハリのある生活を目
指して－

大熊一夫 ジャーナリスト 19

［分科会］
A　家族と共に生きる 32
座長 門田　晋 谷野呉山病院
座長 柴山久義 静岡県精神保健センター
1 　老年期精神障害者における社会適応アプローチの特

異性について　－異なる状況をもつ 4 症例について－
河田加代子・藤沼仁至 大平下病院 32

2 　家族という存在の重み 西尾芳州 神経内科　森クリニック 34
3 　共同作業所 PSW として、家族と関わって考えるこ

と
花澤佳代 耕房「光」 38

4 　重複障害をもった女性との関わりから学んだこと 水谷いずみ 共和病院 40
B　仲間と共に生きる 47
座長 寺谷隆子 JHC 板橋志村作業所
座長 原田正美 共立菊川総合病院
1 　「Professionals（専門家）にとっての自助グループ」
　－ AAG（Alcoholworkers Assistant-group）の発

足とその後の経過から－

吉井由佳 嗜癖問題臨床研究所附属原宿相談室 47
市川　烈・松沢かおり 成増厚生病院
山本由紀 井の頭病院

2 　愛はかつ－授産施設での PSW の実践の一考察－ 荒井　洋・小出幸代 授産施設　麦の家 53
3 　保健所における仲間づくりについて考える
　－グループ「火曜会」の10年と今後－

堀池克彦 尼崎市中央保健所 54

4 　労働の場における援助
　－労働現場で受ける排除とクライエントの逃避にどう

関われるか－

池戸悦子 桶狭間病院 56

C　病院で共に生きる 64
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
座長 外山辰郎 愛精病院
座長 増田忠仁 鷹岡病院
1 　病院生活における現状と課題 永田嗣二 静岡県立病院養心荘 64
2 　「ハリのある生活＝文化のある生活」－長期慢性病

棟での試み－
橋本みきえ 堀川病院 66

3 　SST を導入したグループワークにおいて取り上げら
れる生活場面について

山本由紀・広江　仁 井の頭病院 69

4 　「生きていくってつらい」－ワーカーとして生きが
い援助を考える－

小沢崇代 沼津中央病院 77

D　地域で共に生きる 84
座長 山崎晴彦 三重県立高茶屋病院
座長 山城厚生 磐田保健所
1 　精神障害者通所授産施設の現状と課題－調査結果か

ら－
住友雄賀 やどかりの里 84

2 　病院付設型デイケアにおける地域での役割 三品　斉 岩見沢市立総合病院 88
3 　M さんのアパート生活－病院 PSW の役割は－ 小久保裕美 北林病院 91
4 　支えあう関係をもとめて－ JHC 秋桜の活動を通し

て－
大塚ゆかり JHC 秋桜 94

［シンポジウム］
　21世紀を共に生きる－ハリのある生活の獲得を目指し

て－
安斎三郎 安斎医院院長 99
金城祥教 聖隷短期大学講師
高野一哉 授産施設あかつき園施設長
小林紀子 福祉ホーム指導員
西澤利朗 川崎市精神保健相談センター

［「1991年度精神障害者福祉研究委員会事業報告」］
精神障害者福祉研究委員会 委員長　牧野田恵美子 121

委員　荒田　寛、柏木　昭、柏木
一恵、木村朋子、小久保裕美、吉
川公章

［業務検討委員会事業報告］ 委員長　山川　透 149
編集後記 159
投稿規定、編集委員会 160
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
第31巻
1993年 9 月 1 日

（平成 5 年 9 月 1 日）

［巻頭言］第28回日本 PSW 全国大会を終えて 酒井昭平 国立療養所犀潟病院 3
［大会日程・大会プログラム］第28回日本精神医学ソー
シャルワーカー全国大会・日本精神医学ソーシャル・
ワーカー協会定期総会

5

［基調講演］21世紀への展望－精神障害者に対する医療・
保健・福祉実践への提言－

仙波恒雄 同和会千葉病院々長 7

［特別講演］動物にみる支えあう心 中川志郎 前上野動物園々長 14
［研究発表］

1 　「医療ソーシャルワーカー業務指針（厚生省）」に基
づいて我々の業務を考える

阪田憲二郎 兵庫県・生村神経科医院 25

＜参考 1 ＞業務統計・業務分類　兵庫県医療ソーシャル
ワーク年報の作成に向けて

27

＜参考 2 － 1 ＞アンケート調査ご協力のお願い（兵庫県
医療ソーシャルワーカー協会業務検討委員会）

28

＜参考 2 － 2 ＞業務分類アンケート結果報告（兵庫県医
療ソーシャルワーカー協会業務検討委員会）

29

＜参考 3 ＞兵庫県医療ソーシャルワーク業務統計（案）
月間整理表

32

＜参考 4 ＞＜業務検討委員会からの報告＞ 33
＜参考 5 ＞疾患分類 34
＜参考 6 ＞兵庫県医療ソーシャルワーカー協会　業務統
計疾患分類表（精神科領域）

34

2 　行政の中の PSW 小野敦郎 埼玉県衛生部保健予防課 35
3 　障害年金の問題と援助について 山口多希代 東京・駒木野病院 37
4 　情短施設での被虐待児とその親との関わり 山本清美 兵庫県・清水が丘学園 40
5 　不登校を介し長女が家族に贈ったもの－入退院を頻

回に繰り返す精神障害の父親が得た家族への帰属－
橋田富美恵 島根県・メディカル・カウンセリングセンター福田

クリニック
41

6 　Professionals （専門家）にとっての自助グループ
－その 2 －

市川　烈 東京都・成増厚生病院 44

7 　ハピネス野川での実践－全国組織準備会の活動－ 加藤真規子 神奈川県・全国精神障害者団体連合会準備会事務局 49
8 　高齢アルコール症者の働きたいという気持ちをめ

ぐって
池田貴文 愛知県・和合病院 50

9 　単身アパート生活者に添って 今村満子 山梨県・県立北病院 53
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
10　長期入院患者の社会復帰への提言 松井完二 岐阜県・須田病院 58

［特別報告］新潟県における精神障害者の精神保健、福
祉の現状

酒井昭平 国立療養所犀潟病院 61

［シンポジウム］精神障害者の生活、生き方と PSW のア
イデンティティー

司会　谷中輝雄 埼玉県・やどかりの里 67

＜シンポジスト＞
1 　医療現場での社会復帰活動（これまでを振りかえっ

て）
河野和永 大阪府・横山診療所

2 　病院から地域へ－なぜ地域へ実践の場を移したか－ 半田佳代子 東京都・フレンドシップ
3 　精神障害論・専門性・資格制度 新保佑元 茨城県・恵和会社会復帰センター
4 　精神障害者福祉 加藤博史 京都府・京都文教短大

［大会参加者アンケート報告］ 92
お詫びと訂正 97

［編集後記］ 104
投稿規定、編集委員会 105

第32巻
1994年 3 月30日

（平成 6 年 3 月30日）

［巻頭言］資格制度を考えるにあたって 柏木　昭 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会会長 3
PSW の国家資格化の早期実現に向けて 大野和男 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会理事長 6

『専門性』の確立と『資格制度』をめぐる経過 荒田　寛 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会常任理事／
資格問題担当、東京／陽和病院

11

［寄稿］
激動する社会福祉と PSW の資格問題 仲村優一 淑徳大学教授／日本ソーシャルワーカー協会会長 20
保健医療・福祉の現状と精神科ソーシャルワーカーの資
格

牧野忠康 日本福祉大学福祉学部教授 23

いま考える二つのこと－精神科ソーシャルワーカー国家
資格化の問題に関連して－

坪上　宏 日本福祉大学 31

医療ソーシャルワーカーの業務と国家資格問題－精神科
ソーシャルワーカーと心理臨床技術者の資格問題にふれ
て－

竹中哲夫 日本福祉大学 42

［他団体から］
「現実的検討」をされるよう希望する 松山　真 （社）日本医療社会事業協会副会長 59
医療・福祉の現状と PSW の資格 谷野亮爾 日本精神病院協会・看護コメディカル委員会長 65
医療・福祉の現状と PSW の資格 田原明夫 日本病院・地域精神医学会・副理事長 69
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
心理国家資格化と PSW の資格化に対する若干のコメン
ト

横田正雄 日本臨床心理学会運営委員／国立精神・神経セン
ター精神保健研究所

74

「PSW の資格化」問題によせて 寺山久美子 社団法人　日本作業療法士協会　会長 76
「医療、福祉の現状と PSW の資格」精神科医療のマンパ
ワー充足に対する家族としての意見（私見）

滝沢武久 （財）全国精神障害者家族会連合会　事務局長 80

ユーザー組織より 全国精神障害者団体連合会 84
［会員の声］PSW の国家資格問題について

1 　専門職集団としての PSW に資格を 宮沢和志 愛知県・共和病院 86
2 　『クライエントの代弁者として…』 大坪靖周 京都府・北山病院 87
3 　「PSW の資格」を問う 村中知恵 東京都・国立国際医療センター 88
4 　PSW の置かれている現状と資格制度について 吉田弘美 福井県・財団法人松原病院 90
5 　精神医学ソーシャルワーカーの役割 山田州宏 静岡県・荻野クリニック 91
6 　医療 SW 資格と福祉の専門性 山崎真弓 東京都・清瀬富士見病院 92
7 　今、何故「資格」にこだわるのか 青木聖久 兵庫県・関西青少年サナトリューム 94
8 　『PSW の国家資格の意味とその周辺』 夏目宏明 長野県・鶴賀病院 96
9 　資格制度について 大村晧子 埼玉支部　川越同仁会病院 97
10 　『医療・福祉の現状と医療ソーシャルワーカーの資

格』
藤田緑郎 大阪府・阪南中央病院 98

11　「医療・福祉の現状と PSW の資格」 藤井　稔 新潟県・高田西城病院 100
12　「資格について」考えること 山口多希代 東京都・駒木野病院 101
13　PSW 国家資格化「要望書」をめぐって 棚瀬好康 石川県・医王ヶ丘病院 102
14　「PSW であり続けること」 山岡　聡 新潟県・精神障害者援護寮越路ハイム 103
15　PSW の資格化に向けて 藤田　安 埼玉県・スミダ商事株式会社 105
16 　「精神科ソーシャル・ワーカーの資格化に期待する

もの」
阪田憲二郎 兵庫県・生村神経科医院 106

17　家族・本人から見た PSW の資格制度 池末美穂子 東京都・全国精神障害者家族会連合会　相談室 108
18　「PSW 国家資格に関する意見」 日本 PSW 協会島根支部 110

［調査・研究］アンケート“精神科デイ・ケアの実態調査”
の報告と精神科デイ・ケアのありかた

小柴順子・児島美都子 龍谷大学大学院　社会学研究科　社会福祉学専攻 111

［編集後記］ 121
投稿規定、編集委員会 122
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
第33巻
1994年 9 月15日

（平成 6 年 9 月15日）

［巻頭言］「クモの糸」 小栗静雄 日本 PSW 協会北海道支部長　（帯広協会病院） 3
［大会日程・大会プログラム］第29回日本精神医学ソー
シャル・ワーカー協会全国大会

4

［特別講演］関係性の中の人間－医療従事者と患者との
新しい関係－

中川米造 大阪大学名誉教授 5

［シンポジウム］私はこう考える、クライエントの生活
さまざま

18

シンポジスト 門屋充郎 帯広ケア・センター
菅野治子 浅香山病院
寺谷隆子 JHC 板橋志村作業所

座長 加藤博史 京都文教短期大学
［分科会Ⅰ］「住む」 43
司会 小出保広 堺市泉北保健所
コメンテーター 真野元四郎 川崎医療福祉大学
第 1 席　精神障害者の共同アパートについて考える 木下了丞 飯塚病院・福岡県 43
第 2 席　M.M.PROJECT アメリカ型サポートシステム
を取り入れた住居プログラム

西谷清美 三船病院・香川県 46

第 3 席　四季の里フルーティプラン　ひとりひとりの暮
らしぶりを求めて

増田令子 社会福祉法人四季の里・三重県 53

第 4 席　公立援護寮における援助内容の量的分析 山田恭子 都立中部総合精神保健センター・東京都 55
（誌上発表演題）
共同住居「ふもと寮」での A さんの生活について 久保　修 守山荘病院・愛知県 65

［分科会Ⅱ］「集う・楽しむ・遊ぶ・働く」 68
座長 奥田嘉茂 洛南病院
コメンテーター 河野和永 陽だまりの家
第 1 席　「晴桜会」の25年と今後－変わりゆく時代の中
での患者会の役割－

吉澤　豊 総合病院桜町病院・東京都 68

第 2 席　セルフ・ヘルプ・グループと精神医療改革運動
－「市民の会」22年間の活動を通して－

古屋龍太 国立精神神経センター武蔵病院・東京都 71

第 3 席　グループ活動を通して考えること－作業所と保
健所デイ・ケアの活動から－

妹尾たえ 小岩第二作業所 74

第 4 席　精神障害者への職業訓練と PSW 住友雄資 高知女子大保育短期大学部 76
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
（誌上発表演題）
思春期の就労援助を巡って 古寺久仁子・古川八郎・梅林紀子 東京都立梅ヶ丘病院・東京都 84

［分科会Ⅲ］「退院する」 88
座長 多田トモ子 湊川病院
コメンテーター 荒川義子 関西学院大学
1 　「そろそろ 1 回退院したいねえ～精神病院の中で～」 山下安寿 藍里病院・徳島県 89
2 　「もう一度暮らしてみたい…」－ワーカーの試行錯

誤と共に－
畑中寿美 久居病院・三重県 96

3 　 法 的 障 害 と 関 係 の 障 害 を 克 服 し て の 退 院 計 画
（Discharge planning）援助

沼尻香代子 東京厚生年金病院・東京都 103

［分科会Ⅳ］「問う：人権・社会保障」 111
司会 藤田緑郎 阪南中央病院
コメンテーター 真野元四郎 やどかりの里
第 1 席　痴呆老人への取り組みと視点 棚田真美・岩尾貢 老人保健施設加賀のぞみ園・石川県 111
第 2 席　精神医療における保護義務者制度について　ア
ルコール症者とのかかわりから

小林　淳 諏訪湖畔病院・長野県 115

第 3 席　単科精神科救急病院のシステムと PSW の役割
－危機介入（早期相談）、短期入院、早期リハビリへの
取り組み－

井上牧子・長島美奈・渡辺康子 千葉県精神科医療センター・千葉県 118

第 4 席　診療所からみた社会保障制度 西尾芳州 森クリニック・愛知県 126
第 5 席　障害年金制度改善と PSW の役割　精神障害者
の自立と制度利用にかかわる PSW の視点と責任につい
て

池末美穂子 全国精神障害者家族会連合会・東京都 128

（誌上発表演題）
24時間電話システムと精神科救急 長島美奈 千葉県精神科医療センター 134

［全体会］ 139
司会 冨田和美 長岡病院・京都府

［投稿］セルフヘルプ・グループとの協同－アルコール・
薬物依存症からの回復に向けて－

吉岡　隆 埼玉県立精神保健総合センター 144

1993年度　精神障害者福祉問題委員会報告 第 3 次精神障害者福祉問題委員会 153
　はじめに－総論にかえて－ 藤田緑郎 委員 154
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
　第 1 章　「精神障害」を考察するにあたって－身体障

害概念との比較－
藤田緑郎 委員 156

　第 2 章　「増幅される障害」－精神医療が内在する問
題－

柏木一恵 委員 158

　第 3 章　PSW 業務と精神障害者福祉－精神病院にお
ける福祉課題－

貝澤洋子 委員長 162

　第 4 章　PSW 業務と精神障害者福祉－地域における
福祉課題－

小出保廣 委員 166

　第 5 章　「精神障害者のかかえる生活障害について」 貝澤洋子 委員長 171
［編集後記］ 編集委員一同 177
投稿規定、編集委員会 178

第34巻
1995年 6 月20日

（平成 7 年 6 月20日）

［巻頭言］人権特集に寄せて 西沢利朗 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会　精神医療
問題委員会

2

［特集：人権］
精神障害者とその人権保障－社会保険法の視点から－ 佐藤　進 立正大学法学部教授 4
PSW 活動と権利擁護 石川到覚 大正大学人間学部人間福祉学科助教授 14
精神障害者と法律援助概説 永野貫太郎 弁護士 19
精神医療審査会の現状と課題 田原明夫 精神科医：日本精神々経学会理事長 24
福岡県の精神保健法律援助制度 八尋光秀 弁護士 35
病者による精神病院調査 青木俊郎 藤枝友の会 42
大阪精神医療人権センターの活動と大和川病院事件 山本深雪 大阪精神医療人権センター事務局長 45
主体的に生きる権利を擁護するということ－ PSW 7 年
目のつぶやき－

金　文美 PSW：八重の里クリニック 49

賢い患者になりましょう－ COML 5 年目の活動報告－ 辻本好子 ささえあい医療人権センター事務局長 52
権利擁護センターすてっぷの活動 長谷川信 権利擁護センターすてっぷ室長 58
ペイシェント・アドボカシー（患者権利擁護）全米大会
見聞記

木村朋子 PSW：多摩総合精神保健センター 60

［調査報告］精神病院におけるソーシャルワーカーの業
務－精神医学ソーシャルワーカー協会会員の調査を通し
て－

牧野田恵美子 日本女子大学人間社会学部社会福祉学科助教授 63

［編集後記］ 編集委員会一同 83
投稿規定、編集委員会 84
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
第35巻
1995年12月20日

（平成 7 年12月20日）

［巻頭言］阪神・淡路大震災ボランティア活動特集に寄
せて

柏木　昭 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会会長 4

［特集：阪神・淡路大震災］
［特別寄稿］大震災からの復興の課題 一番ヶ瀬庸子 阪神・淡路復興委員会（政府）委員 6
阪神大震災 PSW ボランティアセンター現地コーディ
ネーターとして参加して

佐藤三四郎 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会　常任理事
（埼玉県支部）

8

兵庫県南部大震災 PSW 救済活動報告 高橋　一 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会　事務局長 10
神戸での活動報告（神戸の 4 日間） 松田和也 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会　事務局次

長
13

5 か月前の体験を振り返る 松永宏子 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会　事務局次
長

14

大震災に伴う精神科診療の夜間対応について（報告）－
PSW の立場から－

阿部政博・尾下久男 兵庫県立精神保健福祉センター 17
藤本俊治 兵庫県保健環境部地域保健課

神戸の夕べに寄せて－メッセージ－ 中谷洋子 兵庫県芦屋保健所　所長 24
日本 PSW 協会千葉大会－神戸の夕べに寄せて 柏木昭朗 神戸市衛生局保健予防課　精神保健係 25

「震災記録集」の編集について 多田トモ子 日本 PSW 協会　兵庫支部支部長 26
ボランティアセンターの活動を振り返って 花澤佳代 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会　ボラン

ティアセンター事務局
27

阪神大震災ボランティア派遣と PSW　職業的アイデン
ティの再確認－私的 PSW 論考－

小田敏雄 神奈川県湘南病院 30

阪神大震災ボランティア活動 木村雅昭 広島県精神医学ソーシャル・ワーカー協会／友和病
院

33

東灘保健所における精神保健所ボランティア 杉本　寛 岩屋病院 37
暮しが、思い出が、打ち壊される 石神文子 大阪府枚方保健所　保健福祉推進室長 42
日本 PSW 協会「阪神大震災救済のための PSW 派遣」
に参加して－精神科夜間診療窓口業務から－

江間由紀夫 旭山病院 44

阪神大震災支援活動雑感 永井久美子 旭中央病院 46
居ることができなかった日 小久保裕美 北林病院 49
阪神大震災精神科救護所における救護活動報告 山内玄太郎 PSW 50
阪神大震災のボランティア活動に参加して 安藤宣明 聖十字病院ソーシャルワーカー 53
神戸市灘保健所救護活動報告 山崎久之 成田病院 56
兵庫県立光風病院夜間緊急対応ボランティア報告 山崎久之 成田病院 58
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
ボランティア記 納富三沙子 財団法人愛世会　愛誠病院 60
貴重な体験となった救護活動に参加して 小松須美 高知県支部　土佐病院 62
阪神大震災ボランティア活動について 小渡良則 オリーブ山病院 63
阪神大震災のボランティアに参加して 栗原てる子 北野台病院 64
阪神大震災救援・PSW 派遣活動報告 平石　協 医療法人大慈会三原病院　社会復帰施設大慈の里 68
阪神大震災ボランティアに参加した報告書 向井あけみ 上野病院 69
阪神大震災に思う 小野敦郎 埼玉県朝霞保健所　精神保健相談員 70
精神保健ボランティア報告 増子恵子 東海 PSW 協会会員　名古屋市守山荘病院 71
阪神・淡路大震災の精神保健ボランティアに参加して 高橋祐介 高知県藤戸病院　精神医学ソーシャルワーカー 72
阪神大震災時の精神保健活動に参加して 齋藤敏靖 埼玉県立精神保健福祉センター 74
阪神・淡路大震災時の精神医療救護チーム　おかやまの
活動について

石原勝則 慈生病院 PSW 75

阪神・淡路大震災報告 島根支部 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会　 77
ボランティア活動を通じて考えたこと 山田恭子 東京支部（東京都多摩老人医療センター） 80

［資料］日本 PSW 協会　阪神大震災 PSW ボランティア
センター

81

［特集：第30回全国大会］［大会日程］第30回日本精神医
学ソーシャルワーカー全国大会

82

［記念講演］「法38条の戦略」 柏木　昭 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会会長 83
［特別講演］「富山の薬売りとヒューマニズム」 遠藤和子 作家 91
［シンポジウム］今こそ磨こう関わりの技術、高めよう
専門性

102

シンポジスト 荒田　寛 陽和病院
藍田寿弘 城南病院
小林紀子 食事サービスセンターなごみ
石川到覚 大正大学

座長 窪田暁子 東洋大学教授
［分科会］「病院」 座長　菅野治子 浅香山病院 118
単科精神科救急病院における社会復帰援助の質－それを
担うシステムと PSW の専門性－

井上牧子・島根美奈・渡辺康子 千葉県精神科医療センター・千葉県 118

長期在院者の家族機能の現状と退院を困難とする要因 栗田俊之 共立菊川総合病院・静岡県 120
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
入院チーム医療が PSW にもたらした影響について－
PSW の役割の変遷を通して－

東　祐子 堀川病院・福岡県 123

長期入院患者の社会復帰における PSW の役割－あすな
ろ会の活動を通して－

宮部真弥子 谷野呉山病院・富山県 129

当院の外来援助活動における PSW の役割 今野えり子 城ヶ崎病院・熊本県 133
［分科会］「社会復帰施設」 座長　門屋充郎 帯広ケア・センター 135
社会復帰施設の機能とスタッフ（PSW）の役割について
の一考察－四季の里の実践を素材として－

柴田　覚 四季の里・三重県 135

病院に隣接した精神障害者復帰施設　福祉ホームきわの
里の入居者に関わって－比較的順調に経過した事例に学
ぶ－

田中喜久子 医療法人貴和会防府病院 140

社会復帰施設ができるとき 沢田与志一・岩城小百合 医療法人社団信和会　魚津神経サナトリウム・富山
県

144

社会復帰施設のグループホーム取り組みについての中間
報告

荒井　洋 精神障害者社会復帰施設「麦の家」・群馬県 147

やどかりの里における「施設」づくり－社会復帰施設の
役割とこれからの課題－

宗野政美・佐々木千夏・児玉照彰 社団法人やどかりの里・埼玉県 148

［分科会］「作業所」 座長　上野容子 ハートランドひだまり 153
回復へ共に歩む－アルコール作業所の設立とその取り組
みについて－

松本直樹・岩谷美佳 井之頭病院・長谷川病院・東京都 153

作業所のかかわりから 堀　牧子 精神障害者小規模作業所　のぞみ作業所・石川県 159
地域における PSW の専門性を考える－病院から地域に
活動の場を移して－

森田直子 ワーク・イン・あすか・東京都 162

自主製品を作るメンバーの「自主性」－作業所の中で、
職員が求められること－

松田和也 あとりえ　ふぁんとむ・東京都 164

［分科会］「地域」 座長　寺谷隆子 JHC 板橋志村作業所 166
地域で精神疾患者を支える立場から－事例を通して－ 橋本みきえ 元堀川病院 PSW・福岡県 166
援護寮を基点にした地域活動 小野　芽 （社福）道北センター福祉会・北海道 169

「地域」における診療所の役割－精神科ソーシャルワー
クの視点から－

西尾芳州 森クリニック・愛知県 172

当事者の地域生活相互支援活動－わが国初のクラブハウ
スの試み－

寺谷隆子・田村文栄・佐藤優子・
屋宣いずみ

JHC 板橋・東京都 174

グループホームの実践を通して PSW の視点を考える 八島郁子・小田良光 谷野呉山病院・富山県 178
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
グループホームに関わる人々と PSW －設立・現状から
の若干の課題を通して－

吉田弘美 財団法人松原病院・福井県 180

［分科会］「老人」 座長　半田芳吉 特別養護老人ホーム寿恵園 189
「77歳」単身アパート生活現在進行形－高齢単身者が本
来求めている生活の場とは－

青木聖久 関西青少年サナトリューム・兵庫県 189

老人性痴呆疾患センターにおける PSW の業務とその役
割について－本事業への PSW の関わりについて－

原田正美 共立菊川総合病院　医療相談室・静岡県 193

痴呆性老人の住宅ケア援助－相談員のコーディネイト機
能について－

小見光子・本田理恵子 老人保護施設サンセリテ・富山県 198

在宅介護支援センターの関わりから 東　裕紀 加賀のぞみ園在宅介護支援センター・石川県 200
［調査研究］後遺症として精神症状をのこした患者のソー
シャルワーク　パート 3 －高次機能障害者の生活実態に
ついての全国調査より－

都立病院自主業務連絡会 204
稗田　潤 大塚病院
高久洋子・青木康子 大久保病院
田中千鶴子 神経病院
長谷川幸恵 松沢病院
菱山洋子 墨東病院
水上邦子 都職清瀬病院
江幡信子・土村啓子 中部総合精神保健センター

［前号特集：人権］
「自立センター・立川」　代表　高橋　修さんに聞く　精
神保健分野にオンブズマン制度を導入するヒントは？

207

インタビュー・構成 古寺久仁子
インタビュー 木村朋子

［編集後記］ 210
投稿規定、編集委員会 211

第36巻
1996年 8 月20日

（平成 8 年 8 月20日）

［巻頭語］報告集に寄せて 漆原和世 第31回日本 PSW 全国大会（運営委員・千葉県理事） 3
［大会日程・プログラム］「第31回日本精神医学ソーシャ
ル・ワーカー全国大会

4

［基調講演 1 ］精神医療におけるインフォームド・コン
セントと精神障害の社会的・文化的意味づけ

波平恵美子 九州工学科大学教授 5

［基調講演 2 ］ユーザーの立場から 牧野弘子 11
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
［シンポジウム］－インフォームド・コンセントと PSW
－

15

シンポジスト 滝沢武久 全国精神障害者家族会連合会専務理事
木太直人 東横第三病院　PSW
小出保広 堺市金岡保健所　精神保健福祉相談員
後藤雅博 新潟県精神保健福祉センター所長
大塚喜一 千葉総合法律事務所　弁護士

座長 小松源助 大正大学教授・日本社会事業大学名誉教授
［1.「病院」分科会］精神病院が担うもの 37
　司会 鴻巣泰司 埼玉県精神保健総合センター
　コメンテーター 富沢正昭 市原鶴岡病院
長期入院患者の退院を阻害する要因について 加藤仁美 西八王子病院　PSW 37
精神科ナイトケアの実践報告と今後の課題 鈴木慎治 井之頭病院 41
新規電話相談におけるインフォームド・コンセントへの
取り組み－主に夜間・休日を想定して－

渡辺康子 千葉県精神科医療センター 44

病院でのリハビリテーション活動－本院における外勤援
助を通して－

松田和世 内藤病院・熊本県 47

［2. 地域分科会］地域支援の課題
　司会 斉藤友紀雄 まほろば寮 53
　コメンテーター 山口節夫 ハローワーク館山
　コメンテーター 鈴木　明 市川神経科クリニック
精神科リハビリテーションにおけるインフォームドコン
セント－作業所での開示契約とその対象的効果－

加藤春樹 京都つくし会つくしハウス 53

社会復帰施設における就労支援について－四季の里の実
践より・面接援助を中心として－

柴田　覚 （福祉）四季の里 55

やどかりの里における活動利用者調査の結果から 宗野政美 社団法人やどかりの里 59
「地域診療と仲間作り」を目指した診療所デイケアの取
り組み

阿部康代 市原メンタルクリニック 73

［3. 高齢化問題分科会］問われる生活の質・援助の質
　司会 藤城恒成 八千代市保健衛生部参事・訪問指導課長 86
　コメンテーター 斉藤和子 千葉大学

［4.「専門性」分科会］PSW の存在基盤と専門性
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
　司会 増田一世 やどかりの里 99
　司会 奥山宏一 新津信愛病院
　コメンテーター 窪田暁子 東洋大学教授

［5. ワークショップ］ワークショップについて 全国大会運営委員会
　ワークショップⅠ「インテーク面接」
　　コーディネーター 金田迪代 北海道医療大学 114
　ワークショップⅡ「年金問題」
　　講師 池末美穂子 全家連相談室長 117

［資料 1 ］障害年金・相談のポイント 120
［編集後記］ 123
投稿規定・編集委員会 124

第37巻
1997年12月 1 日

（平成 9 年12月 1 日）

［巻頭言］山形大会報告集に寄せて 佐藤厚生 第32回日本 PSW 全国大会（実行委員長） 3
［大会日程・プログラム］第32回日本精神医学ソーシャ
ルワーカー全国大会

4

Ⅰ . 特別講演　「ゴッホと精神病」 早坂　暁 放送作家・小説家・劇作家 5
Ⅱ . 研究発表
1.「病院」分科会 17
　司会 田代宗克 山形：米沢市立病院
　司会 高橋吉則 山形：二本松会上山病院
1 ）「あやうさの 6 年間」－あやうさからたしかさへ－ 西尾芳州 森クリニック・愛知県 17
2 ）「チーム医療と PSW の役割」－千葉県精神科医療セ

ンターの立場から－
長島美奈 千葉県精神科医療センター 18

3 ）「精神障害者の禁治産・準禁治産制度について考える」生島直人 駒木病院・東京都 23
4 ）「電話相談からみた痴呆性老人の現状と問題点」 田嶋愛子 大内病院・東京都 37
5 ）「単科精神病院におけるソーシャルワーク業務の実態」中川さゆり *、河面洋子、大熊千聡、

菊地江美子、清水美子（* 発表者）
三恵病院・東京都 40

6 ）「精神科病棟長期入院患者の退院援助に関わって」
－その援助過程を通して PSW の役割を考える－

原田正美 共立菊川総合病院・静岡 47

7 ）「精神科デイケアにおける実践を通しての一考察」 渋谷庸起子 国見台病院・宮城 51
8 ）「家族への共感的支援をめざして」－家族教室を通

して学んだこと－
千葉孝治 岩手県立南光病院 54

2.「地域」分科会 58
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
　司会 高橋英弘 秋田：加藤病院
　司会 石黒　亨 宮城：パル三居沢
1 ）「家庭からさらに一歩外へ」－自治会デイケアから

学ぶ－
比嘉　寛 新垣病院・沖縄 58

2 ）「クラブハウス的関係性の日本における実践の模索」 広江　仁 井之頭病院・東京 63
3 ）「耕房“光”耕房“輝”香港旅行より、作業所の自

由度を探求する」
谷中節子 耕房“光”・東京 68

4 ）「精神障害者家族セミナーを実施して」－保健所・
家族会・精神保健福祉センター援助チーム－

金田迪代 北海道医療大学・北海道 72
清水耕策 北海道立精神保健福祉センター

5 ）「病院精神医療と地域ケアに関わってみて」 木村六郎 岩手県立南光病院・岩手 76
6 ）「地域で生活するために」（継続のために） 藤林正雄 布施病院・青森県 79
7 ）「家族会における S・W の役割とアプローチの方向性

について」－国見台病院家族会「はぎの会」の実践活
動から－

太田たき 国見台病院・宮城県 84

8 ）精神科共同作業所（ペンギン村）と精神科診療所（す
がのクリニック）の活動の中から

渡辺昭宏 すがのクリニック・福島 87

Ⅲ . 記念講演「危うさとあいまいさと・ ・ ・ ・そして
確かさと」－私の心の中の PSW －

浜田　晋 浜田クリニック 92

Ⅳ . シンポジウム「PSW の現状と未来」
　シンポジスト 池末美穂子 全国精神障害者家族会連合会 97

岡崎　茂 仙台市若林区保健福祉センター
佐藤光幸 杉山病院
尾崎　新 日本社会事業大学

　助言者 浜田　晋 浜田クリニック
　座長 谷中輝雄 やどかりの里

［調査研究］
アルコール・薬物依存症者の医療福祉サービスと PSW
の関わり－ PSW 全国調査より－

清水新二・松永宏子 国立精神神経センター精神保健研究所 114

家族教室参加者調査 池末美穂子・中井和代・良田かお
り

全国精神障害者家族会連合会相談援助部 126

［編集後記］ 135
投稿規定・編集委員会 136
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
第38巻
1998年 9 月25日

（平成10年 9 月25日）

［巻頭言］報告集に寄せて 児玉照彰 第33回日本 PSW 全国大会（実行委員長） 3
［大会日程・プログラム］第33回日本精神医学ソーシャ
ルワーカー全国大会

4

［特別講演Ⅰ］「PSW に期待するもの」 岩崎康孝 前厚生省大臣官房　障害保健福祉部　精神保健福祉
課　課長補佐

5

［特別講演Ⅱ］「秩父地域における試み」 五十嵐良雄 医療法人全和会　秩父中央病院理事長 13
［分科会］ 25
分科会1. 小遣い・年金管理と PSW の倫理
　司会 小出保宏 堺市北保健所 27
　書記 花澤佳代 耕房“輝”
分科会2. 障害者プランと障害者計画
　司会 堀切　明 埼玉県衛生部保健予防課 28
　書記 増井喜代美、鶴岡亜弥 大正大学学生
分科会 3 － A. 生活支援センターの動き
　司会 増田一世 やどかりの里 34
　書記 原エリ子 JHC いずみ
分科会 3 － B. 生活支援センターの動き
　司会 大澤美紀 やどかりの里 37
　書記 蓮見良子 日本社会事業大学学生
分科会 4 － A. コミュニティワークしてますか
　司会 岩上洋一 埼玉県幸手保健所 38
　書記 渡辺美由紀 日本社会事業大学学生
　発言者 小栗静雄 帯広協会病院
分科会 4 － B. コミュニティワークしてますか
　司会 水上成人 埼玉県川越保健所 39
　書記 滝川静江 日本社会事業大学学生
分科会 5 － A. デイケア
　司会 川池秀明 大宮厚生病院 40
　書記 相澤秀子 仏教大学学生
分科会 5 － B. デイケア
　司会 濱田茂久 大宮保健所 41



49

号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
　書記 向坊慎祐 埼玉大学学生
分科会 5 － C. デイケア
　司会 鴻巣泰治 埼玉県立精神保健総合センター 42
　書記 横田直子 日本社会事業大学学生
分科会6. 作業所から望むこと
　司会 東海林寛子 こうぬまクリニック 43
　書記 原恵理子 日本社会事業大学学生
分科会 7 － A. 社会復帰施設から望むこと
　司会 斉藤敏靖 埼玉県立精神保健総合センター 46
　書記 栗山直子 日本社会事業大学学生
分科会 7 － B. 社会復帰施設から望むこと
　司会 三村卓巳 埼玉県立精神保健総合センター 49
　書記 山崎多恵子 式場クリニック
分科会 8 － A. 病院 PSW の専門的立場から
　司会 佐藤光正 埼玉県衛生部保健予防課 50
　書記 勝尾　泉 日本社会事業学校学生
分科会 8 － B. 病院 PSW の専門的立場から
　司会 宇津木朗 埼玉県中央保健所 51
　書記 石原祐子 日本社会事業学校学生
分科会 8 － C. 病院 PSW の専門的立場から
　司会 漆戸　工 埼玉県川口保健所 52
　書記 黒田佳代子 日本社会事業学校学生
分科会 9 － A. 共に歩むって何ですか
　司会 大村皓子 川越同仁会病院 53
　書記 加藤真理 大正大学学生
分科会 9 － B. 共に歩むって何ですか
　司会 吉岡　隆 埼玉県所沢保健所 54
　書記 渡部智恵 日本社会事業学校学生
分科会10. 僕、ワーカーやってていいんですか？
　司会 成田恭子 東武丸山病院 55
　書記 鈴木孝典 大正大学学生
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
［シンポジウム］「岐路に立つ PSW －地域の中で共に歩
む－」
　シンポジスト 小栗静雄 帯広協会病院 57

上野容子 社会福祉法人　豊芯会　副理事長
酒井昭平 通所授産施設　またたびの家
菅原　進 やどかりの里　朋友の会
原嶋辰行 ポレポレの会

　司会 谷中輝雄 やどかりの里
［調査報告］
支部、地区における研修事業実施状況（1996年 1 月） 佐藤三四郎 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会　常任理事 75
投稿規定・編集委員会・編集後記 95

第39巻
1999年 7 月10日

（平成11年 7 月10日）

［巻頭言］報告集に寄せて 石原勝則 第34回日本 PSW 全国大会（実行委員長） 3
［大会日程・プログラム］第34回日本精神医学ソーシャ
ル・ワーカー全国大会岡山大会

4

Ⅰ .「精神保健福祉士法」成立記念シンポジウム 5
　「精神保健福祉士の意義と課題」
　シンポジスト 谷野亮爾 谷野呉山病院院長

荒田　寛 陽和病院ソーシャルセンター課長
門屋充郎 帯広ケア・センター所長
佐藤三四郎 埼玉県立精神保健総合センター部長

　コーディネーター 柏木　昭 日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会会長
Ⅱ . 分科会
分科会 1 17
　助言者 西澤利朗 川崎市リハビリテーション医療センター
　司会 三鼓　厚 わに診療所

「職員が引き起こすコミュニケーションの歪みの問題と
評価システム」－作業所・グループホームなどの生活密
着型の小規模施設の課題についての試論－

根本俊雄 グループホーム玉川荘世話人・ハートフレンド作業
所非常勤職員

17

「作業所利用者と医療の関係を地域で働く PSW はどう考
えるべきか？」－精神障害者は、何故地域作業所を利用
するのか－

花澤佳代 共同作業所工耕「輝」 23
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
「精神障害者の『居場所』を保証することの意味について」
～夢工房大久保の実践をとおして～

阪田憲二郎 生村神経科医院 30
青木聖久、大野喜朗、河石洋美 関西青少年サナトリューム

分科会 2 40
　助言者 吉川公章 やどかりの里研究所
　司会 岡村ちづ子 林道倫精神科神経科病院

「精神科における人権」－各職種間における人権意識の
差異を考察する－

上野仁美 北野台病院 40

「精神科急性期病棟における PSW の役割と、チーム医療
の実際」

橋本みきえ 野添病院 49

分科会 3 58
　助言者 金子　努 東広島市在宅介護支援センターゆうゆう
　司会 横山なおみ 河田病院

「権利擁護をはばむもの－この不全感は何なのか？」 真柄希里穂、金田一恵 東京武蔵野病院 58
「在宅高齢者の権利擁護について」－在宅介護支援セン
ターのかかわりを通して－

高橋美由紀 加賀のぞみ園介護支援センター（加賀神経サナトリ
ウム兼務）

61

分科会 4 85
　助言者 真野元四郎 川崎医療福祉大学
　司会 石井泰三 倉敷中央病院

「預かり金管理と PSW」 西尾芳州 神経内科・森クリニック 85
「ケースを通して自己決定を考える」 岩尾　貴 石川県立高松病院　高松デイケアセンター 89
分科会 5 　ミニシンポジウム「権利擁護について」 101
指定発言者
　「地域の立場」 木村朋子 東京都立中部総合精神保健福祉センター
　「病院の立場」 杉本雅史 藤戸病院
　「高齢者の立場」 岩尾　貢 加賀のぞみ園
発言者
　「無年金者の年金再申請援助をとおして生活権の保障

を考える」
富島喜揮、藤井康能、森本咲江 国立療養所賀茂病院
松岡明子 広島県呉保健所竹原支所

　「ひまわり基金」病院出張型法律無料相談の取り組み
と経過

藤井伸彦 まきび病院

　「香川県における地域精神保健福祉ネットワーク運動」
－香川の精神保健福祉を考える会運動を通して－

鍋谷健一 香川の精神保健を考える会　事務局長
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
コーディネーター 高橋　一 東京都立中部総合精神保健福祉センター
Ⅲ . 公開講座

「イギリスの地域生活における精神障害者の権利擁護に
ついて」

126

　講師 ジリアン・マリンズ ユナイテッド・キングダム・アドボカシーネット
ワーク　コーディネーター兼ユーザー

投稿規定・編集委員会・編集後記 142
第30巻第 1 号（通巻
40号）
1999年12月25日

（平成11年12月25日）

［巻頭言］管を以て天を窺うことをせず 門屋充郎 日本精神保健福祉士協会会長 3
特集　精神保健福祉士の専門性と今後の課題

［総説］
ソーシャルワーカーとしての精神保健福祉士 柏木　昭 聖学院大学 4
専門職性の保持と深化を求めて 石川到覚 大正大学 9

［各論］
地域（作業所）の立場から 田中直樹 全国精神障害者地域生活支援協議会 13
病院の立場から 青木聖久 関西青少年サナトリューム 17
急性期病棟運営の立場から 岩谷美佳 東京武蔵野病院 21
精神科医療機関におけるグループワーク　精神保健福祉
士の専門性視点と課題

古屋龍太 国立精神・神経センター武蔵病院 25

研究論文
全国の PSW 意識調査／精神科ソーシャルワーカーの「セ
ンス」と「直感」について

井上牧子 上智大学大学院博士後期課程 37

病院と地域における多職種からなるメンタルヘルスチー
ム／アメリカ合衆国およびカナダ

木村真理子 東海大学健康科学部社会福祉学科 42

誌上スーパービジョン
退院促進を焦るあまり CL 自身の気持ちに十分に添うこ
とができなかった長期入院患者のケース

柏木　昭 スーパーバイザー（聖学院大学） 51

実践レポート
十勝・帯広地域のソーシャルサポート・ネットワーク 小栗静雄 帯広協会病院 64
転換期における病院 PSW の役割と課題 柏木一恵 浅香山病院医療福祉相談室 68
トピックス
精神保健福祉士第 1 回国家試験 荒田　寛 国立精神・神経センター精神保健研究所 29
精神障害者ホームヘルプ事業の展開 平　直子 （財）全国精神障害者家族会連合会保健福祉研究所 30
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
成年後見制度と地域福祉権利擁護事業 寺谷隆子 日本社会事業大学 32
精神保健福祉法改正の概要と課題 佐藤三四郎 日本精神保健福祉士協会副会長 34
連載講座／障害年金請求・ 1 　
制度の概要と障害年金における問題点 山口多希代 駒木野病院 72
情報ファイル

「日本精神保健福祉士協会全国研修会」印象記 木太直人 東横第三病院 74
平成11年度「日本精神病院協会学術研修会 PSW 部門」 今野えり子 城ヶ崎病院 74

「日本デイケア学会第 4 回年次大会」報告 松永宏子 上智大学 75
「第32回全国精神障害者家族大会・山形大会 佐藤厚生 二本松会山形病院 76
「第 7 回日本精神科救急学会総会」について 長島美奈 千葉県精神科医療センター 76
リレーエッセイ／自己決定を考える 荒田　寛 国立精神・神経センター精神保健研究所 80
協会の動き 高橋　一 日本精神保健福祉士協会副会長 78
書評／ケアガイドラインに基づく精神障害者ケアマネジ
メントの進め方＜ケアマネジャー養成テキスト＞

小田敏雄 湘南病院 82

投稿規定 83
編集後記 古屋龍太 国立精神・神経センター武蔵病院 84

第31巻第 1 号（通巻
41号）
2000年 3 月25日

（平成12年 3 月25日）

［巻頭言］温故知新 高橋　一 日本精神保健福祉士協会副会長 3
特集　精神保健福祉法改正の課題

［総説］
今回の法改正の意義と問題点 佐藤三四郎 埼玉県立精神保健総合センター 5
社会福祉基礎構造改革と精神障害者福祉の今後 石川到覚 大正大学 9

［各論］
医療現場から「保護者制度」を考える 小田敏雄 湘南病院 15
移送問題をめぐって－精神保健福祉相談員の立場から－ 岩上洋一 埼玉県埼葛北福祉保健総合センター／幸手保健所 19
患者の権利擁護をめぐって 木村朋子 東京・にしの木クリニック／東京精神医療人権セン

ター事務局
23

包 括 的 地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル（日 本 版
GVMHS）の実現を求めて－私の実践

東谷幸政 福祉ショップわくわく 27

研究論文
精神保健福祉士のスーパービジョンおよび研修の体系化
に関する研究

柏木　昭 聖学院大学 39
松永宏子 上智大学
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
荒田　寛 国立精神・神経センター精神保健研究所
井上牧子 千葉県精神科医療センター
石橋理絵 淑徳大学大学院社会福祉専攻後期課程
相川章子 国立精神・神経センター精神保健研究所

精神障害者に対するケアマネジメントの現状と課題 広沢　昇 埼玉県立精神保健総合センター 47
誌上スーパービジョン
当事者と PSW 双方が「なんとかしなくっちゃ」の呪縛
を引きずってきた長い軌跡の点検

柏木　昭 スーパーバイザー（聖学院大学） 53

実践レポート
就労支援に絞った作業所運営作業のない作業所実践より 広江　仁 就労支援センター MEW 所長 60
愛知県西三河精神医療福祉問題研究会の活動報告 梅村仁志 南豊田病院 64

竹中秀彦 京ヶ峰岡田病院
田中研一 刈谷病院

トピックス
地域福祉権利擁護事業への精神保健福祉士の参加 木太直人 東横第三病院 35
連載講座／障害年金請求・ 2
受給要件の確認（ 1 ） 山口多希代 駒木野病院 68
情報ファイル

「第42回日本病院・地域精神医学会」沖縄での熱き集会
決議を胸に

大塚淳子 陽和病院 70

「社会福祉現場実習関東甲信越ブロック研究協議会（日
本社会事業学校連盟）大会」

牧野田恵美子 日本女子大学 71

「日本集団精神療法学会第17回大会」 宮原浩智 広島県立総合精神保健福祉センター 71
「第15回中・四国精神保健福祉士＜ PSW ＞大会報告」 住友裕美 第15回中・四国精神保健福祉士＜ PSW ＞大会実行

委員会事務局
72

海外情報・ 1 ／ニュージーランド訪問記 吉川公章 青森県立保健大学 74
リレーエッセイ／自分の感受性くらいは 梶元紗代 まきび病院 78
資料／社会福祉事業法等の一部改正法案の概要 81
協会の動き 高橋　一 日本精神保健福祉士協会副会長 76
書評／「ゆらぐ」ことのできる力　ゆらぎと社会福祉実
践

松本すみ子 東京国際大学 80

投稿規定 85
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
編集後記 古屋龍太 国立精神・神経センター武蔵病院 86

第31巻第 2 号（通巻
42号）
2000年 6 月25日

（平成12年 6 月25日）

［巻頭言］ 佐藤嘉生 第35回日本精神医学ソーシャルワーカー全国大会
（北海道大会）実行委員長

3

［大会日程・プログラム］第35回日本精神医学ソーシャ
ルワーカー全国大会（北海道大会）

4

第35回日本精神医学ソーシャルワーカー全国大会（北海
道大会）報告集

［基調講演］
わが国における精神医学ソーシャルワーカーの到達点と
今後の課題

門屋充郎 大会長／日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会組
織改革委員会委員長

5

［特別講演］
神話から学ぶ生、そして人権 チカップ美恵子 アイヌ文様刺繍家 15

［記念講演］
精神保健福祉士国家資格化に寄せて 小林秀資 厚生省健康政策局長／現　国立公衆衛生院院長 25
分科会－ 1
地域生活支援センター活動の実際と課題

「帯広生活支援センターの実践」 三上雅丈 帯広ケア・センター 34
「精神障害者小規模作業所におけるボランティア活動に
ついて」

柳　政勝 九州福祉医療専門学校 35

助言者 佐藤三四郎 埼玉県立精神保健総合センター 36
分科会－ 2
医療機関における PSW 業務

「入院患者の社会生活に向けた援助－ソーシャルワー
カーの視点」

秋田　恵 近森病院第二分院 38

「 8 年間の PSW 室の業務統計から－当院における PSW
業務を通して考える」

小久保裕美 北林病院 39

「デイケア単独施設の家族教室を通して」 宮原浩智 広島県立総合精神保健福祉センター 40
助言者 荒田　寛 国立精神・神経センター精神保健研究所 41
分科会－ 3
住みよい街づくりを目指して

「郡部（長野県佐久地域）における精神保健福祉活動の
取組みと PSW の役割」

杉田義夫 長野県厚生連佐久総合病院 44
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
「誰もが住みよい“まち”づくりを目指して－障害者に
関する第 2 次三原市長期行動計画（障害者プラン）作成
に関与して」

長谷部隆一 仁康会小泉病院 45

「精神科訪問看護の実態調査により PSW の役割を検討す
る」

林　浩幸、横山智美 北見赤十字病院 46

助言者 小出保廣 堺市中保健所 47
分科会－ 4
就労支援を考える

「精神障害体験者の社会貢献を柱とした就労支援－「浦
河べてるの家」を中心とした実践から」

向谷地生良 浦河赤十字病院 50

「障害者にとって働くとは－「やどかり情報館」（精神障
害者福祉工場）の経験から」

増田一世 やどかりの里・やどかり情報館 51

「精神障害者福祉工場における就労支援とは－「麦の郷」
の実践を通して」

山本哲士 一麦会＜麦の郷＞ 52

助言者 西澤利朗 東海大学
分科会－ 5
精神保健ボランティア講座－講座に関わる PSW の視点
と課題

「地域活動としての精神保健福祉ボランティアに関わっ
て」

原田正美 共立菊川総合病院 54

「魅力あるボランティア講座を目指して」 奥村明子 メイプル病院 55
鈴木ゆかり　他 六条神経科

「ソーシャルワーク実践としての精神保健ボランティア
講座」

小野敦郎 埼玉県立精神保健総合センター 56
安藤　亘 埼玉県朝霞保健所

助言者 石川到覚 大正大学 57
分科会－ 6
精神障害者の人権と PSW

「障害年金の請求事例を通して考える PSW 業務－障害年
金額改定請求の事例を通して」

細貝信義 駒木野病院 60

「任意後見契約における PSW の役割と今後の課題」 岩崎　香、坂口まゆみ 東京武蔵野病院 61
「精神障害者の人権は守られているか－精神障害者の視
点から」

宮岸真澄 札幌すみれ会・すみれ第二共同作業所 62

助言者 小栗静雄 帯広協会病院 63
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
トピックス
第 2 回精神保健福祉士国家試験について 古屋龍太 国立精神・神経センター武蔵病院 66

「移送制度」についての見解 門屋充郎 日本精神保健福祉士協会会長 67
連載講座／障害年金請求・ 3
受給要件の確認（ 2 ）－請求の仕方に触れて 山口多希代 駒木野病院 64
情報ファイル

「第11回医療ソーシャルワーカー指導者養成研修会」受
講の記

川口真知子 井之頭病院 69

「第20回日本社会精神医学会」 山川　透 石川県精神保健福祉センター 70
「日本ソーシャルワーカー協会2000年度総会」 池末美穂子 日本福祉大学 70
海外情報・ 2 ／包括的地域精神保健システムと当事者の
回復指向モデル

木村真理子 関西学院大学 72

リレーエッセイ／バトンに注意！ 広江　仁 就労支援センター MEW 所長 74
『精神保健福祉』編集委員会への手紙／とある分科会の
質疑の場面で感じたこと

小栗静雄 帯広協会病院 71

資料／「社会福祉法」附帯決議全文 76
投稿規定 79
編集後記 古屋龍太 国立精神・神経センター武蔵病院 80

第31巻第 3 号（通巻
43号）
2000年 9 月25日

（平成12年 9 月25日）

［巻頭言］市町村に課せられた精神障害者福祉の大きな
役割

大野和男 日本精神保健福祉士協会顧問 3

特集　新倫理綱領と PSW の実践
［総説］
倫理綱領改訂の経緯と意義 小出保廣 堺市中保健センター 5
海外および国内のソーシャルワーカー団体倫理綱領 牧野田恵美子 日本女子大学 9

［各論］
＜座談会＞ PSW の倫理について考える 小出保廣 倫理綱領委員会委員長、堺中保健センター精神保健

福祉相談員
13

栄　摂子 大谷女子大学講師、作業所指導員
高山実子、柏木一恵、縄井悦子、
上田幸輝、田坂悦子

浅香山病院 PSW

地域における実践と PSW の倫理綱領 上野容子 （福）豊芯会 21
当事者の立場から見た PSW の倫理 佐藤三四郎 埼玉県立精神保健総合センター 25



58

号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
坂本智代枝 やどかりの里・大正大学
白石直己 やどかりの里

研究論文
エンパワメントの具体化としての広報活動－利用者とと
もに作る広報誌『あちこたねぇ』を通して

相川章子 国立精神・神経センター精神保健研究所 35

精神障害者の生活支援と精神保健ボランティアの役割－
全国実態調査の結果から

伊東秀幸 秦野保健福祉事務所 42

誌上スーパービジョン
いつも一歩も二歩も遅れてしまった対応を振り返る 柏木　昭 スーパーバイザー（聖学院大学） 48
実践レポート
地域医療から地域福祉のスタートへ 野原　潤 地域生活支援センター「ウイング」 55

「PSW オリエンテーション実習」とは－当院で 6 年間、
実習を企画実施してきた中でのねらいとプログラミング
方法

青木聖久、大野喜朗、田村真実子、
佃　正信、橋本祐子、河石洋美、
藤澤由美

関西青少年サナトリューム 62

トピックス
精神障害者ケアマネジメント体制について 古屋龍太 国立精神・神経センター武蔵病院 31
連載講座／障害年金請求・ 4
障害年金の裁定・年金受給者の諸手続き－不服申し立て
に触れて

山口多希代 駒木野病院 68

情報ファイル
「平成12年度精神障害者ケアマネジャー養成指導者研修
会」受講の記

佐藤光正 埼玉県立精神保健総合センター 70

「全国精神障害者地域生活支援協議会全国大会」を終え
て

渡部裕一 日本精神保健福祉士協会宮城県支部・仙台大会事務
局

70

「移動精神科救急サービスについてのシンポジウム」に
参加して

岩永明子 成増厚生病院 71

「第36回日本精神保健福祉士協会全国大会」に参加して
思ったこと

佐野明子 京ヶ峰岡田病院 72

「第36回日本精神保健福祉士協会全国大会」を終えて 長谷川増典 桜ヶ丘記念病院／第36回全国大会運営副委員長 73
海外情報・ 4 ／2000年夏、カナダのモントリオールで開
かれた国際社会福祉会議

木村真理子 関西学院大学 74

リレーエッセイ／バトンが戻って！ 山川　透 石川県精神保健福祉センター 78
新連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 67



59

号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
協会の動き 高橋　一 日本精神保健福祉士協会副会長 76
書評／精神障害者ホームヘルパー講習テキスト 古屋龍太 国立精神・神経センター武蔵病院 80
投稿規定 81
編集後記 牧野田恵美子 日本女子大学 82

第31巻第 4 号（通巻
44号）
2000年12月25日

（平成12年12月25日）

［巻頭言］PSW 新世紀に向けて 古屋龍太 第36回日本精神保健福祉士協会全国大会　運営委員
長

3

［大会日程・プログラム］第36回日本精神保健福祉士協
会全国大会（2000年 PSW 東京大会）

4

第36回日本精神保健福祉士協会全国大会（2000年 PSW
東京大会）報告集

［基調講演］
新しい時代に期待される精神保健福祉士の役割 石川到覚 大会長／大正大学教授 5

［特別講演］
精神保健福祉士への期待と今後の課題 三觜文雄 前厚生省大臣官房障害保健福祉部精神保健福祉課長　

／現国立がんセンター運営部長
11

［シンポジウムⅠ］
これからの精神障害者福祉と「精神保健福祉士」に求め
られるもの

荒井元傅 全国精神障害者家族会連合会常務理事 17
広田和子 精神医療ユーザー＆サバイバー
大橋謙策 日本社会事業大学社会福祉学部長／教授
門屋充郎 帯広ケア・センター所長／日本精神保健福祉士協会

会長
白澤英勝 宮城県精神保健福祉センター所長

司会 石川到覚 大正大学教授 17
［シンポジウムⅡ］
精神保健福祉法改正に関わる私たちの課題 重藤和弘 厚生省大臣官房障害保健福祉部精神保健福祉課課長

補佐
29

加藤真規子 こらーるたいとう代表／当事者・生活支援事業者
大島　巌 東京大学大学院医学系研究科助教授
古屋龍太 国立精神・神経センター武蔵病院 PSW
調　一興 日本障害者協議会代表

司会 池末　亨 東京学芸大学教授 29
分科会－ 1
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
精神保健福祉士の役割と援助 46
司会 長谷川増典 桜ヶ丘記念病院

渋谷庸起子 仙台武者クリニック
35年目の関わりー“こういう関係”というおつき合い 山田州宏 荻野クリニック 46
生活援助の本質を問う－自らの精神医学ソーシャルワー
ク実践を踏まえながら

眞野元四郎 福井県立大学 47

第三者機関による財産保全・管理サービス 三橋良子 生田病院 48
専門職における地域活動のあり方について－ボランティ
ア、当事者、専門職（以下職員）と共に作り上げるコンサー
ト活動を通じて

近藤友克 （福）豊芯会地域生活支援センターこかげ 49
上野容子 ハートランド

広島県精神保健実践セミナー「やどかりの里」との15年
－その変遷と課題

大前志麻穂、大歳明子、尾添　隆、
木村光江、斎藤晋治、島村和加代、
瀬尾　学、平岡　毅、古川麻美、
藤田泰弘、新田美奈子

日本精神保健福祉士協会広島県支部、広島県精神保
健実践セミナー実行委員会

50

地域病院における PSW のあり方－社会適応訓練喫茶部
門およびストレスケア個室病棟開設を通して

古御堂正 草津病院 51

講評　 長谷川増典 桜ヶ丘記念病院 52
分科会－ 2
地域生活支援－ A 53
司会 塩田宗光 喫茶色えんぴつ

菊田陽子 成城墨岡クリニック
病院と地域との連携－部分からシステム化を目指して 夏目宏明 医療法人鶴賀会鶴賀病院 53
生活訓練施設の課題 青垣雄彦、青垣由紀 生活訓練施設さくら荘 54
過疎地域の共同作業所10年の歩み 佐々木哲二郎 広島国際大学 55
地域生活支援センター「こかげ」の利用状況とニーズに
ついて

内田早苗 （福）豊芯会地域生活支援センターこかげ 56
上野容子 ハートランド

講評　 塩田宗光 喫茶色えんぴつ 57
分科会－ 3
地域生活支援－ B 58
司会 木太直人 東横惠愛病院

木村朋子 にしの木クリニック
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
農村地域における地域生活支援活動からみえてきたこと
－ PSW としての気づきと学びのプロセスから

相川章子 国立精神・神経センター精神保健研究所 58

社会教育・生涯教育と結びついた作業所活動－地域の福
祉文化を高める

東谷幸政 福祉ショップわくわく 59

社会復帰施設を新しい法人で－病院と市が新しい法人を
作り上げるまで

宮沢和志、水谷いずみ 医療法人共和会共和病院 60

社会に一歩踏み出す時－診療所デイケアにおける“つな
ぐコンサート”の試み

奥山恵理子、荒木宏子、川井まり
子、谷地聖子、菅貴志代、宮崎京子、
上野克己、金澤聖子、木村俊光、
奥山哲雄

（医社）哲明会　奥山クリニック 61

講評　 木村朋子 にしの木クリニック 62
分科会－ 4
受療援助・危機介入 63
司会 川口真知子 井之頭病院

西澤利朗 東海大学健康科学部
被暴力体験者へのソーシャルワーク援助－総合病院医療
相談室での体験から

長谷川眞砂子 帝京大学医学部附属市原病院 63

家族相談をめぐって 和久純子、鈴木智子、栗原活雄 成増厚生病院 64
千葉県精神科救急医療システムと相談員（精神保健福祉
士）の役割

渡辺都夫 千葉県精神科医療センター 65

電話相談の限界から 大塚淳子 陽和病院 66
治療困難者に対するアルコール治療の試み－榎本クリ
ニックの実践報告を通して

水野淳一郎、佐藤　妙 榎本クリニック 67

講評　 川口真知子 井之頭病院 68
分科会－ 5
就労支援
司会 田中直樹 情報センターあおば

小久保裕美 日本福祉大学大学院
事業所としての「喫茶ふれあい」 押田房子、脇田朗子、中井宏治、

志鎌　哲
あおぞら作業所 69

私たちの国にももっとクラブハウスを！－相互支援と過
渡的雇用、そして世界との連帯

宗像利幸 社会福祉法人ジェイ・エイチ・シイ板橋会 70
菊池美砂穂 同サン・マリーナ
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
病院と地域の連続性－病院から社会復帰施設、そして地
域へ

高橋　忍 入所授産施設天樹苑 71

社会就労センターピアスの試み－「ゴールあるトレーニ
ング」はあるのか

小林由美子 社会就労センターピアス 72

職員主導から協働を意識した活動づくりへの展開の試み
－やどかりの里通所授産施設・食事サービスセンター

「エンジュ」の 3 年間の実践を通して

坂本智代枝 社団法人やどかりの里 73

講評　 小久保裕美 日本福祉大学大学院 74
分科会－ 6
精神保健福祉士の育成・教育 75
司会 寺谷隆子 日本社会事業大学

原久美子 立正大学
精神保健福祉士の実習指導のあり方について 荒田　寛 国立精神・神経センター精神保健研究所 75

柏木　昭 聖学院大学
松永宏子 上智大学

精神保健福祉士国家資格指定科目「精神保健福祉援助実
習」教育のあり方について

宮崎まさ江 長野大学 76

実習者の受入れと問題点について－当院精神科デイケア
メンバーの実習者受入れ過程と反応を通して

栗田俊之 共立菊川総合病院 77

PSW 業務におけるスーパービジョンに関する考察 小銭寿子 札幌心療福祉専門学校 78
講評　 寺谷隆子 日本社会事業大学 79

原久美子 立正大学
分科会－ 7
精神保健福祉関連調査・研究 80
司会 松本すみ子 東京国際大学

富島喜揮 国立療養所賀茂病院
精神障害者に対するマスコミの影響とそのあり方につい
て

鶴幸一郎 姫路北病院 80

精神保健福祉ボランティア講座の受講者にアンケート調
査を実施して

原田正美 共立菊川総合病院 81

震災後の精神障害者のすまいに関する研究 福原真紀 兵庫県立精神保健福祉センター 82
村上明美 尚生会湊川病院
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
土井寛子 神戸市中央区保健部
小林栄未 神戸市長田区保健部
阪田憲二郎 神戸女子大学
荒川義子 関西学院大学

日米の地域精神保健機関利用者の「生活の質」の比較研
究

木村真理子 関西学院大学 84

講評　 松本すみ子 東京国際大学 87
ワークショップ
精神分裂病における家族教育プログラム
講師 ヨシヒロ・松島 LCSW・オレンジ郡精神保健局アジアサービスセン

ター所長／南カリフォルニア大学ソーシャルワーク
大学院講師

88

講義のまとめ 角田節子 東京海道病院
自主企画－ A
SST の実践報告とその効用－紹介とデモンストレーショ
ン

八木原律子 明治学院大学／ JHC 板橋会　SST 普及協会認定講
師

92

吉田みゆき 北林病院　SST 普及協会認定講師
自主企画－ B

「サービス」を考える－専門職が提供できる「サービス」
とは何か

花澤佳代 道都大学 93

自主企画－ C
実習のあり方を考える－受け入れる側・送り出す側の課
題

古屋龍太 国立精神・神経センター武蔵病院 94
寺谷隆子 日本社会事業大学／ JHC 板橋会
西田信子 東京福祉商経専門学校卒業生

自主企画－ D
フリートーク・日本 PSW 協会を考える 栗原活雄、鈴木智子 成増厚生病院 95

大塚淳子、赤畑　淳、姉崎多紀子 陽和病院
自主企画－ E

「障害年金」を考える 安藤里恵子 東京武蔵野病院 96
菊池江美子 三恵病院

研修会 D
スーパービジョン「実習生の受け入れに際して」 福山和女 ルーテル学院大学教授 90
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
大塚淳子 東京大会運営委員／陽和病院

情報ファイル
「第 8 回日本精神障害者リハビリテーション学会北海道
大会」報告

鈴木ゆかり 社会就労センター　プロデュース道 97

「ルコント氏講演会」を聴いて 進藤義夫 精神障害者共同作業所　T ＆ E 企画 97
「日本デイケア学会第 5 回年次大会」報告 金澤まりこ 大泉金杉クリニック 98
「第 1 回指導者研修会」を受講して 植村丞彦 大川総合病院 99
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 100
書評 松永宏子 上智大学 102
投稿規定 103
編集後記 古屋龍太 国立精神・神経センター武蔵病院 104

第32巻第 1 号（通巻
45号）
2001年 3 月25日

（平成13年 3 月25日）

［巻頭言］精神保健福祉士の養成教育に伴う課題 石川到覚 日本精神保健福祉士協会監事／大正大学教授 3
特集　精神保健福祉士の養成教育

［総説］
「スーパービジョン」の意義と機能 柏木　昭 聖学院大学 5
「精神保健福祉援助実習」への期待と今後の検討課題 荒田　寛 国立精神・神経センター精神保健研究所 9
［各論］
「実習グループスーパービジョン」におけるリンケージ
の概念の応用

松本すみ子 東京国際大学 13

教育機関における「精神保健福祉援助実習」教育のあり
方と今後の課題

宮崎まさ江 長野大学 19

［座談会］
「精神保健福祉援助実習」を考える　現場実習指導者の
立場から

横山なおみ、藤田裕子 河田病院 25
星昌子 林病院
梶元紗代、藤井伸彦 まきび病院
石原勝則 慈圭病院
荒田　寛 国立精神保健研究所
井上牧子 上智大学

［実習現場の声］
受け入れる側・送り出す側、双方の立場から 鈴木ゆかり JHC 板橋会 32
現行現場実習にみる 2 つの変化 大塚淳子 陽和病院 33
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
実習指導者は学生に何を伝え得ているか 富島喜揮 国立療養所賀茂病院 34
問われる現場実習指導者の力量 杉本雅史 地域生活支援センター「てく・とこ・瀬戸」 35
実習現場と養成教育との密なる連携を 阪田憲二郎 神戸女子大学 36
後輩育成に役立つ実習ソフトの確立を 殿村寿敏 大阪府健康福祉部精神保健福祉課 37
研究論文
痴呆性疾患を有する高齢者の身体拘束・行動制限に関す
る調査研究

痴呆性疾患を有する高齢者の処遇
についての研究委員会

48

実践レポート
「PSW オリエンテーション実習」の評価　実習生アン
ケート調査を通して

大野喜朗、青木聖久、田村真実子、
佃　正信、橋本祐子、河石洋美、
藤澤由美

関西青少年サナトリューム 59

トピックス
法・制度の限界にどう立ち向かう？「学生無年金障害者
審査請求運動」と PSW に問われるもの　全国規模の無
年金障害者運動に PSW として参加して

菊池江美子 三恵病院 39
安藤里恵子 東京武蔵野病院

鳥取県西部地震報告および提案　緊急連絡方法と情報収
集のあり方について

堀江泰誠 西中国代表理事　公立雲南総合病院 43

都道府県の公益的事業に対する各支部・地区協会の参画
状況

木太直人 東横恵愛病院 45

情報ファイル
「第43回日本病院・地域精神医学会」に参加して 木村朋子 にしの木クリニック 67
「2000年度　社会福祉現場実習関東甲信越ブロック研究
協議会（日本社会事業学校連盟）大会」

藏野ともみ 大妻女子大学 67

「第 1 回日本精神保健福祉士協会初任者研修会」報告 高村智子 サンライフたきの里デイサービスセンター 68
海外情報・ 4 　新しい世紀のメンタルヘルス（精神保健
医療福祉）をとらえる文脈

木村真理子 関西学院大学 73

リレーエッセイ　パチンコは文化だ！ 竹中秀彦 京ヶ峰岡田病院 78
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 70
協会の動き 佐藤三四郎 日本精神保健福祉士協会副会長 76
書評 荒田　寛 国立精神・神経センター精神保健研究所 80
投稿規定 81
編集後記 柏木一惠 浅香山病院 82
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
第32巻第 2 号（通巻
46号）
2001年 6 月25日

（平成13年 6 月25日）

［巻頭言］大阪教育大学附属小学校児童殺傷事件に思う 牧野田恵美子 日本精神保健福祉士協会監事／日本女子大学教授 85
特集　精神障害者ケアガイドラインをめぐって

［総説］
「ケアガイドライン」の位置と課題 門屋充郎 帯広ケア・センター所長 87
ソーシャルワーカーの視点と今後の体制整備 佐藤光正 埼玉県立精神保健総合センター相談部技術協力課主

任
93

［各論］
改めて「ケアガイドライン」を考える　保健所から 三品桂子 花園大学 97

「ケアガイドライン」を考える　精神医療ユーザーとモ
デル事業を担当して

藤林詠子 久留米市障害者生活支援センター「ピアくるめ」　
くるめ出逢いの会

107

「精神障害者ケアガイドライン」の改訂作業 古屋龍太 国立精神・神経センター武蔵病院 112
［各現場から］
「精神障害者ケアマネジメント」で感じたことあれこれ 長谷川千種 昭和大学附属烏山病院 116
医療現場から「ケアマネジメント」に期待する 小田敏雄 湘南病院 118
民間精神科病院相談室から「ケアガイドライン」を見つ
めて

安部玲子 戸塚山谷病院 120

「ケアガイドライン」に対する疑問を解決しながら 宮沢和志 共和病院 122
研究論文
精神障害者の日常生活行動に関する予備調査による研究 堀田和一、河野健児 西南女学院大学 129

「医療機関関係」「社会復帰施設関係」別にみた PSW 業
務重視度と実施状況に関する調査研究　愛知県における
精神保健福祉士業務調査に関する報告書（2001年 4 月）

業務検討委員会 137

誌上スーパービジョン
スタッフというかたちにとらわれ、メンバーの気持ちに
沿いきれなかったかかわりを振り返る

柏木　昭 スーパーバイザー（聖学院大学） 153

トピックス
精神障害者ホームヘルプサービス　「中間報告書」から 大野和男 日本社会事業大学日本社会事業学校／日本精神保健

福祉士協会顧問
125

情報ファイル
「精神障害者ケアマネジャー養成研修会」に参加して 宮本いずみ 横浜市神奈川区生活支援センター 160
第12回世界精神医学会横浜大会に向けて「Partnership　
for　Mental　Health ／手をつなごう心の世紀に」

金成　透 神奈川　富士見台病院 160
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
海外情報・ 5 　オーストラリア精神保健福祉現場見学報
告

五郎丸岳也 松山記念病院 164

リレーエッセイ　命がけのイニシャルトーク・J 任理事
会人間模様

木太直人 東横恵愛病院 170

連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 162
協会の動き 佐藤三四郎 日本精神保健福祉士協会副会長 168
追悼　坪上宏先生を偲んで 小出保廣 日本精神保健福祉士協会倫理綱領委員会委員長／堺

市中保健センター
172

書評 古屋龍太 国立精神・神経センター武蔵病院 174
投稿規定 175
編集後記 小田敏雄 湘南病院 176

第32巻第 3 号（通巻
47号）
2001年 9 月25日

（平成13年 9 月25日）

巻頭言 木下了丞 第37回日本精神保健福祉士協会全国大会　大会会長 179
第37回日本精神保健福祉士協会全国大会（2001年 PSW
福岡大会）報告集

［基調講演］
精神保健福祉士の新たなる世紀への展望 柏木　昭 日本精神保健福祉士協会名誉会長 181
＜一般演題＞
スライドセッション A
PSW オリエンテーション実習について「ねらい」と「成
果」から今後の実習方法のあり方を探る

青木聖久、田村真実子、佃　正信、
橋本祐子、河石洋美、藤澤由美、
佐藤江梨子

関西青少年サナトリューム 190

大野喜朗 まぼろばの丘
精神保健福祉士実習のあり方について　精神科医療機関
におけるプログラムの検討

田村綾子 丹沢病院 191

新人職員（大学卒業後）の教育における現場職員（スー
パーバイザー）と教育機関の連携

花澤佳代、小早川俊哉 道都大学 192
松浦啓子 耕房“輝”
戸崎由樹 耕房“光”

作業所メンバーのバンクーバー精神保健研修旅行 牧野田恵美子 日本女子大学・グリーンふれあい 193
山田紀子 グリーンふれあい
菅原久美子、出口勝人、松本富士
子

ショップふれあい

藤田はるみ、池和田静代 喫茶ふれあい
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
ホームヘルプって何？　精神障害者訪問介護試行的事業
を通して「みえたもの・感じたこと」

南川久美子 精神障害者生活訓練施設「あじさい」 194

「精神障害者社会適応訓練事業」の運営状況　保険とい
う側面を中心として

相川弘行 麻生医療福祉専門学校福岡校 195
立石宏昭 福岡県立大学大学院

日・米の地域精神保健機関を利用する人びとの生活の質
比較研究

木村真理子 関西学院大学 196
大山　勉 川崎市リハビリテーション医療センター

精神病院への入院　平川病院・北野台病院の「在院日数
調査」から

石橋さおり、椎名貴恵 平川病院 197
長田美和、上野仁美 北野台病院

“Work　support　group　いこうかい”の歩み　ある
夜間グループ実践の報告

稲田美津子 広島東公共職業安定所 198
宮原浩智 広島県立総合精神保健福祉センター

社会に一歩踏み出すとき　精神科デイケアにおける“つ
なぐコンサート”の役割

奥山恵理子、荒木宏子、川井まり
子、谷地聖子、菅貴志代、宮崎京子、
野崎かほる、上野克巳、金澤聖子、
木村俊光、奥山哲雄

（医社）哲明会　奥山クリニック 199

スライドセッション B
共同住居 2 年の歩み　ソーシャルワーカーの小さな気づ
き

前田秀和 牧病院 202

共同住居スタッフの役割とは？　A 氏との 2 ヶ月を通し
て

山岡芳美、斎藤陽子、宮崎美和、
村元康孝、藤川悠子、瀬戸浩一

八幡厚生病院 203

社会資源の充実と多職種との連携からなる社会復帰促進
への取組み　援護寮の役割と機能変化について

金本靖志 生活訓練施設（援護寮）清明荘 204

グループホームの職員として専門性を考える　 7 年間の
ソーシャルワーカー業務を通して

早川留美 宮前区の精神保健と福祉を考える会「RUMAH・り
おん」

205

総合病院の精神科の特徴と PSW の役割　飯塚病院にお
ける業務を通して

梅本亨二、塩谷美津子、小栗和美、
木下了丞

飯塚病院ふれあいセンター 206

病棟構造の変化に伴う PSW 業務の変化 山中佳子、三谷　亨 西脇病院 207
高齢者の命を考えるとき　福井県精神保健福祉行政の課
題

光真坊実和子 福井県立すこやかシルバー病院 208

熱傷センターにおける重症熱傷患者に対するアプローチ
　事例を通してソーシャルワーカーが熱傷チームにかか
わる意味について考える

加藤雅江 杏林大学医学部付属病院 209

約50年にわたる長期入院者への退院援助　医療従事者の
思い込みとクライエントの能力評価をめぐって

向井智之 慈雲堂内科病院 210
坂野憲司 日本福祉教育専門学校
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
障害や健康問題をかかえて出自家族から自立を望んだ場
合の援助　長年にわたり親の暴力が続いた事例を通して

長谷川眞砂子 帝京大学医学部附属市原病院 211

精神保健福祉実践から学んだもの　当事者とのかかわり
を通して教えられ、身につけたもの

真野元四郎 福井県立大学 212

ポスターセッション
精神科病院における小集団療法的家族心理教育の試み 小沢良子、菅　貴子、倉光智佳子、

冨田千尋、本山敦子
長谷川病院 214

長期入院者に対する退院促進について　SW 委員会を実
施して

鴨川史穂 長崎県立大村病院 215

5 年目を迎えるデイケアの課題と展開　体制の充実とプ
ログラム再編の動きの中でみえてきたもの

佐藤志津 岡本病院 216

DC 導入におけるソーシャルワーカーの役割 坂本明子、原口健三、前田正治 久留米大学病院精神神経科 217
栃木県における精神障害者福祉制度の現状と課題　精神
障害者保健福祉手帳のアンケートからの考察

高瀬美明 烏山台病院 218
角田直隆 佐藤病院
岡田正彦 岡本台病院

単身アルコール依存症者とのかかわり 神谷直美 雁の巣病院 219
一公立病院救急病棟における精神保健福祉士の役割　精
神科救急医療システム運用状況について

眞﨑直子、近藤くみ子、後藤　都、
二宮英彰

福岡県立精神医療センター大宰府病院 220

入院患者家族の意識と感情に関するアンケート調査結果
について　主に年次変化と続柄による比較に着目しての
一考察

宮本浩司 加茂病院 221

家族教室の目的 竹内将史 土佐病院 222
［自主企画］
イブニングセッション
精神保健福祉士への提言
21世紀の精神保健福祉士に期待するもの　他職種・当事
者からみた精神保健福祉士像
コーディネーター 南川喜代晴 北九州市立精神保健福祉センター 224
シンポジスト 熊谷雅之 雁の巣病院

榎本孝史 福岡県作業療法協会
浦田英範 福岡県臨床心理士会
内藤　守 福岡県精神障害者福祉会連合会
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
≪まとめと報告≫ 嶺香一郎 雁の巣病院
ワークショップ A
基礎講座
社会資源の利用を考える　生活保護法・障害年金を中心
に

藤岡良幸 福岡県保健福祉部監査保護課 226

松尾孝子 福岡社会保険事務局年金課 226
≪まとめと報告≫ 大森義昌 行橋記念病院 226
ワークショップ B
精神保健福祉士を育てる！！ 荒田　寛 国立精神・神経センター精神保健研究所 228
シンポジスト 佐々木ちえみ 福岡県精神保健福祉センター

柳　政勝 九州福祉医療専門学校
島川美智子 大牟田保養院
大川内紀子 嬉野温泉病院

≪まとめと報告≫ 柏木一恵 浅香山病院 228
ワークショップ C
紹介とデモンストレーション
認知行動療法としての SST　ソーシャルワーカーの責
任・役割・指導の実際

前田ケイ ルーテル学院大学教授・SST 普及協会認定講師 230
八木原律子 明治学院大学社会福祉学科助教授・JHC 板橋会・

SST 普及協会認定講師
吉田みゆき 北林病院医療社会事業課長・SST 普及協会認定講師

≪まとめと報告≫ 平田博英 田主丸中央病院 230
研究論文
平成12年度厚生科学研究費補助金障害保健福祉総合研究
事業
精神保健福祉士のスーパービジョンおよび研修の体系化
に関する研究＜その 2 ＞

柏木　昭 聖学院大学 233
松永宏子 上智大学
荒田　寛 国立精神・神経センター精神保健研究所
井上牧子 上智大学大学院
相川章子 国立精神・神経センター精神保健研究所
石橋理絵 国立精神・神経センター精神保健研究所

委員会報告
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
1999年度　精神障害者福祉研究委員会活動報告 精神障害者福祉研究委員会 244
情報ファイル

「日・韓地域福祉研究第 5 回国際学術大会」報告 松本すみ子 東京国際大学 250
「第 5 回全国精神障害者地域生活支援協議会全国大会」
報告

田中直樹 全国精神障害者地域生活支援協議会事務局長／グ
リーンウッド

250

海外情報 6 　世界精神保健会議に参加して　カナダの地
で当事者から学んだこと

赤畑　淳 陽和病院 252

連載　実践現場からのつぶやきコーナー P 子の部屋 256
協会の動き 佐藤三四郎 日本精神保健福祉士協会副会長 258
投稿規定 261
編集後記 大塚淳子 陽和病院 262

第32巻第 4 号（通巻
48号）
2001年12月25日

（平成13年12月25日）

巻頭言第二次地域精神保健福祉元年に向けて 門屋充郎 日本精神保健福祉士協会会長 265
特集　生活支援を考える－地域生活支援センターから

［総説］
地域生活支援センターへの期待 谷中輝雄 やどかりの里 267
地域生活支援センターに望まれる役割と機能 石川到覚 大正大学 271

［各論］
医療法人が地域に展開する生活支援センター 山岡　聡 越路ハイム地域生活支援センター 277
地域密着型のめざす生活支援 新保祐元 東京成徳大学教授・（社福）創志会つくばライフサ

ポートセンター理事長
281

公立地域生活支援センターの役割　南八幡メンタルサ
ポートセンターの活動を通して

近藤昭子 南八幡メンタルサポートセンター 285

利用者からみた地域生活支援センター　利用者へのイン
タビューから

広江　仁 就労支援センター MEW 289

［鼎談］
これからの生活支援センターの使命－それぞれの実践か
らみえてくるものを踏まえて

寺谷隆子 JHC 板橋会・日本社会事業大学 293
上野容子 豊芯会・東京家政大学
田村文栄 JHC 板橋会・地域生活支援センタースペースピア

［現場から］
必要な人が必要なときに利用できる地域生活支援セン
ターへ

三上雅丈 帯広生活支援センター 302

問われる地域生活支援センター本来の役割 坂根実季陽 地域生活支援センター「エスティーム」 304
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
地域生活支援センターづくりの運動を通して 「作る会」運営委員および練馬区

内精神保健福祉士有志
306

研究論文
わが国における精神障害者地域生活支援センターの現状
　全国状況調査を中心に

岩上洋一 埼玉県立精神保健総合センター 320

誌上スーパービジョン
漠然とした不安感を訴えるクライエントの援助について
悩んだケース

柏木　昭 スーパーバイザー（聖学院大学） 327

トピックス
日本における高次脳機能障害の現状　精神保健福祉士の
課題

三澤孝夫 国立精神・神経センター武蔵病院 309

「運転免許の処分基準等の見直し素案」をめぐって 木太直人 東横惠愛病院 312
法・制度の限界にどう立ち向かう？「学生無年金障害者
審査請求運動」と PSW に問われるもの＜後編＞　全国
規模の無年金障害者運動に PSW として参加して

菊池江美子 三恵病院 314
安藤里恵子 東京武蔵野病院

情報ファイル
「第 6 回日本デイケア学会高知大会」報告 市川　烈 白峰クリニック 335
「日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協会第16
回全国研究大会」報告

松本直樹 井之頭病院

「平成13年度精神障害者ケアマネジメント従事者養成指
導者研修会」報告

堀切　明 埼玉県立精神保健総合センター 336

「第 9 回日本精神科救急学会総会」報告 尾上義和 平塚病院 337
PSWの知恵袋－ 1 　家族支援における「自己決定の支援」白石弘巳 東京都精神医学総合研究所 342
リレーエッセイ／回遊魚からの脱却をめざして 小出保廣 堺中保健センター 348
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 340
協会の動き 佐藤三四郎 日本精神保健福祉士協会副会長 344
書評 長谷川千種 昭和大学附属烏山病院 350
投稿規定 351
編集後記 岩上洋一 埼玉県立精神保健総合センター 352
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
第33巻第 1 号（通巻
49号）
2002年 3 月25日

（平成14年 3 月25日）

［巻頭言］今、思うこと 菅野治子 浅香山病院 3
特集　重大な犯罪行為をした精神障害者と PSW の視点

［総説］
社会防衛としての精神医療　精神保健福祉法制の変遷を
中心に

佐藤三四郎 埼玉県立精神保健総合センター 5

精神障害者の責任能力をめぐって　精神医療と犯罪をめ
ぐる法制度

池原毅和 東京アドヴォカシー法律事務所・弁護士 11

［各論］
重大な犯罪行為をした精神障害者の処遇をめぐるこの間
の経過と日本精神保健福祉士協会の取組み

木太直人 東横惠愛病院 17

重大な犯罪行為をした精神障害者の処遇に関するアン
ケート調査報告

岩崎　香 東京武蔵野病院 23

実践を通して PSW のかかわりの視点を考える 大塚淳子 陽和病院 29
［座談会］
重大な犯罪行為をした精神障害者の処遇をめぐって　現
状の確認から

岩崎　香 東京武蔵野病院 37
大塚淳子 陽和病院
木太直人 東横惠愛病院
佐藤三四郎 埼玉県立精神保健総合センター
三橋良子 生田病院
川口真知子 井之頭病院

誌上スーパービジョン
クライエントの「自宅に帰りたい」という心底からの希
求と気持ちの揺れに添えきれなかったかかわりを振り返
る

柏木　昭 スーパーバイザー（聖学院大学） 51

研究ノート
ソーシャルワーカーにおける「非審判的態度と自己覚知」
に関する一考察　対人援助論におけるアポリアとしての

「良心的エゴイズム」の概念を中心に

米村美奈 杏林大学医学部付属病院 59

実践ノート
和歌山市における精神保健福祉業務について　危機介入
サービスと法第34条移送を中心に

山本耕平 和歌山市保健所保健対策室精神保健福祉班 65

トピックス
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
第17回アジア太平洋社会福祉教育・専門職会議について 梶元紗代 日本精神保健福祉士協会国際部部長／まきび病院 45
精神障害者の雇用支援施策の充実強化 古屋龍太 国立精神・神経センター武蔵病院 47
情報ファイル

「第 9 回日本精神障害者リハビリテーション学会」報告 鈴木さゆり JHC 板橋会／雇用支援センターワーキング・トラ
イ

73

「こころの健康づくり対策」研修会に参加して 蓮井亜矢 陽和病院
「第44回日本病院・地域精神医学会総会」報告 鈴木恵利子 舞子浜病院 74
海外情報・ 7 ／ウィスコンシン州マディソンにおける精
神保健サービスシステム

広沢　昇 埼玉県朝霞保健所 84
鴻巣泰治 埼玉県立精神保健総合センター
佐藤光正 埼玉県立精神保健総合センター

PSW の知恵袋－ 2 ／グループ－考え方とかかわり方 高林健示 クボタ心理福祉研究所所長 82
リレーエッセイ／僕は、なぜ PSW になったか 富島喜揮 国立療養所賀茂病院 90
日本精神保健福祉士協会員に関する業務統計調査報告・
その 1

業務検討委員会 76

連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 80
協会の動き 佐藤三四郎 日本精神保健福祉士協会副会長 88
書評 松本すみ子 東京国際大学 93
投稿規定 95
編集後記 松本すみ子 東京国際大学 96

第33巻第 2 号（通巻
50号）
2002年 6 月25日

（平成14年 6 月25日）

［巻頭言］光陰矢の如し 梶元紗代 まきび病院 99
特集　激動期にある精神科病院と PSW の課題

［総説］
ソーシャルワーカーは病院精神医療をどう生きたか　
1970年代、80年代を中心に

柏木　昭 聖学院大学 101

精神科医療の方向性と精神保健福祉士 伊藤弘人 国立保健医療科学院　経営科学部サービス評価室室
長

109

［各論］
機能分化する精神科病院における PSW の課題 小田敏雄 湘南病院 115
診療報酬と精神科病院の PSW 竹中秀彦 京ヶ峰岡田病院 119
長期入院者と精神科病院の PSW 柏木一恵 浅香山病院 123
精神科病院の PSW に期待すること 広田和子 精神医療サバイバー＆保健福祉コンシューマー 129
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
［座談会］
精神科病院 PSW の現状から見えてくるもの 柏木一恵　 浅香山病院 133

小田敏雄 湘南病院
安藤里恵子 東京武蔵野病院
田村綾子 丹沢病院
川口真知子 井之頭病院

司会 荒田　寛 国立精神・神経センター精神保健研究所
誌上スーパービジョン
デイケアにおける PSW として個別対応の中で気づいた
自分自身の視点の偏り

柏木　昭 スーパーバイザー（聖学院大学） 147

研究ノート
法第34条による移送の実施について　山本論考への疑問 伊東秀幸 神奈川県秦野保健福祉事務所 154
翻訳レポート
日本の精神保健福祉システム改革に向けて　課題と勧告 ディヴィド・ルコント 米国ウィスコンシン州デーン郡成人精神保健福祉

サービス部門 MSW、ACSW、ICSW
159

監訳 木村真理子　 関西学院大学
古屋龍太 国立精神・神経センター武蔵病院

訳 長瀬　修 障害研究所
委員会報告
精神障害者福祉研究委員会活動報告 精神障害者福祉研究委員会 172
トピックス
精神障害者居宅生活支援事業について 岩上洋一 地域生活支援センターふれんだむ 143

「アジア太平洋障害者の十年」最終年記念フォーラムに
ついて

大塚淳子 日本障害者協議会（JD）政策委員会参加理事／陽
和病院

145

情報ファイル
「第16回精神障害者リハビリテーション会議」報告 勝高太郎 公立能登総合病院 169
「第 2 回全国こころの美術展」について 秋山聡美 東京国際福祉専門学校 169
「日本集団精神療法学会第19回大会」に参加して 吉野比呂子 五和貴診療所 170
「第 2 回精神障害者ケアマネジメント従事者養成研修会」
報告

佐藤光正 埼玉県立精神保健福祉センター 171

PSW の知恵袋 -3／グループの具体的な進め方－「買い
物外出」

高林健示 クボタ心理福祉研究所所長 178
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
海外レポート／シェフィールドにおける精神保健福祉の
現況　現地研修を通して

小久保裕美 日本福祉大学大学院 182

リレーエッセイ　45年間プラス 1 年 杉本雅史 地域生活支援センター「てく・とこ・瀬戸」 188
日本精神保健福祉士協会員に関する業務統計調査報告・
その 2

業務検討委員会 174

連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 180
協会の動き 佐藤三四郎 日本精神保健福祉士協会副会長 186
書評 岩上洋一 生活支援センターふれんだむ 190

松本すみ子 東京国際大学
投稿規定 193
編集後記 194

第33巻第 3 号（通巻
51号）
2002年 9 月25日

（平成14年 9 月25日）

［巻頭言］格調高い学究の会を目指して 伊藤博子 第38回日本精神保健福祉士協会全国大会／第 1 回日
本精神保健福祉学会　大会会長

197

第38回日本精神保健福祉士協会全国大会／第 1 回日本精
神保健福祉学会報告集

［特別講演］
精神保健福祉の現状と PSW への期待 鬼沢光男 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部　社会復帰

対策指導官
199

［基調講演］
大会テーマ「つながる」に寄せて 大野和男 日本精神保健福祉士協会顧問 203

［特別公開対談］
精神保健福祉の今後の展開　ケースマネジメントとエン
パワメント－ヴィレッジの実践から

デーヴィッド・ピロン ヴィレッジ　ディレクター 209
谷中輝雄 やどかりの里会長

［一般演題］
分科会Ⅰ
実習における組織間契約の重要性についての一考察 加藤雅江 杏林大学医学部付属病院 220
精神科ソーシャルワーカーとして、どのように自己決定
をとらえるべきか　多職種によるディスカッションから

花澤佳代他 道都大学 221

デイケア利用者の医療・生活支援に関するニーズ調査結
果報告

高須賀聖子他 西条道前病院 222

生活訓練施設でのサービス提供に関する一考察（第一報） 
　アスロード「現利用者」への意識調査を通して

杉原　努他 佛教大学 223
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
生活訓練施設でのサービス提供に関する一考察（第二報） 
　アスロード「現利用者」への意識調査を通して

宮崎彰造他 生活訓練施設「アスロード」 224

生活状況および利用希望調査に基づいた精神障害者ホー
ムヘルプ・サービス必要量

辻井誠人他 大阪人間科学大学人間科学部社会福祉学科 225

ケアマネジメントの可能性について　独自のアセスメン
トツールの開発と実践

森　克彦 地域生活支援センター「アンダンテ」 226

精神保健福祉援助実習の質確保を目指した仕組み整備の
取組み

中村和彦他 広島文教女子大学 227

総合病院の精神保健福祉士がかかわる児童関連問題 久留　崇 飯塚病院 228
ケースマネジメントにおける就労支援のかかわり　現場
体験・雇用を目的とした利用のなかで

鈴木ゆかり他 日本社会事業学校 229

分科会Ⅱ
ターミナルケアにおける PSW の役割　ホスピスでの経
験から

吉澤　豊 日本福祉教育専門学校 232

生活訓練施設の職員としての利用者の思いにかかわる意
識　担当した利用者を通して

中澤憲子 生活訓練施設「わかくさ」 233

新人 PSW が学んだ「彼女なりのスピード」 薬師寺あかり他 国立精神・神経センター国府台病院 234
地域が変わる、今がチャンス！　地域生活支援センター
サテライト「ホワイトルーム」の日常を通して

南川久美子 特定医療法人「北勢会」 235

精神保健福祉援助者のためのサポートシステム構築を目
指して　傷ついた私を癒すための川崎における試み

山中達也他 川崎市精神保健福祉センター 236

地域福祉権利擁護事業の利用援助をめぐって 小野景子他 東京武蔵野病院 237
「精神保健福祉援助実習」という体験　実習報告会にみ
る学生の「ゆらぎ」と「気づき」

松宮透高 川崎医療福祉大学 238

精神保健福祉教育における「援助演習」のプログラム検
討

松本すみ子 東京国際大学 239

3 障害合同味噌づくりの経験から 山田州宏 荻野クリニック 240
つながりの豊かさと QOL の向上を実感できた事例　聴
覚障害へのコミュニケ－ション保障を中心としたかかわ
りからの気づき

大塚淳子 陽和病院 241

差異なるものの共存をめぐって　「手話の勉強会」グルー
プの実践から

下坂知栄美他 琵琶湖病院 242

分科会Ⅲ
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
一杯のコーヒーから広がった地域交流　まちづくり活動
に参加して

吉田久美子他 ジョイント・ほっと 244

精神障害者のセルフヘルプ・グループの機能に関する一
考察

三橋真人 みのり会作業所 245

生活訓練施設・朝海ハイム（三重県津市）の 3 年間の実
績

松林妙子他 夢の郷 246

生活史を通して痴呆症を理解する　重度痴呆患者デイケ
ア「らくだの家」の試み

脇田朗子 武田病院 247

地域生活支援センターにおける精神保健福祉士の役割　
地域生活支援センター「こかげ」における食事サービス
の活動を通して

上野容子他 東京家政大学・豊芯会 248

実習プログラムと実習体験の相違について 坂野憲司他 日本福祉教育専門学校 249
実習受入れ現場の現状と課題　兵庫県における「実習」
に関するアンケート調査から

阪田憲二郎他 神戸女子大学 250

［自主企画］
研修会Ⅰ

「ネットワーク」の分類とソーシャルワーク実践への位
置づけ

松岡克尚 四国学院大学 252

研修会Ⅱ
こんな時，生活保護の出番です 寺久保光良 高知女子大学社会福祉学部 254
パネルディスカッション
悩める精神保健福祉士のために　アイデンティティ・価
値・倫理綱領

256

コーディネーター 高畑　隆 日本精神保健福祉士協会倫理綱領委員会委員
パネリスト 牧野田恵美子 日本精神保健福祉士協会倫理綱領委員会委員

小久保裕美 日本精神保健福祉士協会倫理綱領委員会委員
永井久美子 日本精神保健福祉士協会倫理綱領委員会委員
渡邊桂子 日本精神保健福祉士協会倫理綱領委員会委員

まとめと報告 牧野田恵美子 日本精神保健福祉士協会倫理綱領委員会委員
［特別講演］
空海と四国遍路－お接待の心 谷　是 高知市文化財保護審議会委員・土佐史談会理事 265
情報ファイル
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
「初任者研修会」報告 岡田昌大 生活訓練施設「守牧」 268
「WPA　2002精従懇特別フォーラム」に参加して 金成　透 富士見台病院 268
PSW の知恵袋 -4　グループにかかわる時に気をつけた
いこと

高林健示 クボタ心理福祉研究所所長 270

海外レポート　国際ソーシャルワーカー連盟総会に出席
して

梶元紗代 まきび病院 273

連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 276
協会の動き 佐藤三四郎 日本精神保健福祉士協会副会長 278
投稿規定 281
編集後記 広江　仁 就労支援センター MEW 282

第33巻第 4 号（通巻
52号）
2002年12月25日

（平成14年12月25日）

［巻頭言］参加と協働への挑戦 寺谷隆子 日本社会事業大学教授 285
特集　市町村時代に入った地域生活支援の課題

〔総説〕
障害者福祉の展望のなかで　精神障害者福祉と支援費制
度の接点とは

池末美穂子 日本福祉大学 287

市町村への業務移管の意義と精神障害者地域生活支援の
課題

渡辺繁博 上尾市都市整備部開発指導課 293

〔各論〕
市町村における現状と課題　愛知県半田市の場合 前山憲一 半田市福祉課 297
住民サービスとしての精神障害者福祉 服部森彦 塩山市福祉事務所 301
地域福祉実践への機運　地域生活支援センターにできる
こと

西谷清美 地域生活支援センター「はなぞの」 305

保健所および精神保健福祉センターからみた市町村精神
保健福祉活動

四方田清 千葉県精神保健福祉センター 311

地域の再編成に向けて　医療機関から 勝高太郎 公立能登総合病院 315
誌上スーパービジョン
クライエントを受けとめきれず、 PSW としての立場と
自分の感情の間で揺れ続けたかかわりを振り返る

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学 323

研究論文
精神保健福祉分野における福祉教育実践の可能性 松本すみ子 東京国際大学 330
実践報告
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
有機溶剤依存への受診援助の一考察　アルコール依存症
との比較検討から

瀬戸山　淳 同仁会乙金病院 337

調査研究報告
精神保健福祉士の研修の効果とスーパービジョンのあり
方の検討

荒田　寛／平林恵美 国立精神・神経センター精神保健研究所 340

トピックス
支援費制度について 岩上洋一 地域生活支援センター「ふれんだむ」 319
情報ファイル 348

「日本デイケア学会　第 7 回年次大会」報告 小田良光 和敬会谷野医院 348
「日本社会事業学校連盟　第32回社会福祉教育セミナー」
報告

松宮透高 川崎医療福祉大学

「第10回日本精神障害者リハビリテーション学会」報告 服部潤吉 新潟県立精神医療センター 349
「第 3 回全国こころの美術展」について 秋山聡美 東京国際福祉専門学校 350
「第10回日本精神科救急学会」に参加して 吉池毅志 大阪人間科学大学
PSW の知恵袋 -5／作業療法の現状と課題 比留間ちづ子 （社）日本作業療法士協会理事 352
リレーエッセイ／親友 S に捧げる 西谷清美 地域生活支援センター「はなぞの」 358
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 354
協会の動き 佐藤三四郎 日本精神保健福祉士協会副会長 356
書評 牧野田恵美子 日本女子大学 362

川口真知子　 井之頭病院
投稿規定 365
編集後記 小田敏雄 湘南病院 366

第34巻第 1 号（通巻
53号）
2003年 3 月25日

（平成15年 3 月25日）

［巻頭言］「共に生きる」ということ 荒田　寛 国立精神・神経センター精神保健研究所 3
特集　新時代を迎え「社会的入院」を再考する

〔総説〕
「社会的入院」の概念とその要因 田村綾子 丹沢病院 5
「社会的入院」の歴史的背景と求められる PSW の視点 松本すみ子 東京国際大学 11
〔各論〕
精神医療委員会の討論から浮かび上がったこと 蓮井亜矢 陽和病院 17
社会的入院をさせないためのアプローチ 塙　和徳 さいたま市保健所 23
大阪府における取組みモデル　退院促進事業を実践して 朝本哲夫 山本病院 27
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
退院促進を目指す地域の取組み　東京都地域精神医療業
務研究会の 2 年間の勉強会を通して

木村朋子 にしの木クリニック 31

〔現場の声〕
総合病院のなかで考えたこと 黒木満寿美 俱知安厚生病院 36
社会的入院について考える　岡山からの報告 藤井伸彦 まきび病院 38
社会的入院の「社会的理由」と PSW のかかわりについ
て

瀬戸山　淳 同仁会乙金病院 41

「公的保証人制度－川崎市居住支援制度」を利用して退
院した人たち

三橋良子 生田病院 44

誌上スーパービジョン
痴呆性疾患をかかえるクライエントの退院に向けた自己
決定へのかかわりを振り返る

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学 53

研究論文
「自己決定」を支える

4 4 4

「パターナリズム」についての一
考察　「倫理綱領」改訂議論に対する「違和感」から

樋澤吉彦 新潟青陵大学 62

実践レポート
大阪府における「退院促進事業」をめぐって　その実践
結果と PSW の役割を中心に

鹿野　勉他 大阪府こころの健康総合センター 70

トピックス
「統合失調症」への呼称変更を考える 荒田　寛 国立精神・神経センター精神保健研究所 49
情報ファイル

「第45回日本病院・地域精神医学会」報告 真柄希里穂 臨床福祉専門学校 78
「日本精神保健福祉士協会　第 2 回基礎コース研修会」
報告

柴山久義 静岡県精神保健福祉センター 79

「日本精神保健福祉士協会　第 1 回実習指導者養成研修
会」報告

吉川公章 青森県立保健大学／協会教育研究部 79

PSW の知恵袋 -6／ドメスティックバイオレンス（DV）
被害者に出逢ったら

高畠克子 武庫川女子大学大学院 82

海外レポート　「重度の精神障害をかかえる成人への
サービス」をめぐって　フィリス・ソロモン氏京都講演
より

三品桂子 花園大学 84

リレーエッセイ　ふてくされ大王からバラ色の人生へ
…!?

渡邉奏子 やどかりの里　浦和生活支援センター 92
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 88
協会の動き 佐藤三四郎 日本精神保健福祉士協会副会長 90

木太直人 日本精神保健福祉士協会常任理事
書評 吉川公章 青森県立保健大学 96

井上牧子 国立精神・神経センター精神保健研究所 97
投稿規定 99
編集後記 100

第34巻第 2 号（通巻
54号）
2003年 6 月25日

（平成15年 6 月25日）

［巻頭言］「精神障害者の社会的復権と福祉のための活動」
のさらなる拡充に向けて

高橋　一 日本精神保健福祉士協会会長 103

特集　精神保健福祉士として学ぶこと
〔総説〕
ソーシャルワーカーの研修の課題 柏木　昭 聖学院大学総合研究所 105
精神保健福祉分野における研修 松永宏子 教育研究部研修委員会委員／上智大学 109

〔各論〕
日本精神保健福祉士協会が主催する研修のねらい、各研
修の獲得目標

吉川公章 教育研究部研修委員会委員長／青森県立保健大学 113

精神保健福祉分野のスーパービジョンの課題 荒田　寛 国立精神・神経センター精神保健研究所 117
“ネットワークづくり”と“活用の場”としての期待を
こめて　北海道支部・地区研修の取組み

佐藤志津 岡本病院 121

支部活動そのものを研修として位置づけた愛媛県支部の
活動報告

大北有理 教育研究部研修委員会委員／和ホスピタル 127
宮中　淳 地域生活支援センターときめき

研修で学んだことを現場で活かすことの課題 松本直樹 井之頭病院 131
精神保健福祉の実践現場と教育機関との連携による専門
職養成教育のあり方について　教育機関からの現場への
期待

宮崎まさ江 長野大学 135

〔座談会〕
“学ぶ”ということは実践を点検し合い、問題意識を鮮
明にすること

柏木　昭 聖学院大学総合研究所 139
吉川公章 青森県立保健大学
富島喜揮　 国立療養所賀茂病院
田村綾子 丹沢病院
渡辺由美子 市川市障害者支援課
益子沙織 東横惠愛病院
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
山崎美子 RUMAH・セシエン
吉家　洋 汐入メンタルクリニック
増見尊行 埼玉県立精神保健福祉センター

司会 荒田　寛 国立精神・神経センター精神保健研究所
誌上スーパービジョン

“～してきたつもり”が多く、通過型の生活訓練施設な
のに“退所後の A さん”を想定していなかったかかわり
を振り返る

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学総合研究所 153

トピックス
「新障害者プラン説明会」報告 三木良子、廣江　仁 就労支援センター MEW 149
情報ファイル
市民とソーシャルワーカーのための講演会「ハンセン病
のその後」について

梶元紗代 まきび病院 160

「障害者ケアマネジメント従事者養成研修会」報告 木下了丞 麻生飯塚病院 160
「日本ソーシャルワーカー協会2003年度記念セミナー」
に参加して

川口真知子 井之頭病院 161

PSW の知恵袋 -7／児童虐待に出逢ったら 高畠克子 武庫川女子大学大学院 164
海外レポート／イタリアにおける地域保健医療・福祉実
践に学ぶ　シルビア・ノルチョ氏講演記録より

文責・大塚淳子 陽和病院 167

リレーエッセイ／ PSW として感じたこと… 寺澤法弘 北林病院 178
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 172
協会の動き 佐藤三四郎　 日本精神保健福祉士協会常任理事 174
書評 松本すみ子　 東京国際大学 181
投稿規定 183
編集後記 184

第34巻第 3 号（通巻
55号）
2003年 9 月25日

（平成15年 9 月25日）

［巻頭言］宮城大会を終えて 八巻幹夫 第39回日本精神保健福祉士協会全国大会／第 2 回日
本精神保健福祉学会　大会会長

187

第39回日本精神保健福祉士協会全国大会／第 2 回日本精
神保健福祉学会報告集

［記念講演］
宮城の福祉，これからの展望 浅野史郎 宮城県知事 189

［特別講演］
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
ことばを生かす　社会福祉実践と生きたことば 尾崎　新 立教大学教授 197

［シンポジウム］
「専門性，今，そして明日へ」
司会 谷中輝雄 北海道医療大学教授 207
シンポジスト 大野和男 日本精神保健福祉士協会顧問

寺谷隆子 日本社会事業大学教授
三品桂子 花園大学教授

分科会Ⅰ 217
［一般演題］
駅前作業所の場を利用した PSW 支援 阪田憲二郎他 神戸女子大学・NPO 法人「居場所」 218
初期面接勉強会　若いスタッフ主体の研修会の報告 井上薫子 長谷川病院 219

“わからなさ”を識るということ　聴覚障害をもつ A さ
んから学んだかかわりの原点

赤畑　淳 陽和病院 220

市町村の支援事業となったショートステイ利用からみえ
る地域にとって使い勝手のよい社会資源の条件とは？　
援護寮「あじさい」の実践からの報告

南川久美子 医療法人北勢会　精神障害者生活訓練施設　援護寮
「あじさい」

221

当事者主体を意識的に実践したケアマネジメント報告　
家族全員が当事者の事例

神谷恭子他 地域生活支援センター「アジサイ」・北海道医療大
学大学院

222

ケアマネジメント・プログラム導入における留意点 金子　努 県立広島女子大学 223
ソーシャルワークの一環としての SST － K 病院におけ
る PSW の取組みを通して考える

吉田みゆき 北林病院 224

作業所活動と SST による地域生活支援 北岡祐子他 湊川病院 225
精神病院での院外作業療法における精神保健福祉士の役
割　医学的リハビリテーション下の社会復帰・職業リハ
ビリテーション活動への取組み

眞保智子 高崎健康福祉大学短期大学部 226

生活訓練施設花園荘における就労支援の取組み　職場体
験学習事業を通して

松原美和 生活訓練施設「花園荘」 227

企業と共に障害者の就労を考える 坂本明子他 久留米大学病院 228
デイケアにおける「精神障害者のジョブガイダンス事業」
を実施して

佐藤志津 医療法人社団正心会　岡本病院 229

分科会Ⅱ
東京都八王子市の福祉ホームの現状　PSW の役割と制
度上の課題について

森　敬恵他 福祉ホーム「美山ヒルズ」 232
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
下町アパートにおける入居者たちのピアサポート　 6 年
間の食事会の活動実績を通して

橋本祐子他 サポートセンター西明石 233

生活支援センターの機能と役割 大田佳代 生活支援センター「いろいろ」 234
精神障害者地域生活支援センターを開設するにあたり　
望まれる機能と役割

宮永　悠他 前沢病院 235

地域と共にすすめる退院支援－退院促進事業に取り組ん
で

成田恭子他 東武丸山病院 236

地域福祉権利擁護事業を活用してみて 小野雅恵他 岩手晴和病院 237
大学における精神保健福祉の歴史教育について－学生と
読む「精神病者私宅監置ノ實況及ビ其統計的觀察」

橋本　明 愛知県立大学 238

「精神保健福祉ボランティア講座」の課題と試案－その
プログラムのあり方をめぐって

松本すみ子 東京国際大学 239

リカヴァリとは何か？－欧米におけるリカヴァリ研究か
ら

大山　勉他 川崎市リハビリテーション医療センター 240

精神病からのリカヴァリとリカヴァリを促進する精神保
健システム

木村真理子他 日本女子大学 241

市町村時代の精神保健福祉－神奈川県 PSW 協会調査研
究委員会報告

杉山　瞳他 丹沢病院 242

精神保健福祉法第38条の 4 （退院等の請求事務）への精
神科ソーシャルワーカーの関与について

岡﨑　茂他 はあとぽーと仙台 243

T 大学における精神保健福祉士実習の「ふりかえり学習」
－気づきを考えるプロセスから

宇都宮みのり他 東海女子大学 244

短期大学における精神保健福祉援助実習の意義と課題 桃井真帆他 福島学院大学 245
精神保健福祉援助実習の意義について－実習中断事例か
らの考察

坂野憲司他 日本福祉教育専門学校 246

「精神保健福祉援助実習」指導の視点－実習指導者と実
習生の意識調査からみえてくるもの

田村綾子 丹沢病院 247

実習生を受け入れた現場の戸惑い 伊藤美奈 医療法人小島慈恵会　小島病院 248
電子メールを利用した相談援助の可能性 山本裕幸 花園大学大学院修士課程 249
アルコール依存症者にみる飲酒歴と生活歴の相関につい
て

八木眞佐彦他 榎本クリニック 250

児童手当受給資格者変更についての一考察－養育放棄し
た受給資格者が受給権を放棄しない事例を通して

丸山陽子他 聖マリア病院　医療相談室 251
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
重大事件を起こした事例へのかかわりを通して考える 大塚淳子 陽和病院 252

［自主企画］
研修会Ⅰ 253

「統合失調症患者の家族のアセスメント」　公開グループ
スーパービジョン
スーパーバイザー 遠藤優子 遠藤嗜癖問題相談室室長
スーパーバイジー（事例提供者） 熊谷由起子 東北会病院
スーパーバイジー 廣江　仁 就労支援センター MEW
スーパーバイジー 久世恭代 遠藤嗜癖問題相談室
スーパーバイジー 大澤裕子 白峰クリニック
スーパーバイジー 加藤和子 はあとぽーと仙台
スーパーバイジー 大橋雅啓 仙台市太白区保健福祉センター
スーパーバイジー 斎藤光央 ワナ・クリニック
まとめと報告 加藤和子 はあとぽーと仙台
研修会Ⅱ
精神保健福祉士の「権利擁護」実践を問う　会員アンケー
トの結果を中心に
まとめと報告 岩崎　香 日本精神保健福祉士協会企画部権利擁護委員会委員

長／順天堂大学
258

研修会Ⅳ
「精神保健福祉士の価値について」考える
まとめと報告 吉池毅志 大阪人間科学大学 260
トピックス

「心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療
及び観察等に関する法律」と精神保健福祉士

木太直人 東横惠愛病院 263

情報ファイル
「日本地域福祉学会　第17回大会」報告 住友雄資 高知女子大学 266
「第 7 回全国精神障害者地域生活支援協議会　全国大会」
に参加して

渡部裕一 原クリニック 267

「第 3 回日本外来精神医療学会」報告 伊藤政数 さわ病院 267
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 270
協会の動き 坪松真吾 日本精神保健福祉士協会事務局長 272
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
投稿規定 277
編集後記 278

第34巻第 4 号（通巻
56号）
2003年12月25日

（平成15年12月25日）

［巻頭言］年末雑感 柏木一恵 「精神保健福祉」編集委員長／浅香山病院 281
特集　生活支援を考える－21世紀型の支援とは 282

〔21世紀型支援の視座〕
21世紀の生活支援への期待 門屋充郎 帯広ケア・センター 283
JHC板橋「21世紀の生活支援におけるソーシャルワーク」
－参加と協働の総合的地域生活支援システム構築に向け
て

寺谷隆子 日本社会事業大学 289

〔実践事例〕
「地域」に突然生まれた「支援センター」活動を考える 尾上義和 多摩市障がい者支援センター　のーま 295
地域生活支援センターの未来像－「だんだん」の活動か
ら ACT を模索する

大場義貴 中部学院大学 299

地域ネットワークと「春日井市の精神保健福祉をすすめ
る会」について

伊藤　要 東春病院 305

〔視点〕
リカヴァリを促進する精神保健システム－専門職と当事
者のパートナーシップを求めて

木村真理子 日本女子大学 309

〔座談会〕
当事者が考える10年後の社会・生活・サービス・役割 牧野弘子 福祉ショップ「ひびき」 315

大和田芳男　 吉祥寺病院デイケア
河合信行 グループホーム「はうすたんぽぽ」

司会 岩上洋一 地域生活支援センター「ふれんだむ」
PSW が考える10年後の社会・生活・サービス・役割 小澤隆史　 東松山市総合福祉エリア生活支援センター「あす

みーる」
321

根岸麻矢 吉祥寺病院
漆原和世　 同和会千葉病院・地域生活を支援する会「ひびき」
長見英知 藤沢病院

司会 廣江　仁 就労支援センター MEW
〔特集を編み終わって〕
生活支援を実践する－夢と希望をもって 岩上洋一 地域生活支援センターふれんだむ 327

廣江　仁 就労支援センター MEW
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
誌上スーパービジョン 333
クライエントに対する見方を変えたことでかかわりが変
わっていったケースを振り返る

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学総合研究所

研究論文
エンパワーメントアプローチに基づく精神保健福祉実践
活動－精神科ソーシャルワーカーの活動の現状とその活
動に関連する要因

栄セツコ 桃山学院大学 341

電子メールを活用した精神保健福祉相談－新たな相談手
段の活用

山本裕幸 花園大学大学院修士課程 351

トピックス 329
ACT モデル事業 荒田　寛 国立精神・神経センター精神保健研究所
情報ファイル 356

「日本デイケア学会第 8 回年次大会」報告 平林恵美 国立精神・神経センター精神保健研究所
「第11回日本精神障害者リハビリテーション学会長崎大
会」に参加して

八木原律子 明治学院大学

「日本社会福祉学会第51回全国大会」報告 栄セツコ 桃山学院大学
「第46回日本病院・地域精神医学会総会」報告 西隈亜紀 多摩あおば病院
PSW の知恵袋 -8／精神障害をもつ聴覚障害者に出会っ
たとき

藤田　保 琵琶湖病院 360

海外レポート／「コロラド・デンバー精神保健福祉研修」
印象記

小澤良子 長谷川病院 362

リレーエッセイ／『浦河のまっちゃん』 高田大志 浦河赤十字病院 372
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 366
協会の動き 坪松真吾　 日本精神保健福祉士協会事務局長 368
書評 小田敏雄 臨床福祉専門学校 375
投稿規定 377
編集後記 岩上洋一 地域生活支援センターふれんだむ 378

第35巻第 1 号（通巻
57号）
2004年 3 月25日

（平成16年 3 月25日）

［巻頭言］つなぎ紡ぐこと 石川到覚 「精神保健福祉」副編集委員長／大正大学 3
特集　当事者が望む暮らしと支援 4

〔特集を組むに当たって〕
精神保健福祉士のあり方を検証するために 小田敏雄 「精神保健福祉」編集委員／57号特集企画担当 5

〔私たち当事者の望む暮らしと支援〕
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
私の望む精神医療－精神「医療」は存在するのか 長野英子 全国「精神病」者集団会員 7
豊かに生きるための生活と支援とは 香野英勇 社団法人やどかりの里　やどかり情報館 11
私たちが望む暮らしと支援－特に権利擁護の視点から 山本深雪 NPO 大阪精神医療人権センター事務局長 15

〔座談会〕
精神保健福祉士との出会い、私たちの期待すること 大井暢之 すみれ共同作業所 21

尾崎眞弓 すみれ第 2 共同作業所
佐々木達二 札幌デイケアセンター
佐藤俊明 ぱる共同作業所
舘岡芳実 ぱる共同作業所
西本晃一郎 すみれ第 2 共同作業所

司会 中野英子 札幌デイケアセンター
住む場、働く場、そして癒しの場の拡充を 山口誠二（仮名） 地域の作業所やデイケア、地域生活支援センターな

どを利用
29

後藤英夫（仮名） 地域の作業所やデイケア、地域生活支援センターな
どを利用

鈴木祐二（仮名） 地域の作業所やデイケア、地域生活支援センターな
どを利用

司会 小田敏雄 臨床福祉専門学校
記録 吉家　洋 汐入メンタルクリニック
偏見の壁を越えて“地域”の中へ 観音堂（仮名） 塩山市支援センター／すいーとはうす塩山 36

森田成子 グループホームすずらんの家
梅村昌子 塩山市支援センター／フレンドハウス山梨
工藤忠誠 地域生活支援センターみさき
千鉄（仮名） 通所授産施設ココット
幸二（仮名） 通所授産施設ココット
プリン（仮名） グループホームすずらんの家

司会 神吉まゆみ 地域生活支援センターみさき
〔当事者の意見，声を踏まえて〕
ソーシャル・アクションからソーシャル・チェンジへ 向谷地生良 北海道医療大学／浦河赤十字病院 43
当事者に学ぶ PSW の課題 紅林奈美夫 城西病院／国際福祉専門学校（2004.4～） 45

「当事者」から精神保健福祉士に求められているもの 大塚淳子 こころのクリニック石神井 48
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
私たちの社会性 武田廣一 社会福祉法人　さんかく広場 51
誌上スーパービジョン
将来への不安から就労を希望し、自分のできる仕事を探
し続けるクライエントへの支援

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学総合研究所 61

権利擁護委員会報告 -1
日常的な金銭・財産管理および成年後見制度等に関する
アンケート調査結果

日本精神保健福祉士協会　企画部　
権利擁護委員会

73

トピックス 55
「精神病床等に関する検討会」について 門屋充郎 検討会構成委員／帯広ケア・センター
「精神障害者の地域生活支援の在り方に関する検討会」
経過報告

木村真理子 検討会構成委員／日本女子大学

「心の健康問題の正しい理解のための普及啓発検討会」
について

木太直人 検討会構成委員／東横惠愛病院

情報ファイル 69
「平成15年度日本精神科病院協会学術研修会 PSW 部門」
報告

下池園子 昭和大学附属烏山病院

「市民と考えるハンセン病元患者の地域生活実現への取
り組み」について

昇多加代 慈雲堂内科病院

「社会復帰施設の拡充を求める12.16の集い」報告 岩上洋一 地域生活支援センター　ふれんだむ
「日本精神保健福祉士養成校協会・設立総会」に参加し
て

牧野田恵美子 日本女子大学

PSW の知恵袋 -9／統合失調症の治療をめぐって（その
1 ）　統合失調症治療史早分かり

藤井康男 山梨県立北病院院長 77

海外レポート／英国の司法精神医学サービスにおける
ソーシャルワーカーの役割

助川征雄 田園調布学園大学 80

リレーエッセイ／働き始めた“この一年”のこと 松本珠美 耕房“輝” 90
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 84
協会の動き 坪松真吾 日本精神保健福祉士協会事務局長 86
書評 川口真知子 井之頭病院 89
投稿規定 97
編集後記 98
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
第35巻第 2 号（通巻
58号）
2004年 6 月25日

（平成16年 6 月25日）

［巻頭言］社団法人化をみんなで喜ぼう 高橋　一 社団法人日本精神保健福祉士協会会長／東京国際福
祉専門学校副校長

101

特集　法人化と協会40年の歩み 102
〔法人化をめぐって〕
社団法人設立に伴う組織運営および事業展開における今
後の課題－事務的側面から

坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 103

法人化後の協会の役割と課題－自らの実践を通して考え
る

竹中秀彦 社団法人日本精神保健福祉士協会常任理事／京ヶ峰
岡田病院

111

〔協会40年の歩み〕
40年前の追想－日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会
設立のころ

森井利夫 文教大学／常磐大学 115

協会存続の危機－衝撃と再出発 西澤利朗 東海大学 119
協会再編への道のり 谷中輝雄 北海道医療大学 123
協会の主体性の確立と資格化 大野和男 日本社会事業大学 128
協会名称変更から法人化へ 木太直人 東横惠愛病院 133

〔協会を支えた人びと－事務局活動を担った人びと〕
協会の躍動期から混乱期のなかで－皆で築いた道程 渡辺朝子 元三重県立高茶屋病院 136
組織再生への挑戦からの学び 寺谷隆子 日本社会事業大学 139

田村文栄 生活支援センター「スペースピア」
世良洋子 授産施設「プロデュース道」

精神保健研究所という組織と多くの事務局員に支えられ
て

松永宏子 上智大学 142

協会事務局を担って－耕房“輝”との共同事務所時代 花澤佳代 北海道医療大学 145
〔協会を支えた人びと－機関誌編集を通して協会の歴史
を振り返る〕
1 期
PSW 独自の領域を模索し始めた保健所の活動 石神文子 財団法人石神紀念医学研究所 147
2 期
横浜から札幌までの10年－活動停止から再建正常化への
道程

関原　靖 日本福祉教育専門学校 149

共同幻想ではなく真の希望の始まりに 助川征雄 田園調布学園大学 151
3 期
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
協会活動は私にとって最上の現任教育 門屋充郎 帯広ケア・センター 153

「編集後記」にみる機関誌編集 小栗静雄 帯広協会病院 156
4 期
PSW のメディア・ストラテジー 古屋龍太 国立精神・神経センター武蔵病院 158
機関誌の役割と今後の課題 柏木一恵 浅香山病院 160

〔座談会〕
協会40年の歴史に学び、これからを語り合う 廣江　仁 就労支援センター MEW 163

西川健一 琵琶湖病院
吉家　洋 汐入メンタルクリニック
比良美千代 浅香山病院
石黒千花 一ノ草病院

司会 田村綾子 丹沢病院
オブザーバー 佐藤三四郎 埼玉県立精神保健福祉センター
権利擁護委員会報告 -2 179
日常的な金銭・財産管理および成年後見制度等に関する
アンケート調査結果（後編）

社団法人日本精神保健福祉士協会　
企画部　権利擁護委員会

トピックス
「介護制度改革本部」の設置をめぐって－その問題点と
課題

荒田　寛 龍谷大学 173

情報ファイル
「第 1 回　スーパーバイザー養成研修」報告 山本純子 ゆりの木の里 176
「第19回　中四国精神保健福祉士大会（山口大会）」報告
－地方大会の役割と意義

富島喜揮 四国学院大学 176

「第 6 回　日・韓地域福祉国際学術大会」に参加して 松本すみ子 東京国際大学 177
「第 3 回　実習指導者養成研修」に参加して 西川健一 琵琶湖病院 178
PSW の知恵袋 -10／統合失調症の治療をめぐって（その
2 ）　急性期治療から早期リハビリテーションへ

藤井康男 山梨県立北病院院長 184

リレーエッセイ／就職してからの10年を振り返って 中沢憲子 医療法人豊済会　生活訓練施設「むつみ荘」 192
協会の動き 坪松真吾　 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 188
投稿規定 195
編集後記 196
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
第35巻第 3 号（通巻
59号）
2004年 9 月25日

（平成16年 9 月25日）

［巻頭言］「生
き

と活
き

と」パワーでコミュニティの創生 沢田与志一 第40回社団法人日本精神保健福祉士協会全国大会／
第 3 回日本精神保健福祉学会　大会会長

199

［大会日程・プログラム］第40回社団法人日本精神保健
福祉士協会全国大会／第 3 回日本精神保健福祉学会

200

［記念講演］
きときとになるために 伊藤敏博 シンガーソングライター 201

［基調講演］
コミュニティの創生・期待される精神保健福祉士の専門
性

柏木　昭 聖学院大学総合研究所客員教授／社団法人日本精神
保健福祉士協会名誉会長

207

［特別講演Ⅰ］

生
き

と活
き

とのコミュニティ－私の実践から 阿部志郎 神奈川県立保健福祉大学学長／横須賀基督教社会館
館長

215

［特別講演Ⅱ］
これからの精神保健福祉 矢島鉄也 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部精神保健福

祉課課長
225

［一般演題］
分科会Ⅰ 235
3 年間の家族相談会の継続と変遷，終了以後 山室絵子他 久喜すずのき病院 236
長期入院者の権利擁護を考える 溝田教子 香椎療養所 237
痴呆性疾患を有する高齢者の権利擁護について－生活支
援を通して考える

高村智子他 山中町在宅介護支援センター 238

スクールソーシャルワーカーとしての精神保健福祉士 天野敬子他 不登校・ひきこもり研究所 239
精神保健福祉と福祉教育－精神保健福祉士は子どもたち
に何を伝えるのか

松本すみ子 東京国際大学 240

精神保健福祉援助実習で伝えるべき中身の完成をめざし
て－実習指導者研修会からの検証

向井克仁他 社団法人日本精神保健福祉士協会広島県支部実習対
策部会／三原病院

241

新人ワーカーからみた現場の専門性－職員同士の関係性
が利用者援助に及ぼす影響についての一考察

梶野耕平 耕房“光” 242

当事者が望む生活への支援－ K さんと母親とのかかわり
を通して生活支援の在り方を考える

松本マチ子 針生ヶ丘病院 243

単身生活者の食生活支援における連携－小規模作業所の
立場から

窪田絢美他 ハートピアみなみ 244

単身生活者の食生活支援における連携－病院の立場から 法野美和他 真光園 245
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
ケアマネジメント・プログラム導入における留意点（第
2 報）－居宅介護支援事業所のサービス自己評価結果お
よび介護支援専門員のバーンアウトに関する調査結果か
らの考察

金子　努 県立広島女子大学 246

神奈川県における精神障害者バレーボール大会の現状と
課題

伊東秀幸 田園調布学園大学 247

精神障害者地域生活支援サービスにおけるリスクに関す
る研究－サービス利用者の視点による概念の再検討

鈴木孝典 神奈川県立保健福祉大学 248

共同作業所の法人化・社会復帰施設化に対する利用者の
評価

佐々木哲二郎他 宇部フロンティア大学 249

わが国における精神障害者社会復帰論の展開－ソーシャ
ルワークの視点から

平林恵美他 目白大学 250

分科会Ⅱ 251
堺市におけるコミュニティワーク実践－「ソーシャルハ
ウスさかい」の活動と精神障害者福祉

木下清美他 浅香山病院 A 館デイケア室 252

精神科病院でのボランティア活動の実践報告 田村真実子他 関西青少年サナトリューム 253
協働した地域づくりをめざして－「障害者に関する第 3
次三原市長期行動計画」策定に関与して

長谷部隆一 医療法人仁康会地域生活支援センター「さ・ポート」 254

コミュニティにおける医療機関の役割 酒井里恵他 七尾松原病院 255
共同住居の設立運営－長期入院者の退院に向けた支援 山本律子他 医療法人八誠会守山荘病院 256
PSW のかかわりの限界と気づき－長期在院者 A さんに
変化をもたらした作業所メンバーとの交流

赤畑　淳他 陽和病院 257

当事者のもつ力を引き出す精神保健福祉士のかかわり－
地域生活支援センターにて当事者職員を雇用して

城戸美智代 地域生活支援センター「ふれあい」 258

当診療所における精神保健福祉士の業務とそのかかわり 高嶋郁子 医療法人社団和敬会谷野医院 259
社会福祉法人「夢の郷」における就労支援－社会適応訓
練事業を使って自己実現を図る

青木多香子 社会福祉法人夢の郷通所授産施設「クローバーハウ
ス」

260

精神障害者ホームヘルプサービス事業から地域支援を考
える

河野康政他 かもめクリニック 261

ニーズオリエンテッドのもたらすもの－小規模作業所で
の取組みから

廣江　仁他 就労支援センター「MEW」 262

ショートステイを媒介とした市町村と社会復帰施設の連
携への模索

及川梓世他 社会福祉法人創志会つくばライフサポートセンター 263

ソーシャルワークにおける認知療法的アプローチ 古谷真理子 桜ヶ丘記念病院 264
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
デイケアにおける「枠」と「個別援助」についての一考
察

吉家　洋他 汐入メンタルクリニック 265

デイケアにおける統合失調症の幻聴に対する集団認知行
動療法－精神保健福祉士の立場から

高橋さとみ 桜ヶ丘記念病院 266

ポスターセッション 267
精神科病院における精神保健福祉士の業務と役割につい
ての考察－生活問題の視点から

名城健二 新垣病院

地域生活支援センターを拠点とした地域ネットワークづ
くりの取組み

森　克彦他 生活支援センター「アンダンテ」 268

東海村業務を通して考えたこと 中野正人 社会福祉法人はまぎくの会 269
実践と知識をどのように結びつけることができるか－大
学時代のワーカーイメージと現実（実践）ギャップをど
のように受け止め，自分自身を実践家として育てられる
か

松本珠美他 耕房“輝” 270

［プレ企画］
Ⅰ - ①　精神保健福祉士の養成教育を考える－実習の視

点から
271

コーディネーター 松本すみ子 東京国際大学
まとめと報告 馬場暢子 厚生連滑川病院
Ⅰ - ②　進化し続ける精神保健福祉士－業務統計調査か

らみえてきたもの
272

まとめと報告 小久保裕美 社団法人日本精神保健福祉士協会業務統計委員会委
員長／東海学園大学

Ⅰ - ③　シンポジウム　「心神喪失者等医療観察法」をめ
ぐって

273

座長 木太直人 東横惠愛病院
シンポジスト 蛯原正敏 法務省保護局精神保健観察企画官

大塚淳子 こころのクリニック石神井
山本深雪 大阪精神医療人権センター

まとめと報告 中野留美 富山市保健所
Ⅱ - ①　精神保健福祉士の権利擁護実践を問う　パート

Ⅱ－各地域の現状から，今自分にできることを考える
275
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
まとめと報告 岩崎　香 社団法人日本精神保健福祉士協会権利擁護委員会委

員長／順天堂大学
Ⅱ - ②　地域が変わるとき，施設が変わるとき，視点が

変わるとき
276

まとめと報告 進藤義夫 社団法人日本精神保健福祉士協会地域精神保健福祉
委員会委員長／障害者支援情報センター

Ⅱ - ③　シンポジウム　精神科病院の精神保健福祉士の
課題について考える－今，そしてこれから

277

座長 荒田　寛 龍谷大学
シンポジスト 竹中秀彦 京ヶ峰岡田病院

三橋良子 生田病院
鳥喰晨路 富山県精神障害者家族連合会　会長
宮部真弥子 和敬会脳と心の総合健康センター

まとめと報告 小田良光 和敬会谷野医院
［公開講座］
べてるの家の非援助論－当事者が開く可能性 向谷地生良 北海道医療大学／浦河赤十字病院／べてるの家のメ

ンバー
279

［公開シンポジウム］
富山発，未来の精神保健福祉を語る 285
座長 門田　晋 谷野呉山病院
シンポジスト 大江　浩 富山県新川厚生センター所長

福田　孜 福田医院院長
金子かつよ フレンドリー会統括施設長
村上　満 おわらの里すみれ工房

指定発言 中川和弘 サークルむつみ
開　睦代 陽だまりの会

トピックス
2004年年金制度改正と「学生無年金障害者裁判」の動向 池末美穂子 日本福祉大学 293
情報ファイル

「精神保健従事者団体懇談会定例会100回記念・第 5 回精
神保健フォーラム」に参加して

渡邉香織 社会福祉法人川崎ふれあいの会　グリーンふれあい 296
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
「全国精神障害者地域生活支援協議会第 8 回全国大会」
に参加して

工藤亜紀 共同作業所　銀杏企画 296

協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 298
投稿規定 303
編集後記 吉家　洋 汐入メンタルクリニック 304

第35巻第 4 号（通巻
60号）
2004年12月25日

（平成16年12月25日）

［巻頭言］医療福祉経済と精神保健福祉士 木太直人 社団法人日本精神保健福祉士協会副会長／財団法人
聖マリアンナ会

307

特集　精神障害者の権利擁護 308
〔総説〕
社会福祉の歴史と障害者の権利－精神障害者福祉の課題
と視点を模索するために

池末美穂子 日本福祉大学 309

権利にかかわるソーシャルワーカーの機能－裁量のもた
らす光と影

岩崎　香 順天堂大学 313

〔各論〕
医療現場における権利の視点 平　則男 医療法人杏和会阪南病院 317
生活場面における権利の視点－生活支援センターのかか
わりを通して

丸山ひろみ 夕映えの郷地域生活支援センター 322

家族のおかれている状況 澤　恭弘 医療法人崇徳会田宮病院 326
行政機関の取組みにおける権利の視点 塙　和徳 埼玉県健康福祉部障害者福祉課 330

〔実践報告〕
東京および長野における権利擁護への取組み 山田恭子 東京都立松沢病院 333

宮崎まさ江 長野大学
当事者支援のあり方をめぐって -1 森山拓也 財団法人復光会総武病院 336
当事者支援のあり方をめぐって -2－航空機搭乗拒否事件
にかかわって

大塚淳子 こころのクリニック石神井 339

大阪精神医療オンブズマン制度について 吉原明美 大阪府こころの健康総合センター 343
精神医療審査会への PSW の参画－島根県支部の取組み 日本精神保健福祉士協会島根県支

部
347

田中　晋 島根県支部支部長／八雲病院
斉藤文章 島根県支部副支部長／松江赤十字病院
杉原宜子 島根支部／すぎはらクリニック
乙部有紀郎 島根県支部理事／松江地区広域行政組合
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
B 型福祉ホームにおける取組み 宮部真弥子 医療法人社団和敬会脳と心の総合健康センター附属

リハビリテーションセンター／生活支援センター
350

〔寄稿／現場の視点〕
市町村長同意制度の問題点 X 精神保健福祉士 353
誌上スーパービジョン
家族の病気への理解が不十分で、治療継続と経済面で困
窮するクライエントへの支援

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学総合研究所 365

トピックス
障害者基本法改正について 廣江　仁 就労支援センター MEW 359
障害者雇用促進法改正に向けて 八木原律子 明治学院大学 361
情報ファイル

「第 3 回　研鑽コース研修」報告 小野寺栄進 岩手晴和病院 372
「第47回　日本病院・地域精神医学会」報告 道明章乃 国保　旭中央病院 372
「第 4 回　全国精神障害者スポーツ（バレーボール）大会」
報告

岩上洋一 地域生活支援センターふれんだむ 373

「社会復帰調整官」の研修を受けて 比嘉　寛 法務省那覇保護観察所　社会復帰調整官候補 374
PSW の知恵袋 -11／統合失調症の治療をめぐって（その
3 ）　いよいよ薬について

藤井康男 山梨県立北病院院長 375

リレーエッセイ／実習したころの「原点」を振り返って
みよう

松岡信一郎 和歌山市保健所 384

連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 378
協会の動き 坪松真吾　 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 380
書評 松本すみ子 東京国際大学 383
投稿規定 387
編集後記 柏木一恵 浅香山病院 388

第36巻第 1 号（通巻
61号）
2005年 3 月25日

（平成17年 3 月25日）

［巻頭言］急がれる災害援助マニュアルの作成 牧野田恵美子 浦和大学 3
特集　地域住民とつむぐ精神保健福祉 4

〔総説〕
地域住民とつむぐ精神保健福祉－理念と政策動向 佐々木敏明 聖隷クリストファー大学社会福祉学部 5
地域住民とつむぐ精神保健福祉－精神保健福祉士の視点
と方法論

松本すみ子 東京国際大学 9

〔各論〕
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
地域を拓く精神保健ボランティア 今井博康 北海道浅井学園大学 15
地域生活と地域交流活動 進藤義夫 特定非営利活動法人障害者支援情報センター 19
地域をつむぐ社会的入院者の退院支援 岩上洋一 精神障害者地域生活支援センターふれんだむ 25

〔実践報告〕
ただ、共に歩むこと 明星マサ つくりっこの家クラブハウス 29
今そしてこれから、精神保健福祉士に求められているこ
と－地域精神保健福祉活動から考察する

大場義貴 中部学院大学 34

「権利を表すことへの抵抗」を解いていくボランティア
グループの活動

海藤幸子 埼玉県立精神医療センター 38

出会いの輪を広げながら－地域住民と共につくる地域づ
くり、まちづくり

永塚恭子 地域生活支援センターこかげ 42
近藤友克 ハートランドひだまり

「地域住民」って誰だろう？ 藤林詠子 くるめ出逢いの会／久留米市議会議員 45
誌上スーパービジョン
20年もの入院となった聴覚障害を併せもつ A さんの退院
支援を通して PSW のかかわりを振り返る

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学総合研究所 61

トピックス
心神喪失者等医療観察法の施行に向けて 伊東秀幸 田園調布学園大学 51
障害者自立支援法案と精神保健福祉法改正 佐藤三四郎 埼玉県立精神保健福祉センター 54

「国連・障害者の権利条約」の動向をみる 依田葉子 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局 59
情報ファイル

「第 9 回　日本デイケア学会」報告 松永宏子 上智大学 67
「第12回　日本精神科救急学会総会岡山大会」報告 梶元紗代 まきび病院 67
「精神保健判定医等」養成研修を受けて－参与員の立場
から

小関清之 ネルフェン・クリニック 68

「精神保健判定医等」養成研修を受けて－地域保健福祉
担当の立場から

岡﨑　茂 仙台市泉区障害高齢課障害者支援係 69

「日本 PSW 協会・第 5 回基礎コース研修」報告 山中達也 川崎市精神保健福祉センター／協会教育研究部 70
PSW の知恵袋 -12／統合失調症の治療をめぐって（その
4 ）　新しい抗精神病薬

藤井康男 山梨県立北病院院長 72

リレーエッセイ／メンバーさんからの贈り物 川井邦浩 地域生活支援センターゆい 82
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 76
協会の動き 坪松真吾　 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 78
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
投稿規定 87
2005年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 86
編集後記 神吉まゆみ 山角病院 88

第36巻第 2 号（通巻
62号）
2005年 6 月25日

（平成17年 6 月25日）

［巻頭言］煩悩即菩提 石川到覚 「精神保健福祉」副編集委員長／大正大学教授 93
特集　PSW として悩み続ける過程－その創造的なちか
ら

94

〔現場で悩む若手 PSW たちの実像／座談会〕
PSW って何する人？　私の実践のよりどころとは何
か？

秋吉龍成 ほづみクリニック 95
栗本　岳 山角病院
毛塚和英 桜ヶ丘記念病院
高野仁美 通所授産施設ひらしな
田村奈巳 ショップふれあい

司会 吉家　洋 汐入メンタルクリニック
〔現場で悩む若手 PSW たちの実像／桃栗 3 年、石の上に
も 3 年…若い PSW たちの語り〕
3 年間の PSW としての自分自身を振り返る 江頭関巳 精神障害者生活訓練施設「ぼくらの家」 103
相談ってすばらしい 木谷昌平 精神障害者地域生活支援センター「ピアサポートの

と」
104

揺らぐこと－心の動きに注目して 藤井知佳 精神障害者通所授産施設「虹工房」 105
足元を見つめて 酒井　綾 精神障害者通所授産施設「きりしき共同作業所」 106
PSW としての私を支えてきたもの 小森涼子 足立区地域生活支援センター 107

〔現場で悩む若手 PSW たちの実像〕
新人 PSW の現状と専門性－現場で壁にぶつかっている
PSW たちとつき合って

花澤佳代 北海道医療大学 108

〔PSW たちの自助的グループの試み〕
若手 PSW インフォーマル学習会－発足から今日まで 藤森一浩 やまなしソーシャルワーク学習会代表／峡西病院 111
神奈川県 PSW 協会「若手研修会」の実践　Ⅰ／企画者
の立場から

小田敏雄 神奈川県精神保健福祉士協会会長 112

神奈川県 PSW 協会「若手研修会」の実践　Ⅱ／ 2 期生
の体験談－打ち明けられる人たち

金井　緑 さいとうクリニック 113

〔自らが歩んできた道のりを振り返りつつ〕
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
自己決定・主体性の尊重へのこだわり－揺らぐことでみ
えてきたもの

廣江　仁 就労支援センター MEW 115

〔自らが歩んできた道のりを振り返りつつ／座談会〕
PSW が悩むこと－悩んできた過程を振り返る 尾上義和 多摩市障がい者支援センターのーま 119

小田敏雄 臨床福祉専門学校／神奈川県精神保健福祉士協会会
長

柏木一恵 浅香山病院
神吉まゆみ 山角病院

司会 川口真知子 井之頭病院
〔自らが歩んできた道のりを振り返りつつ〕
この特集企画を悩みつつ練ってきた過程を振り返る－

「よりどころ」を探し求める若手 PSW が、たまたま
4 4 4 4

担当
した特集の企画過程で得たこと

吉家　洋 汐入メンタルクリニック 126

〔悩み続けること、その創造的なちから〕
利用者と向き合いながら、 PSW として悩み続けるちか
ら－「援助者への援助」という視点

山中達也 川崎市精神保健福祉センター 131

PSW 実践が深化・進化していく過程と「悩み続けるち
から」

松本すみ子 東京国際大学 135

〔ミニ知識〕
精神保健福祉士の数と分布－日本精神保健福祉士協会の
構成員統計から

杉山強志 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局 139

誌上スーパービジョン
クライエントの気持ちと家族（兄）との間で揺れ動いた
退院援助のかかわりを振り返る

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学総合研究所 145

トピックス
「特別障害給付金」請求への支援を！ 池末美穂子 日本福祉大学 140
生活保護制度「改革」と相談援助活動 長谷川俊雄 愛知県立大学
実践報告
重度知的障害をもつ人の施設入所をめぐっての葛藤－自
己決定がむずかしい人への PSW の援助とは

西隈亜紀 多摩あおば病院 153

情報ファイル
「第 6 回基礎コース研修」報告 児玉瑞恵 オレンジの里 158
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
「第 2 回ケアマネジメント研修」報告 紅林奈美夫 国際福祉専門学校／協会ケアマネジメント委員会 158
「権利擁護セミナー」報告 三品　斉 岩見沢市立総合病院 159
「国際社会福祉セミナー」報告 大倉高志 大仲さつき病院 160
PSW の知恵袋 -13／「児童虐待」をめぐって -1 鷲山拓男 社会福祉法人子どもの虐待防止センター評議員 162
海外レポート／マディソンの精神保健サービス－デーン
郡精神保健センターの活動について

津田俊彦 帯広ケア・センター 166

リレーエッセイ／生涯自然人－海夏人（みなと）と海外
へ

金城康順 久田病院 176

連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 170
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 172
書評 廣江　仁 就労支援センター MEW 179
投稿規定 181
2005年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 180
編集後記 182

第36巻第 3 号（通巻
63号）
2005年 9 月25日

（平成17年 9 月25日）

［巻頭言］広島大会・学会を終えて 小林幹夫 第41回社団法人日本精神保健福祉士協会全国大会／
第 4 回日本精神保健福祉学会　大会会長

185

第41回社団法人日本精神保健福祉士協会全国大会／第 4
回日本精神保健福祉学会

［記念講演］
ソーシャルワークの貢献－心の平安と世界の平和 Tan Ngoh Tiong シンガポール・ソーシャルワーカー協会会長／シン

ガポール国立大学準教授
187

［基調講演］
精神保健福祉の動向とソーシャルワークの課題 荒田　寛 龍谷大学教授／社団法人日本精神保健福祉士協会副

会長
195

［一般演題］
分科会Ⅰ
地域のなかでのリハビリ支援としてのデイケア活動 澁谷庸起子他 武者クリニック 208
精神障害のある本人と家族の生活問題 風間康子 YMCA 福祉専門学校 209
実践から問う精神保健福祉士の価値－現場実践における
価値の把握方法

辻井誠人他 大阪人間科学大学 210

実践から問う精神保健福祉士の価値－インタビュー調査
をふまえて

栄セツコ他 桃山学院大学 211
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
実践から問う精神保健福祉士の価値－価値を実践につな
げる視点

藤井達也他 大阪府立大学 212

長期入院患者の退院促進をめざして－人と人をつなぐ
コーディネーターの役割を通して

川口みどり他 光風会病院 213

精神保健福祉士が介護支援専門員になったとき 谷村由美 阪南病院 214
精神科救急を実践している総合病院における精神保健福
祉士の役割と視点について

奥山宏一他 成田赤十字病院 215

就労支援の視点について－川崎市の場合では 鈴木　剛 川崎市精神保健福祉センター 216
精神障害当事者とワーカーとのパートナーシップ 大谷京子他 関西学院大学 217
精神障害者小規模作業所利用者におけるリカバリーに関
する一考察

寺澤法弘 北林病院 218

分科会Ⅱ 219
地域生活支援センターのプログラム活動におけるエンパ
ワメント－サービスメンバー養成講座の取組み

清水真由美他 地域生活支援センターアンダンテ 220

地域生活支援センターを拠点とした地域ネットワークづ
くりの取組みとみえてきた課題

川井邦浩他 地域生活支援センターゆい 221

社会適応訓練事業訓練生に対する SST を用いた就労支
援

北岡祐子他 社会就労センター（創）シー・エー・シー 222

当事者の自己決定を尊重した就労支援のかかわりからみ
えてきたもの

秋吉　純他 飯塚記念病院 223

地域生活支援における居住施設の役割に関する調査研究
（その 1 ）－札幌市内の居住施設の概要および利用者の
状況を中心に

富田政義他 あしりべつ病院／札精援協会長 224

地域生活支援における居住施設の役割に関する調査研究
（その 2 ）－札幌市内の居住施設の整備状況を中心に

吉澤浩一他 地域生活支援センター手稲 225

地域生活支援における居住施設の役割に関する調査研究
（その 3 ）－札幌市内の居住施設の職員の状況および支
援内容を中心に

若林朋子他 リハビリテーションハウス手稲 226

いこいの場と当事者活動 大田佳代他 地域生活支援センターいろいろ 227
市民の会活動を通したコミュニティワーク実践 花谷雅代 山本病院 228
心の病をもつ聴覚障害者に対するグループアプローチ 稲　淳子 大東市障害者生活支援センター 229
精神科救急を通して地域支援を考える 澤野文彦他 沼津中央病院 230
社会適応訓練事業のかかわりで学んだもの 須藤史朗 地域生活支援センターなでしこ 231
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
当事者活動の支援における精神保健福祉士の視点と役割
－「富山県当事者交流会」の 5 年間の活動を振り返るな
かで

小田良光他 和敬会谷野医院 232

震災後の地域生活支援を考える－「ぼちぼちいこか神戸
基金」の利用状況から

村上明美他 兵庫県精神保健福祉士協会 233

分科会Ⅲ 235
認知症高齢者の介護家族の支援－精神科病院 PSW の立
場から

古谷真理子 桜ヶ丘記念病院 236

精神症状のある在宅高齢者の特徴－社会的背景とサービ
ス利用状況についての検討

丸山陽子他 久留米市聖マリア在宅介護支援センター 237

日常のなかから権利について考える－東京精神保健福祉
士協会権利擁護委員会の活動から

岩崎　香他 順天堂大学 238

明石市におけるソーシャルアクションの展開（第 1 報） 佐藤江梨子他 関西青少年サナトリューム 239
わが国における精神障害者社会復帰論の展開－ソーシャ
ルワークの視点から（院外作業・その 2 ）

平林恵美他 目白大学 240

わが国における精神障害者社会復帰論の展開－ソーシャ
ルワークの視点から（院外作業・その 3 ）

相川章子他 聖学院大学 241

心理教育プログラム「病気・薬・くらしの学習会」を実
施して－プログラム開始からみえてきたこと

佐川芳朗他 関西青少年サナトリューム 242

有限会社による社会復帰支援・生活支援サービス WITH
の取組み

長見英知他 藤沢病院 243

ボランティア導入による精神科医療の発展 徳山尚子他 藤沢病院 244
デイケア機能を考える－久留米大学病院デイケアの実践
から

坂本明子 久留米大学病院精神神経科 245

精神障害者地域生活支援サービスにおけるガバナンスと
リスク対応

鈴木孝典 神奈川県立保健福祉大学 246

セルフヘルプ・グループとのコラボレーション 岡田正彦 栃木県立岡本台病院アルコールセンター 247
分科会Ⅳ 249
精神科病院の運営方針とともに変化する PSW 業務－新
人 PSW の視点から

加藤瑞枝 相模ヶ丘病院 250

新人精神保健福祉士のローテーション研修から学ぶこと
－医療法人青仁会の新人研修報告

永長記史他 医療法人青仁会 251

エンパワメントを引き出す精神保健福祉士のかかわり－
デイケアでのケースワーク・グループワークを通して

佐々木美希他 すがのクリニック 252
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
静岡県精神保健福祉士協会が実施した初任者研修会から
みえてきたもの

大場義貴他 中部学院大学 253

分科会Ⅴ 255
精神保健福祉現場実習における自己イメージの構造とそ
の影響要因

大西　良他 久留米大学 256

淑徳大学における学生支援組織づくりとその取組み－精
神保健福祉士の視点から

米村美奈 淑徳大学 257

実習前教育の一環としての実践活動への取組み 村上佳子 愛媛医療福祉専門学校 258
聴覚障害学生の現場実習における現状と課題－実習生と
実習指導者双方に生じた戸惑いに焦点を当てて

赤畑　淳他 陽和病院 259

「実習」における精神保健福祉士協会と養成校の連携に
ついて－鹿児島「実習のあり方検討会」の実践より

茶屋道拓哉他 九州看護福祉大学看護福祉学部社会福祉学科 260

グループによるスーパービジョンの経験－スーパーバイ
ジーの視点から

森山拓也他 復光会総武病院 261

［プレ企画］
Ⅰ - ①　平和と福祉を考える視座－平和学の立場から 262
講師 岡本三夫 広島修道大学名誉教授
まとめと報告 田中剛志郎 生活訓練施設あいあい寮
Ⅰ - ②　平和とソーシャルワーク－原爆被害者支援過程

から学んだこと
263

講師 村上須賀子 宇部フロンティア大学教授・「きのこ会」を支える
会

斉藤とも子 「きのこ会」を支える会
まとめと報告 稲田美津子 ハローワーク広島東
Ⅰ - ③　パネルディスカッション　「利用者本位の支援と

は ?!」
264

パネリスト 横須賀俊司 県立広島大学助教授
寺尾文尚 人権擁護センター「ほっと」代表
木村雅昭 日本精神保健福祉士協会広島県支部人権権利擁護部

会長
司会 金子　努 県立広島大学教授
まとめと報告 日山　誠 下永病院
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
Ⅱ - ①　ヒロシマの取組みⅠ「プライバシー保護のため

のガイドライン」－10年間の取組みを検証し，プライ
バシー保護を改めて考える

長崎和則 川崎医療福祉大学 267
佐々木哲二郎 宇部フロンティア大学
平石　協 生活訓練施設あいあい寮
小林茂樹 下永病院
日高千恵 宗近病院
上野綾子 地域生活支援センター365
井平智子 生活訓練施設あゆみ荘
金子　努 県立広島大学
木村雅昭 友和病院

まとめと報告 尾添　隆 広島厚生事業協会広島静養院
Ⅱ - ②　ヒロシマの取組みⅡ「 5 年未満の等 しん 大－こ

だわる理由」
松永美奈子 比治山病院 268
大本佳世子 比治山病院
小林範子 下永病院
小川昌智 地域生活支援センターふれあい
河上奈名子 生活訓練施設やすらぎ
徳重睦子 友和病院
岩田卓郎 友和病院
泉　彩子 友和病院

まとめと報告 増本由美子 草津病院
［シンポジウム］
精神障害をもつ人びとを支える日本，韓国，そしてアジ
ア諸国の課題と PSW の果たす役割－文化地域特性をふ
まえたモデルをどのように展開するか

271

コーディネーター 木村真理子 日本女子大学教授／社団法人日本精神保健福祉士協
会国際部国際委員長

シンポジスト 徐　圭東（Seo Kyu-dong） 景山福祉財団社会復帰施設サランバッド再活院副院
長／華城市精神保健センター所長／京畿道地域社会
精神保健事業技術支援団委員

門屋充郎 社会福祉法人慧誠会帯広ケア・センター所長／
NPO 十勝障がい者支援センター理事長

寺谷隆子 日本社会事業大学教授／社会福祉法人 JHC 板橋会
理事長
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
指定発言 梶元紗代 まきび病院
トピックス

「障害者自立支援法案」の廃案に至る審議経過 大塚淳子 社団法人日本精神保健福祉士協会常務理事・企画部
政策委員長

293

「心神喪失者等医療観察法」の施行を迎えて 垣内佐智子 高知保護観察所 298
2005年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 300
情報ファイル

「第 1 回日本司法精神医学会」報告 宇津木朗 さいたま保護観察所 301
「日本地域福祉学会　第19回大会」報告 松本すみ子 東京国際大学 301
「日本社会福祉実践理論学会　第22回大会」報告 長崎和則 川崎医療福祉大学 302
「第 4 回実習指導者養成研修」報告 神吉まゆみ 山角病院 303
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 304
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 306
投稿規定 309
編集後記 310

第36巻第 4 号（通巻
64号）
2005年12月25日

（平成17年12月25日）

［巻頭言］
災害と日常の間 佐々木敏明 聖隷クリストファー大学 313
特集　自然災害と精神保健福祉士

〔災害支援を振り返る〕
日本精神保健福祉士協会と被災者支援 高橋　一 社団法人日本精神保健福祉士協会会長 315

〔災害支援を振り返る／精神保健福祉士が体験した自然
災害〕
阪神・淡路大震災の10年 美藤早苗 兵庫県精神保健福祉士協会／神戸市中央区保健福祉

部
317

北海道支部の取組み　有珠山噴火災害とこころのケア班 清水耕策 京極町社会福祉協議会／元北海道立精神保健福祉セ
ンター

322

〔災害支援を振り返る／新潟県中越大震災におけるここ
ろのケアと生活支援〕
新潟県中越大震災における支援活動の全体状況 今井楯男 Mental & Life Support 長岡　心の健康相談室 327
新潟県協会によるこころのケアセンターの設置と運営 服部潤吉 新潟県立精神医療センター 331
災害時の施設の役割－「新潟県中越大震災」被災・支援
体験の教訓の共有化に向けて

酒井昭平 新潟県精神障害者社会復帰施設協議会・自然災害問
題特別委員会／国際福祉医療カレッジ

336
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
〔支援のシステムと方法／災害に備えたシステムづくり〕
災害時における精神保健福祉士の役割　ノースリッジ地
震、阪神・淡路大震災での援助体験をとおして

松島義博 アメリカ合衆国カンボジア協会／元ロサンゼルス郡
精神保健局
コスタル・アジアン・パシフィック・メンタルヘル
ス・センター所長

342

自治体派遣チームによるこころのケア支援活動 鴻巣泰治 埼玉県立精神保健福祉センター精神科救急情報部精
神科救急情報センター

347

〔支援のシステムと方法／災害時支援の方法〕
災害とソーシャルワーク　災害時における危機介入の
ソーシャルワーク

木村真理子 日本女子大学教授／社団法人日本精神保健福祉士協
会国際部国際委員長

354

災害ボランティアマニュアルと支援者のセルフケア 廣江　仁 就労支援センター MEW 358
山内玄太郎 稲城市精神障害者地域生活支援センター

〔被災地支援体験手記〕
まだ空き地や駐車場が残る神戸の下町から 大下　恵 小規模通所授産施設ハートワーキングクラブ 321
被災地支援について考えさせられた日々　有珠山噴火に
際して

大澤晶人 市立札幌病院静療院 326

被災地の患者さんへ薬を届ける 葊田尚子 新潟県立小出病院 335
震災による病院機能停止状況における PSW のかかわり 伊藤聖子 中条第二病院 341
鳥取県西部地震を思い起こして 西岡　都 米子病院 352
震災体験からみえてきたもの 大山和宏 福岡県精神保健福祉士協会会長／西岡病院 363

〔まとめ〕
日本精神保健福祉士協会の課題 佐藤三四郎 企画担当／埼玉県立精神保健福祉センター 365
誌上スーパービジョン
ニーズを誰にも発しなかったクライエントが自分のニー
ズを表現し、生き生きとした生活を送るようになるまで
の過程を振り返る

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学総合研究所 377

トピックス
「障害者自立支援法」法案再提出から成立に至る経過 大塚淳子 社団法人日本精神保健福祉士協会常務理事・企画部

政策委員長
368

「個人情報保護法」施行とその後の動向 岩崎　香 順天堂大学 373
伊藤亜希子 東京武蔵野病院

実践報告
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
精神障害者を対象とした保証人提供事業化の試み－
NPO 法人アヴァンセ北九州の設立の経緯と概要につい
て

河野健児 西南女学院大学 384
倉重真明 倉重クリニック
原真由美 倉重クリニック
森下裕美 じねん舎（小規模作業所）
小関真理子 特別養護老人ホーム風の家

情報ファイル
「全国精神障害者地域生活支援協議会（あみ）第 9 回全
国大会」報告

中本明子 地域生活支援センターむ～ぶ 389

「第10回日本デイケア学会」報告 齋藤敏靖 東京国際大学 389
「第48回日本病院・地域精神医学会総会」報告 増見尊行 地域生活支援センタースペースきずな 390
「第 4 回研鑽コース研修」に参加して 水上　然 大阪市立介護老人保健施設おとしよりすこやかセン

ター南部花園館
391

PSW の知恵袋 -14／「児童虐待」をめぐって -2 鷲山拓男 社会福祉法人子どもの虐待防止センター評議員／精
神科医

392

海外レポート／デンマークの認知症ケアから学ぶこと 南さやか 北山通ソウクリニック（京都） 394
リレーエッセイ／袖振り合うも、多生の縁 小林茂樹 下永病院 406
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 400
法律制定の“枝葉”－障害者自立支援法の場合を通して 岸野ミチル 参議院議員秘書 372
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 402
書評
精神保健・医療・福祉の正しい理解のために－統合失調
症の当事者からのメッセージ

大塚淳子　　 社団法人日本精神保健福祉士協会 409

投稿規定 421
GALLERY 312

［インフォメーション］
「第42回（社）日本精神保健福祉士協会全国大会」「第 5
回日本精神保健福祉学会」概要

375

『精神保健福祉』総目次／通巻40～64号 410
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
第37巻第 1 号（通巻
65号）
2006年 3 月25日

（平成18年 3 月25日）

［巻頭言］
今、この時代にかかわる 小田敏雄 臨床福祉専門学校／辻堂心とからだのクリニック 3
特集　障害者自立支援法・変わるものと変わらぬもの－
利用者の生活支援を考える

4

〔総説〕
「障害者自立支援法」成立の背景 佐藤三四郎 埼玉県立精神保健福祉センター 5
利用者の願う生活支援へのステップとなりうるか　制度
課題と利用者支援の視点をめぐって

大塚淳子 社団法人日本精神保健福祉士協会 17

〔シンポジウム〕
「障害者自立支援法」に関するシンポジウム　どう変わ
る ?! どう取り組む ?!　障害者自立支援法－精神障害者
のよりよい地域生活支援のために

28

シンポジスト 荒井　洋 社会福祉法人全国精神障害者社会復帰施設協会事務
局長

有村律子 特定非営利活動法人全国精神障害者団体連合会事務
局長

田中直樹 特定非営利活動法人全国精神障害者地域生活支援協
議会事務局長

藤井克徳 きょうされん常務理事
三橋良子 財団法人全国精神障害者家族会連合会常務理事

コーディネーター 石川到覚 社団法人日本精神保健福祉士協会理事・機関誌編集
副委員長

大塚淳子 社団法人日本精神保健福祉士協会常務理事
法律および経過説明 木太直人 社団法人日本精神保健福祉士協会副会長
司会 廣江　仁 社団法人日本精神保健福祉士協会理事
誌上スーパービジョン
A さんの孤独で悲痛な叫びに向き合い痛みを共有できな
かったのはなぜか、日常のかかわりを振り返って考える

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学 59

トピックス
「心神喪失者等医療観察法」施行後の動向 今福章二 法務省保護局 54
介護保険法改正後の動向 東　裕紀 サンライフたきの里施設サービス部長
研究ノート
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
精神障害者生活訓練施設の現状と利用者支援の課題　精
神保健福祉士としての実践経験をふまえて

長谷川真理子 青森県立保健大学　健康科学部社会福祉学科 68

情報ファイル
「第18回アジア太平洋社会福祉教育・専門職会議」報告 石橋京子 岡山大学医学部・歯学部附属病院 76
「SST 普及協会　日本精神神経学会精神医療奨励賞受賞
記念シンポジウム」報告

森山拓也 復光会総武病院 76

「第13回日本精神科救急学会総会」に参加して 長島美奈 千葉県精神科医療センター 77
「第13回日本介護福祉学会」報告 伊東秀幸 田園調布学園大学 78
「2005年度全国社会福祉教育セミナー」報告 坂本智代枝 大正大学 78
「日本精神障害者リハビリテーション学会第13回大阪大
会」報告

藤井達也 大阪府立大学 79

PSW の知恵袋 -15／「児童虐待」をめぐって -3 鷲山拓男 社会福祉法人子どもの虐待防止センター評議員／精
神科医

82

リレーエッセイ／感謝の気持ちを忘れずに 内田哲也 地域生活支援センター　ビ・フレンディング 92
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 84
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 86
書評
ともに生きる精神障害　地域へ、孤立を超えて 神吉まゆみ 山角病院 95
投稿規定 97
GALLERY 2
2006年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 96
協会の行事予定 80
編集後記 98

第37巻第 2 号（通巻
66号）
2006年 6 月25日

（平成18年 6 月25日）

［巻頭言］
障害者自立支援法施行に思う 竹中秀彦 社団法人日本精神保健福祉士協会会長／京ヶ峰岡田

病院
101

特集　福祉改革と精神保健福祉士－価値の再検討
〔総説〕
日本の社会福祉の動向と精神保健福祉士の課題 荒田　寛 龍谷大学／社団法人日本精神保健福祉士協会副会長 103
精神保健福祉士の価値の再検討－ PSW アイデンティ
ティの問い直し

田村綾子 社団法人日本精神保健福祉士協会常任理事・企画部
長

111

〔各論〕
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
病院 PSW の視点 神吉まゆみ 山角病院 116
介護保険制度改正と PSW が担うべき役割 高村智子 加賀市地域包括支援センター・山中温泉サブセン

ター
120

心神喪失者等医療観察法と PSW 佐賀大一郎 東京保護観察所八王子支部 125
実践のなかで障害者自立支援法を考える－ PSW の視点
から

関口美穂・菅野治子・高野宮さお
り

しののめハウス 130

市町村に勤める PSW の実践 池田陽子 座間市役所障害福祉課 133
〔現場レポート／新領域・局面での PSW の実践〕
精神医療審査会委員の活動から PSW の広がりを考える 小田敏雄 臨床福祉専門学校／辻堂心とからだのクリニック 137
地域活動・ボランティア活動の推進をする PSW 廣江すみれ 中野区社会福祉協議会　ボランティアセンター 138
退院促進支援事業におけるケアマネジメント機能と
PSW

森　克彦 地域生活支援センターアンダンテ 139

成年後見制度における PSW の責務 長谷川千種 昭和大学附属烏山病院 140
研究者、教育者としてのソーシャルワーカー・アイデン
ティティ

相川章子 聖学院大学 141

精神保健参与員としての役割と課題 堀切　明・漆戸　工・塚本哲司・
藤澤朋生・野尻裕香

埼玉県立精神保健福祉センター・埼玉県立精神医療
センター

142

スクールソーシャルワーカーとして学校現場にかかわっ
て

内田　考 竜雲メンタルクリニック 143

産業領域での PSW としての実践 高橋尚子 株式会社ジャパン EAP システムズ 144
誌上スーパービジョン
さまざまな「揺さぶり」のなかで－あるアルツハイマー
病のクライエントとのかかわりを通して

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学大学院 155

トピックス
「障害者の雇用の促進等に関する法律の一部を改正する
法律」について

三木良子 就労支援センター MEW 146

生活保護法「改正」の動向－ Warfare から Welfare へ 木村雅昭 医療法人社団友和会友和病院 150
実践報告
神奈川県精神保健福祉士協会調査研究委員会活動報告－
精神保健福祉業務の市町村移管と今後の課題に関する調
査研究

田村綾子 丹沢病院 161

委員会報告
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
精神保健福祉委員会活動報告（2001〔平成13〕年度～
2005〔平成17〕年度）

精神保健福祉委員会 172

情報ファイル
「第 8 回基礎コース研修」報告 丸山智史 社会福祉法人萌 小規模通所授産施設らそら 167
「第25回日本社会精神医学会」報告 金田知子 神戸女学院大学 167
「権利擁護に関するシンポジウム」報告 宮崎まさ江 長野大学 168
「第 1 回日本地域精神保健福祉研究大会」に参加して 鈴木惠利子 舞子浜病院 169
「第 3 回ケアマネジメント研修」報告 中野英治 福祉サービス機構株式会社 169
「日本聴覚障害ソーシャルワーカー協会（仮）設立準備
意見交流会」報告

髙山亨太 筑波大学大学院人間総合科学研究科博士課程 170

PSW の知恵袋 -16　戦後精神医療論争小史（第 1 回）／
「生活療法」論争

浅野弘毅 東北福祉大学健康科学部 182

海外レポート／イギリス・ケンブリッジの精神保健活動
－利用者参加の活動

青戸　忍 地域生活支援センター翼 184

リレーエッセイ／杜の都に根づいた理由－精神保健福祉
士としてこの街を考える

渡部裕一 医療法人社団　原クリニック 194

連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 188
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 190
書評
こころの病を生きる－統合失調症患者と医師の往復書簡 荒田　寛 龍谷大学 196

「障害者自立支援法」時代を生き抜くために［メンタル
ヘルス・ライブラリー⑮］

大塚淳子 編集委員 197

投稿規定 199
GALLERY 100
2006年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 198
協会の行事予定 171
編集後記 200

第37巻第 3 号（通巻
67号）
2006年 9 月25日

（平成18年 9 月25日）

［巻頭言］
「障害者自立支援法」で精神障害者はどこへ行く 久保　修 第42回社団法人日本精神保健福祉士協会全国大会／

第 5 回日本精神保健福祉学会　大会会長
203

［大会日程・プログラム］第42回社団法人日本精神保健
福祉士協会全国大会／第 5 回日本精神保健福祉学会

204



114

号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
［基調講演］
新しい地平をめざして－ PSW の50年とこれから 窪田暁子 中部学院大学 205

［特別講演］
今後の社会福祉専門職制度のあり方について 潮谷有二 厚生労働省社会・援護局総務課社会福祉専門官 215

［一般演題］
分科会Ⅰ - ①　医療機関における精神保健福祉士の役割
A

223

司会 鶴田弘行 刈谷病院
柏木一恵 浅香山病院

精神障害のある人の生活問題と精神科入院 風間康子 YMCA 福祉専門学校 224
精神科診療所における精神保健福祉士の役割とは　16年
間の実践を通して

西尾芳州 森クリニック 225

一般病院内にある精神科の現状と課題　精神科病棟の身
体リハビリテーションの必要性について

宮田　仁 NTT 東日本伊豆病院 226

支援者主体に偏りがちなかかわりについて考える 国府田まゆみ他 栗田病院 227
成田赤十字病院における地域連携ケース検討会議につい
て

奥山宏一 成田赤十字病院 228

分科会Ⅰ - ②　医療機関における精神保健福祉士の役割
B

229

司会 中神洋二 南豊田病院
小関清之 木の実町診療所

精神科救急・急性期病棟での実践報告　PSW の視点か
ら

佐野朝子他 沼津中央病院 230

病棟でのグループ活動やプログラム活動を実施してみえ
てきたこと

郷原真知子他 関西青少年サナトリューム 231

精神科医療が地域に理解されるための PSW の役割 土志田務 南伊豆病院 232
病院における精神保健福祉士の今日的課題　インタ
ビュー調査からの検討

岩本　操他 武蔵野大学 233

分科会Ⅰ - ③　地域の中での協働，地域づくり 235
司会 円谷俊夫 愛知県精神保健福祉センター

柴山久義 静岡県中部健康福祉センター



115

号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
名古屋市北区における地域ネットワークづくり活動の展
開

新井康弘他 こころとくらしのサポートセンターなないろ 236

明石市におけるソーシャルアクションの展開（第 2 報） 徳田　篤他 長田むつみ会 237
民生児童委員に対する精神障害者の意識調査を実施して 伊藤陽子他 川口会病院 238
地域生活を行っている精神障害者の金銭・貴重品管理に
ついて

中川さゆり他 地域生活支援センタープラザ 239

多機関が参加して行うピアサポーター養成講座の取組み
と課題

村上貴栄他 関西医科大学附属滝井病院 240

分科会Ⅰ - ④　行政の中での精神保健福祉士の活動 241
司会 本田英夫 名古屋市千種保健所

池末美穂子 マインドはちおうじ
半田市における精神障害者地域生活支援の現状と課題 前山憲一 半田市社会福祉協議会 242
東海村での活動報告 中野正人 東海村社会福祉課 243
精神衛生法における精神衛生相談所の機能に関する考察　
活動実態の検討から

末田邦子 金城学院大学 244

精神障害者ホームヘルプサービスの課題　「精神障害者
ホームヘルパーフォローアップ研修」から

船﨑初美他 愛知県一宮保健所稲沢支所 245

「社会的ひきこもり」問題と地域精神保健福祉活動の課
題

長谷川俊雄 愛知県立大学 246

分科会Ⅰ - ⑤　社会復帰施設などの取組み A 247
司会 三浦博幸 社会福祉法人愛恵協会援護寮あい

廣江　仁 就労支援センター MEW
援護寮たまこヒルズにおけるリハビリテーションの成果
と課題

樫山菜穂他 援護寮たまこヒルズ 248

利用者の生活の充実をめざした施設環境づくり　環境支
援 指 針（PEAP） を 利 用 し て（PEAP:Professional 
Environmental Assessment Protocol）

木津英昭 生活訓練施設こころの風元気村 249

当事者活動とエンパワメント・アプローチ 佐々木哲二郎 NPO 法人ウイングかべ／ IWAD 環境福祉専門学校 250
それぞれの自立　自分らしく生きる 山本幸博他 小規模通所授産施設ジョイント・ほっと 251
地域生活支援センターを拠点とした地域ネットワークづ
くりの取組み　桃山学院大学地域連携プロジェクトの研
究と実践報告

中本明子他 地域生活支援センターむ～ぶ 252

分科会Ⅰ - ⑥　養成と卒後教育 A 253
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
司会 雲川伸正 西山クリニック

田村綾子 日立製作所神奈川工場健康管理センター
養成教育機関における「精神保健福祉援助実習」の開講
実態とその課題　開講環境および機関 - 実習生のマッチ
ング過程に関する調査から

松宮透髙他 川崎医療福祉大学 254

実習生・実習指導者・実習担当教員の三者でつくり上げ
る実習の過程　実習報告会の実践より

村上佳子 愛媛医療福祉専門学校 255

静岡県精神保健福祉士協会が実施してきた研修からみえ
てきたもの

澤野文彦他 沼津中央病院 256

新人 PSW に伝えたいこと　石橋病院医療相談室新人研
修プログラムを通して

清水恵理他 医療法人北仁会石橋病院 257

あなたの心は満たされていますか？　ES（PSW）満足
を高める取組み

岡部正文他 米山自在館 258

分科会Ⅰ - ⑦　精神障害者の権利擁護 259
司会 杉本　寛 さざなみ憩の家

伊東秀幸 田園調布学園大学
精神医療審査会における精神保健福祉士の役割 篠原由利子 平安女学院大学人間社会学部福祉臨床学科 260
精神科医療における精神保健福祉士の担う権利擁護活動　
千葉県内精神科病院に勤務する PSW 調査を中心に

四方田清 千葉県精神保健福祉センター 261

司法分野における精神保健福祉士としての新たな課題　
社会復帰調整官業務を通じてみえてきたこと

垣内佐智子 高知保護観察所社会復帰調整官 262

日本史における精神障害者の呼称についての考察 高橋健太 社会福祉法人萌地域生活支援センターコスモールい
こま

263

精神障害者施設コンフリクト発生における地域性 野村恭代 日本福祉大学大学院 266
分科会Ⅰ - ⑧　自由演題 A 267
司会 瀧　誠 愛知淑徳大学

大塚淳子 社団法人日本精神保健福祉士協会常務理事
地域に根ざした園芸介在療法・園芸福祉の試み 齋藤義明 NPO 法人グリーン・ピープル・スポット 268
PSW の専門価値と個人がもつ価値の実践への影響につ
いて

木下英奈 耕房“輝” 269

精神障害者のアセスメント　わかることが援助の始まり
－西三河精神障害者アセスメント研究会活動を通して

鈴木　宏他 刈谷病院 270

専門性インタビュー調査報告　価値に焦点を当てて 大谷京子 日本福祉大学 272
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
ビレッジ（Village Integrated Services Agency）で
の研修報告

樋渡　敏 医療法人福智会メンタルヘルスサポートセンター精
神障害者生活訓練施設無心寮

273

分科会Ⅱ - ⑨　高齢精神障害者の支援を考える 275
司会 村居　巌 愛知医科大学病院

東　裕紀 サンライフたきの里
シングル・システム・デザインによる効果測定　PTSD

（外傷後ストレス障害）によるアルコール依存高齢者に
対する EMDR（眼球運動と脱感作用による再処理法）の
介入

青木　正 元・社会福祉法人恒寿会ホームヘルプサービスセン
ター恒寿苑／東京福祉大学大学院

276

PSW が見た認知症病棟　 1 年間の揺らぎと取組み 後藤綾子 鈴鹿厚生病院 277
認知症高齢者の介護家族の抑うつ状態について 古谷真理子他 桜ヶ丘記念病院医療福祉部 278
重度認知症患者デイケアにおける精神保健福祉士の役割
について

増本由美子 医療法人社団更生会草津病院重度認知症患者デイケ
アあじさい

279

高齢精神障害者世帯の退院支援 玉腰聡樹他 医療法人静心会桶狭間病院 280
分科会Ⅱ - ⑩　退院促進支援について 281
司会 伊藤　要 東春病院

小出保廣 堺市こころの健康センター
長期在院患者退院促進の取組み　デイケア・社会復帰施
設等をもたない医療機関の挑戦

赤崎恵美 十和田市立中央病院 282

退院促進支援事業の可能性と今後の課題　英国の中間ケ
ア（Intermediate Care）を手がかりにして

金子　努 県立広島大学 283

地域生活支援室の活動について　「退院支援活動」の取
組み

西山美智子 医療法人社団三愛会三船病院 284

退院促進支援事業実施状況アンケート調査の結果　長期
社会的入院者の退院促進のために精神保健福祉士（PSW）
は何をすべきか

菱沼信一他 宮城県精神医療センター 285

退院促進支援事業を通じて地域との連携を考える 駒野敬行他 浅香山病院 286
分科会Ⅱ - ⑪　それぞれの立場から就労支援を考える 287
司会 渥美浩子 NPO 法人地域精神保健福祉支援ネットワーク駒来

の家
佐藤三四郎 埼玉県立健康保健福祉センター

グループワークとしての就労準備プログラムの実践　プ
ロジェクト J の実践①

木下清美他 浅香山病院 A 館デイケア 288
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
グループワークとしての就労準備プログラム　プロジェ
クト J の実践②

森　克彦他 地域生活支援センターアンダンテ 289

2 時間からの就労支援　地域の中小工場と小規模通所授
産施設の連携

大野亜紀子他 小規模授産施設萠作業所 290

ハートピアきつれ川10年間の歩み　入所授産施設と障害
者能力開発訓練事業の取組み

小野さゆり他 ハートピアきつれ川授産施設 291

企業における精神保健福祉活動 田村綾子 日立製作所神奈川工場健康管理センター 292
当事者がリードする就労支援　協働就労支援システムづ
くりを通して

三木良子他 就労支援センター MEW 293

分科会Ⅱ - ⑫　社会復帰施設などの取組み B 295
司会 樋渡　敏 メンタルヘルスサポートセンター無心寮

宮部真弥子 医療法人社団和敬会生活支援センター
実践からみた社会復帰施設と医療機関との適切な距離　

「患者」から「生活者」への移行を支える中で
小濱裕美他 社会福祉法人愛恵協会援護寮あい 296

生活支援センター山中の実践　平成16年度の活動内容を
ふまえて

蛭川俊紀他 社会福祉法人愛恵協会生活支援センター山中 297

保健福祉事務所と地域生活支援センターの共催による家
族教室の試み

雨宮由美他 鎌倉市地域生活支援センターとらいむ 298

地域生活支援センターにおけるグループ活動　自分らし
さを模索して

畑山真一他 淡路精神障害者生活支援センター 299

PSW が地域へ発信する循環型啓発普及実践　サポート
センター西明石における日々の実践と， 3 年間実施した
市民講座からみえてきた目の付け所

青木聖久他 日本福祉大学 300

分科会Ⅱ - ⑬　養成と卒後教育 B 301
司会 長谷川俊雄 愛知県立大学

木下了丞 麻生飯塚病院
精神保健福祉現場実習における学生の気分の変化とセル
フイメージとの関連について

大西　良他 久留米大学 302

グループスーパービジョンをより効果的に受けるための
課題　スーパーバイジーの視点から　その 2

森山拓也他 復光会総武病院 303

卒後教育としてのスーパービジョンのあり方　よりよい
実践とスーパーバイザーの葛藤

花澤佳代 北海道医療大学看護福祉学部 304
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
英国（GSCC）ソーシャルケアワーカー実務規約にみる
社会福祉専門職のあり方　ワーカー編・雇用者編・当事
者参加

藤原正子 福島学院大学 305

分科会Ⅱ - ⑭　生活支援からみた権利擁護を考える 307
司会 梅村仁志 社会復帰施設アーム

富島喜揮 四国学院大学
PSW からみた，成年後見制度 都築哲翁他 秋津鴻池病院 308
公的保証人制度確立に向けた協働　東京都精神保健福祉
連絡会保証人ワーキンググループ中間報告

若月奈美他 千草ハイム 309

精神保健福祉士の専門性と裁量をめぐって　権利擁護機
能を中心に

岩崎　香 順天堂大学 310

かかわりの中での自己決定の尊重について考える 岡安　努 生活訓練施設まつかぜハイツ 311
医療機関における金銭・貴重品管理のあり方について　
権利擁護委員会の取組みから考察する　金銭・貴重品管
理に関するガイドライン作成の経過から

金成　透他 東京都鈴木慈光病院 312

分科会Ⅱ - ⑮　自由演題 B 313
司会 吉田みゆき 同朋大学

荒田　寛 龍谷大学
クライエントの対人関係パターンに介入した事例 向井智之 日本福祉教育専門学校 314
精神障害の母をもつ子どもの揺らぎ 周防美智子 子ども家庭相談室相談員 315
わが国における精神障害者社会復帰論の展開　ソーシャ
ルワークの視点から（院外作業・その 4 ）

相川章子他 聖学院大学 316

県協会および支部の組織化プロセスと今後の課題につい
て　兵庫県精神保健福祉士協会組織運営部の取組み

宮本浩司他 加茂病院

分科会Ⅱ - ⑯　自由演題 C 319
司会 小久保裕美 東海学園大学

木太直人 財団法人聖マリアンナ会
地域におけるスクールソーシャルワークの試み　不登
校・ひきこもり研究所の活動を通して

天野敬子 不登校・ひきこもり研究所 320

精神保健福祉ボランティア養成講座参加者の精神障害者
に対する意識の変化について　講座受講者へのアンケー
ト調査結果を中心に

大場義貴 聖隷クリストファー大学専任講師／ NPO 法人遠州
精神保健福祉をすすめる市民の会（E-JAN・いい
じゃん）代表

321
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
重篤な精神障害がある当事者における「リカヴァリ」の
普及　手記の分析を中心に

東田全央 社団法人やどかりの里浦和生活支援センター 322

薬物依存症者をかかえる家族の回復・全国薬物依存症者
家族連合会の取組み

林　隆雄他 全国薬物依存症者家族連合会 323

シンナー依存症母子の援助（保健・医療・福祉の連携）
を通してみえてきたもの

石上里美他 西山クリニック 324

語ろまい分科会Ⅰ　 5 年未満の PSW の悩み 325
コメンテーター 田中研一 刈谷病院
まとめと報告 田中研一 刈谷病院

江藤佳代 援護寮ビブレ
語ろまい分科会Ⅱ　全国の仲間に語りたいこと 326
担当者 宮沢和志 社会福祉法人憩の郷
コメンテーター 大塚淳子 常任理事
まとめと報告 宮沢和志 社会福祉法人憩の郷

［自主企画］
Ⅰ－基調報告とパネルディスカッション－「障害者自立
支援法」を考える　医療と福祉の連携を見すえて

327

基調報告者 池末美穂子 マインドはちおうじ
シンポジスト 森　隆夫 愛精会あいせい紀念病院

増子恵子 生活訓練施設守牧
竹内　浩 名古屋市精神保健福祉センター
水谷いずみ 共和病院

司会・まとめと報告 瀧　誠 愛知淑徳大学
Ⅱ－事例検討－生活支援のための法律相談　地域生活を
充実させるために

社団法人日本精神保健福祉士協会
権利擁護委員会共同企画

330

講師 熊田　均 愛知県弁護士会・弁護士
矢野和雄 愛知県弁護士会・弁護士

コーディネーター 大曽根寛 放送大学
岩崎　香 権利擁護委員会委員長・順天堂大学

まとめと報告 王子田剛 地域生活支援センターやすらぎ
Ⅲ－ワークショップ－ソーシャルワーカーの記録 332
講師 大谷京子 日本福祉大学
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
まとめと報告 吉田みゆき 同朋大学

林　史学 北林病院
長縄陽介 楠第一病院

［記念講演（市民公開講座）］
自分の可能性を求めて 成田真由美 パラリンピック水泳選手 335
特別寄稿
精神保健福祉施策の改革期にあたって　今，精神保健福
祉士に期待すること

鷲見　学 厚生労働省社会・援護局　障害保健福祉部　精神・
障害保健課課長補佐

346

情報ファイル
「第 5 回実習指導者養成研修」報告 笠松　亘 医療法人たけとう病院デイケア野向の舎 349
「第23回日本家族研究・家族療法学会」報告 赤畑　淳 陽和病院 349
「日本地域福祉学会　第20回大会」報告 松本すみ子 東京国際大学 350
「日本社会福祉実践理論学会　第23回大会」報告 橋本美枝子 大分大学 351
「第 2 回認定スーパーバイザー養成研修　基礎編」報告 名城健二 沖縄大学 352
「平成18年度日本精神保健福祉士養成校協会大会」に参
加して　精神保健福祉士養成教育の今後の方向性をさぐ
る

鈴木孝典 高知女子大学 353

連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 354
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 356
投稿規定 363
GALLERY 202
2006年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 362
協会の行事予定 345
読者の声 360
編集後記 364

第37巻第 4 号（通巻
68号）
2006年12月25日

（平成18年12月25日）

［巻頭言］
地に着目して 松本すみ子 東京国際大学 367
特集　成年後見制度と精神保健福祉士－時代の要請にか
かわる

368

〔総説〕
成年後見制度に対する PSW の課題 木太直人 財団法人聖マリアンナ会／社団法人日本精神保健福

祉士協会副会長
369
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
成年後見制度とソーシャルワークにおける権利擁護（ア
ドボカシー）

岩崎　香 順天堂大学 374

〔現場の視点〕
認知症高齢者や長期入院者にかかわる病院 PSW の視点
から成年後見制度を考える

柏木一恵 浅香山病院 379

介護保険施設において認知症の人にかかわる PSW とし
て

東　裕紀 社会福祉法人鶴寿会 一部ユニット型指定介護老人福
祉施設サンライフたきの里施設サービス部長

382

高村智子 加賀市高齢者こころまちセンター山中温泉サブセン
ター

市町村社会福祉協議会の PSW として－契約支援の一方
法として成年後見制度を考察する

篠本耕二 笛吹市社会福祉協議会障害者地域活動支援センター　
支援センター「ふえふき」　

384

権利擁護の実践の共通意識をつくるための 3 都県合同権
利擁護研修の取組み

金成　透 東京青梅市・鈴木慈光病院 387

〔成年後見制度 Q ＆ A コーナー　P 子の部屋“番外編”〕
『成年後見制度ってどんな制度？　後見人ってどんなこ
とをするのだろう？』

川口真知子 編集委員 389

〔それぞれの立場から〕
成年後見制度における PSW の役割 白石弘巳 東洋大学ライフデザイン学部・精神科医 395
曇り空の下から－成年後見制度について想うこと 宮澤秀一 東京都精神障害者団体連合会事務局長 397
弁護士の立場から PSW への期待－共同して後見人業務
を進めるために

池田桂子 池田総合特許法律事務所・弁護士 399

〔各地のソーシャルワーカーによる先行活動〕
「ぱあとなあ」の活動と PSW への期待 金川　洋 社団法人日本社会福祉士会専務理事（社会福祉士／

精神保健福祉士）　
401

成年後見制度への取組み－あいあいねっとでの経験と成
年後見人を受任して

肥塚真由美 松下電器健康保険組合松下記念病院医療福祉相談室
／（社）日本社会福祉士会生涯研修センター成年後
見研修委員会委員／（社）大阪社会福祉士会相談セ
ンターぱあとなあ運営委員（精神保健福祉士／社会
福祉士）

407

多職種による法人後見の取組みについて－有限責任中間
法人「北九州成年後見センター」活動経過から

今村浩司 有限責任中間法人北九州成年後見センター理事／小
倉蒲生病院（精神保健福祉士／社会福祉士）　

411

渋谷由華里 有限責任中間法人北九州成年後見センター次長（精
神保健福祉士／社会福祉士）

保護者制度への疑問から始まった「法人後見」の取組み 三橋良子 NPO 法人自律支援センター「さぽーと」理事 414
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
誌上スーパービジョン
退院直後に再入院してきた A さんの退院までのかかわり
を振り返る－病院に PSW がいる意味を考えさせられた
事例

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学大学院 423

トピックス
障害者権利条約の採択とその意義、今後の課題 藤井克徳 日本障害者協議会常務理事 418

「自殺対策基本法」について 名取みぎわ 横浜市立大学医学部精神医学教室
研究ノート
統合失調症者の「病い」の認識変化プロセスに関する質
的研究－私らしさを生きるプロセス－

橋本直子 新阿武山クリニック 431
横山登志子 北海道医療大学看護福祉学部

精神障害者に対する生活援助評価スケールの試作 名城健二 沖縄大学 437
委員会報告
精神保健福祉士教育養成過程における実習の指標に関す
る調査研究報告　

教育研究部研修委員会精神保健福
祉士実習対策プロジェクト

447

情報ファイル
「第 5 回精神障害者就業支援中央セミナー」報告 上野容子 東京家政大学 443
「日本デイケア学会　第11回年次大会」報告 原田茂樹 有働病院 443
「日本社会福祉学会　第54回全国大会」報告 栄セツコ 桃山学院大学 444
「第14回日本精神科救急学会」報告 向井克仁 三原病院 445
「第49回日本病院・地域精神医学会総会」に参加して 古屋龍太 国立精神・神経センター武蔵病院 446
PSW の知恵袋 -17　戦後精神医療論争小史（第 2 回）／

「生活臨床」論争
浅野弘毅 東北福祉大学健康科学部 454

リレーエッセイ／子育てを通して自分自身を振り返る 小野寺弥生 医療法人卯の会 新垣病院 464
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 456
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 458
書評
精神障害者の自立をどう支えるか－精神障害者の理解と
居宅生活支援（ホームヘルプ）

神吉まゆみ 山角病院 466

プラクティス・ 2 　精神保健福祉士（PSW）の魅力と可
能性－精神障碍者と共に歩んできた実践を通して

松本すみ子 東京国際大学 467

投稿規定 471
GALLERY 366
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
協会の行事予定 410
インフォメーション 417
特集担当者からの経過報告 柏木一恵 編集委員 386

川口真知子 編集委員
『精神保健福祉』総目次／通巻65～68号 468
編集後記 472

第38巻第 1 号（通巻
69号）
2007年 3 月25日

（平成19年 3 月25日）

［巻頭言］
機関誌の使命について 柏木　昭 社団法人日本精神保健福祉士協会名誉会長 3
特集　精神保健福祉士の研修制度のあり方 4

〔総説〕
精神保健福祉士の研修制度化への取組み 木下了丞 飯塚病院／社団法人日本精神保健福祉士協会教育研

究部長
5

精神保健福祉士の生涯研修体系のあり方 石川到覚 大正大学／社団法人日本精神保健福祉士協会生涯研
修制度検討委員長

9

〔初任者のための OJT 研修－医療機関における取組み〕
初任者がソーシャルワーカーになっていく過程をサポー
トする OJT

川口真知子 井之頭病院 13

楽しみながら成長し続ける PSW をめざして－ OJT 研
修から学んだこと

日高寛子 井之頭病院 17

〔初任者のための OJT 研修－地域施設における取組み〕
初任者に伝えたいこと－私流の OJT 門屋充郎 社会福祉法人帯広ケア・センター所長 19
地域で実践的に学べるケアマネジメント 田部春香 NPO 法人十勝障害者サポートネット 22

〔協会支部における Off-JT 研修－愛媛県支部〕
愛媛県精神保健福祉士会における Off-JT 研修の課題 宮中　淳 財団新居浜病院 25
愛媛県精神保健福祉士会の Off-JT 研修に参加して感じ
たこと

藤原あずさ 松山記念病院 29

〔協会支部における Off-JT 研修－大阪府支部〕
大阪府支部における Off-JT 研修の課題 上田幸輝 大阪精神保健福祉士協会 研修担当副会長／浅香山病

院社会復帰施設アンダンテ
31

大阪府支部の新人業務研修会に参加して 堀真里子 ソーシャルハウスさかい　サポートセンターむ～ぶ 36
大阪府支部の中堅者研修を受けて 小野史絵 阿倍野小杉クリニック 38

〔本協会における養成研修－実習指導者養成研修〕
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
実習指導者養成研修の課題 阪田憲二郎 神戸学院大学／社団法人日本精神保健福祉士協会研

修委員会委員長
40

実習指導者養成研修を受けて－企画する側、受講する側
に期待すること

増見尊行 地域生活支援センター スペースきずな 42

〔本協会における養成研修－認定スーパーバイザー養成
研修〕
認定スーパーバイザー養成研修の課題 佐々木敏明 聖隷クリストファー大学／認定スーパーバイザー養

成研修プロジェクト委員
45

認定スーパーバイザー養成研修を受けて 西銘　隆 田崎病院 50
・誌上スーパービジョン　番外編
スーパービジョンの実践に対する誌上スーパービジョン 柏木　昭 誌上スーパーバイザー／聖学院大学大学院 61
・トピックス
障害者自立支援法関連の動向－退院支援施設をめぐる動
きから

白石直己 やどかりの里援護寮 52

介護福祉士制度および社会福祉士制度の見直しの意義と
ポイント

坂本智代枝 大正大学 55

介護保険制度の被保険者・受給者範囲に関する有識者会
議

大塚淳子 社団法人日本精神保健福祉士協会 57

研究ノート
賃貸住宅仲介業者の精神障がい者の受け入れ等に関する
理解度　アンケート調査からの考察

河野健児 西南女学院大学 71
原田征四郎 ハラダ企画（不動産取引業）
倉重真明 倉重クリニック
原真由美 倉重クリニック
焼山和憲 西南女学院大学
森下裕美 NPO 法人アヴァンセ北九州事務局
小関真理子 特別養護老人ホーム風の家

特別報告
ソーシャルワーカーとは何か－ J・マンディバーグ氏に
よる国際福祉セミナー「心理社会的リハビリテーション
とソーシャルワーカー：就労支援、起業、当事者と専門
職のパートナーシップ」に参加して

片岡信之 倉敷市児島障害者支援センターはばたき 81

情報ファイル
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
「日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協会　第
21回全国研究大会」報告

豊田秀雄 こまごめ緑陰診療所／ ASW 協会副会長 78

「2006年度全国社会福祉教育セミナー」報告 青木聖久 日本福祉大学 78
「日本精神障害者リハビリテーション学会　第14回富山
大会」報告

佐古真紀 浅香山病院 79

「日本福祉教育・ボランティア学習学会　第12回埼玉大
会」報告

松本すみ子 東京国際大学 80

PSW の知恵袋 -18　戦後精神医療論争小史（第 3 回）／
「中間施設」論争

浅野弘毅 東北福祉大学健康科学部 88

リレーエッセイ／なんとかなるさ 秋山園美 東八戸病院 98
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 90
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 92
書評
なんとかなるよ統合失調症　がんばりすぎない闘病記 小田敏雄 臨床福祉専門学校 101
投稿規定 103
GALLERY 2
協会の行事予定 8
読者の声 69
2007年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 102
編集後記 104

第38巻第 2 号（通巻
70号）
2007年 6 月25日

（平成19年 6 月25日）

［巻頭言］
働くことの意味を学ぶ 佐々木敏明 聖隷クリストファー大学社会福祉学部 107
特集　障害者自立支援法と精神障害者福祉の課題－現場
からの検証

108

〔総説〕
障害者自立支援法の意義と課題－地域移行・地域生活支
援の観点から

佐藤三四郎 東京福祉大学 109

費用負担制度を通して障害者福祉を考える　当事者が自
己決定に基づきサービスおよび提供者を選択可能な将来
をめざして

大塚淳子 社団法人日本精神保健福祉士協会 115

〔特別寄稿〕
障害者の自立がもたらす福祉サービスの向上 中島隆信 慶應義塾大学商学部教授 121
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
〔各論〕
障害程度区分認定の現状と課題　判定状況集計結果と実
態調査から

佐藤久夫 日本社会事業大学 125

障害程度区分認定調査における現状と課題　認定に携
わって感じたこと

北森めぐみ 順天堂越谷病院 130

新事業体系移行の動向　地域生活支援センターに求めら
れること

増田一世 やどかりの里 133

授産施設・京都市朱雀工房の事業移行の取組み 上村啓子 社会福祉法人京都光彩の会京都市朱雀工房 138
障害者自立支援法によってどう変わったか　宮城県・仙
台市の場合

岡﨑　茂 仙台市泉区障害高齢課障害者支援係 142

障害福祉計画・地域生活支援事業への取組み　広島県・
三原市の場合

長谷部隆一 医療法人仁康会 地域生活支援センター さ・ポート 145

誌上スーパービジョン
障害受容と就労相談の過程を振り返る 柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学大学院 155
トピックス
あんしん賃貸支援制度 福山佳之 財団法人松原病院 148
障害のある人もない人も共に暮らしやすい千葉県づくり
条例

四方田清 千葉県精神保健福祉センター 150

情報ファイル
「権利擁護に関するシンポジウム『成年後見制度と自己
決定支援－身上監護と金銭管理にどうかかわれるか』」
報告

西川健一 琵琶湖病院 163

「心理教育・家族教室ネットワーク　第10回研究集会」
報告

丸山ひろみ 上越市社会福祉協議会 163

「第10回　基礎コース研修」報告 前田実果 下永病院 164
「第 2 回　日本地域司法精神保健福祉研究大会」報告 五郎丸岳也 松山記念病院 165
PSW の知恵袋 -19　戦後精神医療論争小史（第 4 回）／

「保安処分」論争
浅野弘毅 東北福祉大学健康科学部 166

リレーエッセイ／能登半島地震“こころのケアチーム”
体験記

笠松　亘 たけとう病院 176

連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 168
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 170
書評 荒田　寛 龍谷大学 179
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
小久保裕美 東海学園大学 180

投稿規定 183
GALLERY 106
2007年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 182
編集後記 184

第38巻第 3 号（通巻
71号）
2007年 9 月25日

（平成19年 9 月25日）

［巻頭言］
飛び出せ！　翔ばたけ！　そして創造へ 岩下博子 第43回社団法人日本精神保健福祉士協会全国大会／

第 6 回日本精神保健福祉学会　大会会長
187

第43回社団法人日本精神保健福祉士協会全国大会／第 6
回日本精神保健福祉学会

［基調講演］
精神保健福祉士の関係力による福祉実践の創造 石川到覚 大正大学 189

［特別講演］
精神保健医療福祉施策の現状と課題－精神保健福祉士に
期待すること

鷲見　学 厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部精神・障
害保健課課長補佐

197

［シンポジウム］
障害者自立支援法下での精神保健福祉士の実践課題 207
コーディネーター 木下了丞 飯塚病院
シンポジスト 徳山大英 NPO 法人全国精神障害者ネットワーク協議会　代

表
太田知子 名寄市立大学　教授
伊藤　要 東春病院
藤本敏雄 坂本病院　院長

コメンテーター 大塚淳子 （社）日本精神保健福祉士協会　常務理事
柏木　昭 聖学院大学大学院　教授

［分科会］
分科会⑴　精神科医療と精神保健福祉士 A 217
司会 西村睦美 川越病院
助言者 今村浩司 小倉蒲生病院
精神科病床機能分化におけるソーシャルワークの課題　
急性期病棟担当ソーシャルワーカーへのインタビュー調
査による考察

岩本　操他 武蔵野大学 218
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
急性期治療病棟における PSW の役割と課題 三溝園子他 昭和大学附属烏山病院 219
認知症高齢者の自己決定の保障とアセスメント　認知症
の人のためのケアマネジメントセンター方式を通して

寺田恵子他 特別養護老人ホームサンライフたきの里 220

児童思春期精神科医療における PSW の役割と課題 林　美希他 大村共立病院 221
孤立する介護家族の支援 古谷真理子 桜ヶ丘記念病院／日本福祉教育専門学校精神保健福

祉研究科
222

認知症高齢者の実践的自己決定 美濃口和之他 老人デイサービスセンターたきの里 223
分科会⑵　精神科医療と精神保健福祉士 B 225
司会 今野えり子 城ケ崎病院
助言者 木下了丞 飯塚病院
精神科医療における退院促進を再考する～その 1 　文献
研究を通して退院促進および阻害要因を探る

井上牧子他 目白大学人間福祉学科 226

精神科アウトリーチサービスにおける精神保健福祉士の
役割　出会いを大切にする公的機関 ACT- おかやまの実
践を通して

小田智美他 岡山県精神保健福祉センター ACT- おかやまチーム 227

障害者自立支援法施行後の精神障害者退院促進支援事業
の現状と課題

金子　努他 県立広島大学 228

長期入院当事者による地域づくり　退院促進をこえて 田所奈津子他 医療法人清心会　山本病院 229
精神保健福祉センターにおける退院促進支援事業　仙台
市での取組み

平泉武志 仙台市精神保健福祉総合センター 230

分科会⑶　地域生活支援と精神保健福祉士 A 231
司会 小森正満 長崎市役所
助言者 紅林奈美夫 国際福祉専門学校

「働きたい」を受けとめる　地域有志によるグループミー
ティングの試み

太田幸治 精神障がい者就労支援事業所アレビアン 232

精神保健福祉サービス利用者リーダーシップ養成その 1
　サービスへの関与とセルフマネジメント

木村真理子他 日本女子大学 233

地域・行政との協働による就労移行支援事業所の設立・
運営

齋藤義明 NPO 法人わき・あい・あい 234

地域生活支援と自立支援におけるソーシャルワーク　地
域統合による早期社会復帰促進とピアサポート

野浪徳一他 医療法人福智会メンタルヘルスサポートセンター 235

グループホーム虹の再生　被災精神障害者支援を考える 服部潤吉他 NPO 法人長岡メンタルヘルス協会・新潟青陵大学 236
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
セルフエフィカシーモデルによる就労支援　ソーシャル
ワークの視点での考察

三木良子他 就労支援センター MEW 237

分科会⑷　地域生活支援と精神保健福祉士 B 239
司会 川野隆二 宇佐病院
助言者 松本すみ子 東京国際大学
非専門性を生かした地域生活支援　つくりっこの家の実
践より

金井　聡 小規模通所授産施設つくりっこの家クラブハウス 240

機関紙を用いた地域啓発活動 佐藤美沙子他 地域生活支援センターアンダンテ 241
「出前交流塾」の実践から　一般市民を対象とした認知
症の勉強会

高尾由美子他 エスポワール出雲クリニック 242

精神障害者に理解を　啓発寸劇の取組み 常増健二他 国立病院機構菊池病院 243
作業所の運営基盤の強化とセルフヘルプ・グループ活動
とのコラボレーション　愛知県精神保健福祉センターに
おける「地域精神保健医療福祉対策研究会」事業を通し
て（第一報）

円谷俊夫他 愛知県一宮保健所 244

精神保健福祉に関する福祉教育　小学校における実践報
告と今後の可能性

廣江　仁他 就労支援センター MEW 245

分科会⑸　地域生活支援と精神保健福祉士 C 247
司会 山城涼子 晴風苑
助言者 宮部真弥子 和敬会生活支援センター
生活支援における精神保健福祉士の役割　訪問看護を通
して見えてきたもの

奥野幸代 宮崎若久病院 248

うつ病・不安障害を対象としたデイケアにおける復職支
援の試み

加藤由希他 雄仁会メディカルケア虎ノ門 249

精神障害者の「自立支援」のあり方に関する研究　居住
施設におけるソーシャルワーク実践を通して

川田敬恵他 医療法人社団光生会　グループホーム美山ヒルズ 250

デイケアで本人と向き合うとは？　日々置き去りにして
きたもの

佐藤真美他 財団法人復康会沼津中央病院デイケア 251

当事者の揺らぎに寄り添う 森枝良介 宮之城病院 252
分科会⑹　法制度施策と精神保健福祉士 A 253
司会 岡田洋一 鹿児島国際大学
助言者 大塚淳子 社団法人　日本精神保健福祉士協会
医療保護入院の特質と課題 篠原由利子 神戸親和女子大学福祉臨床学科 254
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
鹿本圏域における相談支援事業の取組み 須藤史朗 地域生活支援センターなでしこ 256
障害者自立支援法の課題と改善に向けた取組み・ 1 　さ
いたま市の障害福祉計画策定のプロセスから

増田一世 社団法人やどかりの里 やどかり情報館 257

障害のある人の地域生活支援活動の質を保障する　さい
たま市における相談支援態勢の構築に向けて

三石麻友美 さいたま市見沼区障害者生活支援センターやどかり 258

利用者と共に障害者自立支援法をどう学んだか 宮沢和志 日本福祉大学非常勤講師／元通所授産施設・精神保
健福祉士

259

医療観察法における精神保健福祉センターの関与の実際
と課題　精神保健福祉センター全国調査を中心に

四方田清他 千葉県精神保健福祉センター 260

分科会⑺　法制度施策と精神保健福祉士 B 261
司会 池田　守 若草病院
助言者 橋本みきえ 西九州大学
精神科病院内においての金銭管理の見直し　当院の取組
み

赤崎恵美 十和田市立中央病院 262

病院における通帳管理と PSW の関与 川口真知子他 井之頭病院 263
成年後見制度を活用し退院へと至った事例の一考察　不
安，不安と言っていても始まらない！　退院する‼

多賀真理 医療法人慈光会　若久病院 264

精神障害者施設に対する住民運動の分析と対応　事例分
析の視点から

野村恭代 帝塚山大学 265

日常の中から権利について考える（第 2 報）　東京都精
神保健福祉士協会権利擁護委員会の活動から

松永実千代他 こころのクリニック高島平 266

精神科病院における民間権利擁護活動の実際とその意義 壬生明日香 福山平成大学 267
安心できる暮らしのために『精神障がい者の生活サポー
トハンドブック』作成の目的と経過

宮崎まさ江他 長野大学 268

分科会⑻　チーム・ネットワーク等 269
司会 三根知起 嬉野温泉病院
助言者 大山和宏 西岡病院
明石市におけるソーシャルアクションの展開（第 3 報） 阪田憲二郎他 神戸学院大学 270
市町村と病院との連携について 清水寛之他 相模ヶ丘病院 271
障害者自立支援法の課題と改善に向けた取組み・ 2 　障
害種別を超えたネットワークづくりと自立支援法の改善
運動

白石直己 社団法人やどかりの里　やどかりの里援護寮 272

児童虐待ケースへのかかわり　チームで支えるメリット 鈴木詩子他 こころのクリニックなります 273
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
地域に支えられる作業所活動　しらゆり作業所の活動か
ら

二本柳覚 日本福祉大学大学院 274

長期入院者へのアプローチ　グループ活動を通して見え
てきたもの

藤澤由美他 関西青少年サナトリューム 275

他職種との意見の相違で揺らぐ精神保健福祉士　遠方に
住む弟とのかかわりで病状が不安定となる入院患者への
支援を通して

八谷由香 城ヶ崎病院 276

分科会⑼　教育・研修等 A 277
司会 押川奉史 宮崎医療福祉専門学校
助言者 今井博康 北翔大学
養成機関における「精神保健福祉援助実習」の事前・事
後指導の課題

越智あゆみ他 県立広島大学 278

グループスーパービジョンの実践Ⅰ　スーパーバイジー
としての成長と変化

木下英奈他 NPO 法人耕房　耕房“輝” 279

グループスーパービジョンの実践Ⅱ　スーパーバイザー
としての成長とスーパービジョンの意義

花澤佳代他 北海道医療大学看護福祉学部 280

精神保健福祉援助実習の質の向上をめざして　実習に関
する協会員アンケートからの検証～広島県精神保健福祉
士協会実習対策部会

斉藤晋治他 広島国際大学 281

「精神保健福祉援助実習」実習前における学生の意識に
関する考察

吉澤　豊他 日本福祉教育専門学校 282

「精神保健福祉援助実習」に関する長崎県精神保健福祉
士協会の取組み

米満恭一郎他 真珠園療養所 283

分科会⑽　教育・研修等 B 285
司会 立川和也 宮崎保健福祉専門学校
助言者 小山宏子 筑紫女学園大学
PSW の視点スケール Vol.3， Vol.4の作成過程と今後の
課題　（社）日本精神保健福祉士協会精神保健福祉部精
神保健福祉委員会

大場義貴他 聖隷クリストファー大学 286

精神科病院における精神保健福祉士ローテーションの試
み

加藤瑞枝他 相模ヶ丘病院 287

ソーシャルワーカーが出会うとまどい，揺らぎ，じれ　
　静岡県会員研修から浮かび上がってきたもの

菅原小夜子他 榛原総合病院 288
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
パーソナリティー障害者に対するかかわり方の研究　
ソーシャルワークの視点から

名城健二 沖縄大学 289

燃え尽きたインフォーマル若手勉強会　「真剣 PSW しゃ
べれ場」を通して見えたこと

備瀬恭子他 田崎病院 290

分科会⑾　自由演題 291
司会 吉村克寿 永田病院
助言者 赤星香世子 熊本学園大学
精神保健福祉士から見た適応指導教室の現状と課題 加藤寛盛他 浜松市チャレンジ教室　ふれあい教室 292
子どものためのソーシャルワーク　母の精神不安と子ど
もの育ち

周防美智子 大津市子ども家庭相談室 293

精神障害をもつ当事者におけるリカバリーに関する一考
察　量的調査とグループインタビュー調査より

寺澤法弘 北林病院 294

ウクライナにおけるポスト・チェルノブイリ時代の国民
の意識変化

ポドリヤク・ナタリア他 久留米大学大学院 295

当事者が語る地域生活支援　地域生活支援センター利用
者の声から

安元紀子 九州環境福祉医療専門学校 296

救命救急センターにおける自殺企図者へのかかわり 山田素朋子他 横浜市立大学医学部精神医学教室 297
分科会⑿　ポスター

「連携」の概念整理とその関連要因　その 1 吉池毅志他 大阪人間科学大学 298
「連携」の概念整理とその関連要因　その 2 栄セツコ他 桃山学院大学 299
［自主企画］
医療観察法を考える　施行後の検証 300
シンポジスト 松岡秀純 相談支援センターこころ

澤　恭弘 国立精神・神経センター武蔵病院
嶺香一郎 福岡保護観察所
永山英昌 都城新生病院

コーディネーター 岡田洋一 鹿児島国際大学
まとめと報告 日高宗明 宮崎保護観察所
障害者自立支援法に関するシンポジウムと鼎談 302
①「障害者自立支援法に移行して」～シンポジウム 3 障

害の現場より～
②語ろう !!『自立』『支援』『法』～鼎談～
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
まとめと報告 田原誠之 西都病院
精神保健福祉士としての新たな取組み　新たなつながり
を創造するために

305

第 1 部／「精神保健福祉士の新領域への可能性について」
（シンポジウム）

第 2 部／「精神保健福祉士が，『今できること』，『今後
なすべきこと』」（グループワーク）

まとめと報告 大迫健二 地域生活支援センター Wing
出されたお茶は飲むべきか !!　みがけ！　人間関係力 !! 308
アドバイザー 大山和宏 西岡病院　精神保健福祉士
パネリスト 有馬　孝 西都病院　精神保健福祉士

鬼塚友紀 ピア・メンタルささき病院　精神保健福祉士
児玉伸子 高宮病院　精神保健福祉士
宮下亜寿香 社会復帰施設芳明館　精神保健福祉士

まとめと報告 橋倉誠一 国見ケ丘病院
［記念講演］
石井十次とその足跡 山田火砂子 映画監督 311
トピックス
全国精神保健福祉会連合会（みんなねっと）の発足 伊東秀幸 社団法人　日本精神保健福祉士協会　常任理事 321
2007年「児童虐待防止法」改正の動向と今後の課題 小久保裕美 東海学園大学 323
情報ファイル

「第 6 回実習指導者養成研修」報告 中川智美 井之頭病院 327
「日本地域福祉学会　第21回大会」報告 松本すみ子 東京国際大学 327
「全国精神障害者地域生活支援協議会　第11回全国大会」
報告

真栄平勉 田崎病院 328

「日本精神保健福祉士養成校協会　2007年度全国研修会」
報告

吉川公章 聖隷クリストファー大学 329

連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 330
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 332
投稿規定 337
GALLERY 186
2007年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 336
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
協会の行事予定 246
編集後記 338

第38巻第 4 号（通巻
72号）
2007年12月25日

（平成19年12月25日）

［巻頭言］
「働くこと」、そして「休むこと」 荒田　寛 社団法人日本精神保健福祉士協会副会長／龍谷大学 341
特集　就労支援－多様な実践から今後の可能性を探る 342

〔総説〕
現代における労働市場の現状と展望－就労支援の行き先
としての労働市場を問う

朝日雅也 埼玉県立大学 343

精神障害者の働く生活を支援する意味 上野容子 東京家政大学 347
〔各論〕
障害者自立支援法と精神障がい者就業支援の展開 倉知延章 九州ルーテル学院大学 351
一般就労と福祉的就労 廣江　仁 就労支援センター MEW 355
就労をめぐる今日的課題 松為信雄 神奈川県立保健福祉大学 359

〔実践報告〕
精神障がい者と共に歩むということ 徳田綾子 株式会社ストローク 363
障害者化させないシステムづくりを 坂根実季陽 社会福祉法人桑友 368
就労・今を生きる　これまでの歩みから 岩下博子 障害福祉サービス事業所　ブライトハウス住吉 371
帯広ケア・センターが行う地域就労支援 新明雅之 帯広ケア・センター 374
街なか活動とエンパワメントの試み 根本俊雄 NPO 法人 SAN Net 青森　就労継続支援事業 B 型

　地域サービスセンター SAN Net
377

〔コラム〕 プレカリアートとの対話　労働の「貧困」、福
祉の「貧困」

山本　潔 宮城精神しょうがい者団体連絡会議 380

誌上スーパービジョン
A さんが住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう
に願いつつ、悪戦苦闘する私

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学大学院 387

トピックス
障害者雇用促進法施行後の現状 鈴木ゆかり 日本社会事業大学 382

「福祉、教育等との連携による障害者の就労支援の推進
に関する研究会報告書」から、精神保健福祉士が就労支
援に果たす役割に関する今後の展望について

武田牧子 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課
地域移行支援専門官

384

研究論文
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
精神科ソーシャルワーカーの実践を支える要素　ベテラ
ン PSW のインタビュー調査より

大谷京子 日本福祉大学 397

情報ファイル
「日本デイケア学会　第12回年次大会」報告 日高寛子 井之頭病院 407
「第 6 回研鑽コース研修」報告 三好陽子 鶴見病院 407
「日本社会福祉学会　第55回全国大会」報告 國重智宏 上智大学大学院 408
「第50回日本病院・地域精神医学会総会」報告 中村雅代 北林病院 409
PSW の知恵袋 -20　続・戦後精神医療論争小史（第 1 回）
／「地域精神医学会」論争

浅野弘毅 東北福祉大学健康科学部 410

リレーエッセイ／実習の想い出－日英文化差を体験して 藤原正子 福島学院大学 420
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 412
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 416
書評 柏木一恵 浅香山病院 423
投稿規定 427
GALLERY 340
協会の行事予定 354
読者の声 415
訂正とお詫び 405

『精神保健福祉』総目次／通巻69～72号 424
編集後記 428

第39巻第 1 号（通巻
73号）
2008年 3 月25日

（平成20年 3 月25日）

［巻頭言］
それぞれの職場に新しい顔を迎える季節に 川口真知子 『精神保健福祉』副編集委員長／井之頭病院 3
特集　現代社会におけるメンタルヘルスの課題－精神保
健福祉士に期待される役割と可能性

4

〔総説〕
精神保健福祉士としてメンタルヘルス課題をどうとらえ
るか

大塚淳子 社団法人日本精神保健福祉士協会 5

社会変動とメンタルヘルス 石原邦雄 成城大学 11
〔各論〕
精神保健福祉士はコミュニティといかにかかわるべきか 氏家靖浩 東北文化学園大学医療福祉学部 16
メンタルヘルス対策には欠かせない連携技術 小久保裕美 東海学園大学 21
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
〔実践現場から概況と課題提起に関する報告〕
産業保健分野の現状と課題 春日未歩子 株式会社ジャパン EAP システムズ 25
虐待問題と精神保健福祉士 石上里美 西山クリニック 29
精神保健福祉士と自殺対策－自殺未遂者へのかかわりを
通してみえてきたこと

名取みぎわ （財）精神・神経科学振興財団／横浜市立大学医学
部精神医学教室

33

河西千秋 横浜市立大学医学部精神医学教室
学校教育におけるメンタルヘルス－スクールソーシャル
ワーカーとしてのかかわり

詫間佳子 独立行政法人国立病院機構 善通寺病院 37

アルコール依存をはじめとするアディクション問題への
精神保健福祉士としてのかかわり

小関清之 医療法人社団 木の実町診療所 41

誌上スーパービジョン
2 つの異なった特性をもつ障がい者への退院援助を振り
返る

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学大学院 51

トピックス
障害者自立支援法－最近の動向とこれから 渡部裕一 医療法人社団　原クリニック 45
後期高齢者医療制度について 柏木一恵 浅香山病院 48
研究ノート
小規模作業所の役割に関する一考察－メンバーたちのグ
ループディスカッションからの検討

三橋真人 愛知江南短期大学社会福祉学科 59

情報ファイル
「2007年度全国社会福祉教育セミナー」報告 宮崎まさ江 長野大学 66
「日本精神障害者リハビリテーション学会　第15回名古
屋大会」報告

名城健二 沖縄大学 66

「日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協会　第
22回研究大会－ひろがり・つながり・ひろしま大会」報
告

田代弥生 安佐病院 67

「日本子ども虐待防止学会　第13回学術集会みえ大会」
報告

宮越裕治 総合心療センターひなが 68

PSW の知恵袋 -21　続・戦後精神医療論争小史（第 2 回）
／「病院開放化」論争

浅野弘毅 東北福祉大学健康科学部 70

リレーエッセイ／大学時代 市場徳志 鶴賀病院 78
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 72
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 74
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
書評 松本すみ子 東京国際大学 81

吉家　洋 リクルートエージェント 82
投稿規定 85
GALLERY 2
協会の行事予定 69
2008年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 84
編集後記 86

第39巻第 2 号（通巻
74号）
2008年 6 月25日

（平成20年 6 月25日）

［巻頭言］
精神保健福祉士に求められる社会的視点 小久保裕美 東海学園大学 89
特集　司法と精神保健福祉－心神喪失者等医療観察法を
通じて考える

90

〔総説〕
司法と精神保健福祉の現状と課題 木太直人 （財）聖マリアンナ会東横惠愛病院／社団法人日本

精神保健福祉士協会副会長
91

医療観察法と精神保健福祉士 佐藤三四郎 東京福祉大学 95
〔座談会〕
精神保健参与員の担う役割と今後の課題について 伊東秀幸 精神保健参与員（神奈川県／田園調布学園大学） 101

小栗和美 精神保健参与員（福岡県／麻生飯塚病院）
斉藤正美 精神保健参与員（埼玉県／埼玉県立精神保健福祉セ

ンター）
殿村壽敏 精神保健参与員（大阪府／大阪府こころの健康総合

センター）
佐賀大一郎 社会復帰調整官（東京都／東京保護観察所八王子支

部）
司会 四方田清 千葉県／千葉県精神保健福祉センター
助言者 佐藤三四郎 群馬県／東京福祉大学

〔各論〕
指定入院医療機関における医療観察法病棟の施設概要と
精神保健福祉士の業務

三澤孝夫 国立精神・神経センター 111

指定通院医療機関における精神保健福祉士の立場から 日暮惠美 東京武蔵野病院 115
指定通院医療機関における精神保健福祉士の役割 鶴幸一郎 浜寺病院 118
医療観察制度の概要と社会復帰調整官の業務 宇津木朗 法務省さいたま保護観察所社会復帰調整官 121
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
医療観察法の地域処遇の現況と課題を考える　広域な地
域精神保健福祉行政を担う立場からみて

尾上孝文 東京都立中部総合精神保健福祉センター 124

〔統計資料〕 128
〔コラム〕
飲酒に問題がある受刑者への支援 小関清之 医療法人社団木の実町診療所 132
被害者支援の立場から　犯罪被害者とは何か？ 大岡由佳 元 NPO 法人福岡犯罪被害者支援センター／帝塚山

大学心理福祉学部助手
133

PFI 刑務所の現状報告 荒川久美子 播磨社会復帰促進センター 134
誌上スーパービジョン
クライエントの自尊心を尊重しながら、どこまで援助す
べきか、迷い続ける日々を振り返る

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学大学院 141

トピックス
監獄法の改正について－刑事収容施設及び被収容者等の
処遇に関する法律の施行

西川健一 特定非営利活動法人 あさがお 136

2008年度 診療報酬改定について 今村浩司 医療法人（財団）小倉蒲生病院 138
情報ファイル

「第 3 回認定スーパーバイザー養成研修応用編」報告 最上祐代 京ヶ峰岡田病院 147
「第 1 回認定スーパーバイザー更新研修」参加報告 金成　透 所沢慈光病院 147
「第 3 回日本地域司法精神保健福祉研究大会」報告 阿部佳子 徳島保護観察所 148
「権利擁護に関するシンポジウム　権利を『まもる』－
私たちに何ができるか」を開催して

渡邉昭宏 社団法人日本精神保健福祉士協会福島県支部／すが
のクリニック

149

「精神障害者地域移行支援事業に関する研修／精神障害
者地域移行支援ブロック別研修会」報告

澤野文彦 沼津中央病院 150

PSW の知恵袋 -22　続・戦後精神医療論争小史（第 3 回）
／「精神障害者福祉法」論争

浅野弘毅 東北福祉大学せんだんホスピタル 152

海外レポート／ポスト脱施設化時代（？）のアメリカ 知名　孝 沖縄国際大学 154
リレーエッセイ／支援者として大切なこと 大城奈津子 糸満市地域活動支援センター陽だまり 162
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 156
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 158
書評 福原真紀 兵庫県健康福祉部障害福祉課 165

川口真知子 井之頭病院 166
投稿規定 167
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
GALLERY 88
協会の行事予定 135
2008年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 151
編集後記 168

第39巻第 3 号（通巻
75号）
2008年 9 月25日

（平成20年 9 月25日）

［巻頭言］
今こそ、語ろう！　精神保健福祉士の価値！！ 小田敏雄 第44回社団法人日本精神保健福祉士協会全国大会／

第 7 回日本精神保健福祉学会　大会・学会長
171

［大会日程・プログラム］第44回社団法人日本精神保健
福祉士協会全国大会／第 7 回日本精神保健福祉学会

172

〔基調講演〕
成長する精神保健福祉士－さまざまな“枠”をこえて 佐々木敏明 聖隷クリストファー大学 社会福祉学部 173

〔特別講演〕
多文化，多言語の人びとと共に働くソーシャルワーカー 稲垣典子 カリフォルニア州公認臨床ソーシャルワーカー 179

〔行政説明〕
精神保健医療福祉施策をめぐる現状と課題 成重竜一郎 厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部　精神・

障害保健課 心の健康づくり対策官
185

まとめと報告 第44回全国大会・第 7 回学会運営
委員会　西湘ブロック

〔分科会〕
分科会Ⅰ　①　みつめよう！精神保健福祉士の専門性 188
座長 藤田さかえ 久里浜アルコール症センター

吉川公章 聖隷クリストファー大学
精神医療審査会における精神保健福祉士の役割について 橋本みきえ他 西九州大学 188
アルコール回復プログラム立ち上げにおける精神保健福
祉士の気づきと働きかけ

河元智恵他　 七尾松原病院 189

チーム医療における精神保健福祉士の役割　性同一性障
害の治療を通して

山田妃沙子 関西医科大学　精神神経科学教室 190

精神科デイケアの実践において精神保健福祉士が重視し
ていること　「精神科デイケアに勤務する精神保健福祉
士の実態調査」から

富澤宏輔　 大阪人間科学大学 191

分科会Ⅰ　②　精神保健福祉士が用いるさまざまな方法 192
座長 菊池健志 神奈川県立保健福祉大学実践教育センター
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
小関清之 木の実町診療所

家族教室から家族ワークショップへの展開と課題　 長谷川俊雄　 愛知県立大学 192
特別な配慮を必要とする子どもたちのためのティー
チャーズトレーニング　学校コミュニティを支えるソー
シャルワーク実践　

知名　孝　 沖縄国際大学 193

アドミニストレーションの実践　社会復帰施設の運営を
振り返って　

森　克彦他 社会復帰施設アンダンテ 194

就労支援施設における事例研究　じっくりと熟し，「何
か僕，今幸せなんスよ」と言えた A さん

三木良子他 就労支援センター MEW 195

デイケアで生まれた自主活動グループについて　私たち
にできることとは

池沢佳之他 ハートクリニック デイケア 196

分科会Ⅰ　③　めざせ！地域とともにパワーアップ 197
座長 尾上義和 全国精神障害者社会復帰施設協会

齋藤敏靖 東京国際大学
医療観察法における保健所および市町村の関与の実際と
課題　保健所および市町村全国調査を中心に

四方田清他 千葉県精神保健福祉センター　 197

地域交流会の10年　当事者交流とスタッフの連携をめざ
して　

石井健二 厚木保健福祉事務所 198

当事者による演劇活動の意義と精神保健福祉士のかかわ
りについて

新川妙子他 特定非営利活動法人 ウイングかべ 199

地域住民との協働事業がコミュニティにもたらす効果　
東京・大泉学園「ショップ学園通り」の取組みから

金井　聡他 つくりっこの家 200

長期入院患者への退院促進と地域生活支援の考察 西薮史郎 障害者就業・生活支援センターくばら 201
分科会Ⅰ　④　「退院したい」に応えるために 202
座長 武津美樹 医療法人財団青山会 生活訓練施設萌木

中川浩二 和歌山県庁
広島県における精神障害者退院促進支援事業の現状と課
題（第 1 報）　事業の普及・拡大に焦点を当てて

金子　努他 県立広島大学 202

広島県における精神障害者退院促進支援事業の現状と課
題（第 2 報）　自立支援員の機能に関する調査研究

越智あゆみ他 県立広島大学 203

長期入院者の退院を阻むいくつかの要因 平泉武志 仙台市精神保健福祉総合センター 204
川崎市における精神障害者退院促進支援事業の取組みに
ついて

上野康夫他 川崎市地域生活支援センターカシオペア 205
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
分科会Ⅰ　⑤　社会資源への気づき 206
座長 池田陽子 座間市役所

佐藤光正 駒澤大学
精神科医療機関における聴覚障害者支援　手話通訳者と
の連携体制の検証

赤畑　淳 陽和病院 206

学校が来た　専門学校が社会資源として活きた 5 年間を
振り返る

吉野比呂子他 臨床福祉専門学校 207

第 9 回精神保健ボランティア全国のつどい in 静岡に実行
委員として参加してみえてきたもの

藤田　尚他 菊川市立総合病院 208

高次脳機能障害者の就労にかかわる「つらさ」について
　就労継続者と退職・休職者比較

隅原聖子他 広島県立障害者リハビリテーションセンター／広島
県高次脳機能センター

209

分科会Ⅰ　⑥　どう向き合ってますか？思春期・青年期 210
座長 阪田憲二郎 神戸学院大学

横倉　聡 東洋英和女学院大学
専門学校生に対してのスクールソーシャルワーク　課題
中心モデル（task-centered model）を使った介入事
例

青木　正 太田アカデミー 210

スクールソーシャルワークにおける PSW の果たす役割
　思春期における自己決定保障の取組みをもとに

齋中康人他 かまだメンタルクリニック 211

不登校事例のなかから，支援の一考察　スクールソー
シャルワークの議論のなかで

阿部正孝 東北福祉大学 212

スクールソーシャルワークにおける精神保健福祉の有用
性の一考察

長江崇之他 東北福祉大学大学院 213

「思春期の子どもをもつ父親の会」を試みて 今井楯男　 Mental ＆ Life Support 長岡 心の健康相談室 214
分科会Ⅰ　⑦　スーパービジョンで元気になろう 215
座長 金成　透 医療法人社団幸悠会 所沢慈光病院

鈴木慶三 高崎健康福祉大学
「援助者を援助する」ためのスーパービジョン実践　よ
りよい利用者援助をめざした神奈川から発信

山中達也 特定非営利活動法人　援助者のためのスーパービ
ジョンを広める会

215

精神保健福祉現場実習生の成長についての研究　実習巡
回指導時のスーパービジョンを通して

柴田　覚 東京福祉大学 216

スーパービジョンが専門性を育むために果たす役割　そ
の肯定的効果の検討を通して

春日伸枝 社会福祉法人絆の会 皆神ハウス 217
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
実習前における学生のもつ不安の整理に関する一試み　
学生による実習生倫理綱領作成

橋本菊次郎他 北翔大学 218

若手精神保健福祉士が多い職場で　話し合いを実践に活
かす過程について

眞島　恵 NPO 法人耕房　耕房“輝” 219

自主研修活動 KUPA におけるピアグループ ･ スーパー
ビジョンの考察　「グループワーク」の一場面を通して

末崎政晃他 久留米大学 220

分科会Ⅱ　⑧　精神保健福祉士ってなに？ 222
座長 木太直人 財団法人聖マリアンナ会 東横惠愛病院

高野静子 旭区地域生活支援拠点ほっとぽっと
都道府県組織における権利擁護に関する取組みの現状　
そこから見えてくる精神保健福祉士の課題とは

伊藤亜希子他 東京武蔵野病院 222

障害者自立支援法市町村調査から見えてきたもの 高橋悠子他 神奈川県精神保健福祉士協会 調査研究委員会 223
初任者 PSW の就労支援に対する認識の傾向と背景 吉澤浩一他 臨床実践研修会　地域生活支援センター手稲 224
自己決定援助の実際　予備調査報告 飛渡祐輝他 砂川慈恵会病院 225
分科会Ⅱ　⑨　広がる精神保健福祉士の可能性 226
座長 岡部正文 医療法人立川メディカルセンター／茨内地域生活支

援センター
助川征雄 聖学院大学

引きこもりと強迫性障害　ファミリーソーシャルワーク
の試み

齋藤義明 ライフコンビニ大きな手 226

PSW が行うダンス / ムーヴメントセラピー 天野敬子 不登校・ひきこもり研究所 227
「働きたい」を後押しする　行動を促した研修合宿の取
組み

太田幸治 精神障がい者就労支援事業所アレビアン 228

教育の場におけるソーシャルワーカー導入の意義と今後
の展開の可能性

富島喜揮他 四国学院大学 229

愛知県ひきこもり E メール相談事業への参画と実践報告 中住正紀他 可知病院 230
分科会Ⅱ　⑩　つなごう！支援のちから 231
座長 伊東秀幸 田園調布学園大学

渡邉由美子 市川市役所
犯罪被害者支援と精神保健福祉士 道下あかね　 医療法人卯の会新垣病院 231
精神科身体合併症転院事業の実施状況と課題について 田畑健司 横浜市こころの健康相談センター 232
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
児童相談所から紹介された虐待する母親へのかかわり　
その 1 　初診からカウンセリング導入まで

宮崎全代他 上大岡メンタルクリニック 233

うつ病・不安障害を対象とした復職支援マネジメントプ
ログラム（第 2 報）

加藤由希他 医療法人社団雄仁会 メディカルケア虎ノ門 234

スクールソーシャルワーカーと家族支援　精神保健福祉
士としての役割

西　友子 大阪樟蔭女子大学 235

分科会Ⅱ　⑪　地域で生（活）きる 236
座長 白石直己 社団法人やどかりの里 援護寮

三橋良子 百合丘地域生活支援センターゆりあす
居住支援の実践における地域移行支援・退院促進支援の
あり方について

鵜飼彩子 伊丹市健康福祉部健康生活室障害福祉課 236

在宅統合失調症者の食を介した生活支援に関する研究　
食生活の状況と関連要因の模索

瀧澤直子他 東海大学医療技術短期大学 237

通過型居住施設における実践から見えてきた退居者支援
（アフターケア）の意義

川田敬恵他 医療法人社団光生会グループホーム美山ヒルズ 238

訪問支援に関する一考察 岩谷美佳 元東京武蔵野病院 239
生活訓練施設を経過し自立生活をしている者の一特徴 中村理沙他 医療法人福智会メンタルヘルスサポートセンター 240
退院促進支援事業等の課題から生まれた社会資源につい
て

長谷部隆一 地域生活支援センターさ・ポート 241

分科会Ⅱ　⑫　精神保健福祉士の成長過程 242
座長 石川孝行 地域活動支援センターびーな ’s

木下了丞 株式会社麻生 飯塚病院
精神保健福祉援助実習における実習生の達成動機の変化
に関する研究

大西　良他 久留米大学 242

いきいきと，よりよい援助・支援をするために　精神科
病院における精神保健福祉士のバーンアウト要因

若月裕加 財団法人復康会 鷹岡病院 243

PSW の働きがいに影響を与える要因　利用者とのかか
わりを中心に

伊藤千尋 国際医療福祉大学 244

「精神保健福祉援助実習」期間中の学生の変化要因に関
する検討　実習記録ノートにおける記述内容の質的分析
を通して

宮崎まさ江他 長野大学 245

分科会Ⅱ　⑬　実習から見えてくるもの 246
座長 田村綾子 社団法人日本精神保健福祉士協会
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
名城健二 沖縄大学

ソーシャルワーク実習における記録指導の重要性 野村恭代 帝塚山大学 246
学生アンケートから考える効果的な現場実習のあり方に
ついて

飛田義幸他 社会福祉法人アムネかつしかあすなろの家 247

精神保健福祉士教育におけるリフレクティング・プロセ
スの応用

壬生明日香他 福山平成大学 248

精神保健福祉援助実習における「展開」を意識した実習
指導に関する一考察

田中和彦 愛知みずほ大学 249

現場実習って何？　自分自身と向き合う第 1 歩：年間
100名の実習生との出会いから

加本有希他 榎本クリニック 250

分科会Ⅱ　⑭　ソーシャルワークの多様性 251
座長 岩尾　貴 石川県立高松病院

鈴木　剛 川崎市役所
市民性に専門性を活かした包括的な地域支援の取組み　
三浦市における精神保健福祉活動のこれまでの歩みとこ
れから

岩崎諭史 NPO 法人精神障害者のあすの福祉をよくする三浦
市民の会ぴあ三浦

251

相談従事者の自殺予防支援に対する意識調査 山田素朋子他 横浜市立大学精神医学教室 252
地域作業所への調査を通して支援のあり方を考察する　
愛知県精神保健福祉センターにおける「地域精神保健医
療福祉対策研究会」事業を通して（第二報）

宮沢和志他 名古屋医専 253

ポスターセッション 254
精神障害者生活訓練施設における食と栄養への取組みに
関する研究

赤瀬川修 九州栄養福祉大学 254

多機関協働によるスーパービジョンシステムの実践につ
いて

江間由紀夫 東北文化学園大学医療福祉学部保健福祉学科 255

アメリカにおけるスクールソーシャルワークの歴史の一
考察

今川晋平他 東北福祉大学大学院 256

アジアおよび日本におけるスクールソーシャルワークの
歴史の一考察

長江崇之 東北福祉大学大学院 257

〔自主企画〕
まとめと報告 有川雅俊 汐入メンタルクリニック 258
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 260
投稿規定 265
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
GALLERY 170
協会の行事予定 263
2008年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 264
編集後記 266

第39巻第 4 号（通巻
76号）
2008年12月25日

（平成20年12月25日）

［巻頭言］
地域を変える、社会を変える 伊東秀幸 田園調布学園大学 269
特集　認知症者へのかかわり－精神保健福祉士としての
課題

270

〔総説〕
認知症高齢者をめぐる現実とその課題 柏木一恵 浅香山病院 271
認知症の人たちとのかかわりと精神保健福祉士の課題 岩尾　貢 龍谷大学社会学部地域福祉学科教授／一部ユニット

型指定介護老人福祉施設　サンライフたきの里
277

〔各論〕
老人性認知症専門病棟の歴史と PSW の課題 岩崎由美子 昭和大学付属烏山病院 281
在宅介護支援センターからみた地域で認知症者を支える
仕組み　地域包括支援センターの課題

木下淳史 在宅介護支援センターみあ・かーさ 286

認知症グループホーム・介護保険施設から 佐々木勝則 社会福祉法人桜井の里 理事・事務局長／特別養護老
人ホーム桜井の里　園長

291

災害時の認知症者と、認知症を支えるネットワークにつ
いて　地域の活動をとおして

西川弘美 柏崎厚生病院 295

〔情報提供〕
認知症治療最前線 繁信和恵 財団法人浅香山病院　精神科 300
若年認知症の支援と本人支援 沖田裕子 NPO 法人 認知症の人とみんなのサポートセンター 303
認知症の家族会活動 干場　功 若年認知症家族会・彩星の会 306

「もの忘れカフェ」の取組み（取材記） 西川健一 特定非営利活動法人あさがお 309
誌上スーパービジョン
家族が反対するなかでの当事者への退院援助 柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学大学院 317
トピックス

「精神保健福祉士の養成の在り方等に関する検討会中間
報告書」について

木太直人 東横惠愛病院 312

「今後の精神保健医療福祉のあり方等に関する検討会」
について

岡部正文 茨内地域生活支援センター 314
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
研究ノート
児童・思春期の精神保健福祉実践－児童・思春期クリ
ニックにおけるソーシャルワーク実践から

知名　孝 沖縄国際大学総合文化学部人間福祉学科 324

情報ファイル
「日本社会福祉学会　第56回全国大会」報告 赤畑　淳 陽和病院 332
「第16回日本精神科救急学会総会」報告 長島美奈 千葉県精神科医療センター 332
「第51回日本病院・地域精神医学会総会」報告 梶元紗代 まきび病院 333
「第23回日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協
会全国研究大会」報告

小野史絵 医療法人　藤井クリニック 334

委員会報告
保険・診療報酬委員会介護保険小委員会の活動報告

蔭西　操 保険・診療報酬委員会介護保険小委員会委員長 335

PSW の知恵袋 -23　続・戦後精神医療論争小史（第 4 回）
／「精神科デイケア」論争

浅野弘毅 東北福祉大学せんだんホスピタル 336

リレーエッセイ／障害者に生かされて 中南和子 シニアフリーター 344
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 338
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 341
書評 古川友理 上越つくしの里医療福祉協会　つくし工房 348

松本すみ子 東京国際大学 349
投稿規定 353
GALLERY 268
協会の行事予定 290
訂正とお詫び 294

『精神保健福祉』総目次／通巻73～76号 350
編集後記 354

第40巻第 1 号（通巻
77号）
2009年 3 月25日

（平成21年 3 月25日）

［巻頭言］
地域精神保健福祉活動の豊かな展開を願って 佐藤三四郎 東京福祉大学 3
特集　国家資格化10年の歩みとこれからの精神保健福祉
士

4

〔総説〕
精神保健福祉士の専門性を考える 柏木　昭 聖学院大学 5
精神保健福祉士の10年 佐々木敏明 聖隷クリストファー大学 10

〔座談会〕



148

号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
精神保健福祉士として今を生きる 井上大輔 丹沢病院 15

川口真知子 井之頭病院
増見尊行 地域生活支援センター　スペースきずな 
三井克幸 佐久障害者相談支援センター
南さやか 光愛病院
吉沢健治 ゆめきた工房

座長 荒田　寛 龍谷大学
〔各論〕
精神科医と精神保健福祉士のダイアローグ　歴史・状
況・関係性

浅野弘毅 東北福祉大学せんだんホスピタル 27

精神保健福祉士に望むこと 宮岸真澄 特定非営利活動法人精神障害者回復者クラブすみれ
会 理事長

31

精神保健福祉士養成教育の現状と課題 藤井達也 上智大学 36
精神保健福祉士の生涯研修制度のねらいと課題 田村綾子 社団法人日本精神保健福祉士協会研修センター長 40
誌上スーパービジョン
寄り添う支援のあり方 柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学大学院 51
トピックス
刑務所出所者等の社会復帰支援の施策（法務省・厚生労
働省共管事業）について

大塚淳子 社団法人日本精神保健福祉士協会 45

内閣府「犯罪被害者支援ハンドブック・モデル案」から
－犯罪被害者支援の動向と PSW に求められる役割

大岡由佳 帝塚山大学心理福祉学部 47

研究ノート
自殺予防における精神保健福祉士の役割 平野みぎわ 財団法人精神・神経科学振興財団／横浜市立大学医

学部精神医学教室
59

山田素朋子 財団法人精神・神経科学振興財団／横浜市立大学医
学部精神医学教室

佐藤玲子 横浜市立大学医学部精神医学教室
河西千秋 横浜市立大学医学部精神医学教室

情報ファイル
「2008年度全国社会福祉教育セミナー」報告 青木聖久 日本福祉大学 66
「日本精神障害者リハビリテーション学会第16回東京大
会」報告

西原聖恵 和敬会　生活訓練センター 66
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
「日本子ども虐待防止学会第14回学術集会ひろしま大会」
報告

小久保裕美 東海学園大学 67

リレーエッセイ／業務を通じて日々思う－エスポワール
メゾンでの奮闘記

角田祐介 精神障害者生活訓練施設（援護寮）エスポワールメ
ゾン

76

連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 70
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 73
書評 小久保裕美 東海学園大学 79

小田敏雄 田園調布学園大学 80
福山佳之 松原病院 81

投稿規定 83
GALLERY 2
協会の行事予定 68
2009年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 82
編集後記 84

第40巻第 2 号（通巻
78号）
2009年 6 月25日

（平成21年 6 月25日）

［巻頭言］
我、「語部」たり得るか 小関清之 社団法人日本精神保健福祉士協会副会長／木の実町

診療所
87

特集　地域移行支援を通して考える、精神保健福祉士の
存在意義

〔総説〕
精神科病院からの地域移行を実現する具体的実践を 川口真知子 井之頭病院 89
地域生活への移行支援を権利保障としてとらえる 大塚淳子 社団法人日本精神保健福祉士協会常務理事 93

〔実践報告〕
「飯がうまい！」－あたりまえの生活を求めて 丸山ひろみ 上越圏域障害者地域生活支援センター／（福）上越

市社会福祉協議会
97

精神障害者地域移行支援特別対策事業が始まって 法野美和 財団法人　真光会　真光園 100
「当事者 PSW」という言葉が時代遅れになるときのため
に

工藤忠誠 NPO 法人甲斐志麻の里ファーム 103

「できることから……」－病院 PSW の実践 久保親哉 青木病院 医療福祉相談室 106
組織を超えたつながりとソーシャルワーク実践　 2 つの
NPO 活動を通して

鶴田啓洋 NPO 法人やどかりサポート鹿児島 109
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
自由がある、あたりまえの生活とは　精神に障害のある
人の退院後の地域でのくらしに関する聴き取り調査を通
して

宮崎まさ江 長野大学／長野県精神障害者地域移行支援研究会 112

〔協会事業の報告〕
厚生労働省精神保健福祉推進事業（地域移行支援事業の
都道府県実施調査と精神障害者の円滑な地域移行を推進
する地域体制整備コーディネーター等の人材養成研修プ
ログラム開発事業）の概要について－精神障害者地域移
行支援特別対策事業実施状況（抜粋）報告を中心に

田村綾子 社団法人日本精神保健福祉士協会常任理事 115

〔インタビュー〕
当事者に聞く「退院して地域で生活するということ」 三井克幸 佐久障害者相談支援センター 121

〔座談会〕
いろいろな立場から考える地域移行支援－立場が違うと
することも違うのか

田中哲志 嶺南病院 125
三原聖子 湊川病院
三浦博幸 社会福祉法人愛恵協会
宮部真弥子 脳と心の総合健康センター
姫野紀代子 山城北保健所
川本正明 大阪府寝屋川保健所

司会 福山佳之 松原病院
誌上スーパービジョン
長期入院患者への退院支援－ PSW の思いから生じるか
かわり方への迷い

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学大学院 141

トピックス
障害者自立支援法の見直しについて 木太直人 社団法人日本精神保健福祉士協会 135
介護報酬改定について 佐々木勝則 社会福祉法人桜井の里福祉会 137
研究ノート
精神科病床機能分化におけるソーシャルワークの課題－
急性期病棟担当ソーシャルワーカーへのインタビュー調
査による考察

岩本　操 武蔵野大学 148

精神保健福祉士教育におけるリフレクティング・プロセ
スの応用－現場体験での学びを深めるためのアズ・イ
フ・ワークの試み

壬生明日香 広島国際大学 155
矢原隆行 広島国際大学

委員会報告
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
「障害者自立支援法による精神保健福祉士への影響に関
する調査」報告　精神保健福祉委員会（2006～2007年度）

165

情報ファイル
「第 4 回日本地域司法精神保健福祉研究大会」報告 清水美由紀 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局 162
「メンタルヘルスの集い（第23回日本精神保健会議）」報
告

松本すみ子 東京国際大学 162

「日本聴覚障害ソーシャルワーカー協会　第 2 回研究大
会」報告

稲　淳子 日本聴覚障害ソーシャルワーカー協会理事 163

リレーエッセイ／なんくるないさぁ～うちなーらいふ
（なんとかなるさ沖縄生活）

生山雅子 沖縄ふれあいセンター 178

連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 172
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 175
書評 荒田　寛 龍谷大学 181
投稿規定 183
GALLERY 86
協会の行事予定 177
2009年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 182
読者の声 154
編集後記 184

第40巻第 3 号（通巻
79号）
2009年 9 月25日

（平成21年 9 月25日）

［巻頭言］
新しいコミュニティの創造をめざして～暮らし・つなが
り・協働・あした～

柴山久義 第45回社団法人日本精神保健福祉士協会全国大会／
第 8 回日本精神保健福祉学会　大会・学会長

187

［大会日程・プログラム］第45回社団法人日本精神保健
福祉士協会全国大会／第 8 回日本精神保健福祉学会

［基調講演］
新しいコミュニティの創造をめざして ―私たちの立ち位
置の確認

柏木　昭 社団法人日本精神保健福祉士協会名誉会長・聖学院
大学大学院教授

189

［特別講演］
精神保健福祉施策の現状と課題 ―精神保健福祉士に期待
すること

吉川隆博 厚生労働省　社会・援護局　障害保健福祉部　精
神・障害保健課　障害保健専門官

197

［分科会］
分科会 I 205
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
⑴つながりの創造 I 206
座長 岡﨑　茂 仙台市精神保健福祉総合センター

細貝雅章 静岡県精神保健福祉センター
災害時における地域精神保健福祉活動のあり方―「仙台
市災害時地域精神保健福祉活動ガイドライン」の策定と
運用

平泉武志他 仙台市精神保健福祉総合センター 206

精神科入院患者からみた自殺予防に必要な支援 平野みぎわ他 横浜市立大学　　 207
被害者支援におけるソーシャルワークの必要性―犯罪被
害者の臨床・研究活動から考える

大岡由佳 帝塚山大学心理福祉学部 208

医療観察法病棟のソーシャルワークにおける一考察 常増健二他 国立病院機構菊池病院 209
医療観察法における社会復帰施設の関与の実際と課題　
―精神障害者社会復帰施設全国調査を中心に

四方田清他 順天堂大学

講　評：つながりの創造 I　 岡﨑　茂 仙台市精神保健福祉総合センター 211
細貝雅章 静岡県精神保健福祉センター

⑵育つ 212
座長 田村綾子 社団法人日本精神保健福祉士協会

深澤美里 地方独立行政法人静岡県立病院機構静岡県立こども
病院

精神保健福祉実践における「困難感」における予備的調
査

小山友理子他　 社会復帰施設ヴィラはまかぜ 212

ピアスーパービジョンの実践報告―グループワークの技
法を用いて

西内絵里沙他 地域生活支援センターこうち　 213

スーパービジョンがもたらしたものとは―スーパーバイ
ジーの視点から

久田真喜子他 聖隷クリストファー大学 214

よりよい精神保健福祉士のかかわりとは？―そのために
必要なことを考える　

坂井玲菜他 相談支援事業所かが 215

講　評：育つ　 田村綾子 社団法人日本精神保健福祉士協会　 216
深澤美里 地方独立行政法人静岡県立病院機構静岡県立こども

病院
⑶かかわりの視点を探る 217
座長 木太直人 社団法人日本精神保健福祉士協会

大場義貴 聖隷クリストファー大学
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
相談支援専門員の役割―ソーシャルワーカーの視点から
検証する

寺井康代他 相談支援事業所かが 217

発達障害の「診断」をどう考えるか―発達障害と診断さ
れた女性のケースワーク面接から

知名　孝 沖縄国際大学 218

講　評：かかわりの視点を探る 木太直人 社団法人日本精神保健福祉士協会 219
大場義貴 聖隷クリストファー大学

⑷実践を見つめる 220
座長 岩尾　貴 石川県立高松病院

宮田　仁 NTT 東日本伊豆病院
新規開設した精神科病院における精神保健福祉士の役割 土志田務他 新横浜こころのホスピタル 220
精神科病院におけるソーシャルワーカーの業務の形成過
程に関する研究―グループインタビュー調査における分
析・考察

岩本　操　 武蔵野大学 221

宮城県内の精神科診療所における精神保健福祉士の業務
実態調査

渡部裕一他 原クリニック 222

総合病院における精神保健福祉士と医療ソーシャルワー
カーの業務比較を通して見えてきたもの　

清水洋美他 飯塚病院 223

総合病院精神科病棟における身体合併症患者の受入れに
ついて―当院精神科の現状報告と精神保健福祉士のかか
わりから

藤田　尚他 菊川市立総合病院 224

講　評：実践を見つめる 岩尾　貴 石川県立高松病院 225
宮田　仁 NTT 東日本伊豆病院

⑸育てる I 226
座長 今井博康 北翔大学

吉川公章 聖隷クリストファー大学
精神保健福祉士教育におけるリフレクティング・プロセ
スの応用 I―理論的含意，方法，および実践的意義

矢原隆行他 広島国際大学 226

精神保健福祉士教育におけるリフレクティング・プロセ
スの応用 II―現場の精神保健福祉士を交えた実習の振り
返り

壬生明日香他 広島国際大学 227

精神保健福祉士教育におけるリフレクティング・プロセ
スの応用 III―精神保健福祉士による支え合いのコミュニ
ケーション

光岡美里他 呉やけやま病院 228
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
精神保健福祉現場実習生の成長についての研究―実習事
後指導における M-GTA の取組みを中心として

柴田　覚 東京福祉大学 229

精神保健福祉士実習教育の課題―社会人学生に着目して 杉本浩章他 日本福祉大学 230
講　評：育てる I 今井博康 北翔大学 231

吉川公章 聖隷クリストファー大学
⑹暮らしを支える 232
座長 白石直己 やどかりの里援護寮

水野拓二 財団法人復康会鷹岡病院
地域生活の危機を24時間365日地域で支える 坪井めぐみ 基幹型地域生活支援センターゆう 232
精神障害者地域生活支援センターはどうなったか―「居
場所」の意味を改めて考える

下方宏明 特別医療法人居仁会　障害者相談支援センターソシ
オ

233

「ぴあ」によるパーソナルネットワークとソーシャルサ
ポート

山田　創 医療法人社団　互啓会　ぴあクリニツク 234

講　評：暮らしを支える 白石直己 やどかりの里援護寮 235
水野拓二 財団法人復康会鷹岡病院

⑺さまざまな思いを実現する I 236
座長 宮部真弥子 医療法人社団和敬会脳と心の総合健康センター

澤野文彦 財団法人復康会沼津中央病院
認知症のある人とのかかわりから得たもの 蔭西　操 加賀市高齢者こころまちセンター（地域包括支援セ

ンター）
236

就労支援施設における事例研究 partII―多くのことを望
まなければ生きていくことはそんなに難しいことじゃな
いよ

三木良子 NPO 法人 MEW 237

チーム医療における「精神保健福祉士」の役割について
長期入院者の想いをもとに考える

伊藤絵美他 加賀こころの病院 238

講　評：さまざまな思いを実現する I 宮部真弥子 医療法人社団和敬会脳と心の総合健康センター 239
澤野文彦 財団法人復康会沼津中央病院

⑻まちづくり I 240
座長 岡部正文 茨内地域生活支援センター

松本多加弘 ポコ・ア・ポコ
電子メンタル相談の可能性について 木下隆志 関西国際大学 240



155

号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
山村地域への退院支援―退院促進事業を活用した事例に
関する一考察

平野慎一朗他 好生会　三方原病院 241

精神障害者自立生活アシスタント派遣事業における取組
みについて

安増栄恵 横浜市総合保健医療センター 242

茨城県立友部病院の社会復帰活動の変遷―グループイン
タビューから

高木善史他 茨城県立友部病院・筑波大学精神医療情報グループ 243

講　評：まちづくり I 岡部正文 茨内地域生活支援センター 244
松本多加弘 ポコ・ア・ポコ

分科会 II 245
⑼つながりの創造 II 246
座長 伊東秀幸 田園調布学園大学

前林勝弥 静岡市こころの健康センター
「つながる」までの支援について―未登録ケースへの支
援を通じて考える

藤嶋　享他 （財）横浜市総合保健医療財団横浜市磯子区生活支
援センター

246

法定後見・保佐人としての退院促進支援について 齋藤義明 ライフコンビニ大きな手 247
福祉事務所の戦略的事業モデルと精神保健福祉士の位置
付け

福田育弘 舞鶴市福祉事務所・同志社大学大学院 248

精神医療審査会における精神保健福祉士の役割について
（第 2 報）―事務局および有識者委員（精神保健福祉士）
全国調査から

四方田清他 順天堂大学 249

保育所園長から見る保育士に必要な精神保健福祉の知識
に関する一考察

今川晋平他 東北福祉大学大学院 250

講　評：つながりの創造 II 伊東秀幸 田園調布学園大学 251
前林勝弥 静岡市こころの健康センター

⑽スクールソーシャルワークの実践 252
座長 小関清之 医療法人社団木の実町診療所

大場義貴 聖隷クリストファー大学
スクールソーシャルワーク―精神保健福祉士の専門性か
ら

西　友子 大阪樟蔭女子大学 252

専門学校生に対してのスクールソーシャルワーク―家族
機能が低下した学生に対する介入事例

青木　正 太田アカデミー 253

スクールソーシャルワークにおけるアウトリーチの有用
性―宮城県気仙沼市における実践から

長江崇之他 東北福祉大学大学院・山形県社会福祉協議会 254
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
スクールソーシャルワーク実践報告―島田市における地
域モデル形成への歩み

熊本　淳他 ハートケアセンターこころ 255

スクールソーシャルワーク実践におけるアセスメント
シートに関する研究

大西　良 久留米大学文学部社会福祉学科 256

講　評：スクールソーシャルワークの実践 小関清之 医療法人社団木の実町診療所 257
大場義貴 聖隷クリストファー大学

⑾かかわることを見つめる 258
座長 柏木一恵 浅香山病院

吉川公章 聖隷クリストファー大学
精神科救急病棟での実践報告―精神保健福祉士の視点と
かかわり

青木大輔他 財団法人 復康会 沼津中央病院 258

施設利用者の生活支援につながる理念づくり 木津英昭他 指定障害者支援施設 こころの風元気村 259
精神保健福祉士が行う生活援助―継続面接を通して得ら
れたもの

箭内友子 医療法人仁誠会 大湫病院 260

集団活動をする当事者による「自治」に関する考察 岡安　努他 矢田野ファクトリー 261
講　評：かかわることを見つめる 柏木一恵 浅香山病院 262

吉川公章 聖隷クリストファー大学
⑿実践の多様性 263
座長 木下了丞 飯塚病院

細貝雅章 静岡県精神保健福祉センター
A 刑務所におけるソーシャルワーカーの取組み―ソー
シャルスキルズトレーニング・グループワーク実践から

佐々木諭 北見赤十字病院 263

電子カルテ導入による精神保健福祉士業務の変遷―情報
共有によるチーム医療の実践

後藤敦子 総合心療センターひなが 264

家族を対象とした Social Skills Training の実践と今後
の課題

池沢佳之他 ハートクリニック　デイケア 265

開発途上国に求められる PSW の役割―スリランカの精
神保健福祉の現場から学んだこと

石崎美奈子 特定医療法人富尾会　桜が丘病院 266

講　評：実践の多様性 木下了丞 飯塚病院 267
細貝雅章 静岡県精神保健福祉センター

⒀育てる II 268
座長 鈴木慶三 高崎健康福祉大学
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
水野拓二 財団法人復康会鷹岡病院

通信教育における精神保健福祉援助実習の課題―実習事
前課題の取組みに関する報告

松浦啓子他 日本福祉医療専門学校 268

養成機関における精神保健福祉援助実習指導の取組み―
3 年間の成果と課題の検討

越智あゆみ他 県立広島大学 269

実習現場と教育現場の協働による実習指導者育成の取組
み―広島県精神保健福祉士協会　実習指導者研修会から
の検証

橋本圭子他 広島福祉専門学校 270

教育の現場で「講義ノート」を用いての実践―学生と教
員との意見交流の機会をつくることを目的とした「講義
ノート」

宮沢和志 名古屋医専 271

精神保健福祉科学生の実習前後の心理的変化とその要因 松本真由美 西野学園・札幌心療福祉専門学校 272
講　評：育てる II 鈴木慶三 高崎健康福祉大学 273

水野拓二 財団法人復康会鷹岡病院
⒁新しい暮らしを拓く 274
座長 木村雅昭 医療法人社団友和会友和病院

日野黎子 財団法人復康会本部
入院患者のアパート探し支援に関する実態把握と課題―
当院精神保健福祉士のアンケート調査と不動産業者への
聴き取り調査を行って

中村江美子他 井之頭病院 274

長期入院者の「内なる思い」を引き出し支援する―地域
交流会から見出した変化・気づき・課題

城間直也 医療法人　卯の会　新垣病院 275

慢性期病棟での退院支援プログラム―「銀行ツアー」の
実践

藤井菜穂子他 関西青少年サナトリューム 276

急性期治療病棟における退院前訪問指導実践報告 宮越裕治 総合心療センターひなが 277
講　評：新しい暮らしを拓く 木村雅昭 医療法人社団友和会友和病院 278

日野黎子 財団法人復康会本部
⒂さまざまな思いを実現する II 279
座長 宮本浩司 医療法人尚生会加茂病院

宮田　仁 NTT 東日本伊豆病院
「働きたい」を支えていく―短時間就労の支援について 太田幸治 精神障がい者就労支援事業所アレビアン 279
単身生活・就労継続者への支援―具体的かかわり 岡本桂子他 メンタルヘルスサポートセンター 280
訓練等給付事業の施行に伴う課題 古川　奨 札幌心療福祉専門学校 281
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
グループ法律相談会「行列ができるかもしれない⁉法律
相談会」から学んだこと

篠原宏江他 百合丘地域生活支援センター 282

なごや精神障がい者バレーボールを広める会の活動報告 砂田雄次他 北メンタル・クリニック 283
講　評：さまざまな思いを実現する II 宮本浩司 医療法人尚生会　加茂病院 284

宮田　仁 NTT 東日本伊豆病院
⒃まちづくり II 285
座長 廣江　仁 社会福祉法人養和会 F ＆ Y 境港

小澤崇代 財団法人復康会田方・ゆめワーク
PFI 方式による社会復帰促進センターの役割 野村恭代 帝塚山大学 285
地域資源を生かした，新たなる就労支援の取組み 岩崎諭史他 NPO 法人精神障害者のあすの福祉をよくする三浦

市民の会ぴあ三浦
286

精神科病院と小規模通所授産施設の交流会の実践から 小西尚子 地域活動支援センターちのくらぶ 287
特別養護老人ホームの小規模化ならびに地域展開に伴う
利用者の生活変化

高村智子 一部ユニット型指定介護老人福祉施設　サンライフ
たきの里

288

処遇困難事例への対応および医療中断防止事業について 石井健二他 神奈川県厚木保健福祉事務所 保健予防課 289
講　評：まちづくり II 廣江　仁 社会福祉法人養和会 F ＆ Y 境港 290

小澤　崇 財団法人復康会田方・ゆめワーク
ポスターセッション 291
ソリダリティーと福祉―デンマーク研修における学びか
ら

荒牧和希他 東京都視覚障害者生活支援センター 292

初任者および若手の援助者に必要な学びの態度について
―KUPA の自主研修活動を通して

末崎政晃他 KUPA 293

精神科デイケアに勤務する精神保健福祉士の賃金に対す
る意識―経験年数 7 年未満の精神保健福祉士への調査か
ら

富澤宏輔 大阪人間科学大学 294

［市民公開企画］
地域活動を通して創造する『コミュニティ』とは―女優・
藤田弓子さんとの対談を振り返って

佐々木敏明 聖隷クリストファー大学社会福祉学部教授 295

投稿規定 297
編集後記 298
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
第40巻第 4 号（通巻
80号）
2009年12月25日

（平成21年12月25日）

［巻頭言］
IFSW アジア太平洋地域のソーシャルワーカー組織と日
本組織の貢献

木村真理子 IFSW 理事／国際委員長 300

特集　精神保健福祉士の視点から考える自殺予防 ―生き
ることへの支援の可能性を探る

301

〔総説〕
社会構造的視点から見た自殺 竹島　正 国立精神・神経センター精神保健研究所 302

稲垣正俊 国立精神・神経センター精神保健研究所
松本俊彦 国立精神・神経センター精神保健研究所
森川すいめい 久里浜アルコール症センター
藤田利治 統計数理研究所

自殺対策とメンタルヘルス領域における支援 ―今、求め
られる精神保健福祉士のかかわり

四方田清 順天堂大学 307

〔各論〕
プリベンション 1 ：自殺予防の観点から見た精神保健福
祉士の支援について

中山智美 医療法人社団新光会不知火クリニック 311

プリベンション 2 ：自殺対策としての地域連携と「相談
難民」へのアウトリーチ

芝田　淳 なのはな司法書士事務所　司法書士 315

インターベンション 1 ：自殺企図者へのかかわり ―救急
の現場から

青木慎也 岩手医科大学附属病院 319

インターベンション 2 ：従来の精神科医療でやってきた
ことから

佐野明子 京ヶ峰岡田病院 323

ポストベンション：自死遺族のケアの観点から 山口和浩 NPO 法人自死遺族支援ネットワーク Re 代表 326
〔実践報告〕
アルコールソーシャルワークの現場から 鶴幸一郎 浜寺病院 331
堺市の自殺対策“いのちの応援係” 豊坂民雄 堺市健康福祉局健康部精神保健福祉課いのちの応援

係　精神保健福祉相談員
333

〔協会事業の報告〕
「2009（平成21）年度精神保健と社会的取組の相談窓口
の連携のための調査」委託事業について

吉野比呂子 社団法人日本精神保健福祉士協会 334

〔自殺関連資料〕 大塚淳子 日本精神保健福祉士協会 335
トピックス



160

号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
今後の精神保健医療福祉のあり方等に関する検討会報告
書「精神保健医療福祉の更なる改革に向けて」について

佐藤三四郎 東京福祉大学 337

研究論文
重い精神障害のある人の地域生活支援における援助者の
実践スキル―英国バーミンガムの質的調査結果と結果が
示唆すること

三品桂子 花園大学社会福祉学部 341

実践報告
民間移送会社による「移送サービス」を利用した受診導
入に関する実態把握―患者と家族からの聞き取り調査を
もとに受診援助を考察する

大塚直子 財団法人井之頭病院 353
川口真知子 財団法人井之頭病院
菊池　健 財団法人井之頭病院
岩崎　香 順天堂大学スポーツ健康科学部

委員会報告
国際セミナー特別講演「障害者差別禁止法 ―過去、現在　
そして未来」要旨

国際委員会 361

情報ファイル 358
「日本精神科救急学会第17回大会」報告 鴻巣泰治 埼玉県立精神保健福祉センター 358
「第52回日本病院・地域精神医学会総会」報告 林　実香 和歌山市保健所 358
「第24回日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協
会全国研究大会」報告

橋本美枝子 大分大学 359

「日本社会福祉学会第57回全国大会」報告 國重智宏 多摩在宅支援センター円 360
リレーエッセイ
筆に任せて体験談 米満恭一郎 真珠園療養所 372
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 370
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 367
書評／地域生活を支援する社会生活力プログラム・マ
ニュアル－精神障害のある人のために

松本すみ子 東京国際大学 375

投稿規定 379
協会の行事予定 352
読者の声 352

『精神保健福祉』総目次／通巻77～80号 376
編集後記 380
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
第41巻第 1 号（通巻
81号）
2010年 3 月25日

（平成22年 3 月25日）

［巻頭言］
「自助・共助・公助」と専門職 荒田　寛 龍谷大学 2
特集　地域に生きる、地域をつくる 3

〔総説〕
地域福祉とは何か 田中英樹 早稲田大学人間科学学術院 4

〔各論〕
精神障害者の地域生活支援を考える―精神保健福祉士と
してのエンパワメントとパートナーシップの実践課題

小田敏雄 田園調布学園大学 8

〔実践報告〕
共に生きる街　なんぐんへ―愛媛県南宇和郡愛南町での
取組みから

中野良治 特定非営利活動法人ハート in ハートなんぐん市場 12

“弱さ”が紡ぎ出す“強さ”へ 金井　聡 つくりっこの家クラブハウス 15
地域における障がい者就労支援 廣江　仁 障がい福祉サービス事業所　F ＆ Y 境港 19
ネットワークの中から生まれた地域づくり 足立須和子 相談支援事業所　ふあっと 21
困窮単身高齢者・障害者の地域協働型居住・生活支援 瀧脇　憲 ふるさとの会 24
NPO 法人 MEW のコミュニティワーク― 一緒に学び合
い、支え合うかかわり

島津屋賢子 特定非営利活動法人ミュー　就労支援センター
MEW 所長

27

〔実践報告の総括〕
地域を拓き、地域に生き、地域を創る―全国の実践例か
ら学ぶ

石川到覚 大正大学 30

誌上スーパービジョン
自己決定を尊重するかかわりとは―自己点検と気づき 柏木　昭 聖学院大学大学院 41
トピックス 34
改正高齢者住まい法について 福山佳之 福井松原病院 34
内閣府障がい者制度改革推進会議 大塚淳子 日本精神保健福祉士協会常務理事 36
研究論文
リカバリーにおける SA の役割―スピリチュアリティの
視点から―

橋本直子 関西学院大学大学院人間福祉研究科研究員／大阪精
神医学研究所新阿武山クリニック

51

実践報告
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
ワークシェアリング就労支援による精神保健福祉施設利
用者の自律―コミキャン北野“ゆいま～る”の管理業務
を担って

丹羽國子 佛教大学 WSB 研究会・一般財団法人まちの縁側ク
ニハウス＆まちの学び舎ハルハウス

58

三木佐和子・白坂新司・西川万志 佛教大学 WSB 研究会・京都精神保健福祉施設協議
会就労部会

情報ファイル
「2009年度触法精神障害者支援に関する研修会」報告 服部聖弥 名古屋保護観察所 63
「認知症問題にかかわる精神保健福祉士―認知症実践研
修」報告

岡安　努 社会福祉法人共友会　認知症対応型共同生活介護事
業所グループホームやたの

63

「日本精神障害者リハビリテーション学会第17回福島大
会」報告

縄井悦子 生活訓練施設　アンダンテ 64

「第25回中四国精神保健福祉士大会島根大会」報告 林　康紀 指定共同生活援助事業所　清和荘 65
リレーエッセイ／職業人生を振り返る 加藤さよ子 障害者地域生活支援センター　ピアくるめ 72
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 66
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 68
書評／障害者総合福祉サービス法の展望 小久保裕美 東海学園大学 71
投稿規定 75
協会の行事予定 70
2010年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 74
編集後記 76

第41巻第 2 号（通巻
82号）
2010年 6 月25日

（平成22年 6 月25日）

［巻頭言］
今、思うこと 竹中秀彦 社団法人日本精神保健福祉士協会会長／京ヶ峰岡田

病院
78

特集　精神科医療における精神保健福祉士の今日的課題
－揺るがない基盤をつくりだす道程

79

〔総説〕
精神科医療の動向と改革の方向性―生活の支援としての
精神科医療となり得ているのか

大塚淳子 社団法人日本精神保健福祉士協会 80

精神保健福祉士の地平 ―切り開いてきたものと地平の彼
方に見える幻

柏木一恵 浅香山病院 84

〔各論〕
精神科病院で働く精神保健福祉士の今日的課題 澤野文彦 財団法人復康会　沼津中央病院 88
精神科診療所で働く精神保健福祉士の今日的課題 渡邉昭宏 すがのクリニック 92
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
診療報酬と精神保健福祉士―精神科病院改革・脱施設化
を進めるために知っておくべき医療経済と診療報酬の仕
組み

熊谷彰人 陽和病院 96

〔実践報告〕
経験 3 年目―実践を通して PSW の存在意義および原動
力を考える

大越美穂 医療法人明心会柴田病院 100

経験 6 年目―こだわりとワクワク 毛塚和英 桜ヶ丘記念病院 102
経験 8 年目― 8 年目を迎えて 難波都子 仁保病院 104
経験10年目―精神保健福祉士の魅力～出逢いにより「自
分が変わる」～

岩崎弘幸 財団法人紫雲会横浜病院 106

経験12年目―迷い悩みながらも続けていく理由 米坂直美 （医）長尾会ねや川サナトリウム 108
経験16年目―医療のなかの精神保健福祉士として 鈴木詩子 こころのクリニックなります 110
誌上スーパービジョン
寄り添いたい思いと指導的かかわりの間で揺れる事例を
振り返る―金銭管理にかかわる PSW と当事者の関係性

柏木　昭 聖学院大学総合研究所 119

トピックス
平成22年度診療報酬の改定 木太直人 （社）日本精神保健福祉士協会 113
精神保健福祉士養成課程における教育内容等の見直しに
ついて

中村和彦 北星学園大学社会福祉学部 115

研究論文
精神保健福祉領域におけるワーカー―クライエント関係
に影響する精神保健福祉士のアイデンティティと対象者
観―項目反応理論による量的調査

大谷京子 日本福祉大学 127

情報ファイル
「精神保健福祉援助実習における『認定実習指導者養成』
モデル研修」

菅野正彦 財団法人桜ケ丘病院 135

「課題別研修／ソーシャルインクルージョンを目指して
―医療観察制度における地域処遇推進のための支援者研
修」について

黒岡真澄 岡山県精神科医療センター 135

「第 5 回日本地域司法精神保健福祉研究大会」に参加し
て

遠藤紫乃 特定非営利活動法人ほっとハート 136

「課題別研修／オムニバス研修～精神保健福祉士の魅力
～ in 香川」

中野佑美 財団法人河田病院 137
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
リレーエッセイ

「無題」 北澤佳隆 就労継続支援事業（B 型）わーく・ひまわり 144
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 138
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 140
書評
精神病院を捨てたイタリア捨てない日本 三井克幸 佐久障害者相談支援センター 146
精神障害のある人々の自立生活―当事者ソーシャルワー
カーの可能性

神吉まゆみ 山角病院

投稿規定 149
協会の行事予定 143
2010年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 148
編集後記 150

第41巻第 3 号（通巻
83号）
2010年 9 月25日

（平成22年 9 月25日）

［巻頭言］
今，われわれ精神保健福祉士に求められるもの ~ 美ら島
発！！　広げようゆい（結）まーる ~

真栄平勉 第46回社団法人日本精神保健福祉士協会全国大会／
第 9 回日本精神保健福祉学会　大会・学会長

153

［大会日程・プログラム］第46回社団法人日本精神保健
福祉士協会全国大会／第 9 回日本精神保健福祉学会

154

［基調講演］
今も！！　われわれ精神保健福祉士に求められるもの 門屋充郎 NPO 法人十勝障がい者支援センター 理事長 155

［特別講演］
精神保健医療福祉の動向と精神保健福祉士養成課程にお
ける教育内容等の見直しについて

吉川隆博 厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 精神・障
害保健課 障害保健専門官

160

［分科会］
①スクールソーシャルワークの現場から 167
座長 赤星香世子 熊本学院大学

名城健二 沖縄大学
熊本県におけるスクールソーシャルワーク活動 岩井佑美他 医療法人横田会 向陽台病院・熊本県教育委員会 167
スクールソーシャルワークの実践報告～東京都中野区に
おける取組み～

天野敬子 不登校・ひきこもり研究所 137

スクールソーシャルワーク（SSW）実践報告②～拠点校
における間接支援の実際（島田市の場合）～

熊本　淳他 静岡県教育委員会 168
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
スクールソーシャルワーク～システムと精神保健福祉士
の専門性の一考察～

西　友子 大阪樟蔭女子大学 169

沖縄大学における学生生活支援室の取組み～ 精神保健福
祉士としてのスクールソーシャルワーカーの視点から～

諸留華英他 沖縄大学 170

大学生活におけるソーシャルワークの必要性 詫間佳子他 四国学院大学 171
全体講評とまとめ 赤星香世子 熊本学院大学 172

名城健二 沖縄大学
②未来の仲間を育てる 172
座長 斉藤晋治 日本福祉大学

中下綾子 医療法人天仁会 天久台病院
病院実習再開までの一考察 山口雅弘他 財団法人復康会 鷹岡病院 172
心理学科における精神保健福祉士養成の課題～学生およ
び卒業生へのインタビュー調査を通じて～

末田邦子他 金城学院大学 173

精神保健福祉士への動機形成に関する考察～ 2 年生を対
象にした実習教育プログラムの検討から～

田中和彦 愛知みずほ大学 174

精神保健福祉援助実習指導における課題に関する考察～
精神保健福祉援助実習指導者研修およびアンケート調査
からの検証～

林　浩幸他 北見赤十字病院 175

精神保健福祉援助実習における帰校指導の意義と活用 丸田育美他 宇部フロンティア大学 176
精神保健福祉士養成課程における実習事後指導の教育効
果とその課題

行實志都子他 文京学院大学 177

社会人学生の精神保健福祉士養成教育における意義と可
能性～日本福祉大学通信教育部の教育実践を通して～

中島玲子他 日本福祉大学 178

全体講評とまとめ 斉藤晋治 日本福祉大学 179
中下綾子 医療法人天仁会 天久台病院

③立ち上がる当事者 ~ セルフヘルプグループ ~ 179
座長 大塚直子 井之頭病院

道下あかね 新垣病院
長期入院患者の退院後の生活を考える～クライエントが
自身の生活を考えていくことにかかわる過程を振り返る
～

澤田知佳他 加賀こころの病院 179

ケアマネジメントの危うさⅡ～障害がある人にかかわる
ソーシャルワーカーの視点から検証する～

岡安　努他 やたの生活支援センター 180
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
利用者のエンパワメントを高める支援とは～共同作業所
の役割と利用者への働きかけから～

渡邊ゆみ 耕房“輝” 181

専門職と SHG の関係性を考える～ OSA とのかかわり
を通して～

貴村知子他 新阿武山クリニック 182

精神保健領域のセルフヘルプグループ～当事者のみで運
営を行う組織の特性～

松本真由美 北星学園大学 社会福祉学研究科 183

アルコール依存症者の経験の意味～断酒会参加者の語り
から～

山本玲菜 川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学専攻 184

全体講評とまとめ 大塚直子 井之頭病院 184
道下あかね 新垣病院

④チームと精神保健福祉士のアイデンティティ 185
座長 尾形多佳士 特定医療法人社団慈藻会 平松記念病院

喜納ひろみ 医療法人社団輔仁会 嬉野が丘サマリヤ人病院
認知症専門病院の精神保健福祉士に求められるもの 奥田奈緒子他 医療法人社団鵬友会 横浜ほうゆう病院 185
精神科救急（夜間休日）における精神保健福祉士の役割 
～集計からの一考察～

澤野文彦他 財団法人復康会 沼津中央病院 186

精神保健福祉領域における連携促進手法としてのリフレ
クティング・プロセスⅠ～職種を越えた支え合いのコ
ミュニケーション～

光岡美里他 医療法人健応会 呉やけやま病院 187

精神保健福祉領域における連携促進手法としてのリフレ
クティング・プロセスⅡ～実践事例を踏まえた理論的考
察～

矢原隆行他 広島国際大学 188

精神保健福祉援助実習生の視座の変化に関する研究 平川泰士他 九州看護福祉大学 188
全体講評とまとめ 尾形多佳士 特定医療法人社団慈藻会 平松記念病院 189

喜納ひろみ 医療法人社団輔仁会 嬉野が丘サマリヤ人病院
⑤資源を拓き学ぶ 190
座長 阪田憲二郎 神戸学院大学

比嘉俊江 いずみ病院
相談支援先駆的事業「緊急一時避難支援」の実践～身近
な地域で気軽に使える「ルームふたこ」の可能性～

高松　信他 生活支援センターまんまる 190

愛知県ひきこもり E メール相談事業への参画と実践報告
　PART Ⅱ

森　寛之他 通所授産施設ハーミット 191
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
精神科病院でできる高次脳機能障害者への支援～ 3 年間
の実績報告：みえてきた精神保健福祉士の役割～

伊井統章他 平安病院 192

鹿本地域福祉集ろう会の実践報告 三角淳子他 相談支援センター クローバー 192
鹿本地域福祉集ろう会によって支援の輪が広がった事例
について

須藤史朗他 地域生活支援センター なでしこ 193

全体講評とまとめ 阪田憲二郎 神戸学院大学 194
比嘉俊江 いずみ病院

⑥施設機能と明日の支援 195
座長 宮本浩司 医療法人尚生会 アネックス湊川ホスピタル

知名　孝 沖縄国際大学
保育現場における保育士の親支援に必要な援助技術～精
神保健福祉士の知識の一考察　アンケートからみえてき
たもの～

小木曽眞知子他 東北福祉大学大学院・アザレア作業所 195

ろうあ児施設における精神保健福祉士の取組みの現状と
課題

高山亨太他 筑波大学大学院 195

精神科デイケアに勤務する精神保健福祉士の業務の実態
と課題～ソーシャルワーカー業務のしにくい環境要因と
業務改善のための工夫～

小嶋嗣佳他 医療法人紘友会 福山友愛病院 196

状態に適した施設選択 古川　奨 学校法人西野学園 札幌心療福祉専門学校 197
メンタルヘルス問題のある親による児童虐待～精神保健
福祉と児童福祉の接点における精神保健福祉士の支援課
題～

松宮透髙 川崎医療福祉大学 198

全体講評とまとめ 宮本浩司 医療法人尚生会 アネックス湊川ホスピタル 198
知名　孝 沖縄国際大学

⑦調査から見えてくるもの 199
座長 吉川公章 福井県立大学

山城涼子 糸満晴明病院
精神科病院に勤務する精神保健福祉士を対象とした移送
に関するアンケート報告

長谷川千種他 昭和大学附属烏山病院 199

精神科病院におけるソーシャルワーカーの業務の形成過
程に関する研究－ 2 ～アンケートによる実態調査の結果
と考察～

岩本　操 武蔵野大学 200
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
精神科診療所における精神保健福祉士の役割と意義に関
する調査

小野正生他 赤坂病院・赤坂クリニック 201

メンタルヘルスサポートセンターを利用した早期社会復
帰における考察

沖　優美他 医療法人福智会 メンタルヘルスサポートセンター 202

精神保健福祉士とクライエントとのソーシャルワーク関
係

大谷京子 日本福祉大学 203

全体講評とまとめ 吉川公章 福井県立大学 203
山城涼子 糸満晴明病院

⑧地域で生きることとは 204
座長 今村浩司 小倉蒲生病院

真栄城兼秀 那覇保護観察所
大学病院での身体合併症を有する精神障がい者への退院
支援～地域移行支援事業を利用した地域連携～

春日みゆき他 島根大学医学部附属病院 204

長期入院患者が精神保健福祉士に求める支援～ 2 年間の
かかわりを通してみえてきたもの～

脇田久美子 社会医療法人居仁会 総合心療センターひなが 205

精神障害者のニーズによって展開してできた社会資源開
発～広島県三原市での住居確保支援の取組みを通して～

長谷部隆一 特定医療法人仁康会 地域生活支援センターさ・ポー
ト

206

離島へのアウトリーチを試みての考察～医療観察法だか
ら退院できたと思われる事例より～

比嘉　寛　 那覇保護観察所 206

医療観察法における共通評価の縦断的比較 常増健二他 国立病院機構菊池病院 207
自立支援員の活用による，家族を通した長期入院患者の
在宅復帰支援

菅原明美 特定医療法人 万成病院 208

精神障害者退院促進支援事業を評価する～退院促進支援
にかかわる現場スタッフを対象とした実態調査報告～

井上牧子他 目白大学 209

全体講評とまとめ 今村浩司 小倉蒲生病院 210
真栄城兼秀 那覇保護観察所

⑨ポスターセッションⅠ 211
藤沢市における地域移行支援－Ⅰ～地域全体参加型実践
の紹介～

徳山尚子他 医療法人社団清心会 藤沢病院 211

藤沢市における地域移行支援－Ⅱ～藤沢病院における地
域移行支援プログラムの取組み～

村山哲史他 医療法人社団清心会 藤沢病院 212

藤沢市における地域移行支援－Ⅲ～地域移行支援プログ
ラム策定のためのスケール・対象者概念図～

長見英知 医療法人社団清心会 藤沢病院 212
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
申請手続における「自立」と「支援」～第 1 報～ 井手　薫他 篠栗病院 213
⑩ ACT 実践から学ぶ 214
座長 松宮透髙 川崎医療福祉大学

比嘉　寛 那覇保護観察所
キラリ☆と輝る精神保健福祉士～ ACT チーム内におけ
る精神保健福祉士の役割と可能性～

山田　創他 医療法人社団 互啓会 ぴあクリニック 214

包括型地域生活支援プログラム（ACT）を通しての理念
と実践

杉浦宗徳他 医療法人社団 互啓会 ぴあクリニック 215

ソーシャルワーク～せんだんホスピタル S-ACT の実践
から今求められているもの～

梁田英麿他 東北福祉大学 せんだんホスピタル S-ACT 216

ACT 実践における危機介入～精神保健福祉士の役割と
課題～

長崎和則他 川崎医療福祉大学 217

専門職から見た ACT チームにおける当事者スタッフの
役割

蒲田詩織他 花園大学大学院・NPO 法人京都メンタルケア・ア
クション

218

日英米の ACT 実践から見るわが国の精神保健福祉士の
役割と課題

三品桂子 花園大学社会福祉学部・NPO 法人京都メンタルケ
ア・アクション

219

全体講評とまとめ 松宮透髙 川崎医療福祉大学 219
比嘉　寛 那覇保護観察所

⑪守られてますか？　あなたの権利 220
座長 岩崎　香 早稲田大学

田中望江 博愛病院
特別養護老人ホームにおける精神保健福祉士の役割～ 身
近にとらえなければならない「Y 問題」 ～

長谷川尚子他 社会福祉法人鶴寿会 小規模特別養護老人ホーム「つ
かたに」

220

権利擁護を考える～入院患者における成年後見制度の利
用～

女鹿美穂子他 根岸病院 221

日常の中から権利について考える（第 3 報）～東京精神
保健福祉士協会権利擁護委員会の取組みから～

毛塚和英他 桜ヶ丘記念病院 222

障害者権利条約の意義と課題～だれもが暮らしやすいま
ちづくりをめざして～

金成　透他 所沢慈光病院 223

全体講評とまとめ 岩崎　香 早稲田大学 223
田中望江 博愛病院

⑫チームアプローチ 224
座長 岩尾　貴 石川県立高松病院
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
西銘　隆 田崎病院

問題解決技法を用いた家族支援～精神保健福祉士として
のかかわり～

比嘉　綾他 晴海荘 224

ストレスケアユニットにおける多職種の連携～ 6 床の挑
戦～

岡田　崇他 オリブ山病院 225

精神科病棟におけるリハビリテーションプログラムの実
践～さまざまな疾患をもつ方を対象とした「西 2 のつど
い」～

道川内由香他 関西青少年サナトリューム 226

精神科病院における「多職種協議」の開催状況と精神保
健福祉士の機能に関する調査報告

川口真知子他 井之頭病院 227

全体講評とまとめ 岩尾　貴 石川県立高松病院 228
西銘　隆 田崎病院

⑬関係性の中で 228
座長 木下了丞 飯塚病院

安村　勤 生活支援センターウェーブ
精神科デイケアにおける精神保健福祉士の役割～デイケ
アでの精神保健福祉士のかかわり～

佐川久忠他 医療法人社団 長久会 加賀こころの病院 228

“粗暴行為” がある方へのかかわりを振り返る 増田喜信 医療法人好生 三方原病院 229
「受け止める」とは何か～ A さんとのかかわりを振り返
る～

長野寛子他 長久会グループホームケアホーム 230

つながりの中で育ち，育てられていくソーシャルワー
カー

髙田絵里他 田方・ゆめワーク 231

「利用者のニーズ」をどのように PSW はとらえられるか
～ 利用者の望む生活支援を実施するために～

小山陽香他 耕房“輝” 232

全体講評とまとめ 木下了丞 飯塚病院 233
安村　勤 生活支援センターウェーブ

⑭地域っていいよね ~ 自分らしく生きるには ~ 233
座長 白石直己 やどかりの里 援護寮

比嘉智子 地域生活支援センターあいあい
精神科病院超長期（20年以上）入院患者（高齢精神障害者）
がいかにして退院し，どのような社会資源を利用して地
域で生活しているか～ NPO 法人たま・あさお精神保健
福祉をすすめる会ホームふらっとの取組み～

大野圭介他 ホームふらっと 233



171

号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
ケアマネジメントの危うさⅠ～介護保険制度におけるケ
アマネジメントのあり方についてソーシャルワークの視
点から検証する～

東　裕紀他 サンライフたきの里 234

「家族で暮らしたい」～訪問看護における生活支援～ 堤　麻美 医療法人 天仁会 天久台病院 235
利用者の自立生活支援～本人の夢と希望の実現を目指し
て～

桐石　梢 兵庫大学 236

アウトリーチによる地域生活支援～自立生活アシスタン
トの実践～

安増栄恵 横浜市総合保健医療センター 236

全体講評とまとめ 白石直己 やどかりの里 援護寮 237
比嘉智子 地域生活支援センターあいあい

⑮メンタルヘルスとソーシャルサポート 238
座長 田村綾子 社団法人日本精神保健福祉士協会

佐久田規子 沖縄障害者職業センター
院内暴力を考える～職場組織における精神保健福祉士の
参画～

道下あかね 医療法人卯の会　新垣病院 238

生活支援センターにおける「うつ病者の家族支援及び地
域支援事業」から見えてきたもの

藤嶋　享 横浜市磯子区生活支援センター 239

ハローワーク利用者への e-mail による心の健康相談活
動実践

佐藤恵美 医療法人社団 弘冨会 神田東クリニック・MPS セン
ター

239

EAP での実践報告～精神保健福祉士の専門性を生かし
て～

春日未歩子 株式会社ジャパン EAP システムズ 240

全体講評とまとめ 田村綾子 社団法人日本精神保健福祉士協会 241
佐久田規子 沖縄障害者職業センター

⑯求められる在宅支援 ~ サービスの上手な使い方 ~ 242
座長 坂本智代枝 大正大学

島　和也 生活支援センターおきなわ
川崎市地域生活支援事業におけるピア・ガイドヘルパー
の活動

三橋良子他 NPO たま・あさお精神保健福祉をすすめる会 百合
丘地域生活支援センターゆりあす

242

沖縄県における精神障害者に対するホームヘルプサービ
スの実態調査（事業所）

名城健二他 沖縄大学人文学部福祉文化学科 242

沖縄県における精神障害者に対するホームヘルプサービ
スの実態調査（利用者）

久貝興徳他 沖縄大学人文学部福祉文化学科 243

地域で生活する精神障害者の支援を考える 小林香織 医療法人社団翠会 こころのクリニックなります 244
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
全体講評とまとめ 坂本智代枝 大正大学 245

島　和也 生活支援センターおきなわ
⑰人が動くと書いて ~ 働く ~ 246
座長 廣江　仁 障がい福祉サービス事業所 F&Y 境港

比嘉真也 平安病院
聴覚障害をもつ精神保健福祉士の取組み～病院相談業務
を通して～

根間洋治 医療法人天仁会 天久台病院 246

復職を希望する第 2 号被保険者に対するデイサービスに
おけるケアについて～脳血管障害者の復職事例を通して
の考察～

荒牧和希 元サポーター・ミズキ 246

「もうやめます！」～職業訓練の中止を訴える人に対す
る支援～

太田幸治 精神障がい者就労支援事業所アレビアン 247

精神科リハビリテーション利用者における職業リハビリ
テーション

本村千穂 特定医療法人共助会 三州病院 248

障害者就業・生活支援センターでの精神障害者の就労支
援を通して～関係機関との連携からみえる精神保健福祉
士の役割～

城戸美智代 熊本県有明障害者就業・生活支援センター きずな 249

精神障がい者への地域支援～新たな就労支援の形～ 野村恭代 関西福祉科学大学 250
全体講評とまとめ 廣江　仁 障がい福祉サービス事業所 F ＆ Y 境港 250

比嘉真也 平安病院
⑱ポスターセッションⅡ 251
精神障害者が障害者スポーツに参加しやすい環境づくり
に対する一考察

大庭美聖他 文京学院大学 人間学部人間福祉学科 251

精神障害者スポーツを行うことにより精神障害のある方
の精神面での変化の有効性～団体競技と個人競技の比較
から～

皆川倫実他 文京学院大学 人間学部人間福祉学科 252

富山県のスクールソーシャルワーカー導入とエンパワメ
ントに関する研究

村上　満他 富山国際大学 253

「うつ」の就労・復職支援におけるデイナイトケアの役
割

内山恵美 医療法人社団榎会 榎本クリニック 254

当院におけるうつ病復職支援デイケアの取組み～個別型
復職支援の取組み～

原田健一他 特定医療法人 富尾会 桜が丘病院 254

日誌から読み取る相談室業務 有川美樹他 社会福祉法人天心会 小阪病院 255
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
［記念講演］
夢をあきらめない 島袋　勉 株式会社ラシーマ 社長 257
投稿規定 261
編集後記 262

第41巻第 4 号（通巻
84号）
2010年12月25日

（平成22年12月25日）

［巻頭言］
可視化の営み 川口真知子 機関誌編集委員会委員長／井之頭病院 264
特集　現代の貧困と精神保健福祉士 265

〔総説〕
貧困問題をどうとらえ、立ち向かうか 岡部　卓 首都大学東京 都市教養学部 人文・社会系 社会学

コース 社会福祉学分野 教授
266

精神障害者の歴史的貧困状況と精神保健福祉士　市民と
しての精神障害者 ―集積する貧困から貧困の拡散へ

岡村正幸 佛教大学 社会福祉学部 社会福祉学科 教授 博士（社
会福祉学）

271

〔各論〕
貧困とは何か ―現場の PSW に求められる視点 鈴木浩子 植苗病院 276
急増する生活保護利用者とソーシャルワーカーに求めら
れていること

横山秀昭 横浜市泉福祉保健センター 280

「ごく当たり前の生活」を実現する権利保障 岩崎　香 早稲田大学 284
〔実践報告〕
生活困窮者を支える地域実践 富松玲香 特定非営利活動法人ほっとポット　事務局長 288
無年金障害者問題への取組み 菊池江美子 保健同人社　相談部　メンタルヘルスグループ相談

員／学生無年金障害者訴訟全国連絡会代表委員／東
京無年金障害者をなくす会幹事

291

生活困窮者支援の取組みから 髙橋恵里香 宮城県地域生活定着支援センター　ソーシャルワー
カー

294

無料低額診療事業を行う医療機関のソーシャルワーカー
―現状と課題について

駒野敬行 浅香山病院 297

誌上スーパービジョン
支援の途中から担当となったかかわりを振り返る 柏木　昭 聖学院大学総合研究所 305
トピックス

「生活保護受給者の社会的な居場所づくりと新しい公共
に関する研究会」報告

瀧脇　憲 NPO 法人自立支援センターふるさとの会 300
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
障がい者制度改革推進会議総合福祉部会が取り組んでい
ること―障害者権利条約と基本合意文書を基本に据えて

増田一世 社団法人やどかりの里　 302

現場レポート
障害程度区分認定審査へのかかわり ―支給決定のシステ
ムについて

森　克彦 財団法人浅香山病院　アンダンテ就労ステーション 313

委員会報告
平成21年度障害者保健福祉推進事業（障害者自立支援調
査研究プロジェクト）　精神保健福祉士養成カリキュラ
ム改正に伴う実習指導者及び実習担当教員養成研修のプ
ログラム開発事業報告書の概要 ~ 実習指導者の実態調査
及び研修プログラムの概要を中心に ~

田村綾子 社団法人日本精神保健福祉士協会　常任理事 321

情報ファイル
「日本デイケア学会　第15回年次大会 in 仙台」報告 石黒　亨 東北福祉大学せんだんホスピタル 316
「第 3 回全国精神保健福祉家族大会 ~ みんなねっと岩手
大会 ~」報告

伊藤千尋 法政大学 現代福祉学部 316

「日本社会福祉学会　第58回秋季大会」報告 阪田憲二郎 神戸学院大学　総合リハビリテーション学部 317
「第18回日本精神科救急学会」参加報告 今西綾子 財団法人浅香山病院 318
「日本精神障害者リハビリテーション学会　第18回浦河
大会」について

伊藤知之 浦河べてるの家 319

「SST 普及協会　第15回学術集会 in 富山」報告 小原智恵 小矢部大家病院 319
リレーエッセイ

「心につつみ込む想い」 小畑友希 ひかり工房 330
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 328
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 325
書評／反貧困のソーシャルワーク実践－ NPO「ほっと
ポット」の挑戦

神吉まゆみ 山角病院 333

投稿規定 337
協会の行事予定 327

『精神保健福祉』総目次／通巻81~84号 334
編集後記 338
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
第42巻第 1 号（通巻
85号）
2011年 3 月25日

（平成23年 3 月25日）

［巻頭言］
孤と孤を結ぶ 渡部裕一 医療法人社団原クリニック 2
特集　新たな災害支援に向けて 3

〔総説〕
災害支援と精神保健福祉士 佐藤三四郎 東京福祉大学 4
災害支援における精神保健福祉士の役割 福原真紀 兵庫県健康福祉部　障害福祉局障害福祉課 8

〔各論〕
災害後の支援を考える 岡部正文 医療法人立川メディカルセンター / 茨内地域生活支

援センター
12

支援形態の多様性―普段から想定・準備するべきこと 平泉武志 仙台市精神保健福祉総合センター　 16
災害に備える―防災と連携 廣江　仁 F ＆ Y 境港障害福祉サービス事業所 21

〔実践報告〕
精神保健福祉士と防災対策 東　裕紀 サンライフたきの里 25

寺西里恵 野々市こころのクリニック
喜多昌恵 相談支援事業所かが
岩尾　貴 石川県立高松病院
蔭西　操 加賀市地域包括支援センター
河元寛泰 ピアサポート北のと
岡安　努　　　　　　 やたの生活支援センター

東京精神保健福祉士協会災害ボランティア委員会の報告
―発足15年の経過と今後の展望

吉野比呂子 （独）国立精神・神経医療研究センター 自殺予防総
合対策センター

29

〔現地報告〕
奄美諸島集中豪雨災害報告 笹川純子 鹿児島県精神保健福祉士協会副会長／鹿児島県総務

部職員厚生課　
33

〔災害支援関連資料〕 佐藤三四郎 東京福祉大学 35
誌上スーパービジョン
PSW の見立ての甘さが A さんを困惑させ、病状悪化に
至ったケースを振り返る

柏木　昭 聖学院大学総合研究所 スーパービジョンセンター顧
問

47

トピックス
チーム医療推進方策検討ワーキンググループについて

（中間報告）
柏木一恵 医療法人浅香山病院 41

新たな地域精神保健医療体制の構築に向けた検討チーム 福井淳夫 医療法人社団緑心会砺波サナトリウム福井病院 44



176

号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
研究ノート
アルコール依存症回復施設利用者の特性と回復施設の意
義―「リカバリハウスいちご」に関する研究

佐古恵利子 リカバリハウスいちご／中部学院大学人間福祉研究
科

55

情報ファイル
クラブハウスモデルの発展へ向けて 加藤大輔 クラブハウス　ピアステーションゆう 63

「第38回日本精神科病院協会精神医学会」報告 舘林　卓 医療法人社団白雲会呉陽病院 63
「日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協会　第
25回全国研究大会」報告

笠井亜美 浜寺病院 64

「日本発達障害ネットワーク　第 6 回年次大会」報告 太田和美 東加古川病院 65
リレーエッセイ

「自然・人に育てられて」 西谷久美子 パイ焼き窯 72
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 68
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 70
書評
見えないけれど観えるもの 三井克幸 佐久障害者相談支援センター 74
私はこれでいいんだ－母の病・葛藤・体験を力に変えて 伊藤千尋 法政大学
投稿規定 77
協会の行事予定 71
2011年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 76
お詫びとご報告 46
編集後記 78

第42巻第 2 号（通巻
86号）
2011年 6 月25日

（平成23年 6 月25日）

［巻頭言］
みちのく幻視行 柏木一恵 社団法人日本精神保健福祉士協会副会長／浅香山病

院
80

特集　身近にあるアディクション問題と精神保健福祉士 81
〔総説〕
アディクション問題を考える 岡崎直人 さいたま市こころの健康センター 82
アディクションと精神保健福祉士―ソーシャルワーカー
の課題として

藤田さかえ 独立行政法人国立病院機構　久里浜アルコール症セ
ンター　精神保健福祉士

86

〔各論〕
アディクション問題の地域ケア 長坂和則 静岡福祉大学 社会福祉学部 福祉心理学科 准教授 90
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
嗜癖当事者にかかわる援助者のポジショナリティ 大嶋栄子 NPO 法人リカバリー 94
セルフヘルプグループと回復―支援者のかかわりについ
て

岡田正彦 栃木県精神保健福祉士会　事務局長 98

アディクション問題における家族支援 山本由紀 上智社会福祉専門学校・遠藤嗜癖問題相談室 102
〔実践報告〕
アルコール依存症専門病棟の現状と支援のあり方 坂口　享 医療法人社団翠会　八幡厚生病院 106
薬物依存にかかわる相談支援のあり方 小河原大輔 特別・特定医療法人群馬会　赤城高原ホスピタル　 109
ギャンブル依存症へのソーシャルワーク―私の実践報告 岡田洋一 鹿児島国際大学福祉社会学部社会福祉学科准教授 112
女性とアディクションにかかわる相談支援のあり方 小野史絵 医療法人 藤井クリニック 116
震災とアルコール関連問題―啓発および予防に関する取
り組み

中村（土井）寛子 神戸保護観察所（前・神戸市役所） 119

誌上スーパービジョン
「本人本位・自己決定」という気持ちを大切にかかわっ
てきた事例を振り返って考える

柏木　昭 聖学院大学総合研究所 スーパービジョンセンター顧
問

129

トピックス 
精神保健福祉士養成カリキュラム改正について 木太直人 社団法人日本精神保健福祉士協会 123
研究論文
精神保健福祉領域におけるリフレクティング・プロセス
の応用―スーパービジョンに代わる支え合いのコミュニ
ケーションの可能性―

光岡美里・知花絵美・川田　恵・
三根　卓・森岡知江

呉やけやま病院 139

壬生明日香・矢原隆行 広島国際大学
情報ファイル

「メンタルヘルスの集い（第25回日本精神保健会議）」報
告

四方田清 順天堂大学 145

「精神保健福祉士による災害支援活動に関する研修」報
告

大江良生 杉田玄白記念公立小浜病院　地域連携室 145

リレーエッセイ
ライオン誌封入作業と障害者施設見学ツアー 進藤義夫 特定非営利活動法人障害者支援情報センター 152
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 150
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 147
書評／人権を擁護するソーシャルワーカーの役割と機能
－精神保健福祉領域における実践過程を通して

伊藤亜希子 東京武蔵野病院 154

投稿規定 155
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
協会の行事予定 149
2011年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 138
編集後記 156

第42巻第 3 号（通巻
87号）
2011年 9 月25日

（平成23年 9 月25日）

［巻頭言］
過去から未来へ，受け継がれるもの，そして進化させる
もの

栗田直嗣 第47回社団法人日本精神保健福祉士協会全国大会／
第10回日本精神保健福祉士学会学術集会　大会・学
術集会長

159

［大会日程・プログラム］第47回社団法人日本精神保健
福祉士協会全国大会／第10回日本精神保健福祉士学会学
術集会

［特別企画］
本協会の災害支援体制と支援活動の報告 161
プログラム 1 「つながろう，届けよう，支え合おう！」
本協会の災害支援体制と支援活動の報告～阪神淡路大震
災以降，災害支援体制整備の取り組みと東日本大震災を
受けて

竹中秀彦 社団法人日本精神保健福祉士協会 会長／東日本大震
災対策本部長

161

プログラム 2 「東日本大震災への取り組み」
1. 現地からの報告 小関清之 副会長／山形県 162

渡邉昭宏 理事／福島県
2. 被災地支援の取り組みの現状と今後の見直し 木太直人 常務理事

廣江　仁 災害支援体制整備委員長
司会 大塚淳子 常務理事

［特別講演］
精神障害者の地域生活支援について～精神保健福祉士に
求められるもの～

工藤一恵 厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 精神・障
害保健課（併任）障害福祉課 地域移行障害児支援室 
地域移行支援専門官

167

［分科会Ⅰ］
①乳幼児，児童・思春期における早期支援の取り組み 174
座長 渡辺由美子 市川市福祉部障害者支援課／南八幡メンタルサポー

トセンター
松岡克尚 関西学院大学人間福祉学部

幼児期の発達障害の特徴とその支援～保育士として精神
保健福祉士として～

白石靖恵 つくば市障害者センター茎崎児童デイサービス 174
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
児童精神科における精神保健福祉士の役割～デイケアに
おける発達障がい児への取り組みから～

山下　亨 三重県立小児心療センターあすなろ学園 174

保育士の保護者支援に必要な精神保健福祉援助技術～精
神保健福祉士の一考察；東海地方の保育園 3  事例から見
えてきたもの～

小木曽眞知子他 アザレア作業所 175

精神科早期支援事業における精神保健福祉士の役割 濵　幸伸 三重県立こころの医療センター 176
全体講評とまとめ 渡辺由美子 市川市福祉部障害者支援課／南八幡メンタルサポー

トセンター
177

松岡克尚 関西学院大学 人間福祉学部
②掴んでいますか？　家族のニーズ～求められる支援 178
座長 宮本浩司 医療法人尚生会アネックス湊川ホスピタル

知名純子 医療法人博友会まるいクリニック
浅香山病院における家族教室の変遷 駒野敬行他 財団法人 浅香山病院 178
若年認知症本人・家族の会「ラフラフ」における取り組
みと精神保健福祉士の役割について

横溝　稔他 財団法人 浅香山病院 179

とりもどそう家族の健康～精神保健福祉士の家族への関
わりをみつめなおす～

河原佳美他 医療法人 嶺南病院 医療福祉相談課 179

ACT における家族支援 佐藤　純 京都ノートルダム女子大学 180
全体講評とまとめ 宮本浩司 医療法人尚生会アネックス湊川ホスピタル 181

知名純子 医療法人博友会まるいクリニック
③権利を護る仕組みと実践から 182
座長 木下了丞 株式会社麻生

西川健一 特定非営利活動法人あさがお
認定成年後見人ネットワーククローバーの取り組みと

「成年後見制度に関する横浜宣言」
長谷川千種他 昭和大学附属烏山病院 182

法人後見と多職種協働からの視点～北九州成年後見セン
ターの活動から～

今村浩司他 小倉蒲生病院 183

精神科ソーシャルワークにおけるアドボカシー実践の課
題～所属機関内アドボカシーの限界性と市民協働型アド
ボカシーの可能性～

吉池毅志他 大阪人間科学大学 183

民間権利擁護機関の活動の実際～認定 NPO 法人大阪精
神医療人権センターの実践から～

上坂紗絵子他 大阪精神医療人権センター 184
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
「入院中の精神障害者の権利」についての精神保健福祉
士のとらえ方に関する一考察～認定 NPO 法人大阪精神
医療人権センターによるアンケート調査から～

壬生明日香他 広島国際大学 185

精神障害者の生活支援と権利擁護に関する普及啓発への
取り組み

木津英昭他 障害福祉サービス事業所こころの風元気村 186

全体講評とまとめ 木下了丞 株式会社麻生 187
西川健一 特定非営利活動法人あさがお

④生活の場へ出向く訪問型の支援 187
座長 三品桂子 花園大学社会福祉学部

洗　成子 愛誠病院
ACT の生活支援～臨床倫理の観点から～ 梁田英麿他 東北福祉大学 せんだんホスピタル S-ACT 187
ACT におけるチームワーク修復と支援改善のプロセス
研究

稲山耕平他 大和診療所・川崎医療福祉大学大学院修士課程 188

クライエントの「豊かな生活」によりそう支援～訪問看
護専従の精神保健福祉士の視点とは～

原田陽子 好生会 三方原病院 189

精神障害者ホームヘルプサービスの現状と課題～ヘル
パーへのアンケート調査から～

阪田憲二郎他 神戸学院大学 190

医療機関の精神保健福祉士が行う訪問支援の現状と課題 宮川恵美他 医療法人社団 和敬会 谷野呉山病院 191
全体講評とまとめ 三品桂子 花園大学社会福祉学部 191

洗　成子 愛誠病院
⑤耕そう！　創ろう！　豊かな地域精神保健福祉 192
座長 山本健一 医療法人樹光会 こもれび

岩上洋一 特定非営利活動法人 じりつ
地域自立支援協議会の活動報告～神戸市西区における取
組み～

橋本祐子他 関西青少年サナトリューム 192

警察官通報件数の減少からみた和歌山市保健所精神保健
福祉実践の一次予防及び二次予防

川乗玲子他 和歌山市保健所 193

地域支援を通して見えてきた連携の難しさ～主体性を尊
重するために地域性・専門性を活かす～

藤本麻那他 加東市障害者生活支援センター（医療法人 尚生会 
加茂病院）

194

認知症疾患医療センター連携担当者の役割と課題 山本めぐみ 財団法人 浅香山病院 195
精神科病院の地域連携の意義と課題 松本直樹他 井之頭病院 195
全体講評とまとめ 山本健一 医療法人樹光会 こもれび 196
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
岩上洋一 特定非営利活動法人 じりつ

⑥さまざまな支援における精神保健福祉士の役割 197
座長 柏木一恵 財団法人浅香山病院

門田雅宏 滋賀県精神保健福祉センター
重度認知症デイケアにおける精神保健福祉士のかかわり 城間直也 医療法人卯の会 新垣病院 197
精神保健福祉に関わるということ 横山理恵 社会福祉法人福生会・三朝温泉三喜苑 198
精神障害者が語る「暮らしと障害年金」～精神保健福祉
士の専門性に引き寄せて～

青木聖久 日本福祉大学 199

地域活動支援センターで心理教育を精神保健福祉士が行
う意義

岩橋千紗子他 地域活動支援センター櫻 199

障害者支援施設における環境づくり～環境支援指針
（PEAP）を使った取り組み～

鈴木まみ他 指定障害者支援施設 こころの風 元気村 200

障害受容の過程における精神保健福祉士の役割とは～イ
ンタビュー調査を通して～

古久保有香 医療法人松本診療所 201

全体講評とまとめ 柏木一恵 財団法人浅香山病院 202
門田雅宏 滋賀県精神保健福祉センター

［分科会Ⅱ］
①スクールソーシャルワーク等教育の現場から 205
座長 今村浩司 医療法人財団小倉蒲生病院

西　友子 大阪樟蔭女子大学
スクールソーシャルワークにおける不登校支援事例の実
践報告

池田恵子 埼玉県入間市教育委員会 205

スクールソーシャルワーク実践における精神保健福祉士
の業務とアイデンティティ

大西　良 久留米大学 206

スクールソーシャルワーク（SSW）実践報告③～ 島田
市における学校支援の実際と市教委の SSW 推進～

熊本　淳他 立命館大学大学院社会学研究科 206

スクールソーシャルワーカーによる教職員メンタルヘル
ス支援の実践～ スクールソーシャルワーク教育課程にお
けるメンタルヘルス支援の学習の提案～

米川和雄他 帝京平成大学 207

精神保健福祉領域における福祉教育の可能性～『ここ輪』
の実践より～

山田将人他 福祉教育について考える会～こころの輪～〈通称：
ここ輪〉

208

全体講評とまとめ 今村浩司 医療法人財団小倉蒲生病院 209
西　友子 大阪樟蔭女子大学
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
②ピアサポートの支援と当事者からの学び 210
座長 宮部真弥子 医療法人社団和敬会 脳と心の総合健康センター

加藤直人 社会福祉法人 一麦会
当事者活動展開地域における住民の精神障がい（者）に
対する意識の実態～自由記述回答の分析結果から～

種田綾乃 筑波大学大学院 人間総合科学研究科 210

当事者が精神保健福祉士に望むかかわりを探る参加型ア
クションリサーチへの予備研究

飛田義幸他 社会福祉法人アムネかつしか あすなろの家 211

地域精神保健福祉機関におけるピア活動の具体的内容に
関する一考察

金　文美 大阪保健福祉専門学校 211

ACT のスキル～レジリアンスを育む～ 三品桂子 花園大学社会福祉学部・NPO 法人京都メンタルケ
ア・アクション

212

WRAP 作成後のリカバリー～ WRAP ファシリテーター
へのインタビュー～

寺澤法弘 WRAP 名古屋・日本福祉大学 213

北米・ピアスペシャリストの認定制度化とその影響～ 5  
州におけるインタビュー調査を通して～

相川章子 聖学院大学 214

全体講評とまとめ 宮部真弥子 医療法人社団和敬会 脳と心の総合健康センター 215
加藤直人 社会福祉法人 一麦会

③精神保健福祉士の養成教育とスーパービジョン 216
座長 齋藤敏靖 東京国際大学

小出保廣 堺市こころの健康センター
精神保健福祉士養成における教育～業務実態を中心に～ 古川　奨 札幌心療福祉専門学校 216
グループスーパービジョンの効果を振り返る 鈴木詩子他 こころのクリニックなります・高島平 216
聴覚障害者福祉領域でのスーパービジョン実践の試みと
課題

高山亨太 筑波大学大学院博士課程 217

ACT スタッフの研修とスーパービジョン 岡田まり他 NPO 法人京都メンタルケアアクション・立命館大
学

218

精神保健福祉士養成課程における学生の主観的困難さに
関する研究～ 心理学科学生および保健福祉学科学生への
インタビュー調査を通じて～

末田邦子 金城学院大学 219

全体講評とまとめ 齋藤敏靖 東京国際大学 220
小出保廣 堺市こころの健康センター

④促進しよう！　地域移行支援 220
座長 田村綾子 聖学院大学
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
平　則男 医療法人杏和会 阪南病院

広島県三原市における精神障害者の地域移行と生活支援
に必要な社会資源～ 障害者を地域で支える体制づくりモ
デル事業の活用を通して～

長谷部隆一 地域生活支援センターさ・ポート 220

精神障害者地域移行支援特別対策事業におけるピアサ
ポーターの役割と課題

松本真由美 北星学園大学社会福祉学研究科 221

グループホームだからできる退院支援～ 2  年半の関わり
からみえてきたもの～

井藁元子他 ホームみらい 222

通過型グループホーム・ケアホームにおけるダブルマ
ネージャーシステムによる単身生活移行実践の報告

会田真一他 グループホーム・ケアホーム遊牧舎 223

地域生活移行支援システムを考える～アパート退院アン
ケート調査から～

古市尚志他 財団法人 浅香山病院 224

全体講評とまとめ 田村綾子 聖学院大学 224
平　則男 医療法人杏和会 阪南病院

⑤働きたい，働き続けたいを支援する 225
座長 岡部正文 茨内地域生活支援センター

寺澤啓三 社会福祉法人きのかわ福祉会 フロンティア
就労支援事業におけるソーシャルワーク関係～就労移行
支援事業の現場から～

森　克彦他 アンダンテ就労ステーション 225

社会福祉法人が行うジョブコーチ支援の展開～ 障害者の
委託訓練事業修了生の就労支援における関わりからの考
察～

向井規子他 社会福祉法人京都光彩の会 京都市朱雀工房 226

全体講評とまとめ 岡部正文 茨内地域生活支援センター 227
寺澤啓三 社会福祉法人きのかわ福祉会 フロンティア

⑥多様な領域における支援 228
座長 小関清之 医療法人社団木の実診療所

田村真実子 関西青少年サナトリューム
離島のアルコール依存症～奄美における ARP の実践を
通じて～

西牟田智子他 奄美病院 228

相談支援者を対象としたアディクション研修の実践から
～他の福祉分野へのアプローチを中心に～

田中和彦 愛知みずほ大学 229

ソーシャルワーカーがアルコール依存をもつ人に感じる
「困難」の構造

畚野真木他 安東医院・京都府立大学大学院 229
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
自殺予防における精神保健福祉士と司法書士の連携につ
いて

吉野比呂子他 前 / 国立精神・神経医療研究センター 230

ひきこもり支援におけるケアマネジメント・プログラム
導入の検討

西元祥雄他 特定医療法人大慈会 三原病院 231

刑務所における精神保健福祉士の支援の現状と課題～特
に満期出所者を対象とした取り組みの考察～

宮沢和志 名古屋医専 232

難民支援における精神保健福祉士の課題～支援者へのイ
ンタビュー調査からの考察～

三木良子 東洋大学 232

全体講評とまとめ 小関清之 医療法人社団木の実町診療所 233
田村真実子 関西青少年サナトリューム

［ポスターセッション］
当事者の声の発信基地！ラジオ番組を使った 8 年間の活
動報告

高松　信他 生活支援センターまんまる 236

生活訓練施設守牧の13年間の活動を振り返る 森　謙次 守山荘病院 236
診療所デイケア利用者の社会参加に向けた精神保健福祉
士の支援について～定着期における長期利用者に着目し
て～

山本美紀子他 きたまちクリニック 237

精神保健福祉士の専門性と価値について～多機能分化す
る病院 PSW の役割に着目して～

中池穂高他 山本病院 238

メイクセラピー基礎講座におけるセラピスト養成の試み 岩崎　香他 早稲田大学人間科学学術院 239
［プレ企画］
Ⅰ　精神保健福祉士の専門性～業務指針の意義と活用を

考える～
241

講義 西澤利朗 目白大学
古屋龍太 日本社会事業大学

講義・演習 富澤宏輔 大阪人間科学大学
コーディネーター（まとめと報告） 西村睦美 川越病院
Ⅱ　長期入院患者さんの想いを聴く 242
コーディネーター 岩上洋一 NPO 法人じりつ
シンポジスト 遠藤紫乃 NPO 法人ほっとハート

天竺純恵 三枚橋病院
矢野芳子 上伊那圏域障害者総合支援センター
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
司会進行（まとめと報告） 岡部正文 茨内地域生活支援センター
Ⅲ　自死予防活動の実際～白浜レスキューネットワーク

の取り組みを通して～
244

講師 藤藪庸一 NPO 白浜レスキューネットワーク代表
まとめと報告 林　実香 和歌山市保健所
Ⅳ　「はたらきたい」にどう応えていますか？～就労支

援を通してその人らしい生活を考える～
245

パネリスト 柳瀬敏夫 社会福祉法人やおき福祉会
山本哲士 社会福祉法人一麦会

コーディネーター 長島　隆 和歌山県立こころの医療センター
まとめと報告 林　実香 和歌山市保健所
Ⅴ　【初任者企画】みんなで悩めばこわくない！ 246
まとめと報告 西　利起 多機能型事業所めばえ

［記念講演］
挑戦 ～人と社会をつなぐ取り組み～ 佐野章二 有限会社ビッグイシュー日本　代表 247
投稿規定 253
編集後記 254

第42巻第 4 号（通巻
88号）
2011年12月25日

（平成23年12月25日）

［巻頭言］
死者たちの優しい声～ PSW としてのこころざし～ 古屋龍太 国際委員長／日本社会事業大学大学院 256
特集　変わる養成課程　変わらない思い 257

〔総説〕
精神保健福祉士の養成課程とソーシャルワーク教育 佐々木敏明 聖隷クリストファー大学 258
後進に託す“PSW 魂”―実践力ある精神保健福祉士の
養成にかける実習指導者の思い

田村綾子 聖学院大学 262

〔各論〕
将来私たちの仲間となっていく人に伝えたいこと 林　浩幸 北見赤十字病院 266
養成機関における「演習教育」と「現場実習」の連続性 荒田　寛 龍谷大学 269

〔実践報告〕
実習受入れの現場から思うこと 金成　透 所沢慈光病院 総合支援室 273
われわれの根元にあるもの 西川浩司 社会福祉法人尾道のぞみ会 地域生活支援センターる

り 管理者兼相談支援専門員
275
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
〔座談会〕
精神保健福祉士をめざす人たちに何を伝えるか―新カリ
キュラムにおける実習指導を考える

川俣伸枝 皆神ハウス 277
佐藤眞子 新門司病院
福井淳夫 砺波サナトリウム福井病院
渡部裕一 原クリニック
渡辺由美子 南八幡メンタルサポートセンター

司会 荒田　寛 龍谷大学
〔関連資料〕 285
誌上スーパービジョン
デイケアを居場所としていく過程でのかかわりを振り返
る

柏木　昭 聖学院大学総合研究所スーパービジョンセンター顧
問

293

トピックス
障害者虐待防止における課題と今後の展望 岩崎　香 早稲田大学 289
研究論文
精神障害者の暮らしと障害年金の権利性の保障―精神保
健福祉士に対する障害年金についてのアンケート調査を
通して

青木聖久 日本福祉大学 301

イタリアの地域精神保健を支える思想と制度 中嶋裕子 福山平成大学 309
情報ファイル

「リカバリー全国フォーラム2011」報告 四方田清 リカバリー全国フォーラム2011企画・実行委員／順
天堂大学

317

「日本デイケア学会　第16回年次大会名古屋大会」報告 青山智香 東春病院 317
「日本社会福祉学会　第59回秋季大会」報告 向井智之 淑徳大学総合福祉学部 318
全国精神保健福祉家族大会（みんなねっと香川大会） 片岡未希 折野病院 319
リレーエッセイ
障害者自立支援法と『幻聴妄想かるた』の生まれた場所 新澤克憲 就労継続 B 型事業所　ハーモニー 326
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 324
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 320
この 1 冊
精神障害法 江間由紀夫 東京成徳大学 329
災害がほんとうに襲った時－阪神淡路大震災50日間の記
録

鶴幸一郎 浜寺病院
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
復興の道なかばで－阪神淡路大震災一年の記録
投稿規定 333
協会の行事予定 322
想いをつなぐ～災害とソーシャルワーク～①
本コラムを始めるにあたって 機関誌編集委員会 323

「がんばろう」の代わりに 渡部裕一 原クリニック／宮城県仙台市 323
『精神保健福祉』総目次／通巻85～88号 331
編集後記 334

第43巻第 1 号（通巻
89号）
2012年 3 月25日

（平成24年 3 月25日）

［巻頭言］
ひとりの精神保健福祉士として 鈴木長司 浜寺病院 2
特集　家族支援を考える―精神保健福祉士に求められる
家族支援

3

〔総説〕
精神障害者家族とその支援 白石弘巳 東洋大学ライフデザイン学部 4
家族が求める家族支援 良田かおり 全国精神保健福祉会連合会 8
家族から学び、家族と共に社会を変える 増田一世 公益社団法人やどかりの里 12

〔実践報告〕
早期支援サービスにおける家族支援―都立松沢病院早期
支援外来 wakaba の取り組み

石倉習子 東京都立松沢病院 16
西田淳志 東京都医学総合研究所
野中　猛 日本福祉大学
岡崎祐士

ACT における家族支援 佐藤　純 京都ノートルダム女子大学・NPO 法人京都メンタ
ルケア・アクション

19

石川三絵 たかぎクリニック
金井浩一 たかぎクリニック
橋本東代子 たかぎクリニック
水嶋美之 たかぎクリニック

依存症の家族支援 西川京子 新阿武山クリニック 22
家族と共に取り組む支援―家族会活動から学んだこと 千葉孝治 岩手県立南光病院 25
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
認知症の家族支援―ソーシャルワークの価値・家族のエ
ンパワメントを活かした認知症地域支援体制の構築を目
指して

室谷牧子 財団法人堺市福祉サービス公社 統括地域包括支援セ
ンター 認知症連携担当者

28

〔家族の声〕
精神保健福祉士に期待すること 飯塚壽美 埼玉県精神障害者家族会連合会 32
親とは異なる立場のきょうだいから伝えたい 9 つのメッ
セージ

神谷かほる 東京兄弟姉妹の会 33

“子ども”に焦点を当てた支援を 瀬戸紗智子 34
〔企画担当者としての総括〕
精神保健福祉士に求められる家族支援 伊藤千尋 法政大学 35

小田敏雄 田園調布学園大学
三井克幸 佐久障害者相談支援センター

誌上スーパービジョン
訪問でのかかわりを通して考えさせられたケースを振り
返る

柏木　昭 聖学院大学総合研究所スーパービジョンセンター顧
問

41

トピックス
保護者制度の見直しについて 岩上洋一 新たな地域精神保健医療体制の構築に向けた検討

チーム（第 3 R）「保護者制度・入院制度の検討」に
係る作業チーム構成員／特定非営利活動法人じりつ

38

研究ノート
医療観察法入院対象者へのソーシャルワーク実践の課題
の検討―医療観察法病棟入院対象者の入院決定書関係書
類における社会復帰阻害要因の分類より

狩野俊介 独立行政法人国立病院機構さいがた病院 49

実践報告
行政の福祉関連部署の職員面接を通して―メンタルヘル
ス不調の予防的観点から

名城健二 沖縄大学 57
真栄平勉 田崎病院
西銘　隆 田崎病院
中下綾子 天久台病院
田中望江 博愛病院
喜納ひろみ サマリヤ人病院
佐久田規子 沖縄障害者職業センター
山城涼子 糸満晴明病院
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
情報ファイル

「第26回 ASW 協会全国研究大会」報告 鶴幸一郎 浜寺病院 63
沖縄と東北を結ぶもの～第53回日本病院・地域精神医学
会総会に参加して

古屋龍太 日本社会事業大学大学院 63

日本福祉教育・ボランティア学習学会第17回京都大会 松本すみ子 東京国際大学 64
シンポジウム「精神保健福祉士と弁護士との連携をめざ
して～精神障害者の権利擁護充実のために～」

加藤瑞枝 京都大学医学部附属病院精神科神経科 65

リレーエッセイ
今日も学生たちの笑い声と共に 杉山真生子 社会福祉法人めぐはうす 地域生活支援センター

MOTA
72

連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 70
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 66
この 1 冊
困ってるひと 笠井亜美 浜寺病院 75
家族から家族へ　今困っているあなたへ－経験から気づ
いたこと やどかりブックレット・家族へのメッセージ 4

髙村裕子 公益社団法人 全国精神保健福祉会連合会

投稿規定 77
協会の行事予定 67
想いをつなぐ～災害とソーシャルワーク～②
人力（じんりょく）をつなぐソーシャルワーク 本田洋子 社会福祉法人養和会　障がい福祉サービス事業所　

エポック翼／鳥取県
69

かかわりの中で感じたこと 丹野孝雄 みやぎ心のケアセンター／宮城県 69
2012年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 76
編集後記 78

第43巻第 2 号（通巻
90号）
2012年 6 月25日

（平成24年 6 月25日）

［巻頭言］
満を持す 宮部真弥子 脳と心の総合健康センター 80
特集　今まさに問う、アウトリーチの真価と醍醐味とは 81

〔総説〕
アウトリーチと精神保健福祉士―ソーシャルワークの原
点は地域で共に生きること

三品桂子 花園大学社会福祉学部　臨床心理学科 82

これまでの実践から考えるアウトリーチ 伊東秀幸 田園調布学園大学 87
〔各論〕
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
公的機関の立場からのアウトリーチのあり方について 小出保廣 堺市ちぬが丘保健センター 精神保健福祉相談員 92
精神保健福祉士からみた医療機関におけるアウトリーチ 鶴幸一郎 浜寺病院 96
出雲におけるアウトリーチのあり方について 石田健一 児童心理療育センターみらい 100

高尾由美子 エスポアール出雲クリニック
矢野喬夫 海星病院
飯島健太 こころの医療センター

〔実践報告〕
未治療、治療中断状態にある地域生活者への包括型地域
生活支援プログラムの実践―ACT プログラム手法を用
いたアウトリーチ

山田　創 医療法人社団 互啓会ぴあクリニック 精神保健福祉
士

104

地域移行・地域定着支援におけるアウトリーチ 金川洋輔 サポートセンターきぬた 107
精神障害者アウトリーチ推進事業の実践から 磯﨑朱里 医療法人田村病院 110
家庭訪問事例にみるひきこもり支援 門脇祥子 社会福祉法人わたげ福祉会 113
就労支援を行っている機関におけるアウトリーチ実践 小野彩香 スイッチ・センダイ 116

〔関連資料〕
「精神障害者アウトリーチ推進事業」 119
トピックス 122
精神疾患の医療体制の構築 ―医療計画策定に関して 中川浩二 和歌山県福祉保健部福祉保健政策局障害福祉課ここ

ろの健康推進班
122

研究論文
地域精神保健福祉機関で働く PSW の成長過程に関する
研究―利用者に対する援助者役割に着目して

塩満　卓 佛教大学福祉教育開発センター 実習指導講師 125

研究ノート
精神保健福祉士の技能習得過程に関する研究―同一事例
に対する経験年数別グループワークの比較検討より

長谷川真理子 公立大学法人 青森県立保健大学 135
吉川公章 公立大学法人 福井県立大学

情報ファイル 144
みんなねっとフォーラム2011 佐藤智子 地域生活支援センターこかげ 144

「3.11 東日本大震災に学び、復興支援を考える集い」報
告

三浦知加子 京ヶ峰岡田病院 145

リレーエッセイ
構えをとって水のように 堀真由美 狛江のんびりクリニック 152
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 148
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 146
この 1 冊
精神医学を再考する―疾患カテゴリーから個人的経験へ 江間由紀夫 東京成徳大学 154

「社会的うつ病」の治し方―人間関係をどう見直すか 三井克幸 佐久障害者相談支援センター 154
投稿規定 155
協会の行事予定 99
想いをつなぐ～災害とソーシャルワーク～③
リカバリーの旅 酒井昭平 国際こども・福祉カレッジ／新潟県 151
1 年が過ぎて思うこと 新沼勝利 医療法人希望会希望ヶ丘病院　岩手県陸前高田市 151
2012年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 150
編集後記 156

第43巻第 3 号（通巻
91号）
2012年 9 月25日

（平成24年 9 月25日）

［巻頭言］
想いをつなごう！　再生・創生・深化 今野えり子 第48回社団法人日本精神保健福祉士協会全国大会／

第11回日本精神保健福祉士学会学術集会　全国大
会・学術集会長

159

［大会日程・プログラム］第48回社団法人日本精神保健
福祉士協会全国大会／第11回日本精神保健福祉士学会学
術集会

160

［基調講演］
精神保健福祉士の原点と専門性の共有を求めて 竹中秀彦 京ヶ峰岡田病院 PSW 部・リハビリテーション部長

／社団法人日本精神保健福祉士協会・前会長
161

［特別講演］
精神保健医療福祉施策の現状と課題～精神保健福祉士に
求めるもの～

福田祐典 厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 精神・障
害保健課長

165

［分科会 1 ］
①精神保健福祉援助実習・演習のあり方について 172
座長 池谷　進 社会医療法人加納岩　グループホーム・ケアホーム

ふえふき
橋本みきえ 西九州大学

実習指導の実態調査～ 院内における実習指導ガイドライ
ン作成をめざして～

小栗直美他 南知多病院 172
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
精神保健福祉士養成に伴う精神保健福祉援助実習指導に
関する一考察～ 実習指導者講習会受講修了後の実習指導
者が求めることに着目して～

德安優一他 専門学校　共生館国際福祉医療カレッジ 173

精神保健福祉援助演習における事例作成の方法と意義 杉原　努 佛教大学福祉教育開発センター 173
精神保健福祉士養成における今後の実習教育のあり方に
関する研究～実習生の自己評価に着目して～

小沼聖治他 日本福祉大学 174

ソーシャルワーク実践と専門価値～アンケート調査より
～

小久保志乃他 日本福祉医療専門学校 175

全体講評とまとめ 池谷　進 社会医療法人加納岩 グループホーム・ケアホームふ
えふ

176

橋本みきえ 西九州大学
②権利擁護の制度・普及啓発について 177
座長 西川健一 特定非営利活動法人あさがお

笹木徳人 医療法人卯の会　新垣病院
精神障害者の虐待防止を考える～事例調査の結果から～ 金成　透他 所沢慈光病院 177
精神障害者の障害年金受給を保障するためのシステム構
築～精神保健福祉士の役割と専門性に着目して～

青木聖久 日本福祉大学 178

入院患者における成年後見制度活用の社会的意義～市町
村長申立て支援を通じて～

伊藤志麻穂 草津病院 178

精神科病院に入院中の権利についてのパンフレット作成
をとおして～認定 NPO 法人大阪精神医療人権センター
の活動～

壬生明日香他 広島国際大学 179

スウェーデンにおけるパーソナル・オンブズマンに関す
る調査報告

岩崎　香 早稲田大学 180

全体講評とまとめ 西川健一 特定非営利活動法人 あさがお 181
笹木徳人 医療法人卯の会 新垣病院

③専門職教育のとりくみ 182
座長 木太直人 社団法人日本精神保健福祉士協会

稗田幸則 医療法人志仁会　西脇病院
多機関連携におけるリフレクティング・プロセスの応用
Ⅰ～理論的背景と実践の枠組～

矢原隆行他 広島国際大学 182

多機関連携におけるリフレクティング・プロセスの応用
Ⅱ～事例の概要と実践の流れ～

木島　彩他 ほうゆう病院 182
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
多機関連携におけるリフレクティング・プロセスの応用
Ⅲ～事例提供者の視点から見た本実践の効果～

石橋沙央理他 ふれんずサポートセンター 183

多機関連携におけるリフレクティング・プロセスの応用
Ⅳ～スーパービジョンにもたらす効果～

佐藤真由美他 ほうゆう病院 184

多機関連携におけるリフレクティング・プロセスの応用
Ⅴ～ 通院医療機関における担当精神保健福祉士の引き継
ぎへの効果～

白神典子他 呉やけやま病院 185

精神保健福祉士のケアマネジメント技術における評価
シートを通した効果測定

武藤大司 芦屋メンタルサポートセンター 186

全体講評とまとめ 木太直人 社団法人日本精神保健福祉士協会 187
稗田幸則 医療法人志仁会　西脇病院

④高齢および認知症の方への支援や制度 187
座長 岩尾　貴 石川県健康福祉部　障害保健福祉課

大迫健二 宮崎市生目・小松台地区地域包括支援センター
若年性認知症の本人とその家族の抱えるニーズと支援課
題

金子　努 県立広島大学 187

精神科急性期治療病棟における精神保健福祉士の役割～
高齢患者の退院支援からみえてきたもの～

藤田恵未 総合心療センターひなが 188

認知症専門病院における長期入院患者の退院支援とその
課題

工藤智子他 横浜ほうゆう病院 189

認知症専門病院における精神保健福祉士の10年 田中裕美他 たけとう病院 190
平成23年度障害者総合福祉推進事業「精神症状等を有す
る認知症患者に係る退院支援パス等の地域連携の推進に
関する調査事業」報告

國重智宏他 社団法人日本精神保健福祉士協会「精神症状等を有
する認知症患者に係る退院支援パス等の地域連携の
推進に関する調査事業」調査事業担当者

190

全体講評とまとめ 岩尾　貴 石川県健康福祉部　障害保健福祉課 191
大迫健二 宮崎市生目・小松台地区地域包括支援センター

⑤活動やリハビリテーションにおけるグループの活用 192
座長 岸本信義 社会福祉法人浦安荘

古賀朋和 医療法人善慈会　大分丘の上病院
民間企業にて就労経験のある精神保健福祉士による復職
支援

海老原勇二 西脇病院 192

グループワーク実践報告Ⅰ～グループワークの効果と意
義～

小山陽香他 NPO 法人耕房“輝” 193
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
グループワーク実践報告Ⅱ～グループワークの効果と意
義～

木下英奈他 NPO 法人耕房“輝” 193

ワールド・カフェで語る「PSW が元気でいるためにど
うありたいか」～ 第26回中四国精神保健福祉士大会で
行ったグループワークの報告～

木本達男他 岡山市保健所 194

生活訓練施設から障害福祉サービス事業所へ移行して見
えてきたもの

木津英昭他 障害福祉サービス事業所こころの風元気村 195

全体講評とまとめ 岸本信義 社会福祉法人浦安荘 196
古賀朋和 医療法人善慈会　大分丘の上病院

⑥就労・雇用支援のとりくみ 197
座長 廣江　仁 社会福祉法人養和会　障がい福祉サービス事業所 F

＆ Y 境港
鶴田啓洋 特定非営利活動法人　やどかりサポート鹿児島

発達障害者の就労支援について～障害者就業・生活支援
センターの役割～

竹下友博他 熊本県有明障害者就業・生活支援センター　きずな 197

ジョブガイダンスを通じた公共職業安定所とデイケアの
連携による就労支援

太田幸治 大和公共職業安定所 197

一般就労における障害の開示に関する考察～障害当事者
と雇用主とのインタビュー比較から～

谷奥大地他 アンダンテ就労ステーション 198

国際生活機能分類を用いた精神障害者の就労支援に関す
る一考察

森谷就慶 東北文化学園大学 199

全体講評とまとめ 廣江　仁 社会福祉法人養和会　障がい福祉サービス事業所 F 
＆ Y 境港

200

鶴田啓洋 特定非営利活動法人やどかりサポート鹿児島
⑦早期支援とメンタルヘルスリテラシー 201
座長 菅原小夜子 特定非営利活動法人こころ

小森正満 長崎市保健所
精神疾患早期支援事業における精神保健福祉士の役割～ 
YESnet（四日市早期支援ネットワーク）の実践より～

宮越裕治 ささがわ通り 心・身クリニック／総合心療センター 
ひなが

201

中学校における精神保健授業の取り組み 山本綾子他 三重県立こころの医療センター 201
PTA のメンタルヘルスリテラシー 足立孝子 三重県立こころの医療センター 202
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
親にメンタルヘルス問題がみられる施設入所児童への家
庭復帰支援～家庭支援専門相談員と精神保健福祉士の連
携に向けて～

松宮透髙 県立広島大学／東洋大学大学院 203

精神保健福祉現場における職員のメンタルヘルス調査か
ら見えてくるもの

大岡由佳 武庫川女子大学 204

全体講評とまとめ 菅原小夜子 特定非営利活動法人こころ 204
小森正満 長崎市保健所

［分科会 2 ］
①多職種チームアプローチ／アウトリーチ 207
座長 渡辺由美子 南八幡メンタルサポートセンター

堤　義和 相談支援事業所・地域活動支援センター　ぷらっと
精神保健福祉士の多職種連携に係るコンピテンシーの一
考察～ A 県における結果をもとに～

光岡美里　 呉やけやま病院 207

多職種連携による行動制限最小化～精神科急性期治療病
棟における取り組み～

守谷知晃他 有馬高原病院 207

アウトリーチで精神保健福祉士に求められること～ ACT
における医療中断介入のケースを通じて～

金井浩一他 たかぎクリニック 208

英国 Assertive Outreach Team における家族支援～
単家族への訪問家族心理教育～

佐藤　純 京都ノートルダム女子大学 209

アウトリーチ支援における出会いのスキル 三品桂子 花園大学・NPO 法人京都メンタルケア・アクショ
ン

210

全体講評とまとめ 渡辺由美子 南八幡メンタルサポートセンター 211
堤　義和 相談支援事業所・地域活動支援センター ぷらっと

②生活支援における権利擁護実践 212
座長 宮部真弥子 医療法人社団和敬会　脳と心の総合健康センター

津曲めぐみ 一般財団法人弘潤会　野崎病院
精神・知的の重複障害者を支える地域連携ネットワーク
～虐待をする家族からの擁護に第三者後見人を申し立て
た事例～

筒井亜以子他 特定医療法人勇愛会 大島病院 212

被虐待経験のある親の行動特性と生活支援 川﨑未由希他 ニキハーティーホスピタル 213
転院調整における精神保健福祉士のジレンマ～総合病院
精神科における精神保健福祉士の役割～

小谷尚子他 徳島県立中央病院 214

「地域で生きる」を支える～家族との関係の中で～ 三好恵里子 社会福祉法人ワーナーホーム 214



196

号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
当事者の力と地域のネットワーク～地域移行支援の事例
を通して～

田原　泉 社団法人鹿児島精神衛生協会 大隅病院 215

全体講評とまとめ 宮部真弥子 医療法人社団和敬会　脳と心の総合健康センター 216
津曲めぐみ 一般財団法人弘潤会　野崎病院

③危機や疎外状況にある人への精神保健福祉士の支援 217
座長 宮本浩司 医療法人尚生会　アネックス湊川ホスピタル

平川　央 医療法人社団翠会　八幡厚生病院
東日本大震災に被災した精神科病院での PSW の実践報
告

阿部昌之他 財団法人磐城済世会　舞子浜病院 217

喪失環境にある中高年者への福祉的支援～点から面への
アプローチ～

田中聡史 自立訓練事業所　ソレイユ 218

自殺予防における精神保健福祉士と司法書士の連携につ
いて 2 ～実践報告～

吉野比呂子 向島保健センター 218

精神障害者の権利擁護～兵庫県弁護士会との連携につい
て～

渡邉宣子他 兵庫県精神保健福祉士協会 219

精神保健福祉領域での手話通訳の現状と課題～アラバマ
州での取り組みから～

高山亨太 日本社会事業大学大学院社会福祉学研究科博士後期
課程

220

精神保健福祉士が難民の暮らし・こころ・福祉にかかわ
れること～難民として日本に来た人たちへのインタ
ビューを通して～

三木良子他 東洋大学 221

全体講評とまとめ 宮本浩司 医療法人尚生会　アネックス湊川ホスピタル 222
平川　央 医療法人社団翠会　八幡厚生病院

④医療機関における精神保健福祉士の実践や業務 222
座長 中川浩二 和歌山県福祉保健部　福祉保健政策局　障害福祉課

渡邉俊一 医療法人清友会　植田病院
知的障害を併せもつアルコール依存症者への支援ネット
ワーク作り

中島健一他 谷野呉山病院 222

病院家族会の状況の変化と支援する精神保健福祉士の視
点を考える～「まつかぜ会」の実践と家族会意識調査を
踏まえて～

大歳明子他 独立行政法人国立病院機構　賀茂精神医療センター 223

病棟建替えを機に精神科病院の歴史を振り返る～精神保
健福祉士の視点から～

竹内　葵他 医療法人好生会　三方原病院 224
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
大学病院精神科病棟における精神保健福祉士の役割に関
する考察～ 4 年間の実践を振り返って～

藤澤由美 神戸大学医学部付属病院 225

高松病院における個別援助業務の現状から今後の援助の
あり方を検討する

谷﨑友恵他 石川県立高松病院 226

精神科病院における精神保健福祉士の組織活動の実践プ
ロ セ ス ～ 精 神 保 健 福 祉 士 の「役 割 形 成」 に 関 す る
M-GTA 分析結果より～

岩本　操 武蔵野大学 226

全体講評とまとめ 中川浩二 和歌山県福祉保健部　福祉保健政策局障害福祉課　 227
渡邉俊一 医療法人清友会　植田病院

⑤地域・まちづくりのさまざまなとりくみ 228
座長 岩上洋一 特定非営利活動法人　じりつ

大津　敬 鹿児島市精神保健福祉交流センター（はーと・ぱー
く）

グループホームを使った単身生活者への生活支援～地域
で暮らすということ～

井藁元子他 ホームみらい 228

「居場所」 に関するニーズ調査を行ってみえてきたもの 村上貴栄 関西医科大学附属滝井病院／守口市自立支援協議会
精神障害者支援部会

229

精神障害者に対する差別 ･ 偏見を軽減するために歴史教
育は有効か～意識調査をもとに精神保健福祉行政史を伝
えることの有効性を探る～

宮沢和志 名古屋医専・大学非常勤講師 230

市町村精神保健福祉業務10年間の変遷～精神保健福祉士
へのインタビュー調査からの考察～

栗原浩之他 上尾市役所 230

誰もが住み良い「まち」を実現するために，精神保健福
祉士としてできること～広島県三原市障害者プラン策定
に関与して～

長谷部隆一 地域生活支援センターさ・ポート 231

共生型福祉施設における地域住民の支え合いと精神障が
い者支援

前山憲一他 半田市社会福祉協議会 232

全体講評とまとめ 岩上洋一 特定非営利活動法人じりつ 233
大津　敬 鹿児島市精神保健福祉交流センター（ はーと・ぱー

く）
⑥リワーク支援や EAP 領域における精神保健福祉士の

役割
234

座長 田村綾子 聖学院大学
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
奥武あかね 社会福祉法人太陽の家　障害者就業・生活支援セン

ター
人生の再設計とそれを支える精神保健福祉士の役割～う
つ病患者の復職支援の取り組みから～

齋中康人他 かまだメンタルクリニック 234

EAPにおける精神科ソーシャルワークの重要性 齋藤敏靖他 東京国際大学 234
EAPにおける精神保健福祉士の役割と機能 佐藤恵美他 神田東クリニック・MPS センター 235
EAPにおける精神保健福祉士の専門性～相談データの分
析と現職精神保健福祉士へのアンケート調査から～

春日未歩子他 ジャパン EAP システムズ 236

産業保健分野における精神保健福祉士の実務と研究 真船浩介他 産業医科大学産業生態科学研究所精神保健研究室 237
全体講評とまとめ 田村綾子 聖学院大学 238

奥武あかね 社会福祉法人太陽の家　障害者就業・生活支援セン
ター

⑦スクールソーシャルワーカーの役割や課題 239
座長 今村浩司 西南女学院大学

名城健二 沖縄大学
スクールソーシャルワークにおける児童虐待支援事例の
実践報告

池田恵子他 入間市教育委員会 239

スクールソーシャルワーカーの現状と課題 天野敬子 不登校・ひきこもり研究所 239
スクールソーシャルワークにおけるアセスメントのポイ
ントについて

西　友子 大阪樟蔭女子大学 240

学校システムを活かした不登校支援の在り方について 大西　良 久留米大学　比較文化研究所 241
大学内ハラスメント相談センターにおける精神保健福祉
士の役割～加害・被害関係が生じた時の支援～

小川智美他 名古屋大学 242

全体講評とまとめ 今村浩司 西南女学院大学 242
名城健二 沖縄大学

［プレ企画］
1 　災害支援活動と精神保健福祉士の役割について 244
話題提供者 氏家靖浩 仙台白百合女子大学
コメンテーター 廣江　仁 社会福祉法人養和会　障害福祉サービス事業所 F ＆

Y 境港
司会（まとめと報告） 木下了丞 常盤台病院
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
2 　社会的入院者の地域移行・地域定着支援～精神障害

者の社会的復権に寄与する精神保健福祉士として～
245

コーディネーター（まとめと報告） 岩上洋一 特定非営利活動法人じりつ
助言者 中川浩二 和歌山県　障害福祉課
シンポジスト 中村江美子 井之頭病院

金川洋輔 地域生活支援センター　サポートセンターきぬた
佐原和紀 NPO 法人やすらぎの会

3 　聴覚障害と精神保健福祉～現状を打破するための一
歩として～

246

コーディネーター 大塚淳子 社団法人日本精神保健福祉士協会
話題提供者 赤畑　淳 立教大学コミュニティ福祉学部
シンポジスト 根間洋治 天久台病院

西川健一 NPO 法人あさがお
稲　淳子 大阪ろうあ会館，他

助言者（まとめと報告） 高山亨太 日本社会事業大学大学院社会福祉学研究科博士後期
課程

4 　スクールソーシャルワークと精神保健福祉士の専門
性

247

シンポジスト 江口研一 熊本市教育委員会事務局　総合支援課　教育相談室
　室長

古閑智子 熊本市教育委員会事務局　総合支援課　教育相談室
　スクールソーシャルワーカー

江藤圭子 登校拒否・不登校に学ぶフレンズネットワークくま
もと　代表

コーディネーター 赤星香世子 熊本県精神保健福祉士協会　顧問
まとめと報告 岩永　靖 九州ルーテル学院大学
5 　 4 者（実習生・実習指導者・当事者・養成校教員）

で考える精神保健福祉士の養成教育
248

コーディネーター 岡田洋一 鹿児島国際大
シンポジスト

〈養成校教員の立場から〉（まとめと報告） 茶屋道拓哉 九州看護福祉大学
〈実習生の立場から〉 畦地なつき くまもと心療病院
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
〈当事者の立場から〉 境　泰宏 桜が丘病院
〈付添人：担当精神保健福祉士〉 大嶌高昭 桜が丘病院
〈実習指導者の立場から〉 原田健一 桜が丘病院
指定発言者

〈実習指導者の立場から〉　 永池富和 指宿竹元病院
6 　【初任者企画】新人の悩みを分ち合い問題解決！ 249
全体進行 古庄祐輔 小柳病院
ファシリテーター 大谷由梨 小柳病院

岡田美由紀 城ヶ崎病院
田上雄一朗 熊本県あかねの里
濱崎太士 地域活動支援センターふれあい

まとめと報告 檜垣俊輔 地域生活支援センター翠
［記念講演］
僕を見て…高次脳機能障碍と向き合いながら 一ノ瀬純二 高次脳機能障碍「ぷらむ熊本」代表　 250

一ノ瀬たけし 歌手
投稿規定 257
編集後記 258

第43巻第 4 号（通巻
92号）
2012年11月25日

（平成24年11月25日）

［巻頭言］
生活の言葉 田村綾子 社団法人日本精神保健福祉士協会第二副会長／聖学

院大学
260

特集　精神保健福祉士として生きる－悩み、ゆらぎから
の創造

261

〔総説〕
精神保健福祉士を取り巻く状況－「閉塞感」を乗り越え
ていくために

岩本　操 武蔵野大学 262

精神保健福祉士が経験を通して成長していくプロセス－
葛藤や悩みとの向き合い方

横山登志子 札幌学院大学 267

〔座談会〕
新人の体験、そして思い 阿南理絵 せんだんホスピタル 272

笠井亜美 茨木病院
佐瀬義史 こころのクリニック高島平
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
原　広賢 ワークポート野岸の丘
福徳理恵 宇治おうばく病院

司会 渡部裕一 原クリニック
向井克仁 三原病院

〔62号座談会参加者の、その後〕
悩みもつながれば 毛塚和英 桜ヶ丘記念病院 281
62号特集企画からの 8 年を振り返って 吉家　洋 汐入メンタルクリニック 283
2005年からの振り返り－ PSW って何をする人？　再考 宅間（田村）奈巳 軽食喫茶・ショップふれあい 285

〔新人を育てる－現場での工夫そして願い〕
新人と、共に悩める専門職でありたい 横山基樹 いなしきハートフルセンター 287

「成長」と「育成」の間で 向井克仁 三原病院 289
〔教員の思い－現場での工夫、そして願い〕
ソーシャルワーカーの価値 名城健二 沖縄大学 291
自分という武器を磨くことの大切さ－「クライエントか
ら学ぶ」ことのできる感性と誠実さ

栄セツコ 桃山学院大学 293

誌上スーパービジョン
就労したいという思いに寄り添い続けるかかわりを振り
返る－失敗も成功も思いを共有し続けることの意義

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学総合研究所スーパー
ビジョンセンター顧問

299

トピックス
平成24年度診療報酬改定について 今村浩司 西南女学院大学／本協会診療報酬・配置促進委員会

委員長
295

研究論文
当事者が望む精神保健福祉士のかかわりに関する参加型
アクションリサーチ
Participatory Action Research of Consumer 
Defined Relationship with Psychiatric Social 
Workers

飛田義幸 社会福祉法人アムネかつしか あすなろの家 307
八重田淳 筑波大学

企業における精神障害者の就労定着支援に関する研究－
1 年後のフォローアップの調査から

片山（高原）優美子 独立行政法人国立精神・神経医療研究センター精神
保健研究所　社会復帰研究部 科研費研究員／東洋大
学大学院

315

情報ファイル 　
「第55回日本病院・地域精神医学会総会」について 下平真己 名古屋保護観察所 322
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
「第27回 ASW 協会全国研究大会」報告 鶴幸一郎 浜寺病院 322
日本社会福祉学会　第60回秋季大会 森田和美 法政大学 323
リレーエッセイ
変わらぬ思いを胸に 三島智子 社会福祉法人養和会 障がい福祉サービス事業所 は

ばたき
330

連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 328
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 324
この 1 冊
変わりゆく日本の家族－＜ザ・プロフェッショナルワイ
フ＞からみた50年

井上牧子 目白大学 332

人間福祉スーパービジョン－ソーシャルワーカーを支え
る

渡邉俊一 医療法人清友会植田病院 332

投稿規定 335
協会の行事予定 326
想いをつなぐ～災害とソーシャルワーク～④
伊原津に想いを馳せる 太田隆康 特定非営利活動法人心泉会／岐阜県 327
支援活動を振り返って… 田中良美 特定医療法人寿栄会有馬高原病院／兵庫県 327

『精神保健福祉』総目次／通巻89～92号 333
編集後記 336

第44巻第 1 号（通巻
93号）
2013年 3 月25日

（平成25年 3 月25日）

［巻頭言］
心星ひとつ、谷中さん 柏木一惠 社団法人日本精神保健福祉士協会会長／浅香山病院 2
特集　当事者による支援活動と精神保健福祉士 3

〔総説〕
当事者による支援活動（ピアサポート）の現状と課題－
PSW との協働を考える

橋本達志 公益財団法人北海道精神保健推進協会　こころのリ
カバリー総合支援センター

4

当事者活動へのかかわり－「倫理」から「受動性の自覚」
へ

稲沢公一 東洋大学ライフデザイン学部 8

〔各論〕
精神障害当事者会「ポプラの会」と共に歩んで－それぞ
れの立場からのかかわり

太田廣美・大池ひろ子・土井まゆ
み

社会福祉法人絆の会 12

夏目宏明 医療法人鶴賀会鶴賀病院・社会福祉法人ウエルフェ
アコスモス
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
「ピアとして・ひとりの人間として」尊重し合える関係
を大切にした支援

大堀尚美 NPO 法人ポプラの会 17

すみれ会の助け合い 宮岸真澄 特定非営利活動法人 精神障害者回復者クラブすみれ
会 理事長

21

〔実践報告〕
地域移行ピアサポーターの活動から 児玉洋子 障害者生活支援センター杜の家 25
クラブハウスにおけるメンバーとスタッフの関係性 河瀬弘之 クラブハウスはばたき 28

加藤大輔 中部学院大学
WRAP に関する活動を通して考える“ピア”について 長岡千裕 社会福祉法人あおぞら 相談支援事業所てれんこ／

WRAP 研究会 in せんだい
31

山陰における嗜癖問題に対するピア・行政・PSW の協働 田中　晋 八雲病院 山陰嗜癖行動研究会 事務局長 34
森脇英人 ビ・フレンディング 山陰嗜癖行動研究会 事務局員

がん体験者の自助グループ“がんサロン”とのかかわり
と援助者自身が受けた影響について

原　敬 法務省 松江保護観察所 37

〔私とピア〕
印象に残る当事者との出会い 編集委員一同 40
誌上スーパービジョン
本人の気持ちに寄り添うことの難しさ－迷いながらかか
わり続けている事例を通して

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学総合研究所スーパー
ビジョンセンター顧問

47

トピックス
新大綱は必読！　自殺総合対策大綱の見直し 大塚淳子 日本精神保健福祉士協会常務理事 43
研究ノート
統合失調症のセルフヘルプグループの展開とメンバーの
認識変化－機関内グループと SA（Schizophrenics 
Anonymous）の経験から

橋本直子 福井県立大学看護福祉学部 55

情報ファイル
第20回日本精神障害者リハビリテーション学会 山田　敦 川崎市健康福祉局障害保健福祉部 63

「第 5 回みんなねっと茨城大会」の開催 髙村裕子 公益社団法人 全国精神保健福祉会連合会 63
日本福祉教育・ボランティア学習学会　第18回いばらき
大会

松本すみ子 東京国際大学 64

家族のこころの病気を子どもに伝える絵本①『ボクのせ
いかも…－お母さんがうつ病になったの－』が刊行され
ました。

小田敏雄 田園調布学園大学 65
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
リレーエッセイ
東日本大震災、そして新しい命 奥山美希 医療法人 慈圭会 すがのクリニック 72
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 70
協会の動き 坪松真吾 社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 66
この 1 冊
ソローニュの森 小田敏雄 田園調布学園大学 75

【現代語訳】呉秀三・樫田五郎 精神病者私宅監置の実況 島田泰輔 地域活動支援センターちのくらぶ 75
投稿規定 77
協会の行事予定 68
想いをつなぐ～災害とソーシャルワーク⑤
代理受傷を経験して～支援者も被災者でありつづける～ 横山泰三 中山心療クリニック／広島県 69
体験を通して思うこと 河元寛泰 ピアサポート北のと／石川県 69
2013年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 76
編集後記 78

第44巻第 2 号（通巻
94号）
2013年 6 月25日

（平成25年 6 月25日）

［巻頭言］
「適応する人」「適応させる人」 荒田　寛 龍谷大学 80
特集　法制度に向き合い続ける精神保健福祉士の価値 81

〔総説〕
精神障害者像・社会像の法律上の変遷史 池原毅和 東京アドボカシー法律事務所 82
制度と実践の関係－精神保健福祉士の実践 西澤利朗 目白大学人間福祉学科 86

〔各論〕
自己完結しない医療・私・それを支えるソーシャルワー
カーの使命

梶元紗代 まきび病院 90

ひとに気づき、人と築く－十勝・帯広の PSW たち 小栗静雄 NPO 法人十勝障害者サポートネット 94
〔実践報告〕 
精神科病院への「移送問題」にかかわる精神保健福祉士
の葛藤

長谷川千種 昭和大学附属烏山病院 98

退院促進・地域移行支援を20年以上続けてきた経験から 田尾有樹子 社会福祉法人巣立ち会 101
ソーシャルワーク援助と無年金障害者裁判 中住孝典 東京青梅病院 104
生活困窮者支援の取組み実践 瀧脇　憲 NPO 法人自立支援センター ふるさとの会 108
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
精神保健福祉士の価値に基づく成年後見制度の活用と実
際について

西川健一 特定非営利活動法人あさがお 111

高知医療観察ネットワーク会議の活動報告について 垣内佐智子 高知保護観察所／高知医療観察ネットワーク会議事
務局

114

曽根宏一郎 細木ユニティ病院／高知医療観察ネットワーク会議
構成メンバー

誌上スーパービジョン
本人のみのかかわりに固執したケースを振り返る 柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学総合研究所スーパー

ビジョンセンター顧問
122

トピックス
精神保健及び精神障害者福祉に関する法律の一部改正 木太直人 日本精神保健福祉士協会 117
障害者の雇用の促進等に関する法律の一部を改正する法
律案、精神障害者雇用の義務化について

齋藤敏靖 東京国際大学 119

研究論文 　
精神保健福祉士が経験する多様な業務の実態とその評価
に関する研究－精神科病院に勤務する PSW へのアン
ケート調査結果より

岩本　操 武蔵野大学人間科学部 131

情報ファイル
第 6 回世界精神医学会アンチスティグマ分科会国際会議 松本すみ子 東京国際大学 141

「みんなねっとフォーラム2012」の開催 鈴木紀善 全国精神保健福祉会連合会 141
メンタルヘルスの集い（第27回日本精神保健会議）報告 相川章子 聖学院大学 142
リレーエッセイ
流れ流れて 荒川将栄 法務省 福島保護観察所 150
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 148
協会の動き 坪松真吾 公益社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 144
この 1 冊
心の病 回復への道 小田敏雄 田園調布学園大学 153
福祉援助の臨床－共感する他者として 國重智宏 日本福祉学院 153
投稿規定 155
協会の行事予定 146
想いをつなぐ～災害とソーシャルワーク～⑥
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
一歩ずつ前へ 加藤優妃 震災こころのケア・ネットワークみやぎ　からころ

ステーション／宮城県
147

「活動」と「想い」を紡いで 永添晋平 埼玉県支部 147
2013年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 154
編集後記 156

第44巻第 3 号（通巻
95号）
2013年 9 月25日

（平成25年 9 月25日）

［巻頭言］
ソーシャルワーカー実践『魂』の再生 岩尾　貢 第49回公益社団法人日本精神保健福祉士協会全国大

会／第12回日本精神保健福祉士学会学術集会 全国大
会・学術集会長

159

［大会日程・プログラム］第49回公益社団法人日本精神
保健福祉士協会全国大会／第12回日本精神保健福祉士学
会学術集会

158

［基調講演］
専門職としての価値と実践内容の統合 荒田　寛 龍谷大学 160

［特別講演］
精神保健医療福祉施策の現状と課題～精神保健福祉法改
正と精神保健福祉士に求めるもの～

江副　聡 厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 精神・障
害保健課 課長補佐

168

［シンポジウム 1 ］
ソーシャルワーク実践の進化を問う！～『魂』は受け継
がれているか？～

174

コーディネーター 西澤利朗 目白大学人間学部人間福祉学科教授
シンポジスト 岩尾　貴 石川県健康福祉部障害保健福祉課

岡部正文 茨内地域生活支援センター施設長
梶元紗代 まきび病院訪問看護室室長
門田　晋 むげん代表
山田　伸 聖康会病院

［シンポジウム 2 ］
精神科医療と介護の連携～認知症の人たちの地域支援と
は？～

183

コーディネーター 館石宗隆 札幌市保健福祉局認知症支援・介護保険担当部長
（当時）／現医務監

シンポジスト 勝又浜子 厚生労働省老健局高齢者支援課認知症・虐待防止対
策推進室室長
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
北村　立 石川県立高松病院院長
山本めぐみ 浅香山病院医療福祉相談室
示村智子 相談支援事業所かが
宮島　渡 恵仁福祉協会常務理事／高齢者総合施設アザレアン

さなだ施設長
［分科会 1 ］
①地域移行支援を考える 193
座長 鈴木浩子 植苗病院

福井淳夫 砺波サナトリウム福井病院
高齢精神障害者の地域移行支援に関する一事例～介護支
援専門員との連携を通して～

下川美香他 浅香山病院 193

『自立訓練（生活訓練）事業』～障害者自立支援法移行
後 3 年を経過して～

磯﨑輝明他 横浜市総合保健医療センター 193

さらなる医療と福祉の連携への取り組み～地域移行・定
着に向けた連携強化プログラムの紹介～

串上憲司他 有馬高原病院 194

病院併設型施設への退院～生活支援の手立てと課題～ 中本泰輔他 ひまわりホーム 195
慢性期女性閉鎖病棟における家族教室の立ち上げと実践
について～関わりの中で，築かれるもの～

新藤さやか 慈雲堂内科病院 196

精神障害者の退院支援における要因研究 越智裕子 藤仁館学園 196
全体講評とまとめ 鈴木浩子 植苗病院 197

福井淳夫 砺波サナトリウム福井病院
②医療機関における実践 198
座長 小谷尚子 徳島県立中央病院

小原智恵 小矢部大家病院
単科精神科における地域医療連携室～精神保健福祉士の
役割は変化したのか～

田渕麻起子他 阪南病院 198

早期退院・再入院予防のために～「グリーン紙」で“人
となり”を知る～

澤野文彦他 沼津中央病院 199

医療観察法病棟チーム医療における精神保健福祉士の役
割の考察

谷所敦史 菊池病院 199

民間単科精神科病院における発達相談窓口の取り組み 箭内友子 大湫病院 200
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
病診連携における精神保健福祉士の役割～相談室グルー
プワークを通して～

後藤敦子他 総合心療センターひなが 201

医療観察法医療を応用した利用者主体の再燃予防への取
り組み～ セルフモニタリング表とクライシスプランを活
用した支援の検討～

狩野俊介 前国立病院機構さいがた病院・現岩手県立大学大学
院博士前期課程

202

全体講評とまとめ 小谷尚子 徳島県立中央病院 203
小原智恵 小矢部大家病院

③高齢者および家族への支援 204
座長 岸本信義 浦安荘

梅村仁志 計画相談支援ひだまり
グループホーム利用者の高齢化に伴う生活支援から見え
る課題

表　秀雄他 粟津神経サナトリウム 204

ケアホームにおける高齢精神障害者への支援とその課題
～介護支援専門員と連携を図った事例からの一考察～

中條　了他 京都市中部精神障害者地域生活支援センター「なご
やかサロン」

204

認知症高齢者を支援する，介護支援専門員へのアンケー
トを通して考えること

城間直也他 新垣病院 205

介護支援専門員からみた介護と精神科医療との連携に関
する課題

金子　努他 県立広島大学 206

自分らしい最期を支えるために～人生の完成に寄り添う
かかわりとは～

長　原野 南部病院 207

家族支援における精神保健福祉士の役割～インテーク面
接を通して～

和光　紋他 長谷川病院 208

全体講評とまとめ 岸本信義 浦安荘 208
梅村仁志 計画相談支援ひだまり

④雇用および就労に関する支援 209
座長 廣江　仁 養和会障害福祉サービス事業所 F&Y 堺港

福山佳之 松原病院
IPS の特徴を活かした就労支援の実践～ ストレングスモ
デルにおける就労支援の葛藤に関する一考察～

小野彩香他 Switch 209

リワークプログラムにおける精神保健福祉士の役割 後藤智行 柏メンタルクリニック・三軒茶屋診療所 210
EAP による職場復帰支援 青木　正 東京福祉大学 211
高次脳機能障害の方の所得保障についての一考察～国民
年金対象者の事例から～

隅原聖子 広島県立障害者リハビリテーションセンター 211
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
全体講評とまとめ 廣江　仁 養和会障害福祉サービス事業所 F ＆ Y 境港 212

福山佳之 松原病院
⑤専門職の教育，養成 213
座長 木太直人 日本精神保健福祉士協会

齊藤晋治 健康科学大学
医療観察法に関する実習・講義の効果と意義 常増健二 菊池病院 213
精神科病院での退院支援は学生の目にどのように映った
か～ 実習で学生が体験したことを教員としてどのように
受け止め考察するか～

宮沢和志 名古屋医専 214

演習教育における事例作成の意義と事例活用に関する一
考察

杉原　努 佛教大学福祉教育開発センター 215

精神保健福祉士養成カリキュラム改正に伴う実践現場へ
の影響等に関する調査

森山拓也他 日本福祉教育専門学校 215

精神保健福祉士養成校における現状と課題について～東
北文化学園大学の状況から～

大竹伸治他 東北文化学園大学 216

県協会が研修を実施していくための組織づくりへの取り
組み～ソーシャルワーカーとして在りつづけるために～

望月信吾他 溝口病院 217

全体講評とまとめ 木太直人 日本精神保健福祉士協会 218
齊藤晋治 健康科学大学

⑥地域における多様な実践 219
座長 金成　透 所沢慈光病院

田中哲志 嶺南病院
夜間の電話対応における精神保健福祉士の視点としての
一考察

相川香織他 千葉県中核地域生活支援センターひだまり 219

利用者主体の精神科訪問看護～ニーズ把握調査を通して
～

山川千尋他 養和病院 220

統合失調症メンバーに対し在宅で心理教育を実施した事
例

藤本悠子他 福智クリニック 220

通院以外に社会参加していない「非社会参加群」への精
神保健福祉士による関わり～精神科診療所を拠点として
社会参加へ～

富澤一洋 こころのクリニック石神井 221

臨床動作法を用いた地域の繋がり作り～市民対象の勉強
会の経過から～

加藤光士 慈恵中央病院 222
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
和歌山県精神医学ソーシャルワーカー協会会員の職場環
境とストレス・満足度等に関する調査

木村正雄他 和歌山県精神医学ソーシャルワーカー協会 223

全体講評とまとめ 金成　透 所沢慈光病院 224
田中哲志 嶺南病院

⑦権利擁護に関する課題や取り組み 225
座長 古屋龍太 日本社会事業大学大学院

浅野雅彦 地域生活支援センターすいせい
千葉県精神保健福祉士協会　権利擁護委員会の取り組み
～もっと POP に権利擁護～

木津英昭他 こころの風元気村 225

障害年金を専門に扱う社会保険労務士と精神保健福祉士
との連携と協働～社会保険労務士の活用と可能性に焦点
化して～

河野康政他 かもめクリニック 226

日本精神保健福祉士協会苦情処理規程の守秘義務違反の
取り扱いにかかる課題～日本精神保健福祉士協会による
懲罰処分の事例から～

桐原尚之 立命館大学大学院 226

クローバーによる倫理・身上監護セルフチェックシート
と課題抽出シートの考案～認定成年後見人ネットワーク

「クローバー」活動報告～

長谷川千種他 昭和大学附属烏山病院 227

成年後見制度における意思決定支援～制度の限界と実践
の可能性～

岩崎　香他 早稲田大学 228

全体講評とまとめ 古屋龍太 日本社会事業大学大学院 229
浅野雅彦 地域生活支援センターすいせい

［分科会 2 ］
①地域生活支援体制構築への視点や役割 231
座長 菅原小夜子 ハートケアセンターこころ

小田良光 谷野医院
入院医療中心から地域生活中心へ～精神保健福祉士への
アンケート調査報告～

藤井宏昭他 姫路市保健所 231

アウトリーチ推進事業を通しての地域支援体制の構築 斎藤綾子他 鈴鹿厚生病院 231
レスパイト・ケア事業の取り組みについて 木村衣里他 なごみの郷 232
社会資源開発における精神保健福祉士の担う役割～三原
市障害者住居確保支援会議を通して考察する～

長谷部隆一 地域生活支援センターさ・ポート 233
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
ニーズとサービスとの調整が困難な方への相談支援事業
所の役割

築山彩子他 芦屋メンタルサポートセンター相談支援事業所 234

三原市自殺対策連携推進会議において精神保健福祉士が
担う役割～ 福祉アクセシビリティが確保された相談支援
システムの構築を目指して～

越智あゆみ他 県立広島大学 235

全体講評とまとめ 菅原小夜子 ハートケアセンターこころ 236
小田良光 谷野医院

② ACT などアウトリーチ型の支援 236
座長 中川浩二 和歌山県福祉保健部

村上　満 富山国際大学
本人と家族のリカバリーを促す精神保健福祉士の支援～
ACT の実践を通して～

石川三絵他 たかぎクリニック 236

ACT スタッフにおける家族支援に対する認識～提供さ
れる家族支援との関連から～

佐藤　純他 京都ノートルダム女子大学 237

多職種アウトリーチチームにおける精神保健福祉士の役
割と視点～何も出来ない私ですが～

佐々木育実他 ぴあクリニック 238

ACT における入院回避支援～誰のため，何のための入
院かを考える～

稲山耕平 ACT-Zero 岡山・大和診療所 239

地域が受け入れにくい当事者に支援を届ける精神保健福
祉士の役割～多職種アウトリーチチームの実践から～

橋本東代子他 たかぎクリニック 240

全体講評とまとめ 中川浩二 和歌山県福祉保健部 240
村上　満 富山国際大学

③児童・思春期における早期支援 241
座長 渡辺由美子 南八幡メンタルサポートセンター

松村英夫 まどころ心療クリニック
キーパーソン不在の未成年者に対する自立支援 木村千尋他 向陽台病院 241
精神障がいのある親と暮らす子どもへの支援についての
一考察

宮越裕治他 ささがわ通り 心・身クリニック 242

児童福祉領域における，生活支援の専門的支柱としての
「RSC 活動」～ 地域とのつながりを広げるスポーツクラ
ブの実践から，生活支援への浸透を目指して～

上野陽弘 こどもの心のケアハウス　嵐山学園 243
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
若者と家族のストレングスに焦点をあてた早期支援・過
渡的支援～ ニュージーランドにおける早期支援プログラ
ムから～

藤島　薫 東京福祉大学 244

全体講評とまとめ 渡辺由美子 南八幡メンタルサポートセンター 245
松村英夫 まどころ心療クリニック

④災害支援の取り組み 246
座長 福井康江 岩手県こころのケアセンター

前田充彦 三重県立こころの医療センター
福島における被災者支援①～専門職団体の連携による支
援～

菅野正彦他 桜ヶ丘病院 246

福島における被災者支援②～広域避難を強いられた事業
所に対する支援～

菅野直樹他 福島赤十字病院 246

福島県における精神保健福祉士の役割Ⅰ～震災後， 1  年
を振り返って～

塩田義人他 ふくしま心のケアセンター 247

福島県における精神保健福祉士の役割Ⅱ～ ふくしま心の
ケアセンターに勤務する20 代精神保健福祉士の葛藤～

松島輝明他 ふくしま心のケアセンター 248

就労支援と災害支援で行ったアウトリーチ型ソーシャル
ワークの重要性～ アウトリーチ型ソーシャルワークによ
り自立へと繋がった 2  例～

横山泰三 中山心療クリニック 249

全体講評とまとめ 福井康江 岩手県こころのケアセンター 250
前田充彦 三重県立こころの医療センター

⑤精神保健福祉士の業務，役割，専門性 250
座長 今村浩司 西南女学院大学

二口　貢 むげん
精神保健福祉領域におけるソーシャルワーカーの専門性
とは何か～当事者へのインタビュー調査から考える～

吉岡夏紀他 こまつ障害者就業・生活支援センター 250

地域生活支援におけるピアサポートの有効性と支援者の
役割

東　照己他 三国丘病院 251

精神科病院における組織内ピア ･ グループ ･ スーパービ
ジョンの実践

古市尚志他 浅香山病院 252

聴覚障害と精神障害を併せ持つ人の理解と支援行為のプ
ロセス～ 精神保健福祉士へのインタビュー調査による
M-GTA 分析～

赤畑　淳 立教大学 253



213

号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
スクールソーシャルワークにおける精神保健福祉士の役
割～ ミクロ・メゾ・マクロレベルでの役割分類を中心に
～

大西　良 久留米大学 254

「精神保健福祉士業務指針」の意義と課題 岩本　操他 武蔵野大学 254
全体講評とまとめ 今村浩司 西南女学院大学 255

二口　貢 むげん
⑥多様な領域や課題に関する支援 256
座長 吉川公章 福井県立大学

池谷　進 グループホーム・ケアホームふえふき
精神保健福祉領域における手話通訳者の Professional 
Standards の現状と課題

高山亨太 日本社会事業大学大学院 256

保護観察所における覚せい剤事犯者へのグループワーク
～スーパーバイザーの立場から見えてきたもの～

北本明日香 広島国際大学 257

薬物依存症治療プログラム（SMARPP）を用いた依存
症専門病院での実践報告

小河原大輔他 赤城高原ホスピタル 257

共依存者への音楽療法の可能性～音・声・音楽・身体を
用いたグループワークによる人間関係変容への影響～

長谷川美津子 東京福祉大学大学院 258

和歌山市における障害者アートの取り組み 峰政裕一郎 ももたにクリニック 259
全体講評とまとめ 吉川公章 福井県立大学 260

池谷　進 グループホーム・ケアホームふえふき
［ポスターセッション］ 261
広汎性発達障害のある A 氏を通して地域支援を考える 長田洋子他 ときわ病院 262
高齢者虐待予防における精神保健福祉士への期待 梅崎　薫 埼玉県立大学 262
当事者が意欲的に活動できる地域づくり支援～ ピアサ
ポート講習会からのエンパワメントの向上へ～

行實志都子他 神奈川県立保健福祉大学 263

WRAP（元気回復行動計画）の活用に関する研究～ 集
中クラス参加後の活用実態に関するアンケート調査から
の考察～

寺澤法弘 WRAP 名古屋　日本福祉大学 264

［プレ企画］
1 　何をすることが「家族支援」になるのだろうか？～

目からウロコの家族支援ワークショップ～
266

コメンテーター・講師 良田かおり 全国精神保健福祉会連合会・みんなねっと
佐藤　純 京都ノートルダム女子大学
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
ファシリテーター等 青木聖久 日本福祉大学

髙村裕子 全国精神保健福祉会連合会・みんなねっと
コーディネーター（まとめと報告） 伊藤千尋 淑徳大学
2 　精神保健福祉士と相談支援～制度改正を見据えて～ 267
司会 吉野　智 中核地域生活支援センター海匝ネットワーク

金川洋輔 サポートセンターきぬた
助言者 門屋充郎 十勝障がい者支援センター
話題提供 日本精神保健福祉士協会相談支援

政策提言委員会
相談支援ハンドブック説明 吉澤浩一 相談支援センターくらふと
まとめと報告 菅原小夜子 こころ
3 　成年後見制度とは……？～権利を守るための，精神

保健福祉士の役割を考える～
268

講師 西村武彦 道央法律事務所
コーディネーター（まとめと報告） 鶴田啓洋 やどかりサポート鹿児島

萬山直子 鶴見西井病院デイケアセンター
シンポジスト 岩崎　香 早稲田大学人間科学学術院

東　裕紀 サンライフたきの里
金子　努 県立広島大学

4 　育つ・育てる　ソーシャルワーカーの成長を考える 269
コーディネーター 柏木　昭 聖学院大学総合研究所名誉教授，スーパービジョン

センター顧問
報告者 相川章子 聖学院大学

谷香代子 あすなろセンター
松本直樹 井之頭病院

まとめと報告 小町　健 矢田野ファクトリー
5 　権利擁護の鍵は“本人本位”～大切にしたいかかわ

りの視点～
270

講師 岡安　努 共友会
講師（まとめと報告） 蔭西　操 南加賀認知症疾患医療センター
6 　見つめよう！　専門性～初心に立ち返って思うこと

～
271
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
講師 寺西里恵 野々市こころのクリニック
まとめと報告 吉岡夏紀 こまつ障害者就業・生活支援センター

［記念講演］
司法の観点からソーシャルワーカーに期待すること～人
と人とのかかわりのあり方と社会で生きること～

甲斐中辰夫 卓照綜合法律事務所 弁護士 272

投稿規定 277
編集後記 278

第44巻第 4 号（通巻
96号）
2013年11月25日

（平成25年11月25日）

［巻頭言］
知不足ということ 柏木　昭 日本精神保健福祉士協会名誉会長／聖学院大学総合

研究所
280

特集　生活支援再考－我々は「生活のしづらさ」を理解
できているか？

281

〔総説〕
豊かな人生支援を目指して－環境醸成の側面から「生活
のしづらさ」を再考する

松本すみ子 東京国際大学 282

「生活のしづらさ」再考－生活支援論から学ぶもの 江間由紀夫 東京成徳大学　応用心理学部福祉心理学科 286
〔各論〕
生活のしづらさをどう理解するか－アセスメントにおけ
る位置づけ、支援計画のあり方

丸山ひろみ 上越市福祉交流プラザ　障害者相談支援センター 290

生活支援とかかわり－生活のしづらさを共有する援助関
係

妹尾和美 明星大学人文学部福祉実践学科 293

生活支援におけるゴール 吉澤浩一 相談支援センターくらふと 297
〔実践報告〕
地域活動の視点から考える生活のしづらさ 吉澤健治 かっちゃんの作業所 301

「生活のしづらさ」という言葉との出会いと、今の私の
考えていること

内山澄子 地域活動支援センターもくせい舎 304

ありがとうを求めない－その人らしさを見つめて 青戸　忍 医療法人養和会 養和病院 307
しあわせに暮らしたい 木村雅昭 医療法人社団友和会 友和病院 310
生活のしづらさにならないように－訪問支援における実
践報告

長谷　諭 地方独立行政法人宮城県立病院機構 宮城県立精神医
療センター

313

トピックス
障害者基本計画について 木太直人 日本精神保健福祉士協会常務理事 316
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
生活保護法の改正 木太直人 日本精神保健福祉士協会常務理事 318
誌上スーパービジョン
親子両者へかかわること－母の想いを受け止めながらも
息子の気持ちを聞き取ることに悩んだケース

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学総合研究所スーパー
ビジョンセンター顧問

321

研究ノート
PTA のメンタルヘルスリテラシー－現状調査と向上の
ための取組み

足立孝子 日本福祉大学 330

情報ファイル
全国公的扶助研究会主催　2013年度総会記念シンポジウ
ム

田村綾子 聖学院大学 338

第 6 回全国精神保健福祉家族大会「みんなねっと大阪大
会」

寺西里恵 野々市こころのクリニック 338

日本社会福祉学会第61回秋季大会 松本すみ子 東京国際大学 339
日本デイケア学会第18回年次大会松本大会に参加して 松永宏子 社会福祉法人サンワーク 340
第56回日本病院・地域精神医学会総会に参加して 田村恵里 特定医療法人さっぽろ悠心の郷　ときわ病院 341
リレーエッセイ
紆余曲折 菅原資浩 法務省 仙台保護観察所 348
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 346
協会の動き 坪松真吾 公益社団法人日本精神保健福祉士協会　事務局長 342
この 1 冊
統合失調症の人が知っておくべきこと－突然死から自分
を守る

三井克幸 佐久障害者相談支援センター 350

障害年金請求援助・実践マニュアル－精神障害者の生活
を支えるために

大塚直子 井之頭病院 350

投稿規定 353
協会の行事予定 344
想いをつなぐ～災害とソーシャルワーク～⑦
想いを馳せる 鴻巣泰治 埼玉県立精神保健福祉センター 345

「つなぎ」と「連携」のプロとして 伊藤美奈 NPO 法人想支／宮城県 345
訂正とお詫び 296

『精神保健福祉』総目次／通巻93～96号 351
編集後記 354
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
第45巻第 1 号（通巻
97号）
2014年 3 月25日

（平成26年 3 月25日）

［巻頭言］
懸命に力振り絞る仲間と共に 小関清之 復興支援本部長代行 2
特集　東日本大震災から 3 年－精神保健福祉士は何がで
きたか、そしてこれから何をなすべきか

3

〔資料〕
東日本大震災の記録 小田敏雄 4

〔総説〕
災害と精神保健福祉士 廣江　仁 障害福祉サービス事業所 F ＆ Y 境港 6
被災地で支援を受けた精神保健福祉士が自問自答してい
ること

氏家靖浩 仙台白百合女子大学人間学部 10

〔報告〕
現地の PSW からの報告
その時、被災地内陸部の病院では… 姉歯純子 石越病院（宮城県） 14
東日本大震災時の被害と対策－地震・津波・原発事故・
風評被害の中で

鈴木惠利子 舞子浜病院（福島県） 16

千葉県旭市における震災支援 矢島雅子 国保旭中央病院（千葉県） 18
アミーゴ荘の被災から復旧まで－施設長、精神保健福祉
士の視点から

小林　誠 自立訓練（生活訓練）事業所 アミーゴ荘（茨城県） 19

コラム①“あの時”を振り返って 門脇裕美子 宮城県東松島市保健福祉部 21
PSW 協会初動支援の報告
東日本大震災における日本精神保健福祉士協会の初期対
応

木太直人 日本精神保健福祉士協会常務理事 22

コラム② PSW として何ができたか、何ができなかった
か－支援を受けた立場から「こころのケアの専門家は
誰？」

佐藤由理 女川町健康福祉課（保健センター） 24

PSW 協会派遣支援者からの報告
PSW のバトンをつないだ一人として 相川章子 聖学院大学（埼玉県） 25
コラム③「感謝」－あの時、来てくれていた精神保健福
祉士 H さん、T さん、そして緊急時避難準備区域に継続
して支援をしてくださった多くの PSW の皆様へ

大石万里子 南相馬市役所 27

支援報告～南相馬にて～ 小林辰雄 エポック翼（鳥取県） 28
外部から移り住んだ支援者からの報告
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
こころのケアの「種まき」を続けるということ 伊藤亜希子 NPO 心の架け橋いわて（岩手県） 30
東日本大震災後の宮城県での活動報告－つながりの重要
性

藤嶋美世 みやぎ心のケアセンター気仙沼地域センター（宮城
県）

33

かけがえのない「今」を共に生きる 安藤純子 ふくしま心のケアセンター県中方部センター（福島
県）

34

コラム④原発に一番近い避難所 . 医療をつなぐ、思いを
つなぐ、未来へつなぐ

高田明美 南相馬市立総合病院 36

〔座談会〕
精神保健福祉士は何ができたか、そしてこれから何をな
すべきか

加藤優妃 からころステーション 37
木村文彦 相馬広域こころのケアセンターなごみ
鶴幸一郎 女川町保健センター
福井康江 日本精神保健福祉士協会岩手県支部
松田聡一郎 ふくしま心のケアセンター県中方部センター

コーディネーター 渡部裕一 原クリニック
カメラ 安部玲子 横浜丘の上病院
誌上スーパービジョン
本当の意味で「その人らしい生活を支援する」というこ
とはどういうことなのか

柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学総合研究所スーパー
ビジョンセンター顧問

50

トピックス
改正精神保健福祉法施行のための省令および通知等 大塚淳子 日本精神保健福祉士協会常務理事 46
研究ノート
医療観察法病棟における就労準備性評価プログラムの試
み

狩野俊介 前独立行政法人国立病院機構　さいがた医療セン
ター／岩手県立大学大学院

57

情報ファイル
日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー（ASW）協
会第28回全国研究大会～トラウマとアディクション～
ASW が果たす役割を考える～報告

高橋陽介 独立行政法人国立病院機構 久里浜医療センター 66

日本福祉教育・ボランティア学習学会　第19回いしかわ
大会

岡田隆志 埼玉県立精神保健福祉センター 66

第 5 回 ACT 全国研修会2013　浜松大会 鶴幸一郎 女川町保健センター 67
第21回日本精神障害者リハビリテーション学会沖縄大会 玉城恭子 株式会社 HaNaCoLi 代表 68
リレーエッセイ
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
科学的根拠に基づくソーシャルワーク実践 野村祥平 法務省 東京保護観察所 74
連載
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 72
協会の動き 坪松真吾 公益社団法人日本精神保健福祉士協会事務局長 70
この 1 冊
統合失調症がやってきた 平川聖子 みやぎ心のケアセンター　気仙沼地域センター 65
お母さんどうしちゃったの…－統合失調症になったの・
前編／お母さんは静養中－統合失調症になったの・後編

伊藤千尋 淑徳大学 65

投稿規定 77
協会の行事予定 69
想いをつなぐ～災害とソーシャルワーク～⑧
無力を受けとめ、できることを 佐藤　恵 秋田回生会病院／秋田県 45
災害支援から学ぶ 古賀朋和 大分丘の上病院／大分県 45
2014年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 76
編集後記 78

第45巻第 2 号（通巻
98号）
2014年 6 月25日

（平成26年 6 月25日）

［巻頭言］
最近思うこと 高石　大 日本精神保健福祉士協会常任理事／もとぶ記念病院 80
特集　ともに遊ぶ実践－こころとからだと表現の自由 81

〔総説〕
ソーシャルワーク実践における“遊び”の再考 向谷地生良 北海道医療大学 82
精神保健福祉領域における遊びの系譜－1960~1990年代
の精神科病院における取組みを中心に

古屋龍太 日本社会事業大学大学院 86

〔各論〕
ともに遊ぶ－精神保健福祉士の専門性に着目して 岡田隆志 埼玉県立精神保健福祉センター 90
精神保健福祉士を縛るものと、そこからの解放 鶴幸一郎 宮城こころのケアセンター／女川町保健センター 94

〔実践報告〕
遊びの実験－原稿依頼編 白江香澄 べてるの家と陽和病院と地域をつなぐ会（東京都） 98
PSW として考える「遊び」と信頼関係 森脇英人 地域活動支援センター ビ・フレンディング 所長 102

荒内佑輔 地域活動支援センター ビ・フレンディング
アソシア社会大学の実践－ワーク・ライフ・バランスか
らワーク・ライフ・ハピネスへ

諸留将人 アソシア社会大学 学長 106
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
みんなでつくり上げた語り部事業 芦田邦子 地域生活支援センターすいすい 110
音楽活動を柱にした就労継続支援 B 型を行うまで／行っ
てみて

戸島大樹 Crazy　Cats 114

精神障害者が出演するドキュメンタリー映画制作の取組
みについて『ありがとう ~ 心の病と向き合う人々の映画
~』の報告

木本達男 岡山市保健所 118

誌上スーパービジョン
クライエント主体のかかわりとは何か 柏木　昭 スーパーバイザー／聖学院大学総合研究所スーパー

ビジョンセンター顧問
129

トピックス
平成26年度診療報酬改定について 今村浩司 診療報酬・配置促進委員長／西南女学院大学 122
障害者の権利条約批准と精神保健福祉領域の課題 岩崎　香 早稲田大学 124
道路交通法改正 安部玲子 横浜丘の上病院 127
情報ファイル
埼玉・東京精神保健福祉士協会合同災害支援研修「災害
支援と精神保健福祉士」について

濱谷　翼 埼玉県立精神保健福祉センター 138

平成25年度精神障害者保健福祉等サービス提供体制整備
促進事業に関する研修（改正精神保健福祉法に関する業
務従事者研修）について

大嶌高昭 熊本県　桜が丘病院 138

シンポジウム「拡大する貧困に立ち向かう」－ソーシャ
ルワーカーと法律家のコラボ

今西綾子 公益財団法人　浅香山病院 139

みんなねっとフォーラム2013 佐藤真由美 指定障害福祉サービス事業所みやま 140
心理教育・家族教室ネットワーク　第17回研究集会仙台
大会に参加して

大塚直子 公益財団法人井之頭病院 141

リレーエッセイ
つながりが支えた PSW 生活－そして神奈川へ 高橋陽介 独立行政法人国立病院機構久里浜医療センター 148
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」 146
協会の動き 坪松真吾 公益社団法人日本精神保健福祉士協会　事務局長 142
この 1 冊
検証日本の精神科社会的入院と家族－精神科長期入院者
とその家族について歴史的考察とその実態－精神障害者
福祉への政策提言

江間由紀夫 東京成徳大学 151
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
聴覚障害と精神障害をあわせもつ人の支援とコミュニ
ケーション－困難性から理解へ帰結する概念モデルの構
築

松本すみ子 東京国際大学

投稿規定 153
協会の行事予定 144
想いをつなぐ～災害とソーシャルワーク～⑨
精神保健福祉士である私たちにできること 小栗直美 南知多病院／愛知県 145
寄り添う形のあれこれ 藤田裕太郎 北秋田市民病院／秋田県
2014年開催　精神保健福祉関連学会・研究会一覧 152
編集後記 154

第45巻第 3 号（通巻
99号）
2014年 9 月25日

（平成26年 9 月25日）

［巻頭言］
我が国の精神保健医療福祉のメルクマール（Merkmal）
を求めて～精神保健福祉士の存在意義を問う～

塚本哲司 第50回公益社団法人日本精神保健福祉士協会全国大
会／第13回日本精神保健福祉士学会学術集会全国大
会・学術集会長

157

［大会日程・プログラム］第50回公益社団法人日本精神
保健福祉士協会全国大会／第13回日本精神保健福祉士学
会学術集会報告集

156

［基調講演Ⅰ］
鼎談／精神保健福祉士の50年～何が出来，何が出来な
かったのか～

柏木　昭 公益社団法人日本精神保健福祉士協会名誉会長 158
大野和男 公益社団法人日本精神保健福祉士協会相談役
柏木一惠 公益社団法人日本精神保健福祉士協会会長

［基調講演Ⅱ］
シンポジウム／我が国の精神保健医療福祉の Merkmal
を求めて

岩崎　香 早稲田大学人間科学学術院准教授 164
木村真理子 日本女子大学人間社会学部教授
助川征雄 聖学院大学人間福祉学部教授
田中英樹 早稲田大学人間科学学術院教授
相川章子 聖学院大学人間福祉学部教授

［特別講演］
改正精神保健福祉法と最近の精神保健福祉の動向につい
て

北島智子 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部精神・障害
保健課長（当時）

172

［分科会 1 ］
①地域移行，地域定着に取り組む 178
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
座長 中川浩二 和歌山県　福祉保健部　障害福祉課

安増栄恵 横浜市総合保健医療センター
地域移行に関する普及啓発事業～かもめ一座の病院巡業
～

磯﨑輝明他 横浜市総合保健医療センター 178

計画相談支援・地域移行支援における精神保健福祉士の
役割

足高公明他 地域活動支援センターちのくらぶ 178

被保護者退院促進支援事業における広域支援員の役割に
ついて

吉野比呂子他 東京都保護課被保護者退院促進支援事業広域支援員 179

長期入院者の退院支援～退院支援委員会を中心とした取
り組みと地域連携・制度活用を模索して～

山口多希代 駒木野病院 180

早期退院支援における精神保健福祉士の支援と役割につ
いて

浜守大樹他 谷野呉山病院 181

精神障害のある人への地域定着支援に関する研究 小林敬子他 比企生活支援センター 182
全体講評とまとめ 中川浩二 和歌山県　福祉保健部　障害福祉課 183

安増栄恵 横浜市総合保健医療センター
②災害支援，そして街づくりへ 183
座長 廣江　仁 社会福祉法人養和会　障害福祉サービス事業所 F ＆

Y 境港
佐藤正彦 医療法人大和会　西毛病院

支援者とは何者であったのか～被災地から問う～ 福井康江 日本精神保健福祉士協会 岩手県支部 183
原発事故に伴い広域避難を強いられた自治体（飯舘村）
への支援

菅野直樹他 福島赤十字病院 184

ふくしま心のケアセンターと他機関との連携における精
神保健福祉士の役割

松島輝明他 ふくしま心のケアセンター 185

市民協働による地域福祉運動を通じての街づくり・人づ
くり

岩崎諭史 精神障害者のあすの福祉をよくする三浦市民の会ぴ
あ三浦

186

全体講評とまとめ 廣江　仁 社会福祉法人養和会　障害福祉サービス事業所 F ＆
Y 境港

187

佐藤正彦 医療法人大和会　西毛病院
③こどもを支える 188
座長 今村浩司 学校法人西南女学院　西南女学院大学

坂井省英 地域生活支援センター　ふらっと
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
岩手県におけるスクールソーシャルワーク活動～岩手県
の現状と一スクールソーシャルワーカーの活動報告～

狩野俊介 岩手県教育委員会・岩手県立大学大学院 188

中学校におけるメタ認知トレーニングを応用したグルー
プワークの試み

狩野俊介 岩手県教育委員会・岩手県立大学大学院 189

心のケアが必要な思春期・青年期のソーシャルワーク～
7  カテゴリ31 項目の視点から考える～

西隈亜紀 グループホーム・キキ 190

スクールソーシャルワークにおける児童虐待支援事例の
実践報告

池田恵子 神奈川県社会福祉士会 相模原市一時生活支援事業 
＠ HOUSE はばたき

190

ソーシャルワーカーと大学生のコラボレーションによる
子どもの居場所づくり活動～活動の実態とそのプロセス
を中心に～

大西　良 久留米大学 191

児童福祉領域における，生活支援の専門的支柱としての
「RSC 活動」～個別支援の実践省察から見えてくるもの
～

上野陽弘 こどもの心のケアハウス　嵐山学園 192

全体講評とまとめ 今村浩司 西南女学院大学 193
坂井省英 地域生活支援センター　ふらっと

④医療機関で取り組む 193
座長 小谷尚子 徳島県立中央病院

山崎久之 成田病院
総合病院精神科における精神保健福祉士配置前後の入退
院患者推移～病棟精神保健福祉士の必要性～

田中博也他 国保野上厚生総合病院 193

救急医療機関退院後の自殺未遂者に対する支援事業の報
告

大高靖史 日本医科大学　精神医学教室 194

地域連携室勉強会を立ち上げて～ 3 年間を振り返り今後
の課題を探る～

道越愛子他 道ノ尾病院 195

横浜弁護士会による病院内法律相談～受入れ精神科病院
職員の意識調査報告～

高木善史他 神奈川県立精神医療センター芹香病院 ・筑波大学大
学院人間総合科学研究科

196

医療機関に所属する精神保健福祉士の役割と権利保障～ 
｢社会制度確認シート｣ の取り組みを中心にして～

荒川　豊他 豊科病院 197

全体講評とまとめ 小谷尚子 徳島県立中央病院 198
山崎久之 成田病院

⑤課題を探り，実践する 199
座長 渡辺由美子 南八幡メンタルサポートセンター
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
髙井正己 医療法人朝日会 朝日病院

精神障害の障害年金における認定審査の現状と課題～障
害年金に精通した 3 名の社会保険労務士の語りを通して
～

青木聖久他 日本福祉大学 199

精神保健福祉士の活動評価及び介入方法の開発と普及に
関する研究～介護領域における精神科医療との連携に焦
点を当てて～

金子　努他 県立広島大学 199

高齢者施設における精神保健福祉士の実践～家族の想い
を理解すること～

薮内美和他 ユニット型指定介護老人福祉施設サンライフたきの
里

200

高齢入院精神障害者の地域移行に関する現状と課題（そ
の 1 ）～入院患者の属性とその傾向～

南さやか他 ACT －ひふみ 201

高齢入院精神障害者の地域移行に関する現状と課題（そ
の 2 ）～入院患者の生活能力と生活環境～

清水美紀他 セフィロト病院 202

全体講評とまとめ 渡辺由美子 南八幡メンタルサポートセンター 203
髙井正己 朝日病院

⑥新しい人材を育てる 204
座長 池谷　進 健康科学大学

四方田清 順天堂大学
精神保健福祉援助実習における実習生の力Ⅰ～実習生か
らみた状況～

木下英奈他 耕房“光” 204

精神保健福祉援助実習における実習生の力Ⅱ～実習スー
パーバイザーから見た状況～

池乗　桂他 角田の里 204

精神保健福祉士の価値に基づいた実習教育に関する研究
～実習指導者による価値の伝授法～

山内はるひ他 八尾こころのホスピタル 205

精神保健福祉援助実習における実習指導者と実習担当教
員の連携のあり方に関する研究～実習指導者へのアン
ケート調査より～

小沼聖治 日本福祉大学　社会福祉実習教育研究センター 206

実習指導者と看護部との間の連携の促進要因・阻害要因
の探索～精神保健福祉援助実習における効果的な連携体
制の構築をめざして～

坂入竜治 大泉病院 207

学生が活かされる実習とは何か，その実践を問う～失望
した実習の事例を挙げながら，教育現場から伝えたいこ
と～

宮沢和志 名古屋医専 208

全体講評とまとめ 池谷　進 健康科学大学 208
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
四方田清 順天堂大学

［分科会 2 ］
①地域生活を包括的に支える 211
座長 大塚淳子 帝京平成大学

横山基樹 いなしきハートフルセンター
「暮らしを支えるクライシスプラン」の活用と精神保健
福祉士の視点

山縣　潤他 埼玉県立精神保健福祉センター 211

就労支援におけるアウトリーチ実践の意義 稲山耕平 大和診療所・ACT-Zero 岡山 211
重度精神障がい者の地域生活支援における精神保健福祉
士の支援と視点～危機介入事例を通してみえてきたこと
～

石川三絵他 たかぎクリニック 212

彩りある生活への支援～時間の縛りが強い A 氏が生活を
楽しめるようになった事例～

佐々木育実他 医療法人社団互啓会　ぴあクリニック 213

PSW 主導による ACT チーム立ち上げとその実践を通し
て～質の高いケースマネジメントを目指して～

遠嶋哲吏他 ACT －ひふみ 214

全体講評とまとめ 大塚淳子 帝京平成大学 214
横山基樹 いなしきハートフルセンター

②専門性を磨く 215
座長 岩尾　貴 石川県　健康福祉部　障害保健福祉課

武津美樹 生活訓練施設 萌木
精神保健福祉士の業務実態等に関する調査についての報
告⑴～現在の業務実態と今後の課題～

村上貴栄他 関西医科大学附属滝井病院 215

精神保健福祉士の業務実態等に関する調査についての報
告⑵～業務の実施度と業務の重視度にみる「仕事」に対
する考え方～

富澤宏輔他 大阪人間科学大学 216

精神障害者との協働的活動が精神保健福祉士の専門性に
及ぼす影響と要因～精神障害者フットサルの実践を通し
て～

岡田隆志他 埼玉県立精神保健福祉センター 217

精神保健福祉士の援助要請意識と自己効力感・ストレス
対処能力との関連性～和歌山県精神医学ソーシャルワー
カー協会会員への調査から～

上野山花菜他 和歌山県精神医学ソーシャルワーカー協会 218
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
英国ソーシャルワーカー養成課程及び生涯研修（hcpc）
における専門職熟達度 9 　領域と実践基準にみるコアな
要素～ソーシャルワークの専門性の理解とその維持に向
けて～

藤原正子 福島学院大学 219

全体講評とまとめ 岩尾　貴 石川県健康福祉部障害保健福祉課 220
武津美樹 生活支援施設　萌木

③多様な実践 220
座長 鈴木浩子 医療法人こぶし　柳町診療所

千野由貴子 公益財団法人リヴィーズ HANAZONO ホスピタル
美術クラブを通してのリカバリー実践 三角淳子 九州看護福祉大学 220
アルコール低減プログラム導入における PSW の役割～
企画立案・連携・普及の 3 ステップ～

西元祥雄他 三原病院 221

PSW 実践報告会を開催して～ 2 年間の取り組みから見
えてきたことと今後の課題～

玉腰聡樹他 桶狭間病院藤田こころケアセンター 222

中核市保健所における地域包括支援体制の基盤整備に向
けた取り組みについて

野間　学他 姫路市保健所 223

全体講評とまとめ 鈴木浩子 医療法人こぶし 柳町診療所 224
千野由貴子 公益財団法人リヴィーズ HANAZONO ホスピタル

④当事者，家族を支える 225
座長 知名純子 医療法人博友会　まるいクリニック

川口真知子 公益財団法人　井之頭病院
精神障害のある親の子育て支援～親子支援に効果的な援
助要素チェックリストの作成にむけて～

辻本直子他 オラシオン 225

精神障害者の親と暮らす子どもの支援について～“子ど
も”へのアンケート調査から～

宮越裕治他 総合心療センターひなが / ささがわ通り 心・身クリ
ニック

225

当院における家族心理教育の報告～精神保健福祉士の関
わりから～

島　直美 田崎病院 226

ピアサポートが育まれる「場」づくりからみえたもの～
ともに学ぶことを通じて～

長岡千裕他 相談支援事業所てれんこ 227

当事者活動における精神保健福祉士の役割に関する一考
察～「さくらの木」の活動を通じて～

徳山　勝他 半田市障がい者相談支援センター 228

全体講評とまとめ 知名純子 医療法人博友会 まるいクリニック 229
川口真知子 公益財団法人 井之頭病院
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
⑤多領域での課題に取り組む 230
座長 西川健一 特定非営利活動法人　あさがお

市村　寧 千曲荘病院
残された保護者制度～医療観察法の現場からの一考察～ 大下哲史 賀茂精神医療センター 230
司法福祉における薬物依存症者の支援に関する一考察 北本明日香 広島国際大学 230
困難事例とされやすい精神障害を持つろう者の支援のあ
り方の探索的検討～多文化ソーシャルワークの観点から
～

高山亨太 ギャローデット大学 231

犯罪被害者支援にソーシャルワークは必要か？～民間支
援団体の性被害者支援の現状から見えてくる課題～

大岡由佳 武庫川女子大学 232

全体講評とまとめ 西川健一 特定非営利活動法人 あさがお 233
市村　寧 千曲荘病院

⑥暮らす，働くを支える 234
座長 萬山直子 川崎公共職業安定所

関原　育 特定非営利活動法人　ほっとすぺーす
グループホーム及び共同住居利用者の入居動機と生活歴
に関する調査からみえてきたもの

河村隆史 己斐ヶ丘病院 234

病院における障害者雇用での精神保健福祉士の関わり支
援から見えること

多田博貴他 養和病院 234

相談支援事業所における電話相談と訪問活動の現状～ア
ンケート調査からみえてきたもの～

杉村友吾他 地域活動支援センターＭネット 235

就労移行支援事業における関わり～グループ就労から学
んだこと～

大場拓弥他 はまかぜ 236

心の不調をもつ若者への就労支援から，精神保健福祉士
の存在意義を考える～既卒 3 年以内の利用者の傾向か
ら，求められる支援とは～

小野彩香他 Switch 237

全体講評とまとめ 萬山直子 川崎公共職業安定所 238
関原　育 特定非営利活動法人　ほっとすぺーす

［ポスターセッション］ 239
近年の大学生に関するメンタルヘルスの分析 三橋真人　 東海学院大学 239
高齢入院精神障害者の地域移行に関する精神保健福祉士
の支援（その 1 ）～「支援」に対する入院患者と精神保
健福祉士の認識の相違～

小下ちえ他　 浅香山病院 239
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
高齢入院精神障害者の地域移行に関する精神保健福祉士
の支援（その 2 ）～地域移行を進めるために精神保健福
祉士に求められるもの～

野原　潤他　 吉田病院 240

自治会班長をめぐる本人と地域への働きかけ 谷　直明 川越同仁会病院 241
支援者からみた精神障害者保健福祉手帳の現状と課題 森　雅宏他 岡山市こころの健康センター 242

［プレ企画］
1  オープン・ダイアログ（開かれた対話）の可能性～10

年後の精神保健医療福祉を見据えて～
243

司会（まとめと報告） 光岡美里 呉やけやま病院
講師 矢原隆行 広島国際大学
シンポジスト 佐藤真由美 広島第一病院

石橋沙央理 相談支援事業所ふれんずサポートセンター
光岡美里 呉やけやま病院

2  共に考え共に歩むケアマネジメントのあり方～10年後
の精神保健医療福祉を見据えて～

244

話題提供者（まとめと報告） 蔭西　操 南加賀認知症疾患医療センター
コーディネーター 佐々木勝則 桜井の里福祉会
シンポジスト
介護保険におけるケアマネジャーの立場 中野裕紀 サンライフたきの里
地域包括支援センター・介護保険行政の立場 北口未知子 加賀市長寿課地域包括支援センター
相談支援専門員の立場 吉岡夏紀 相談支援事業所こまつ
障害福祉行政の立場 岩尾　貴 石川県健康福祉部障害保健福祉課
3  精神保健福祉士の業務評価と配置に関する診療報酬制

度を考える～10年後の精神保健医療福祉を見据えて～
245

企画担当 公益社団法人日本精神保健福祉士
協会　診療報酬・配置促進委員会

企画趣旨説明 宮本浩司 医療法人尚生会 加茂病院
まとめと報告 今村浩司 学校法人西南女学院　西南女学院大学
ガイダンス 木下了丞 医療法人社団静心会　常盤台病院
診療報酬改定報告 大塚淳子 学校法人帝京平成大学　帝京平成大学

熊谷彰人 陽和病院
現場からの報告 平川　央 医療法人社団翠会八幡厚生病院
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
三溝園子 昭和大学附属烏山病院
水野拓二 公益財団法人復康会　鷹岡病院

フロアとの意見交換 宮部真弥子 医療法人社団和敬会　谷野呉山病院　脳と心の総合
健康センター

竹中秀彦 京ケ峰岡田病院
他診療報酬・配置促進委員

4  今日からはじめる事例検討～10年後の精神保健医療福
祉を見据えて～

246

コーディネーター（まとめと報告） 山本綾子 三重県立こころの医療センター
助言者 佐藤光正 駒澤大学
ファシリテーター 宮越裕治 総合心療センターひなが

平野慎一朗 相談支援事業所はまかぜ
5  あらゆるライフサイクルの場面に関わる精神保健福祉

士～市民生活へのアプローチ～
247

司会進行 斉藤秀一 川越市保健所
企画担当・趣旨説明（まとめと報告） 細野正益 鶴ヶ島市役所　障害者福祉課
シンポジスト 栗原浩之 上尾市役所　発達支援相談センター

小野寺健 所沢市保健センター　こころの健康支援室
髙橋知子 ふじみ野市保健センター

指定発言 山本　賢 飯能市保健センター
6  あらゆるライフサイクルの場面に関わる精神保健福祉

士～権利擁護～
248

講師（まとめと報告） 岩崎　香 早稲田大学人間科学学術院
松永千代子 NPO 法人自殺対策支援センター　ライフリンク
坂本祐子 市川市南八幡ワークス
岩野順悟 就労継続支援 B 型ちばりよ～
磯﨑輝明 横浜市総合保健医療センター
佐々木正茂 都筑福祉保健センター
岩崎弘幸他 横浜市中区生活支援センター

7  あらゆるライフサイクルの場面に関わる精神保健福祉
士～「働く」へのアプローチ～

249

コーディネーター（まとめと報告） 齋藤敏靖 東京国際大学　人間社会学部
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
春日未歩子 ジャパン EAP システムズ

シンポジスト 大矢正志 上尾の森診療所
佐藤恵美 神田東クリニック／ MPS センター
真船浩介 産業医科大学

［教育研修講座］
1  受診前相談～精神科プレホスピタルケア～ 250
講師（まとめと報告） 塚本哲司 埼玉県立精神保健福祉センター

西村由紀 特定非営利活動法人メンタルケア協議会
橋本都子 千葉県精神科医療センター
澤野文彦 沼津中央病院
水野拓二 鷹岡病院
松田聡一郎 ふくしま心のケアセンター
鴻巣泰治・大竹智英・濱谷　翼 埼玉県立精神保健福祉センター

2  新人さんいらっしゃい～教育で学んだこととそれをも
とに現場で感じていることについて～

251

司会 上野陽弘 嵐山学園
北森めぐみ 順天堂越谷病院

シンポジスト 堀沙矢香 東松山病院
吉野美乃里 西熊谷病院
上村美幸 埼玉県立精神医療センター
望月麻結 地域活動支援センター　希望
伊藤　諒 地域活動支援センター・あるこ
堂免彩乃 就労移行支援事業所　ラ・ポルタ
髙橋直子 地域活動支援センター・ベルベッキオ

まとめと報告 北森めぐみ・上野陽弘
［記念講演］
谷中輝雄氏の歩み～ごく当たり前の生活を求めて～ 増田一世 公益社団法人やどかりの里　常務理事 252

［市民公開講座］
心の力～何が生きる力になるのか～ 姜　尚中 聖学院大学学長／東京大学名誉教授 258

［大会報告］
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
我が国の精神保健医療福祉の Merkmal を求めて～精神
保健福祉士の存在意義を問う～

塚本哲司 大会長 264
北森めぐみ 運営委員長
岩上洋一 副運営委員長

［アピール］
第50回公益社団法人日本精神保健福祉士協会全国大会・
第13回日本精神保健福祉士学会学術集会アピール

266

投稿規定 267
編集後記 268

第45巻第 4 号（通巻
100号）
2014年12月25日

（平成26年12月25日）

［巻頭言］ 柏木一惠 日本精神保健福祉士協会会長
特集　自己決定をめぐる言説

〔総説〕
精神保健福祉士と自己決定 柏木　昭 日本精神保健福祉士協会名誉会長
障害学からみた自己決定 岡部耕典 早稲田大学

〔各論〕
法制度と自己決定 齋藤敏靖 東京国際大学
権利擁護と自己決定 安部裕一 北九州成年後見センター
医療機関における自己決定 北森めぐみ 順天堂越谷病院

〔座談会〕
クライエントの自己決定の尊重をどのように伝えていく
のか

岡本秀行 川口市役所

三瓶芙美 福井記念病院
鈴木篤史 じりつ
田中良美 有馬高原病院
美濃口和久 あせび会支援センター
小田敏雄 田園調布学園大学
松本すみ子 東京国際大学

司会 荒田　寛 龍谷大学
カメラ 向井克仁 三原病院

〔特別企画〕
機関誌にみる『自己決定』 江間由紀夫 東京成徳大学
機関誌バックナンバーを閲覧して 川口真知子 機関誌編集委員長
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号・発行年 タイトル 執筆者・発表者 所属名 頁
トピックス
長期入院精神障害者の地域移行に向けた具体的方策に係
る県統計とりまとめについて

中川浩二 和歌山県庁

アルコール健康障害対策基本法の成立と推進について 佐古恵利子 リカバリーハウスいちご
情報ファイル
日本デイケア学会 鈴木慎治 井之頭病院
みんなねっと石川大会 木谷昌平 ピアサポートのと
日本病院・地域精神医学会 岡﨑　茂 宮城野区役所
日本精神障害者リハビリテーション学会 福井康江 大船渡地域こころのケアセンター
連載／実践現場からのつぶやきコーナー「P 子の部屋」
研究ノート
スクールソーシャルワークにおけるメタ認知トレーニン
グを応用したグループワークに関する考察

狩野俊介 岩手県教育委員会・岩手県立大学大学院

協会の動き 坪松真吾 公益社団法人日本精神保健福祉士協会　事務局長
協会の行事予定
リレーエッセイ 徳永達哉 桑園病院
この一冊
心のケアが必要な思春期・青年期のソーシャルワーク 古屋龍太 日本社会事業大学
精神保健福祉の法律相談ハンドブック 三品竜浩 千葉県保護観察所
想いをつなぐ～災害とソーシャルワーク～⑩

島津屋賢子 就労支援センター MEW
猿渡英代子 仙台城南高等学校

編集後記


